
 

五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在

能
力
を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま

で
解
明
で
き
る
か
?

　
　
　
講
師
　
河
野
　
貴
美
子 

氏

今
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
状
況
下
で
種
々

能
力
者
、
鍛
錬
者
を
は
じ
め
、
各
種
課

題
に
取
り
組
む
方
々
の
生
理
学
的
変
化

を
、
脳
波
計
測
を
中
心
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
近
年
、
脳
の
科
学
へ
の
注
目
度

は
ま
す
ま
す
高
く
な
り
、
脳
の
科
学
的

解
明
に
向
け
て
、
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

探
れ
ば
探
る
ほ
ど
混
迷
を
深
め
て
い
る

の
も
事
実
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
意
識
・
無
意
識

の
問
題
、
心
の
問
題
は
、
さ
ら
に
広
い

分
野
を
巻
き
込
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
の
理
論
が
百
出
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
現
象
と
意
識
と
の
関
わ
り
、

無
意
識
の
世
界
と
未
知
現
象
な
ど
、
脳

を
超
え
た
領
域
か
ら
の
理
論
構
築
も
数

多
く
試
み
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
今
回

は
、
ま
ず
は
現
在
の
脳
科
学
で
ど
こ
ま

で
説
明
で
き
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

今
後
の
こ
の
分
野
の
科
学
を
み
な
さ
ま

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

※ 

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
賛

助
会
員
、
維
持
会
員
、
正
会
員
に
対

す
る
「
出
欠
用
」
と
欠
席
者
の
た
め

の
「
委
任
状
」
を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
が

今
回
同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
ず
6
月
20
日
（
月
）
ま
で
に
ご
投

函
願
い
ま
す
。（
忘
れ
な
い
う
ち
に

お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。）

と
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
長
年
、
能
力
者
の
脳
波
計
測
を
さ
れ
、

多
く
の
発
見
や
評
価
の
高
い
論
文
を
出

さ
れ
て
き
た
河
野
貴
美
子
氏
の
、
日
本

サ
イ
科
学
会
に
お
け
る
希
少
な
御
講
演

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願

い
ま
す
。

◎
河
野
貴
美
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

理
学
部
物
理
学
科
卒
業
、
日
本
医
科

大
学
生
理
学
教
室
か
ら
情
報
科
学
セ
ン

タ
ー
、
東
邦
大
学
理
学
部
な
ら
び
に
済

生
会
看
護
専
門
学
校
非
常
勤
講
師
。

（
現
在
）N
P
O
法
人
国
際
総
合
研
究
機

構 

副
理
事
長

今
月
号
の
記
事

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
六
月
通
常
総
会
本
部
例
会
予
告

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
創
立
40
周
年
記
念
大
会
発
表
者
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
・
六
月
・
七
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
28
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
平
成
26
年
11
月
本
部
例
会
報
告

◎
平
成
28
年
4
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
四
〇
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
像
の
形
成
に

　

関
係
す
る
諸
要
素

◎
霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
引
き
起
こ
す
心

　

身
へ
の
影
響
に
つ
い
て

（
学
会
関
連
）
国
際
生
命
情
報
科
学
会 

副
会
長
、
人
体
科
学
会 

副
会
長
、
総
合

人
間
学
会
、
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
、

日
本
催
眠
学
会
、
日
本
数
学
協
会
等
理

事
、
全
国
珠
算
教
育
連
盟 

学
術
顧
問

（
著
書
）「
決
定
版 

気
の
科
学
」、「
脳
に

差
が
つ
く
そ
ろ
ば
ん
の
す
す
め
」
な
ど

多
数
。
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日
時　

平
成
28
年
5
月
14
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

 
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
6
受
領
分
ま
で
）

金
三
万
円
也　
　
　

佐
藤
千
恵
子　

様

金
二
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円
也　

屋
敷　

益
男　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
九
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
六
千
円
也　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
二
千
円
也　
　
　

福
光　

康
彦　

様

金
一
千
円
也　
　
　

河
野　

明
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

松
尾　

久
枝　

様

金
一
千
円
也　
　
　

片
山　

政
記　

様

金
一
千
円
也　
　
　

寺
嶋　

崇
惠　

様

金
一
千
円
也　
　
　

斎
藤　

和
良　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

※
午
後
一
時
半
か
ら
30
分
の
通
常
総
会

　

後
、
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人

　
　
講
師
　
エ
ス
パ
ー
・
小
林 
氏

こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
通
り
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
運
気
上
昇
期
と
低
迷
期
が
混
在

し
て
い
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

如
何
す
れ
ば
自
分
自
身
の
運
気
常
に

上
げ
、
維
持
し
な
が
ら
守
る
か
⁉

誰
で
も
1
番
知
り
た
い
幸
福
へ
の
近

道
を
鑑
定
結
果
か
ら
の
具
体
的
な
実
例

と
体
験
談
を
ま
と
め
た
内
容
で
す
。

幸
福
運
以
上
に
必
須
な
の
は
マ
イ
ナ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー（
邪
気
）を
受
け
付
け
な

い
方
法
を
公
開
し
、
受
け
た
場
合
の
対

処
方
法
や
開
運
法
を
分
か
り
や
す
く
誰

で
も
簡
単
に
出
来
る
方
法
を
紹
介
致
し

ま
す
。

全
国
各
地
の
行
き
や
す
い
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
、
生
年
別
開
運
の
ラ
ッ
キ
ー
カ

ラ
ー
等
も
伝
授
致
し
ま
す
。

※
昨
年
、
三
笠
書
房
の
「
王
様
文
庫
」

か
ら
、『「
運
」
が
つ
く
人
「
霊
」
が
憑

く
人
」』、『「
霊
」
に
つ
い
て
の
一
〇
〇

の
質
問
』
を
出
版
し
て
、
話
題
に
な
り

ま
し
た
著
者
の
貴
重
な
御
講
演
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を

お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎ 

エ
ス
パ
ー
・
小
林（
小
林
世
征
：
こ
ば

や
し
と
し
ま
さ
）氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

東
京
生
ま
れ
、
学
生
時
代
よ
り
タ
ロ

ッ
ト
、
手
相
、
人
相
等
の
占
学
を
学
び
、

十
代
後
半
よ
り
霊
能
力
に
目
覚
め
、
除

霊
を
始
め
、
人
生
相
談
、
開
運
相
談
、

将
来
展
望
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
講
演
を
行
い
、
月

刊
誌
ム
ー
に
心
霊
相
談
を
連
載
中
で
す
。

日
時　

平
成
28
年
6
月
26
日（
日
）　

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
～
4
時
30
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
、「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
・

4
月
号
」か
ら
募
集
し
て
お
り
ま
す「
不

思
議
な
写
真
・
映
像
」
を
参
加
者
の
皆

様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参
加
者
全
員
で

解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共
有
す
る
会
で

す
。

　

10
月
の
創
立
40
周
年
記
念
大
会
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
U
�F�

O
と
宇
宙
人
」、
オ
ー
ブ
や
心
霊
写
真
、

地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、
そ
れ
ら
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に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本
サ
イ
科

学
会
事
務
局
に
事
前
に
「
プ
リ
ン
ト
写

真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ
ー
の
郵

送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ
ァ
イ
ル

で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り
難
い
で

す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で
き
ま
せ

ん
の
で
、コ
ピ
ー
を
お
願
い
致
し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

　

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。

　

参
加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
28
年
7
月
9
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

創
立
40
周
年
記
念
大
会

発
表
者
募
集

今
年
は
1
9
7
6
年
の
日
本
サ
イ
科

学
会
創
立
か
ら
40
周
年
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
10
月
16
日（
日
）に
北
と
ぴ
あ
に

て
、「
創
立
40
周
年
記
念
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。

前
半
は
会
員
の
研
究
発
表
の
時
間
を

設
け
、
後
半
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー

マ
は
「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と

宇
宙
人　
―
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
―
」）が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

「
U
F
O
と
宇
宙
人
」
に
関
し
て
で
も
、

そ
う
で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現

在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り

を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象

（
U
F
O
、
オ
ー
ブ
、
心
霊
現
象
等
）の

目
撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な

サ
イ
現
象
の
仮
説（
理
論
）な
ど「
サ
イ
」

に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で

す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果

を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
創
立
40
周
年
記
念
大
会
で
の
発
表
は

で
き
な
い
が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

の
資
料
と
し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も

募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
5
」
最
終
頁

の
投
稿
審
査
規
定
を
よ
く
読
ん
で
、
応

募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

本
居
宣
長
の「
古
事
記
」
解
釈
は

誤
っ
て
い
た
!
観
点
を
変
え
る
と

「
古
事
記
」か
ら
本
当
の
古
代
の
史

実
が
見
え
て
く
る
!
比
較
言
語

学
も
駆
使
し
て
読
み
解
く
日
本
人

の
本
当
の
ル
ー
ツ
!

　
　
　
　
講
師
　
坂
井
　
洋
一 

氏

日
時　

平
成
28
年
5
月
21
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
す
べ
て

～
科
学
時
代
の
活
用
術
～

　
　
　
　
講
師
　
和
田
　
高
幸 

氏

日
時　

平
成
28
年
6
月
18
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内



会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

死
ぬ
べ
き
人
間
か
ら
死
な
な
い

人
間
へ

　
　
　
　
講
師
　
梶
原
　
和
義 

氏

日
時　

平
成
28
年
7
月
16
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
28
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
10
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
：

宇
宙
人
コ
ン
タ
ク
ト
」

天
動
説
か
ら
地
動
説
に
と
っ
て
か
わ

ら
れ
た
よ
う
に
、
地
球
人
一
人
ぼ
っ
ち

説
か
ら
宇
宙
人
て
ん
こ
盛
り
説
へ
の
第

2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
が
現
在
進
行

中
!ヒ

ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
大
統

領
に
な
っ
た
暁
に
は
、
エ
リ
ア
51
と
宇

宙
人
の
謎
を
情
報
公
開
す
る
と
い
う
の

だ
。
果
た
し
て
あ
な
た
は
宇
宙
人
コ
ン

タ
ク
ト
の
準
備
は
で
き
て
い
る
で
し
ょ

う
か
? 

今
回
は
宇
宙
船
搭
乗
者
や
宇
宙

人
遭
遇
者
の
生
の
発
言
を
中
心
に
、
一

足
先
に
U
F
O
・
オ
ー
ブ
最
新
情
報

を
お
届
け
し
よ
う
。

日
時　

平
成
28
年
7
月
30
日（
土
）

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

�

（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会 

費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般 

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

　

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
、
18
：
15
よ
り
懇
親

会
あ
り
!

会
費
二
五
〇
〇
円
、
無
国
籍
料
理
店「
シ

マ
」に
て�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
11
月
本
部
例
会
報
告

日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本

の
驚
く
べ
き
真
実

　
　
　
　
講
師
　
坂
井
　
洋
一 

氏

私
は
中
学
生
と
き
か
ら
洋
画
と
洋
楽

が
大
好
き
に
な
り
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど

テ
レ
ビ
番
組
も
洋
も
の
を
や
っ
て
お
り

ま
し
て
、
夢
中
に
な
っ
た
中
学
生
時
代

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
何
故
か
英
語
が
好
き
で
、
他
の

科
目
は
ほ
と
ん
ど
興
味
が
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
自
然
と
興
味
の
方
向
が
洋
画

と
洋
楽
に
向
か
っ
て
い
っ
て
、
そ
れ
に

浸
り
き
る
生
活
で
ず
っ
と
や
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
あ
る
と
き
、
ふ
っ
と
気

が
つ
い
た
の
で
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
名
前

に
入
っ
て
い
る
な
、と
。
太
平
洋
の「
洋
」

で
す
か
ら
、
も
と
も
と
洋
も
の
に
惹
か

れ
る
運
命
な
ん
だ
、
と
。
も
う
一
つ
今

思
う
こ
と
は「
洋
一
」
な
の
で
、
あ
る
意

味
自
分
の
立
場
な
り
に
、
西
洋
と
東
洋

を
一
つ
に
す
る
架
け
橋
に
な
る
と
い
う

意
味
も
あ
る
ん
だ
な
、
と
い
う
こ
と
で

す
。皆

様
に
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
よ
う

な
古
代
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、

洋
画
の「
ダ
ビ
ン
チ
コ
ー
ド
」
を
見
た
こ

と
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
2
0
0
0
年
の

裏
側
の
本
当
の
歴
史
を
え
ぐ
り
出
す
よ

う
な
原
作
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
可
能
な

限
り
映
像
化
し
た
作
品
な
の
で
す
が
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た

の
で
す
。

そ
し
て
ふ
と
、
今
ま
で
全
く
興
味
の

な
か
っ
た
日
本
に
興
味
が
向
い
て
、
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
こ
こ
日
本
に
も
我
々
の

知
ら
な
い
歴
史
が
横
た
わ
っ
て
い
て
、

そ
れ
が
い
つ
の
ま
に
か
忘
れ
去
ら
れ
て
、

● ❹●



我
々
は
本
当
の
古
代
を
知
ら
な
い
ま
ま

生
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
で
も
一
応
四
カ
国
語
を
し

ゃ
べ
れ
ま
す
。
日
本
語
と
英
語
と
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
と
茨
城
弁
（
笑
）
で
す
。
で

も
こ
れ
が
、
4
年
前
か
ら
古
代
の
比
較

言
語
学
を
勉
強
し
た
と
き
に
、
す
ご
く

役
立
ち
ま
し
た
。

古
代
は
世
界
が
一
つ
の
共
通
の
文
化

圏
だ
っ
た
の
で
す
。
あ
る
意
味
世
界
が

ワ
ン
ワ
ー
ル
ド
だ
と
言
え
ま
す
。
今
は

各
国
が
自
分
中
心
の
歴
史
を
造
っ
て
い

ま
す
が
、
水
面
下
は
一
緒
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
当
た
り
ま
し
た
。

今
日
配
布
し
た
資
料
に
地
下
鉄
の
路

線
表
が
あ
り
ま
す
が
、
身
近
な
地
名
が

全
部
深
い
古
代
語
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

古
代
の
言
葉
が
現
代
ま
で
に
ど
う
い

う
風
に
変
化
す
る
の
か
、
そ
の
法
則
を

研
究
し
た
比
較
言
語
学
者
で
有
名
な
方

が
、
グ
リ
ム
童
話
の
グ
リ
ム
兄
弟
で
す
。

彼
ら
の
見
つ
け
た
一
番
の
成
果
は
、

無
声
子
音
「
P
、
T
、
S
、
K
」
が
有

声
子
音
の
「
b
、
d
、
z
、
g
」
に
い

か
よ
う
に
も
入
れ
替
わ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

◎
牛
込
、
馬
込
、
駒
込

シ
ュ
メ
ー
ル
語
の「
ク
ン
ガ 

エ
デ
ン
」

は「
水
に
浸
る
草
原
」す
な
わ
ち
水
田
を

意
味
し
、
短
く
変
化
し
て「
ク
マ
エ
ダ
」

→「
コ
メ
」→「
ゴ
メ
」に
な
り
ま
す
。

「
牛
」
の
語
源
は「
ウ
・
シ
ェ
」（
→
穀

物
・
稲
科
の
穀
物
）
と
な
り
、「
牛
込
」

は
水
田
を
表
し
て
い
ま
す
。

◎
目
黒
は
縄
文
時
代
は
海
辺
に
あ
り
、

シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
船
の
こ
と
を
「
マ
グ

ル
」
と
い
い
、
当
時
は
目
黒
に
船
が
停

泊
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

比
較
言
語
学
に
お
け
る「
M
B
転
訛
」

（
M
と
B
は
互
い
に
入
れ
替
わ
る
）も
使

う
と

◎
大
門
は
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
語［D

aim
 

A
nu

］：
農
業
の
畑
の
管
理
者
か
ら
来
て

お
り
、「
子
音
変
化
」
と「
M 

B
転
訛
」

か
ら［Saib an

］
→
裁
判
と
も
な
り
ま

す
。古

代
の
宝
箱
を
開
け
る
鍵
は
、
シ
ャ

ー
マ
ニ
ズ
ム
と
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
で
す
。

祭
政
一
致
で
も
あ
り
ま
し
た
。

古
事
記
を
見
る
と
、
神
様
に
は
二
種

類
あ
り
ま
す
。「
国
つ
神
」と「
天
つ
神
」

の
二
つ
で
す
。「
国
つ
神
」
は
元
々
古
い

神
様
で
そ
の
土
地
に
い
ら
し
た
神
様
で
、

そ
こ
に
あ
る
と
き「
天
つ
神
」が
や
っ
て

き
て
、
こ
れ
は
我
々
が
支
配
す
べ
き
土

地
な
の
で
譲
り
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と

で「
国
つ
神
」か
ら
譲
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
も
全
く
同

じ
構
造
で
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
は

数
字
で
表
さ
れ
ま
す
。「
国
つ
神
」
は

3
、
4
、
5
、
6
、
7（
→
聖
数
：

3
+
4
）、「
天
つ
神
」
は
60
、
50
、
40
、

30
、
20
、
15
と
な
り
ま
す
。

「
国
つ
神
」

3
は
牡
牛
神（
ハ
ル
）、
4
は
ヘ
ビ
女
神

（
キ
）、
5
は
火
山
女
神（
ニ
ン
フ
ル
サ

グ
）、
6
は
火
山
男
子（
ア
ン
キ
ビ
ル
）、

7
は
3
の
神
様
と
4
の
神
様
を
合
わ
せ

た
表
現
で
す
。

「
天
つ
神
」

60
は
天
神（
ア
ン
）、
50
は
風
神（
エ
ン

リ
ル
）、
40
は
知
恵
水（
エ
ン
キ
）、
30
は

月
神（
ナ
ン
ナ
ル
、
シ
ン
）、
20
は
太
陽

神（
ウ
ツ
、
ウ
ヅ
）、
15
は
金
星
女
神（
イ

ナ
ン
ナ
）と
な
り
ま
す
。

3
の
牡
牛
神（
ハ
ル
）と
40
の
知
恵
水

（
エ
ン
キ
）
は
同
じ
神
様
と
な
り
ま
す
。

日
本
神
話
の「
ス
サ
ノ
オ
」と
同
じ
立
場

で
す
。

も
う
一
つ
半
神
、
半
人
の
シ
ュ
メ
ー

ル
の
王
様（「
国
つ
神
」に
入
る
）が（
ギ

ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
）
で
す
。
実
は
漢
字
の

「
鬼
」
と
い
う
文
字
は（
ギ
ル
ガ
メ
ッ
シ

ュ
）
の
象
形
文
字
で
す
。（
ギ
ル
ガ
メ
ッ

シ
ュ
）は
世
界
で
最
古
の「
ギ
ル
ガ
メ
ッ

シ
ュ
叙
事
詩
」
の
主
人
公
で
、
旧
約
聖

書
の「
ノ
ア
の
箱
船
」の
元
ネ
タ
で
す
。

「
ヤ
マ
ト
は
ク
ニ
の
マ
ホ
ロ
バ
」
と

言
わ
れ
る「
マ
ホ
ロ
バ
」
と
は
何
か
?�

ヤ
マ
ト
の
女
王「
卑
弥
呼
」
は
誰
か
ら

選
ば
れ
た
か
、
と
い
う
と
当
時
30
国
あ

っ
た 

倭
国
の
王
達
か
ら
選
ば
れ
た
の
で

す
。
と
い
う
こ
と
で
、「
マ
ホ
ロ
バ
」
と

い
う
の
は「
共
同
体
」
と
い
う
意
味
で

す
。5

5
0
0
年
前
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
地

方
に
平
和
を
愛
す
る
シ
ュ
メ
ー
ル
人
の

都
市
国
家（
ウ
ル
、
ウ
ル
ク
、
ラ
ガ
シ
ュ

等
）
が
現
れ
、
彼
ら
は
楔
形
文
字
、
農

業
、
天
文
学
、
航
海
学
、
合
金
術
を
発

●❺ ●



達
さ
せ
、
神
殿
や
王
墓
を
築
い
て
、
強

力
な
都
市
文
明
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
北
部
の
ア
ッ
カ
ド

人
や
ア
ム
ー
ル
人
の
侵
入
に
よ
っ
て
、

紀
元
前
2
0
0
0
年
頃
、
シ
ュ
メ
ー
ル

の
都
市
国
家
は
滅
び
ま
し
た
。
国
を
奪

わ
れ
た
シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
最
初
に
移
動

し
た
の
は
、
イ
ン
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

従
っ
て
イ
ン
ド
は
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
人

と
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
造
っ
た
国
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
東
に
向
か
っ
て
、

南
か
ら
上
が
っ
て
日
本
に
渡
っ
て
き
た

人
々
と
、
北
か
ら
朝
鮮
半
島
を
通
っ
て

日
本
に
渡
っ
て
き
た
人
々
が
い
ま
す
。

そ
れ
は
縄
文
時
代
に
あ
た
り
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
日
本
列
島
に
は
文
明
未

発
達
の
原
住
民
し
か
い
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
人
は
言

語
と
文
字
と
数
字
、
農
業
、
天
文
学
、

航
海
学
を
も
っ
て
い
て
、
平
和
主
義
で

原
住
民
と
も
融
和
し
て
い
っ
た
で
し
ょ

う
。
約
5
5
0
0
年
前
～
4
0
0
0
年

前
の
縄
文
時
代
の
集
落
跡
、
青
森
市
に

あ
る「
三
内
丸
山
遺
跡
」も
初
期
に
移
住

し
た
シ
ュ
メ
ー
ル
人
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
同
じ
土
地
に
1
5
0
0
年
間
定
住

し
、
法
律
も
無
く
支
配
者
が
い
な
い
、

自
然
と
共
に
生
活
し
て
い
た
人
々
で
す
。

　

私
が
日
本
の
古
典「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
」

を
学
ん
だ
の
は
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語
を
勉

強
す
る
よ
り
先
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
宇
宙
的
、
輪
廻
的
な
内
容
に
感
動
し

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
が

多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
や
は
り「
ホ
ツ

マ
ツ
タ
ヱ
」
を
書
い
た
の
も
シ
ュ
メ
ー
ル

人
の
末
裔
な
の
か
な
、
と
も
思
い
ま
す
。

　
「
神
」
に
は
3
種
類
あ
っ
て
、「
宇
宙

創
造
神
」、「
高
次
元
の
神
」、
そ
し
て
ア

ン
と
か
エ
ン
リ
ル
な
ど
の
進
化
し
た「
宇

宙
人
」
が
地
球
に
来
て
、
地
球
人
に
多

く
の
文
化
、文
明
を
教
え
た「
神
」で
す
。

シ
ュ
メ
ー
ル
に
し
て
も
、
古
代
エ
ジ
プ

ト
に
し
て
も
、
何
故
あ
あ
い
う
優
れ
た

文
明
が
突
然
興
っ
た
の
か
は
誰
も
説
明

で
き
ま
せ
ん
。
明
ら
か
に
、
宇
宙
人
が

関
与
し
て
い
る
と
考
え
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

皆
様
は
倭
国
と
日
本
国
は
同
じ
だ
と

思
い
ま
す
か
?
二
つ
は
全
く
違
う
国

で
す
。
そ
れ
は
中
国
の
正
史「
旧
唐
書

（
く
と
う
じ
ょ
）」に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
は
元
小
国
、
倭
を
併
合
す
。」

六
七
〇
年
に
国
名
を
日
本
国
に
名
前
を

変
え
た
の
は
、
天
智
天
皇
で
す
。
残
念

な
こ
と
に
、
日
本
国
が
倭
国
を
併
合
し

た
歴
史
は
隠
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、

日
本
の
正
史
に
は
一
切
載
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

鹿
児
島
県
に
は「
天
智
天
皇
を
守
る

会
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
心
は
鹿

児
島
県
の
開
聞
岳（
か
い
も
ん
だ
け
）の

麓
に
あ
る
枚
聞
神
社（
ひ
ら
き
き
じ
ん

じ
ゃ
）で
あ
っ
て
、
こ
こ
は
昔
か
ら
天
智

天
皇
の
お
祭
り
が
あ
る
そ
う
で
す
。
と

い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
、
天
智
天
皇
と

い
う
日
本
国
を
造
っ
た
人
は
、
日
本
国

の
元
で
あ
る
鹿
児
島
の
出
身
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
、
地
元
の
人
の
情
報
で
分

か
り
ま
し
た
。

倭
国
は
元
々
九
州
か
ら
始
ま
り
、
四

国
か
ら
最
終
的
に
は
近
畿
、
奈
良
に
来

る
の
で
す
が
、「
大
化
の
改
新
、
白
村
江

の
戦
い
、
壬
申
の
乱
」の
あ
っ
た
激
動
の

7
世
紀
に
お
い
て
、
そ
の
裏
で
は
日
本

国
対
倭
国
と
い
う
隠
さ
れ
た
、
と
ん
で

も
な
い
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
過
程
の
中
で
、
卑
弥
呼
は
最
初

は
北
九
州
に
い
て
、
国
際
情
勢
の
中
で

魏
を
恐
れ
て
、
鹿
児
島
に
移
り
、
そ
こ

で
狗
奴
国
に
滅
ば
さ
れ
て
死
に
ま
し
た
。

あ
る
意
味
、
倭
国
も
日
本
国
も
同
じ
鹿

児
島
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。

5
世
紀
に
中
国
の
書
物
に
突
然
現
れ

た「
倭
の
五
王（
讃
珍
済
興
武
）」
は
古

事
記
、
日
本
書
紀
に
は
一
切
出
て
き
ま

せ
ん
が
、
彼
ら
が
頑
張
っ
て
倭
国
を
大

き
く
し
て
、
当
時
の
宋
に
上
表
文
を
出

し
て
い
ま
す
。
→「
倭
・
新
羅
・
任
那
・

加
羅
・
秦
韓
・
慕
韓 

六
国
諸
軍
事　

安

東
大
将
軍
」

　

こ
の
時
代
倭
国
は［U

nited States

（
合
衆
国
）of 

倭
］
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
明
ら
か
に
当
時
の
宋

の
王
様
は
、
倭
国
の
王
様
が
、
新
羅
、

任
那
、
加
羅
、
秦
韓
、
慕
韓
を
含
め
て

六
国
を
支
配
下
に
収
め
た
こ
と
を
、
認

め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
す
。

そ
れ
ら
の
こ
と
は
古
事
記
、
日
本
書

紀
に
は
、
一
切
出
て
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
は
日
本

国
に
な
っ
て
か
ら
、
日
本
国
の
歴
史
家

が
書
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
当
然
都
合

の
悪
い
こ
と
は
全
部
切
り
捨
て
ま
す
。

倭
国
の
女
王
が
卑
弥
呼
な
ん
て
、
あ
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

た
だ
政
権
が
日
本
国
に
変
わ
っ
て
も
、

新
し
い
支
配
者
が
倭
国
の
住
民
を
殺
す

こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

農
業
国
家
に
と
っ
て
作
業
す
る
人
々
が

大
事
で
す
し
、
住
民
は
ほ
と
ん
ど
倭
人

だ
っ
た
の
で
す
か
ら
。
従
っ
て
倭
国
の

こ
と
は
無
視
は
で
き
な
い
の
で
、
卑
弥

呼
の
こ
と
を
、
天
照
大
神
あ
る
い
は
神

功
皇
后
と
い
う
名
称
で
表
現
さ
れ
た
の

で
す
。
そ
こ
に
卑
弥
呼
の
跡
を
継
い
だ

伊
予
の
名
前
も
出
て
き
ま
す
。

［U
nited States

（
合
衆
国
）of 

倭
］

の
倭
国
は
ギ
リ
シ
ャ
系
の
仏
教
国
な
の
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で
す
。
本
当
の
仏
教
は
大
仏
等
の
偶
像

は
一
切
造
ら
な
い
の
で
す
が
、
ギ
リ
シ

ャ
系
の
仏
教
は
偶
像
を
拝
み
ま
す
。

そ
の
起
源
は
、
紀
元
前
4
世
紀
に
ア

レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
が
東
方
遠
征
し
た

と
き
に
、
イ
ン
ド
人
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ

プ
タ
が
気
に
入
っ
て
、「
君
が
王
国
を
造

れ
」
と
い
う
こ
と
で
マ
ガ
ダ
国
が
で
き
、

紀
元
前
3
世
紀
に
そ
の
三
代
目
の
ア
シ

ョ
ー
カ
王
は
残
虐
な
殺
戮
を
続
け
て
支

配
圏
を
拡
げ
て
い
き
ま
し
た
が
、
あ
る

と
き
改
悛
し
て
仏
教
を
信
奉
す
る
よ
う

に
な
り
、
世
界
中
に
仏
教
を
拡
げ
る
た

め
の
ス
ト
ゥ
ー
パ（
仏
塔
）を
建
て
て
い

く
た
め
、
四
方
に
仏
教
の
宣
布
団
を
派

遣
し
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
行
に
ソ
ナ
カ
王
が
い
て
、

台
湾
か
ら
沖
縄
を
経
て
、
南
九
州
ま
で

や
っ
て
来
ま
し
た
。
従
っ
て
、
仏
教
が

日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
欽
明
天
皇

の
6
世
紀
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

当
は
紀
元
前
か
ら
日
本
の
地
に
仏
教
は

入
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
紀
元
前
か

ら
南
九
州
に
は
仏
教
団
が
来
て
い
て
、

彼
ら
の
教
え
を
基
に
し
て
出
来
た
国
が
、

倭
国
な
の
で
す
。

倭
国
の
歴
史
と
い
う
の
は
、
女
王
の

歴
史
で
す
。
男
性
の
王
が
ト
ッ
プ
に
つ

い
て
治
め
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
が
、

女
王
が
治
め
る
と
う
ま
く
い
く
と
書
い

て
あ
り
ま
す
。

倭
国
は
四
国
を
通
っ
て
、
大
阪
ま
で

き
て
、
仏
教
は
大
き
く
開
花
し
ま
す
が
、

そ
の
と
き
仏
教
を
弘
め
る
の
に
活
躍
し

た
の
が
、
蘇
我
氏（
ソ
ナ
カ
王
の
子
孫
）

で
す
。
蘇
我
氏
に
よ
っ
て
仏
教
が
花
開

い
た
大
阪
の
語
源
は
、「
倭（
ワ
イ
）
ソ

ガ
」で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
挑
戦
状
を
た
た
き

つ
け
た
の
が
、
神
道
系
の
天
智
天
皇（
中

大
兄
皇
子
）
で
す
。
仏
教
対
神
道
の
戦

い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
結
果

的
に
日
本
国
の
神
道
系
が
仏
教
系
の
倭

国
を
滅
ぼ
し
て
、［U

nited States

（
合

衆
国
）
を
全
部
奪
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。古

事
記
で
天
皇
家
は
高
天
原
か
ら
高

千
穂
に
空
か
ら
降
り
て
き
た
と
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
天
降
っ
た
と
い
う

の
は
、
い
わ
ゆ
る「
天
降
り
」な
の
で
す
。

「
天
降
り
先
」
は
高
千
穂
な
の
で
す
が
、

本
居
宣
長
の「
高
天
原
」の
読
み
方（
た

か
ま
が
は
ら
）が
違
っ
て
い
て
、
古
事
記

の
原
文
の
注
釈
に
そ
の
読
み
方
が
書
い

て
あ
り
ま
す
。
現
在
で
も
そ
れ
と
同
じ

読
み
方
の
地
名
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

（
く
ま
げ
）で
、
現
代
の
鹿
児
島
県
熊
毛

郡
に
あ
た
り
、
そ
れ
に
属
す
る
島（
種

子
島
、
屋
久
島
）の
内
の
種
子
島
が「
高

天
原
」な
の
で
す
。

神
武
天
皇
の
祖
父
に
あ
た
る
山
幸
彦

が
、
兄
の
海
幸
彦
と
猟
具
を
交
換
し
、

魚
釣
り
に
出
掛
け
た
が
、
兄
に
借
り
た

釣
針
を
失
く
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
探

し
に
島
に
渡
り
、
現
地
の
娘（
豊
玉
姫
）

と
結
婚
し
て
、
三
年
後
に
豊
玉
姫
か
ら

亡
く
し
た
釣
針
を
も
ら
い
、
帰
る
話
が

あ
る
が
、
そ
の
島
と
い
う
の
が
種
子
島

で
す
。

種
子
島
に
あ
る
一
番
大
き
な
神
社
で

あ
る
宝
満
神
社
の
御
祭
神
は
、
神
武
天

皇
の
祖
母
の
豊
玉
姫
で
す
。
日
本
最
古

の
赤
米
神
事
も
行
わ
れ
ま
す
。
近
く
に

宝
満
池
も
あ
り
ま
す
。

神
武
天
皇
直
系
の
子
孫
、
天
智
天
皇

が
、
日
本
国
を
興
し
て
倭
国
を
滅
ぼ
し

た
の
で
す
が
、
天
智
天
皇
を
祀
る
枚
聞

神
社
も
開
聞
岳
の
麓
に
あ
り
ま
す
し
、

す
べ
て
が
つ
じ
つ
ま
が
合
っ
て
き
ま
す
。

日
本
国
が
倭
国
を
併
合
し
て
、
そ
の

お
陰
で
今
我
々
は
生
き
て
い
る
の
で
、

そ
れ
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
の

で
す
が
、
何
も
卑
弥
呼
の
歴
史
を
消
す

こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、

も
う
ち
ょ
っ
と
分
か
り
や
す
い
形
で
活

か
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
我
々
圧
倒
的
多
数
は
、
倭
人
な

の
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
、
卑
弥
呼
に
シ

ン
パ
シ
ー
を
覚
え
る
わ
け
で
す
。

ギ
リ
シ
ャ
系
仏
教
が
最
も
花
開
い
て

成
功
し
て
定
着
し
て
い
る
の
は
日
本
で

す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
卑
弥
呼

の
や
っ
て
き
た
こ
と
が
脈
々
と
今
も
息

づ
い
て
い
る
の
が
日
本
国
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
28
年
4
月
本
部
例
会
報
告

神
々
の
謎

　
　
　
講
師
　
沖
田
　
祐
美
子 

氏

「
神
々
の
謎
」

2
0
0
3
年
頃
ま
で
ご
く
普
通
の
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
目
に
見
え

な
い
世
界
か
ら
人
生
の
軌
道
修
正
を
促

さ
れ
、
ま
た
眠
っ
て
い
た
霊
感
ま
で
も

が
目
覚
め
て
し
ま
い
、
目
に
見
え
な
い

世
界
に
導
か
れ
な
が
ら
、
提
示
さ
れ
る

課
題
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
ー
し
て
い
く
内

に
、
神
社
や
聖
地
が
特
殊
な
図
形（
五

芒
星
、
北
斗
七
星
、
オ
リ
オ
ン
三
ツ
星
、

二
等
辺
三
角
形
等
）
の
上
に
規
則
正
し

く
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
訪
れ

る
神
社
で
は
由
緒
と
記
紀
神
話
の
内
容

が
食
い
違
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ

る
こ
と
等
に
疑
問
を
持
ち
、
独
自
に
古

代
史
の
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
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天
皇
家
の
祖
神
を
お
祀
り
し
て
い
る

伊
勢
神
宮
に
、
在
位
中
の
天
皇
で
は
明

治
天
皇
以
前
の
歴
代
天
皇
の
参
拝
が
な

い
こ
と
、
皇
位
継
承
の
証
で
あ
る
三
種

の
神
器
の
内
、
八
咫
鏡
・
草
薙
剣
は
天

皇
で
さ
え
も
そ
の
実
見
は
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
等
数
々
の
疑
問
に
つ
い
て
、

記
紀
神
話
で
語
ら
れ
て
い
る
神
武
東
征

や
出
雲
の
国
譲
り
か
ら
見
え
て
く
る
歴

史
と
は
ま
た
違
っ
た
、
敗
者
側
の
出
雲

神
族
の
末
裔
に
口
伝
で
伝
え
ら
れ
て
い

る
一
子
相
伝
の
歴
史
「
富
氏
の
伝
承
」

を
手
掛
か
り
に
、
伊
勢
神
宮
と
出
雲
大

社
、
天
孫
族
と
出
雲
族
の
関
係
、
古
代

ユ
ダ
ヤ
や
シ
ュ
メ
ー
ル
、
龍
族
と
牡
牛

族
の
関
係
に
ま
で
敷
衍
し
て
、
独
自
の

論
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
歴
代
天
皇
の
参
拝
が
な
い
理

由
に
つ
い
て
、
伊
勢
神
宮
の
創
建
及
び

ご
神
体
か
ら
見
て
み
る
と
、
第
10
代
崇

神
天
皇
5
年（
B
C
93
年
）、
疫
病
が
流

行
り
、
多
く
の
人
民
が
死
に
絶
え
た
為
、

従
来
宮
中
で
お
祀
り
し
て
い
た
天
照
大

神
と
倭
大
国
魂
の
二
神
の
神
威
の
強
さ

を
畏
れ
、
宮
の
外
で
祀
る
こ
と
に
し
た

こ
と
が
伊
勢
神
宮
の
創
建
に
繋
が
り
ま

す
。
こ
れ
以
降
、
天
皇
の
即
位
で
使
用

さ
れ
る
三
種
の
神
器
は
、
八
尺
瓊
勾
玉

以
外
の
八
咫
鏡
と
草
薙
剣
は
レ
プ
リ
カ

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
咫
鏡
と
草
薙
剣
の
本
物
は
、
そ
れ

ぞ
れ
伊
勢
神
宮
内
宮
と
熱
田
神
宮
に
祀

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
の
所
有
者
で

あ
る
天
皇
で
さ
え
そ
の
実
見
が
ま
ま
な

ら
な
い
為
、
そ
の
実
態
は
謎
に
包
ま
れ

て
い
る
も
の
の
、
い
く
つ
か
漏
れ
伝
わ

っ
て
い
る
伝
聞
が
あ
り
ま
す
。

八
咫
鏡
に
関
し
て
は
、
明
治
期
に
鏡

の
裏
に
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で「
我
あ
り
て
在

る
も
の
」と
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
噂
が

広
が
り
、
日
ユ
懇
話
会
に
出
席
さ
れ
て

い
た
三
笠
宮
殿
下
に
あ
る
牧
師
が
八
咫

鏡
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
ま
つ
わ
る
話
を
し

た
と
こ
ろ
、
三
笠
宮
殿
下
が
真
相
を
調

査
し
て
み
よ
う
と
語
っ
た
こ
と
が
当
時

の
新
聞
に
載
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
で
問

題
の
鏡
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
今
日
で
も
、
鏡
と
玉
と
剣
の

三
種
の
神
器
は
、
皇
居
内
の
奥
深
い
聖

所
か
ら
取
り
出
す
に
は
あ
ま
り
に
恐
れ

お
お
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
天
皇
す

ら
も
鏡
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
は
思
わ

れ
ぬ
の
で
、
宮
内
庁
の
記
述
か
口
述
か
、

い
ず
れ
か
の
報
告
を
基
礎
に
し
て
、
自

分
が
調
査
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
。」そ

の
後
、
三
笠
宮
殿
下
が
調
査
の
結

果
を
発
表
し
た
と
い
う
記
録
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
同
じ
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
会
員

で
宮
様
の
知
遇
を
得
て
い
た
あ
る
人
物

が
、「
宮
様
自
身
か
ら
直
接
八
咫
鏡
の
噂

は
本
当
で
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

と
の
話
が
漏
れ
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
他

に
も
明
治
政
府
の
初
代
文
部
大
臣
森
有

礼
説
、
青
山
学
院
大
学
左
近
義
弼
博
士

説
、
矢
野
祐
太
郎
説
等
が
あ
り
ま
す
。

草
薙
の
剣
に
関
し
て
も
、
少
な
い
な

が
ら
伝
聞
が
あ
り
ま
す
。

天
智
天
皇
の
時
代（
6
6
8
年
）、
新

羅
人
に
よ
る
盗
難
に
あ
い
、
一
時
的
に

宮
中
で
保
管
さ
れ
た
が
、
天
武
天
皇
の

時
代（
6
8
6
年
）、
天
武
天
皇
が
病
に

倒
れ
る
と
、
占
い
に
よ
り
神
剣
の
祟
り

だ
と
い
う
事
で
再
び
熱
田
神
宮
へ
戻
さ

れ
た
。 

そ
の
4
か
月
後
に
天
皇
は
崩
御

さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
社
伝
の
改
修
工
事
が
あ

っ
た
際
、
神
剣
を
新
し
い
櫃
に
移
す
際
、

4
、
5
人
の
熱
田
大
宮
司
社
家
の
神
官

が
神
剣
を
盗
み
見
た
と
の
記
録
が
あ
り

ま
す
。
木
製
の
櫃
を
開
け
る
と
石
の
櫃

が
置
か
れ
て
い
て
間
に
赤
土
が
詰
め
て

あ
り
、
そ
れ
を
開
け
る
と
更
に
赤
土
が

詰
ま
っ
て
い
て
、
真
ん
中
に
く
り
抜
か

れ
た
楠
の
丸
木
が
あ
り
黄
金
が
敷
か
れ

て
い
て
、
そ
の
上
に
布
に
包
ま
れ
た
剣

が
あ
っ
た
。
箱
毎
に
錠
が
あ
り
、
大
宮

司
の
秘
伝
の
一
つ
の
鍵
で
す
べ
て
が
開

く
と
い
う
。
布
を
ほ
ど
い
て
剣
を
見
る

と
、
長
さ
は
2
尺
8
寸（
約
85
セ
ン
チ
）

ほ
ど
で
、
刃
先
は
菖
蒲
の
葉
に
似
て
お

り
、
剣
の
中
ほ
ど
は
盛
り
上
が
っ
て
い

て
元
か
ら
六
寸（
約
18
セ
ン
チ
）ほ
ど
は

節
立
っ
て
魚
の
脊
骨
の
よ
う
で
あ
り
、

全
体
的
に
白
っ
ぽ
く
、
錆
は
な
か
っ
た

と
あ
り
ま
す
。
神
剣
を
見
た
大
宮
司
は

流
罪
と
な
り
、
ほ
か
の
神
官
は
祟
り
の

病
で
こ
と
ご
と
く
亡
く
な
り
、
幸
い
一

人
だ
け
難
を
免
れ
た
者
が
相
伝
し
た
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
先
の
大
戦
末
期
に
機
密
勅
令
に

よ
っ
て
全
国
の
主
だ
っ
た
寺
社
で
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
米
大
統
領
調
伏
の
た
め
の
儀

式
修
法
が
同
時
一
斉
に
行
わ
れ
、
熱
田

神
宮
で
も
政
府
中
枢
か
ら
の
相
当
強
硬

な
圧
力
に
よ
り
、
草
薙
神
剣
が
つ
い
に

開
封
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

神
剣
は「
錆
び
る
こ
と
の
あ
り
え
な

い
素
材
」
で
、
剣
と
し
て
の
実
用
に
耐

え
ぬ
、
あ
く
ま
で
も
祭
祀
用
の
具
と
し

て
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
形
で
、
国
宝

で
あ
る
石
上
神
宮
の
七
支
刀
に
や
や
近

い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
大
宮
司
が

祭
文
を
唱
え
る
に
つ
れ
、
御
体
が
唸
り

声
の
よ
う
な
重
い
音
声
を
あ
げ
た
と
思

い
き
や
、
祭
殿
の
左
、
西
の
方
角
に
自

ら
い
ざ
り
は
じ
め
、
そ
の
ま
ま
震
え
て

祭
文
を
唱
え
続
け
る
大
宮
司
に
代
わ
っ

て
、
神
剣
を
押
し
と
ど
め
よ
う
と
し
た

禰
宜
職
が
御
体
に
触
れ
た
途
端
、
口
よ
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り
青
い
炎
を
上
げ
て
体
が
燃
え
上
が
り
、

骨
も
残
さ
ず
溶
け
る
よ
う
に
一
片
の
黒

い
炭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
あ

ま
り
の
こ
と
に
、
神
職
・
禰
宜
ら
が
取

り
乱
す
中
、
大
宮
司
は
何
と
か
祭
文
を

ほ
ふ
り
終
え
た
が
、
三
ヶ
月
半
後
に
再

び
同
じ
儀
式
を
行
う
よ
う
命
が
下
っ
た

際
に
は
、
こ
れ
を
拒
み
続
け
、
そ
の
ま

ま
敗
戦
を
迎
え
た
と
い
う
。
こ
の
話
は

大
宮
司
の
孫
が
某
大
学
の
ゼ
ミ
で
語
っ

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
種
の
神
器
は
古
代
ユ
ダ
ヤ
の
失
わ

れ
た
ア
ー
ク
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
失
わ
れ
た
ア
ー
ク
も
レ
ビ
族

以
外
は
触
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
ら

ず
、
敵
国
に
戦
利
品
と
し
て
奪
わ
れ
た

際
に
は
ア
ー
ク
を
見
た
数
千
人
も
の
人

が
翌
日
に
全
員
死
亡
し
た
こ
と
が
聖
書

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ア
ー
ク
に

触
れ
る
資
格
が
あ
る
レ
ビ
族
の
人
で
さ

え
、
ア
ー
ク
を
抱
え
て
い
る
と
宙
に
浮

い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
の
記
述
も

あ
る
た
め
、
熱
田
神
宮
の
草
薙
剣
の
伝

聞
と
一
致
す
る
点
が
あ
り
、
三
種
の
神

器
も
正
統
な
所
有
者
ま
た
は
資
格
が
あ

る
も
の
以
外
に
は
死
を
も
た
ら
す
印
象

を
受
け
ま
す
。

　

古
事
記
、
日
本
書
紀
は
天
武
天
皇
が

編
纂
を
命
じ
、
藤
原
不
比
等
が
実
権
を

握
っ
て
い
た
7
1
2
年
、
7
2
0
年
に

そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
て
い
ま
す
。
乙
巳
の

変
で
蘇
我
入
鹿
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
に

憤
慨
し
た
蘇
我
蝦
夷
が
自
宅
に
火
を
放

ち
、
書
庫
に
保
存
し
て
い
た「
天
皇
記
」

「
国
記
」
ま
で
も
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

為
、
日
本
の
正
史
を
正
し
く
残
す
為
に

編
纂
が
命
じ
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。考

古
学
の
発
見
、
調
査
が
進
む
に
つ

れ
、
日
本
書
紀
の
内
容
に
疑
問
を
呈
す

る
声
が
数
多
く
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

藤
原
不
比
等
は
自
身
の
親
で
あ
る
中
臣

鎌
足
が
首
謀
し
た
乙
巳
の
変
、
大
化
の

改
新
を
正
当
化
す
る
為
に
、
敢
え
て
蘇

我
氏
を
逆
臣
と
し
て
記
紀
を
改
竄
し
た

も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
臣
鎌

足
は
出
自
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
乙
巳
の

変
の
1
年
前
の
皇
極
3（
6
4
4
）年
に

宗
業
＝
神
祇
伯
を
継
が
さ
れ
よ
う
と
し

た
が
、
固
辞
し
て
三
島（
高
槻
市
）に
退

居
し
た
と
突
如
日
本
書
紀
に
登
場
し
ま

す
。蘇

我
本
宗
家
を
滅
亡
さ
せ
政
権
の
中

枢
に
躍
り
出
る
と
、
蘇
我
氏
の
全
方
位

外
交
か
ら
1
8
0
度
外
交
政
策
を
転
換

し
、
6
6
0
年
の
百
済
滅
亡
後
、「
倭

国
・
百
済
遺
民
」
対「
唐
・
新
羅
連
合
」

の
戦
い
と
な
る
白
村
江
の
戦
い
に
出
か

け
て
い
っ
た
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
中

臣
鎌
足
は
日
本
に
人
質
と
し
て
き
て
い

た
百
済
王
子
豊
璋
説
の
信
憑
性
が
増
し

ま
す
。
日
本
書
紀
の
記
述
に
も
飛
鳥
板

葺
き
の
宮
で
皇
極
天
皇
の
側
に
侍
し
て

い
た
古
人
大
兄
皇
子
は
私
宮（
大
市
宮
）

へ
逃
げ
帰
り「
韓
人
が
入
鹿
を
殺
し
た
。

私
は
心
が
痛
い
」（「
韓
人
殺
鞍
作
臣 

吾

心
痛
矣
」）と
言
っ
た
記
述
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
当
時
最
高
の
冠
位
で
あ
っ
た
大
織

冠
を
授
け
ら
れ
た
の
が
中
臣
鎌
足
と
百

済
王
子
豊
璋
の
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
こ

と
等
か
ら
、
二
人
が
同
一
人
物
で
あ
る

可
能
性
が
非
常
に
高
ま
り
ま
す
。

当
時
、
渡
来
人
が
日
本
の
中
枢
に
深

く
入
り
こ
ん
で
い
た
こ
と
は
聖
徳
太
子

の
ブ
レ
ー
ン
秦
河
勝
か
ら
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、

推
古
天
皇
11
年（
6
0
3
年
）
聖
徳
太

子
が「
私
の
と
こ
ろ
に
尊
い
仏
像
が
あ

る
が
、
誰
か
こ
れ
を
拝
み
た
て
ま
つ
る

者
は
い
る
か
」
と
諸
臣
に
問
う
た
と
こ

ろ
、
秦
河
勝
が
こ
の
仏
像
を
譲
り
受
け
、

「
蜂
岡
寺
」
を
建
て
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

こ
の
仏
像「
弥
勒
菩
薩
半
跏
思
惟

像
」
は
、
右
手
の
形
が
独
特
で
あ
り
、

西
洋
の
キ
リ
ス
ト
の
絵
画
や
壁
画
に
も

同
様
の
手
の
形
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
手
の
形
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
イ
エ
ス

キ
リ
ス
ト
を
表
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

秦
河
勝
の
建
立
し
た
木
嶋
坐
天
照
御
魂

神
社
で
は
秦
河
勝
が
景
教（
ネ
ス
ト
リ

ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
）を
信
仰
し
て
い
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
聖
徳
太
子
の
別

名
は
厩
戸
皇
子
で
す
が
、
西
洋
に
も
馬

小
屋
で
生
ま
れ
た
人
物「
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
」が
お
り
、
聖
徳
太
子
に
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
像
を
重
ね
て
い
た
面
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

畿
内
の
大
五
芒
星
と
い
う
壮
大
な
結

界
が
畿
内
を
中
心
に
張
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
交
点
の
要
の
部
分
に
、
京
都

御
所
、
下
鴨
神
社
が
あ
り
ま
す
。
京
都

御
所
の
天
皇
の
大
内
裏
は
秦
河
勝
の
私

邸
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
り
、
天
皇
の
即

位
式
「
大
嘗
祭
」
を
取
り
仕
切
る
の
は

「
下
鴨
神
社
」
で
す
が
、
下
鴨
の
「
鴨
」

は
ユ
ダ
ヤ
の
男
性
名
か
ら
来
て
い
る
よ

う
で
す
。
京
都
八
坂
神
社
の
祇
園
祭
り

等
に
見
る
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
の
風
習
と
の
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驚
く
べ
き
類
似
性
等
か
ら
、
古
代
ユ
ダ

ヤ
の
失
わ
れ
た
10
支
族
が
日
本
に
来
て

い
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
論
じ

る
場
合
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
改
宗
し
た
カ
ザ

ー
ル
地
方
に
住
ん
で
い
た
白
人
の
ア
シ

ュ
ケ
ナ
ー
ジ
ユ
ダ
ヤ
と
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・

イ
サ
ク
・
ヤ
コ
ブ
の
血
統
に
繋
が
る
ユ

ダ
ヤ
民
族
で
あ
る
ア
ジ
ア
人
の
ス
フ
ァ

ラ
デ
ィ
ユ
ダ
ヤ
を
理
解
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
聖
書
に
出
て
く
る
古
代

ユ
ダ
ヤ
の
失
わ
れ
た
10
支
族
ス
フ
ァ
ラ

デ
ィ
ユ
ダ
ヤ
は
ア
ジ
ア
人
で
あ
る
為
、

日
本
に
来
て
い
て
も
違
和
感
な
く
同
化

で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

出
エ
ジ
プ
ト
記
で
、
モ
ー
セ
が
シ
ナ

イ
山
に
お
い
て
神
か
ら
十
戒
の
石
版
を

授
与
さ
れ
る
ま
で
40
日
の
期
間
を
要
し

た
為
、
麓
に
残
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の

民
は
モ
ー
セ
は
死
ん
だ
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
不
安
に
な
っ
た
民
は
ア
ロ
ン
に

民
族
を
導
い
て
く
れ
る
新
し
い
神
の
制

作
を
懇
願
し
た
為
、
ア
ロ
ン
は
神
に
似

せ
て
金
の
子
牛
の
像
を
造
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
人
が
信

仰
し
た
神
は
牛
と
関
係
し
て
お
り
、
古

代
ユ
ダ
ヤ
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い

る
祇
園
祭
り
が
行
わ
れ
る
京
都
八
坂
神

社
の
ご
祭
神
も
牛
頭
天
皇
（
別
名
素
戔

嗚
命
）
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
述
べ
て

お
き
ま
す
。

一
方
、
出
雲
王
朝
四
千
年
の
歴
史
を

継
ぐ
、
大
国
主
命
直
系
の
子
孫
で
、
し

か
も
古
代
王
朝
の
史
実
を
先
祖
か
ら

代
々
口
伝
え
に
伝
承
し
て
き
た
一
子
相

伝
の「
富
氏
の
伝
承
」を
見
て
み
ま
す
。

こ
の
世
界
が
一
夜
に
し
て
氷
の
山
に

な
っ
た
。
大
祖
先
の
ク
ナ
ト
の
大
神
は
、

そ
の
難
を
避
け
る
た
め
、
一
族
を
引
き

連
れ
て
移
動
を
始
め
た
。
東
の
彼
方
か

ら
氷
の
山
を
越
え
、
海
沿
い
を
歩
い
た
。

そ
う
し
て
何
代
も
か
か
っ
て
よ
う
や
く

た
ど
り
つ
い
た
の
が
出
雲
の
地
で
あ
っ

た（
4
0
0
0
年
前
）。
出
雲
神
族
は
龍

蛇
族
で
あ
る
。
我
々
の
大
祖
先
は
ク
ナ

ト
の
大
首
長（
岐
神
）だ
が
、
も
う
一
つ

隠
さ
れ
た
女
首
長
に
ア
ラ
ハ
バ
キ（
荒
吐

神
）が
あ
り
、
体
制
側
に
よ
っ
て
こ
れ
ら

が
抹
殺
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
ク
ナ

ト
は
地
蔵
に
、
ア
ラ
ハ
バ
キ
は
弁
才
天

へ
と
変
身
し
た
。
ス
サ
ノ
オ
は
朝
鮮
か

ら
蹉
跌
を
求
め
て
須
佐
の
港
に
渡
来
し

た
侵
略
者
で
あ
り
、
出
雲
神
族
を
敗
り
、

婚
姻
に
よ
り
習
合
し
た
。
天
照
大
神
は

富
家
の
伝
承
に
は
な
く
、
宮
中
の
ア
マ

テ
ラ
ス
祭
祀
は
平
安
時
代
以
降
に
成
立

し
た
。
藤
原
氏
は
富
家
伝
承
で
は
帰
化

人
と
さ
れ
て
い
る
。

大
宮
氷
川
神
社
を
見
て
み
る
と
、
富

氏
の
伝
承
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
大
宮
氷
川
神
社
は

元
々
芦
ノ
湖
の
2
倍
は
あ
っ
た
見
沼
の

龍
神
を
お
祀
り
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
中
川
氷
川
神
社
に
は
今
で
も

摂
社
に
ア
ラ
ハ
バ
キ
社
が
あ
り
、
大
宮

氷
川
神
社
の
摂
社
門
客
人
社
は
江
戸
時

代
ま
で
ア
ラ
ハ
バ
キ
社
で
あ
っ
た
の
が
、

明
治
天
皇
の
行
幸
を
機
に
社
名
が
門
客

人
社
と
な
り
、
ご
祭
神
も
足
名
椎
命
・

手
名
椎
命 

に
変
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
の
主
祭
神
は
須
佐
之
男

命
・
稲
田
姫
命
・
大
己
貴
命
と
な
っ
て

い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
伊
勢
神
宮
内
宮
と
本
家

争
い
騒
動
を
起
こ
し
た
伊
雑
宮
の
ご
祭

神
は
、
伊
雑
宮
御
師
で
あ
る
西
岡
家
に

伝
わ
る
文
書
に
よ
る
と
瀬
織
津
姫
と
の

記
述
が
見
ら
れ
、
天
河
大
弁
才
天
社
の

記
録
か
ら
瀬
織
津
姫
と
弁
才
天
は
同
一

神
と
見
做
さ
れ
て
い
る
為
、
伊
雑
宮
も

弁
才
天
を
お
祀
り
し
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
伊
雑
宮
に
は
遥
拝
所
が
あ
り
、
神

職
に
よ
る
と
佐
美
長
神
社
に
遥
拝
す
る

こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現

在
の
ご
祭
神
は
大
歳
神
で
あ
る
が
江
戸

時
代
の
絵
図
を
見
る
と
猿
田
彦
神
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ク
ナ
ト
神
は
、
道
祖
神

の
原
型
と
さ
れ
、
日
本
書
紀
や
古
語
拾

遺
で
は
猿
田
彦
と
同
神
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

伊
勢
神
宮
と
本
家
争
い
を
し
た
伊
雑

宮
と
佐
美
長
神
社
で
は
、
出
雲
神
族
の

神
で
あ
る
弁
才
天
と
ク
ナ
ト
神
を
お
祀

り
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
歴
代

天
皇
が
伊
勢
神
宮
に
参
拝
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
伊
雑
宮
の
ご
神
庫
か
ら
江
戸
時
代

に
発
見
さ
れ
た
と
す
る
先
代
旧
事
本
紀

大
成
経
に
は
実
に
興
味
深
い
記
述
が
あ

り
ま
す
。

「
神
武
天
皇
」（
初
代
） 

背
の
高
さ
は

約
3
メ
ー
ト
ル
15
セ
ン
チ
、
胴
回
り
は

両
手
伸
ば
し
て
ひ
と
抱
え
長
さ
に
約
15

セ
ン
チ
程
足
し
た
長
さ
。
頭
に
は
9
セ

ン
チ
ほ
ど
の
角
が
2
本
あ
り
、
そ
れ
は

ま
る
で
雪
の
よ
う
な
色
を
し
て
い
ま
す
。

背
中
に
は
龍
の
様
な
背
び
れ
が
あ
り
、

そ
の
長
さ
は
約
1
メ
ー
ト
ル
20
セ
ン
チ
。

尾
の
裏
側
に
は
大
き
な
鱗
が
72
枚
あ
り

ま
す
。
1
0
5
歳
の
時
に
皇
太
子
の
位

に
就
か
れ
ま
し
た
。

「
垂
仁
（
す
い
に
ん
）
天
皇
」（
第
11

代
） 

背
の
高
さ
は
約
1
メ
ー
ト
ル
80
セ

ン
チ
、
髪
は
右
回
り
に
あ
た
ま
を
9
周

す
る
よ
う
に
生
え
、
頭
頂
部
で
輪
の
よ

う
に
巻
い
て
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

両
脇
の
下
に
は
、
金
と
緑
の
は
ね
を
持

ち
、
肘
に
も
同
じ
よ
う
に
羽
が
根
ざ
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
応
神
天
皇
」（
第
15
代
） 

背
の
高
さ



は
約
2
メ
ー
ト
ル
、
肘
に
は
弓
を
射
る

と
き
の
鞆
と
い
う
丸
い
あ
て
皮
の
よ
う

な
形
が
あ
り
ま
し
た
。
目
の
形
引
き
絞

っ
た
と
き
の
弓
の
よ
う
な
三
角
形
を
し

て
い
ま
し
た
。
中
の
角
は
天
に
向
っ
て

ま
る
で
弓
に
や
じ
り
を
つ
が
え
た
か
の

よ
う
で
し
た
。
胸
に
は
72
本
の
青
い
毛

が
牛
の
尾
の
よ
う
に
生
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
長
さ
は
馬
の
尻
尾
ほ
ど
で
、
と
て

も
強
く
根
ざ
し
て
い
た
の
で
最
後
ま
で

抜
け
落
ち
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
記
述
か
ら
天
皇
の
容
姿
は
当
初

の
鱗
か
ら
羽
、
牛
の
よ
う
な
も
の
へ
と

変
遷
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

一
見
奇
妙
な
内
容
で
す
が
、
こ
の
記

述
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
シ
ュ
メ
ー

ル
の
壁
画
に
あ
り
ま
す
。
先
代
旧
事
本

紀
大
成
経
は
1
6
7
9
年
に
江
戸
の
書

店
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
シ
ュ
メ
ー
ル

の
壁
画
は
1
8
7
7
年
に
フ
ラ
ン
ス
隊

に
よ
っ
て
テ
ッ
ロ
ー
遺
跡
が
発
掘
さ
れ

シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
の
存
在
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
た
め
、
近
世
に
お
い
て
シ

ュ
メ
ー
ル
の
壁
画
が
先
代
旧
事
本
紀
大

成
経
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
は
考

え
ら
れ
な
い
為
、
双
方
が
元
々
同
じ
伝

承
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

龍
対
牡
牛
に
ま
つ
わ
る
話
は
世
界
の

神
話
に
見
ら
れ
ま
す
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の

天
地
創
造
物
語
で
あ
る「
エ
ヌ
マ
・
エ
リ

シ
ュ
」で
は
、
原
存
在
の
ア
プ
ス
と
龍
の

姿
を
と
る
女
神
テ
ィ
ア
マ
ト
か
ら
神
々

が
生
ま
れ
、
若
い
神
々
の
騒
が
し
さ
が

原
因
で
神
々
が
二
分
し
て
戦
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
旧
世
代
の
神
テ
ィ
ア
マ
ト

は
、
七
俣
の
大
蛇
、
毒
蛇
、
サ
ソ
リ
の

尾
を
し
た
龍
な
ど
の
怪
物
を
作
り
出
し
、

息
子
キ
ン
グ
を
司
令
官
と
し
、
一
方
新

世
代
の
神
々
は
、
エ
ア
の
子
の
マ
ル
ド

ゥ
ク
を
将
と
し
、
マ
ル
ド
ゥ
ク
は
弓
矢

と
三
叉
戟
を
と
っ
て
テ
ィ
ア
マ
ト
を
討

ち
、
そ
の
遺
体
を
二
分
し
て
天
地
を
創

り
ま
す
。
マ
ル
ド
ゥ
ク
は
キ
ン
グ
か
ら

主
神
権
の
象
徴
で
あ
る「
天
命
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
」を
奪
っ
て
最
高
神
ア
ヌ
に
進
呈

し
、
キ
ン
グ
を
処
刑
し
た
後
、
キ
ン
グ

の
血
で
人
間
を
創
り
、
神
々
の
賦
役
を

肩
代
わ
り
さ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ル
ド
ゥ
ク
は「
太
陽
神
ウ
ト
ゥ
の
子

牛
」の
意
と
な
り
ま
す
。

シ
ュ
メ
ー
ル
や
バ
ビ
ロ
ニ
ア
が
栄
え

た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
は
、
善
悪
に
二
分
さ

れ
る
龍
の
起
源
と
な
り
、
龍
対
牡
牛
の

最
初
の
戦
い
の
場
と
な
り
ま
す
。

出
雲
神
族
の
信
仰
対
象
が
龍
や
蛇
で

あ
り
、
天
孫
族
の
信
仰
対
象
が
牛
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
つ
て
地
球
を

舞
台
に
、「
龍
」と
呼
ば
れ
た
神
と「
牛
」

と
称
し
た
神
が
争
い
、
日
本
に
も「
龍
」

と
「
牛
」
の
対
立
が
待
ち
込
ま
れ
、「
天

孫
族
」
対
「
出
雲
族
」、「
天
津
神
」
対

「
国
津
神
」
と
い
う
対
立
構
造
が
生
み

出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
の
歴
史
は
、
6
4
5
年
の
大
化

改
新
以
降
、
藤
原
氏
、
秦
氏
等
の
渡
来

系
勢
力
が
台
頭
し
、
記
紀
は
藤
原
氏
に

よ
っ
て
意
図
的
に
歪
め
ら
れ
、
日
本
古

来
の
神
々
は
歴
史
の
闇
に
葬
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

徳
川
時
代
、
幕
府
は
公
家
と
天
皇
家

か
ら
権
力
を
剥
奪
し
、
生
か
さ
ず
殺
さ

ず
の
状
態
に
し
ま
し
た
が
、
明
治
維
新

と
と
も
に
天
孫
族
勢
力
が
復
活
し
、
明

治
政
府
の
神
道
国
教
化
政
策
の
下
、
神

仏
分
離
、
廃
仏
毀
釈
が
行
わ
れ
、
多
く

の
社
寺
、
神
仏
の
変
更
が
促
さ
れ
ま
し

た
。
龍
神
信
仰
で
あ
る
大
本
教
の
大
弾

圧
、
そ
の
後
も
電
源
開
発
等
の
名
の
下
、

龍
神
に
関
わ
る
数
多
く
の
聖
地
が
ダ
ム

建
設
、
電
波
塔
建
設
等
に
よ
り
破
壊
さ

れ
て
き
た
の
も
、「
天
孫
族
」
対「
出
雲

族
」ひ
い
て
は「
牛
」対「
龍
」の
対
立
構

造
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

古
代
日
本
を
研
究
し
て
、
渡
来
系
勢

力
が
日
本
古
来
の
歴
史
や
神
々
を
封
印

し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、

記
紀
神
話
等
の
随
所
に
密
か
に
暗
号
が

忍
ば
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
封
印
の
仕
方
は
、
後

の
世
に
封
印
が
解
か
れ
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
私
を

始
め
、
多
く
の
人
が
今
そ
の
こ
と
に
気

付
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

聖
書
に
記
さ
れ
て
い
る
「
東
の
果
て

の
島
々
か
ら
な
る
国
」
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
時
が
来
る
ま
で
、
意
図
的
に

封
印
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
同
時

に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す「
そ
の
時
」

が
、
確
実
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

●� ●



　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

地
震
予
知
へ
の
挑
戦

［
20
年
の
検
証
］

　
　
　
　
　
講
師
　
森
川
　
薫 

氏

　
N
P
O
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

　
地
震
予
知
ネ
ッ
ト
理
事
長

　

 

技
術
士（
水
道
部
門
）、
A
P
E
C
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
摂
津
市
地
震
予

知
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
顧
問
）

と
き　
　

平
成
28
年
1
月
16
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

森
川
嘉
夫
瑠
氏
は
昭
和
17
年
生
、
大

阪
府
出
身
、
昭
和
39
年
日
本
大
学
理

工
学
部
卒
、
昭
和
59
年
12
月
（
株
）
森

川
鑿
泉
工
業
所
代
表
取
締
役
社
長
、
昭

和
63
年
10
月
～
平
成
16
年
10
月
摂
津

市
長
、
平
成
17
年
6
月
N
P
O
地
震

予
知
ネ
ッ
ト
理
事
長
、
平
成
22
年
12
月

～
大
阪
府
収
用
委
員
会
委
員
、

私
は
、
平
成
元
年
か
ら
4
期
16
年
摂

津
市
長
を
務
め
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
、

1
9
9
5
年
1
月
17
日
に
発
生
し
た
兵

庫
県
南
部
地
震
M
7
・
3（
阪
神
・
淡

路
大
震
災
）で
、
一
瞬
の
う
ち
に
家
屋
や

ビ
ル
、
高
速
道
路
・
新
幹
線
の
高
架
等

が
倒
壊
し
、
死
者
六
千
四
百
余
人
、
重

軽
傷
者
約
四
万
四
千
人
と
い
う
甚
大
な

被
害
を
出
す
等
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を

体
験
し
、
地
震
専
門
家
の
コ
メ
ン
ト
が

地
震
予
知
は
今
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ

る
と
堂
々
と
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
発
表

さ
れ
て
お
り
、
何
の
反
発
も
政
府
始
め

各
自
治
体
か
ら
出
な
い
事
に
憤
り
を
感

じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
う
し
て
も
地
震
予
知
を
し
て
、
住

民
の
生
命
･
財
産
を
守
り
た
い
と
考
え
、

摂
津
市
長
現
役
の
時
に
市
職
員
数
名
と

地
下
水
位
と
水
温
の
異
常
か
ら
地
震
予

知
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
摂
津
市
太
中
浄
水

場
内
に
6
本
の
深
井
戸
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
深
度
2
0
0
m
、
日

量
約
2
0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
量

を
汲
み
上
げ
て
お
り
、
日
常
点
検
と
し

て
水
位
及
び
水
温
測
定
を
し
て
い
る
。

2
号
井
戸
と
5
号
井
戸
を
観
測
井
戸
と

し
、
調
査
研
究
を
始
め
た
。

現
在
で
は
、
他
に
大
阪
府
茨
木
市
十

日
市
水
源
地
3
・
4
・
8
号
井
戸
及
び

滋
賀
県
愛
知
郡
広
域
行
政
組
合
水
道
事

務
所
鯰
江
浄
水
場
1
号
井
戸
か
ら
も
同

様
の
資
料
提
供
を
受
け
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
地
震
予
知
へ
の
挑
戦

［
20
年
の
検
証
］地
震
予
知
に
取
り
組
ん

だ
理
由
と
N
P
O
法
人
の
設
立
に
至
っ

た
経
緯
か
ら
ご
説
明
を
致
し
ま
す
。

古
く
か
ら
、
地
震
･
雷
･
火
事
･
親

父
と
よ
く
言
わ
れ
て
来
た
が
、
何
故
地

震
が
一
番
な
の
か
理
解
出
来
な
か
っ
た

が
、
兵
庫
県
南
部
地
震（
阪
神
・
淡
路

大
震
災
）を
経
験
し
理
解
出
来
た
。

1
9
7
6
年
11
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
高
等
専
門
学
校

地
質
学
科
の
地
下
水
人
工
涵
養（
地

下
ダ
ム
）
の
研
修
に
、
国
・
大
学
･
業

界
代
表
の
約
20
人
で
訪
問
し
た
際
、

1
9
6
8
年
5
月
16
日
に
発
生
し
た
十

勝
沖
地
震
M
7
・
9
の
影
響
と
思
わ
れ

る
地
下
水
位
の
変
化
を
、
数
時
間
後
に

キ
ャ
ッ
チ
し
た
と
い
う
説
明
を
受
け
て
、

地
下
水
位
と
地
震
と
の
関
係
が
あ
る
の

か
な
と
感
じ
た
程
度
で
し
た
。

市
長
勇
退
後
も
、
和
泉
市
役
所
職
員

の
皆
様
と
情
報
交
換
を
致
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
年
退
職
を
迎

え
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
N
P
O
法
人

「
地
震
予
知
ネ
ッ
ト
」
を
設
立
し
理
事
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

地
震
予
知
と
は

・ 

発
生
時
期
・
場
所
・
地
震
規
模（
M
）

を
明
確
に
判
定
す
る
事

・ 

長
期 

（
数
百
年
前
）・
中
期
（
1
～
10

年
前
）・
短
期
（
数
日
～
一
カ
月
前
）

に
予
知
出
来
事
と
定
義

地
震
予
知
の
方
法　

・ 

地
震
予
知
連
絡
会
等
、
政
府
主
導
体

制
に
よ
る
主
に
海
溝
型
地
震
予
知

・ 

G
P
S
（
電
子
基
準
点
）
設
置
に
よ

る
地
殻
変
動
か
ら
の
地
震
予
知

・ 

電
磁
波
・
短
波
・
イ
オ
ン
・γ
線（
放

射
能
）等
か
ら
の
地
震
予
知

・ 

地
下
水
位
・
水
温
・
天
空
現
象
（
地

震
雲
）等
か
ら
の
地
震
予
知

・ 

宏
観
現
象
（
動
物
・
植
物
）
等
か
ら

の
地
震
予
知
・
・
・
・
等
々

（
a 

）地
下
水
位
の
異
常
現
象
か
ら
地
震

予
知

地
震
予
知
ネ
ッ
ト
の
総
合
判
定
基
準

（
水
位
及
び
水
温
）を
設
定

判
定
基
準
は
A
～
I
ま
で
設
定
致

し
て
お
り
ま
す
が
、
特
別
判
定
：
水

位
・
水
温
が
平
衡
状
態
を
続
け
直
線
的

な
グ
ラ
フ
を
示
す
時
、「
近
畿
圏
」
内
で

M
2
～
6
ク
ラ
ス
の
地
震
発
生
の
前
兆

と
し
て
前
兆
基
準
値
色
で
示
す
。
一
日

の
標
準
水
位
及
び
水
温
変
動
サ
イ
ク
ル

か
ら
最
低
／
最
高
水
位
域
を
逸
脱
し
た

時
、
M
6
以
上
の
地
震
発
生
の
前
兆
と

し
て
特
別
判
定
の
欄
に
前
兆
基
準
値
色

● �●



●� ●

で
表
示
。

［
※
こ
れ
以
降
出
て
き
ま
す
、
記
号（
－
）

の
意
味
で
す
が
、
判
定
基
準（
13
頁
下

段
か
ら
14
頁
上
段
に
解
説
）
の
判
定

B
・
C
・
G
・
H
・
I
に
於
い
て
、
判

定
G
で
の
特
定
時
間 
23
時
で 

本
来
最

低
水
位
を
示
す
べ
き
水
位
が
6
時
で
最

高
水
位
を
示
す
べ
き
水
位
よ
り
高
く
な

っ
た
時
に
逆
転
現
象
と
判
定
し
近
隣
で

の
地
震
予
知
情
報
と
し
て
提
供
し
て
い

る
。
即
ち
、（
特
定
時
間 

23
時
で 
本
来

最
低
水
位
）

−（
6
時
で
最
高
水
位
）＝

通
常
は（
+
）に
な
る
と
こ
ろ
を（
－
）が

出
現
し
た
段
階
で
逆
転
現
象
と
判
定
。

判
定
B
及
び
判
定
C
に
於
い
て
の（
－
）

は
通
常
の
数
値
が（
+
）を
示
す
が（
－
）

の
出
現
に
し
た
方
が
判
定
異
常
と
判
定

し
易
い
為
の
手
法
で
す
。］

最
終
的
に
は
総
合
判
定
に
於
い
て
、

特
別
判
定
に
加
え
て
判
定
B（
－
）、
判

定
C（
5
以
上
で
10
以
上
は
要
注
意
）、

判
定
G（
－
）逆
転
、
が
認
め
ら
れ
た
時

は
、
日
本
を
含
め
、
地
球
上
の
何
れ
か

で
M
6
以
上
の
地
震
が
発
生
い
た
し
ま

す
。
加
え
て
、
判
定
H
及
び
判
定
I
に

於
い
て（
－
）が
認
め
ら
れ
た
時
は
、
近

畿
圏
の
何
れ
か
で
地
震
が
発
生
い
た
し

ま
す
。

M
6
ク
ラ
ス
以
上
の
地
震
発
生
表
示

に
は
判
定
基
準
赤
色
で
、
近
畿
圏
で
の

地
震
発
生
表
示
に
は
判
定
基
準
緑
色
で

日
付
欄
に
表
示
し
て
お
り
ま
す
。

当
初
、
地
下
水
位
・
水
温
の
変
化
か

ら
地
震
予
知
が
出
来
な
い
か
専
門
書
を

探
し
た
が
殆
ど
な
く
、
五
里
霧
中
の

中
、
紆
余
曲
折
し
な
が
ら
研
究
を
続
け

た
。我

々
の
判
定
基
準
か
ら
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
前
兆
現
象
を
検
証
す
る
た

め
に
、
1
9
8
0
年
か
ら
観
測
さ
れ
て

い
る
、
大
阪
府
地
盤
沈
下
対
策
事
業（
庭

窪
浄
水
場
内
設
置
の
観
測
井
戸（
静
水

位
）
か
ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
前
後

の
3
年
間
の
デ
ー
タ
を
提
供
戴
き
、
単

純
な
静
水
位（
被
圧
水
）の
日
変
化（
1

時
間
毎
の
水
位
変
化
を
記
録
）
と
地
震

発
生
の
関
係
を
記
録
紙
か
ら
読
み
取
り

検
証
し
た
。

一
日
の
地
下
水
位
変
動
は
通
常
1
時

頃
が
も
っ
と
低
く
、
低
い
水
位
域
（
1

～
5
時
）
か
ら
徐
々
に
上
昇
し
高
い
水

域
（
6
～
14
時
）
に
向
い
、
8
時
頃
が

最
も
高
く
、
降
下
し
始
め（
15
～
24
時
）

の
低
い
水
位
域
へ
と
向
か
う
。

低
い
水
位
域
の
時
間
帯
は
「
1
～
9

時
」
と
「
19
～
24
時
」
で
、
高
い
水
位

域
の
時
間
帯
は「
10
～
18
時
」と
す
る
。

そ
こ
で
、
高
く
な
る
時
間
帯
の
「
6

時
」
の
水
位
と
、
低
く
な
る
時
間
帯
の

「
23
時
」
の
水
位
を
対
比
し
、
逆
転
現

象
が
生
じ
た
時
、
近
畿
圏
で
の
地
震
発

生
が
見
ら
れ
、「
逆
転
現
象
」と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
、
低
い
水
位
か

ら
上
昇
す
る
は
ず
の
水
位
が
、
水
温
の

変
動
値
と
同
様
に
、
平
衡
状
態
を
続
け

直
線
的
な
グ
ラ
フ
を
示
す
時
、「
近
畿

圏
」
大
阪
を
中
心
に
半
径
2
0
0
k
m

内
で
地
震
の
発
生
が
見
ら
れ
る
。
時
に

は
M
6
以
上
の
地
震
発
生
の
前
兆
で
も

あ
る
場
合
が
あ
る
。

　

各
観
測
井
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
か

ら
逆
転
現
象
を
前
兆
現
象
と
し
て
検
証

し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
測
井
の
特

性
を
追
及
し
パ
タ
ー
ン
を
把
握
し
判
定

基
準
の
設
定
を
確
立
し
た
。

（
b 
）地
下
水
温
の
異
常
現
象
か
ら
地
震

予
知

次
に
、
太
中
浄
水
場
2
号
井
戸
の
地

下
水
温
の
異
常
値
に
よ
る
地
震
予
知
研

究
の
結
果
か
ら
、
地
下
水
位
と
多
少
の

時
間
差
は
見
ら
れ
る
が
次
の
判
定
基
準

と
す
る
。

低
い
水
温
の
時
間
帯
は「
1
～
9
時
」

と「
19
～
24
時
」で
、
高
い
水
温
の
時
間

帯
は「
10
～
18
時
」と
す
る
。
地
下
水
位

の
前
兆
現
象
の
時
間
を
採
用
し
、「
6

時
」の
水
温
と「
23
時
」の
水
温
を
対
比

し
、
逆
転
現
象
が
生
じ
た
時
、
近
畿
圏

で
の
地
震
発
生
が
見
ら
れ
、
こ
れ
を「
逆

転
現
象
」と
し
た
。

一
日
の
通
常
地
下
水
温
変
動
は
低
い

水
温
域（
1
～
9
時
）か
ら
徐
々
に
高
い

水
温（
10
～
18
時
）、
に
な
り
、
再
び
低

い
水
温
域（
19
～
24
時
）に
戻
る
。
一
方
、

低
い
水
温
か
ら
上
昇
す
る
は
ず
の
水
温

が
平
衡
状
態
を
続
け
直
線
的
な
グ
ラ
フ

を
示
す
時
、「
近
畿
圏
」
大
阪
を
中
心
に

半
径
2
0
0
k
m
内
で
地
震
の
発
生
が

見
ら
れ
る
。

時
に
は
M
6
以
上
の
地
震
発
生
の
前

兆
で
も
あ
る
場
合
が
あ
る
。

（
c 

）
地
震
予
知
ネ
ッ
ト
の
判
定
基
準

（
水
位
及
び
水
温
）を
設
定

判
定
A（
水
位
変
動
幅
）

　

 

±
5
以
上
の
場
合
M
6
以
上
の
地
震

発
生

判
定
B（
5
点
集
中
）

　

 （
－
）を
示
し
判
定
C
が
±
5
以
上
を



示
し
た
時
M
6
以
上
の
地
震
発
生

判
定
C（
水
位
変
動
率
）

　

�

±
10
以
上
の
場
合
、
単
独
出
現
し
た

時
M
6
以
上
の
地
震
発
生

判
定
D
1（
最
低
+
8
時
）÷
2
：

　

 

平
均
水
位  

（
－
）の
場
合
M
6
以
上

の
地
震
発
生

判
定
D
2（
最
低
+
8
時
）÷
2
：

　

 

平
均
水
位  

（
－
）の
場
合
M
6
以
上

の
地
震
発
生

判
定
D
3（
3
時
～
6
時
水
位
異
常
）

　

 （
－
）の
場
合
M
6
以
上
の
地
震
発
生

判
定
D
4（
16
時
～
22
時
水
位
異
常
）

　

 （
－
）の
場
合
M
6
以
上
の
地
震
発
生

判 

定
E（
平
均
水
位
：（
最
高
水
位
域
平

均
+
最
低
水
位
域
平
均
）÷
2
）

　

 （
－
）の
場
合
近
畿
圏
で
地
震
発
生

判
定
F（
平
均
・
最
高
・
低
水
位
関
係
）

　

 （
－
）の
場
合
近
畿
圏
で
地
震
発
生

判 

定
G
（
23
時
～
6
時
水
位
）
の
逆
転

現
象 

（
－
）
の
場
合
近
畿
圏
及
び

M
6
以
上
の
地
震
発
生

判 

定
H
（
6
時
～
14
時
水
位
）
の
逆
転

現
象 

（
－
）
の
場
合
近
畿
圏
で
地
震

発
生

判 

定
I
（
18
時
：
16
～
20
時
の
平
均
水

位
）（
－
）
の
場
合
近
畿
圏
で
地
震
発

生
、
2
・
0
以
上
の
場
合
M
7
以
上

地
震
発
生

特
別
判
定

・ 

水
位
・
水
温
が
平
衡
状
態
を
続
け
直

線
的
な
グ
ラ
フ
を
示
す
時
、「
近
畿

圏
」
内
で
M
2
～
6
ク
ラ
ス
の
地
震

発
生
の
前
兆
と
し
て
前
兆
基
準
値
色

で
示
す
。

・ 

一
日
の
標
準
水
位
及
び
水
温
変
動
サ

イ
ク
ル
か
ら
、
最
低
／
最
高
水
位
域

を
逸
脱
し
た
時
、
M
6
以
上
の
地
震

発
生
の
前
兆
と
し
て
特
別
判
定
の
欄

に
前
兆
基
準
値
色
で
示
す
。

　
 

M
6
ク
ラ
ス
以
上
地
震
に
は
判
定
基

準
色
で
、
近
畿
圏
で
の
地
震
に
は
判

定
基
準
色
で
示
す
。

　

 
但
し
、
観
測
井
の
特
性
に
即
応
し
て

そ
れ
ぞ
れ
に
基
準
値
を
設
定
す
る
。

天
空
現
象
に
よ
る
地
震
予
知
法
は
、

清
水
副
理
事
長
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る

事
か
ら
説
明
除
外
。

a 

）
地
震
雲
の
異
常
現
象
（
清
水
副
理

事
長
が
担
当
）

b 

）γ
線
の
異
常
現
象
（
吉
村
氏
・
明

原
氏
が
担
当
も
現
在
休
止
）

c 

）
電
磁
波
及
び
イ
オ
ン
の
異
常
現
象

に
つ
い
て
は
今
後
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

で
情
報
交
換
予
定
。

G
P
S
情
報
か
ら
地
震
予
知
へ
の
取
り

組
み現

在
一
般
社
団
法
人
地
震
予
兆
研
究

セ
ン
タ
ー
の
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し

て
、
G
P
S
と
の
情
報
交
換
を
積
極
的

に
行
い
、
よ
り
精
度
の
高
い
地
震
予
知

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
広
く
お
知

ら
せ
出
来
る
と
確
信
致
し
て
お
り
ま
す
。

結
論
と
い
た
し
ま
し
て
：
地
震
を
予

知
出
来
て
も
止
め
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

即
ち
、
余
儀
な
く
寝
た
き
り
の
ベ
ッ
ド
の

生
活
以
外
、
我
々
は
常
に
固
定
し
た
場

所
で
の
生
活
で
は
な
く
、
大
地
震
発
生

で
被
災
す
る
か
も
知
れ
な
い
危
険
な
場

所
に
い
る
事
を
常
に
想
定
し
な
が
ら
地

震
・
津
波
災
害
か
ら
自
分
を
守
る
こ
と

を
意
識
す
る
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
：
新
月
と
満
月
の
時
期
に
大

潮
を
迎
え
ま
す
が
、
M
7
以
上
の
巨
大

地
震
発
生
確
率
の
高
い
時
期
に
な
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
巨
大
地
震
の
多
く
は
、

大
潮
の
時
期
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

新
聞
・
暦
に
大
潮
の
時
期
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
個
々
人

が
常
に
防
災
意
識
を
持
っ
て
対
応
し
て

下
さ
い
。

［
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
］
地
震
予

知
も
大
切
で
す
が
地
震
の
発
生
前
の
心

構
え
と
地
震
後
の
対
応
に
つ
い
て
広
く

全
国
民
に
指
導
と
協
力
を
求
め
て
い
く

べ
き
と
考
え
ま
す
。
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地
震
は
地
層
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ず
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で
発
生
す
る
。

そ
の
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層
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わ
り
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き
る
。
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地
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ど
に
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え
て
、
光
、
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も
話
題
に
な

っ
て
い
る
。

今
回
森
川
氏
の
提
案
は
井
戸
の
静
水

面
の
レ
ベ
ル
変
動
に
よ
り
地
震
を
予
知

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
原
理
は

地
層
の
ず
れ
の
開
始
に
よ
り
圧
縮
応
力

が
加
わ
る
こ
と
で
地
層
中
の
水
分
が
押

し
出
さ
れ
、
そ
の
水
分
が
近
辺
の
み
な

ら
ず
遠
方
の
井
戸
の
静
水
面
の
レ
ベ
ル

変
動
を
も
た
ら
す
も
の
と
思
わ
れ
、
他

の
物
理
量
に
よ
る
予
知
に
比
し
て
よ
り

本
質
的
で
確
実
な
セ
ン
シ
ン
グ
方
法
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
他
の
手
法
と
の

共
同
研
究
な
ど
に
よ
る
レ
ベ
ル
ア
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プ

を
期
待
す
る
も
の
で
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る
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当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会

員
3
名
、
計
16
名
で
し
た
。
講
演
の
テ

ー
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）
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◆
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と8月を示す。No.2013年6月「月（オーブの略称）」
は6月。No.2013年8月「月」は8月に撮影された。
6月は上と下の2個の連結球、8月は2個の球が
連結した形の、1個のハート型であり、両者とも
実物の月とは別である。これは、「念」が時間や
空間の枠組みを超えて存在しており、醒めた意
識とは別に不安定であること。つまり変性意識状
態（ASC）で写されている事を表しているのであ
ろう。

（3）意識のマクロPK発生条件
物質面で推定された（オーブ発生モデル「仮

定」）が汎用性を持つものなら、意識側でも適用
出来る筈である。これを確かめる為の実験を行っ
たところ、適用可能である事が判った。ひとの精
神（心）は意識と無意識を含んでいて、時間や空
間の枠組みをこえて作用している。サイ（気）も
同一である。マクロPKに関係するのは無意識（が
主要な要素）であるが、無意識の科学的な研究
は殆ど無いに等しい。筆者ら（苗鐵軍）は、生体
内を流れる気（サイ、気）を手首の脈の診断で測
定する方法（改良した指尖脈波法）と体内情報の
諸変化（働き）を組み合わせた方法を用いて、マ
クロPK発生時の意識の状態を測定した。

密教六字音声読誦によって6個所のチャクラ
を活性化させ、カオスとしての「ゆらぎ」を増し、
雑念を消去し（フラクタル次元D2を3.82以下に
下げる）（D2は変数の数）、交互に現れるD2の
上下変動を介して、意識と無意識の両者が強
く拮抗対峙する様に、努める（サイ科学Vol.31、
No.1、pp.9-17、2009、等参照）。すると、リラッ
クスと緊張（集中）、副交感神経と交感神経、の
相殺ゼロ場が体内に形成される。これを繰返し、
繰返し行うと意識の相殺ゼロ場が形成され、ゼ
ロが離散的に蓄積されて、不安定点に達し、マ
クロPKが生起する。より具体的には、撮影に際
しては、予め脳波を出来るだけ下げて（α波、θ
波の境目で、両者をクロス・オーバーさせる）零
意識（変性意識状態、ASC）になり、強く念じて

（望んで）、意識と無意識を拮抗対峙させる。さら
に、無意識層に刷り込んでおいたイメージ（願い
事）を意識に昇らせてサイ（気）現象を生起させ
る（オーブを発生させる）。
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No.1078「初期 SGM」

No.2013年3月「初期 SDK」

No.20131115「初期 TOS」

No.2013年6月「月・動画」

No.2013年8月「月・動画｣



集大成であり、それらが一度に全部写された（真
オーブ、偽オーブ）ものである、と判断できよう。

（3）水滴（霧）の消失後に発生する。
一例として、写真No.20131108を示す。図の

左側のキリは極小粒であるが、右上に写されて
いるオーブは大粒径である。結果として、キリは
オーブ発生のきっかけを創っている。キリが消え
た後（約5～10秒後）にオーブが発生する。キリ
とオーブは別である。なお、オーブは水との親和
性が大である。普通は、撮影成功確率は約5%
程度であるが、人工のキリ発生を伴う時には、2
～6倍程度も成功率が上昇している。

（4）撮影場所の選択
オーブはサイ（気）並びに各種エネルギーの存

在する場所で発生し易く、パワースポットと言わ
れている所がよい。サイ（気、プラナ）については、
現在、不明瞭なので遠回りして説明することにな
る。地電流、地磁気、蓄積エネルギー、放射線、
湧水、地下水、負イオン、人気（興奮させる祭り
等）等が蓄積する場所、または変化する場所、ま
たはそれらの境の場所。観光地以外の神社・仏
閣などの「祈りの場」で、しかも人の気の少ない
境内や森林の中。山の中の狭い道路などがよい
とされている。

（5）マクロPKの発生条件
オーブはマクロPKの一種である。マクロPK

発生条件を、実験から帰納したものに相殺ゼロ
場（ゼロ点）仮説がある。変性意識状態（ASC）
時に人体から放出される微細身素粒子（プラナ、
オーラ、気、サイ等）の影響（場）の下に、負の力
と陽の力を強く拮抗対峙させて（加算させて）ゼ
ロをつくる。このゼロを離散的に蓄積させて行き、
ついに不安定点に至ると、マクロPKが発生する。
この発生条件は「物質面」と「意識面」で成立し
ている。

（6）「オーブの芽」の発生モデル
地球を取り巻いている大気は、宇宙線等の

放射線の影響をうけて電離しており、陰イオン
（OH−）、陽イオン（H+）、電子（−）等の状態で存
在している。いわゆるプラズマであるが、ここで
は大気陰イオン、大気陽イオン、電子等と呼ぶ。
これらが大気電界やエアゾール（微粒子）などの
影響を受けて巴型状の大気陰、陽イオン・ボー

ルとなり、これが群となり（中和状態）、回転し、
集合してオーブの芽に成ると推定している（別報、
PSIJ、No.421号、2015年5・6月参照）。つまり、
オーブの芽は、様 な々素粒子群（光子群）の集合
体であり、観測する迄は、その形が決まらない。
撮影時の撮影者の意識の変容に伴って皮膚から
放出される微細身素粒子（気、オーラ、プラナ、
サイ）に同調（共振、共鳴）する体外のイオン・
ボール群（素粒子集団群）のみが、写る事になる。
これらは観測可能である（動画としても）。静止
画像オーブは、シャッターを全押した時のフラッ
シュ光に助けられて、マクロPK発生条件が満
たされて、瞬時にオーブが発生・形成されて（進
展して）固定した画像になる。この時にランダム、
非局所性などの様々な素粒子類似の性質がオー
ブ発生に現れる。

2−2）意識面での影響
初めに意識に関連した測定結果、次にその方

法とオーブ発生の機構をあつかう。
（1）意識に同調するオーブ

体外にある巴型大気陰陽イオン・ボールと意
識が同調（共振、共鳴）してオーブ（たまゆら）
の芽に成ると判断している。一例を示す。写真
No.1078はSGMによって得られたもので、白色小
粒球（核）が数個連がり、それぞれが回転してい
る。写真No.2013年3月はSDKによるもので、柔
らかな白綿状の回転体である。写真No.20131115
はTOSによるもので、キリ状小円径球が基盤に
ある。三者によるオーブ写真を、それぞれからラ
ンダムに50枚以上選び出して比較する。すべて
は、上に示した特徴的な芽が成長して（母体とな
り）オーブ（たまゆら）となり、写されている、様
子である。例えば、SDKの写真群の中には、上
述のSGMやTOS状の芽の模様を持つものはな
い。つまり芽オーブの形には個性があり、各撮影
者の「念（個性）、サイ」に同調したものが写され
ている、と判断できそうである。しかし、

（2）撮影者の「念」は不確定である
一例として、SDKの場合をみる。金沢市にお

いて約10個月間、各月ごとにオーブ（略称、お月
さん）を撮る。しかし、得られた結果には同一の
物はなく、それぞれが別である。一例として6月
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る。再現性と因果律の観点からは、2例以上の写
真提示が必要であるが、論文にはページ数の制
限があるので、数多く提示する事は難しい。や
むを得ず一例のみを提示する場合が多い。しか
し、この場合でも本稿では2例以上の同一画像
がある場合のみを扱っている。

2 - 1）物質面での影響
（1）「通常」と「望遠ズーム」

「通常（望遠無し）」と「望遠ズーム（倍率は液晶
モニター上で設定）」をもちいた時、場所や撮影
者やカメラ等が同一の場合でも異なったオーブ

（たまゆら）像が得られる場合がある。「通常」の
撮影結果の一例としてNo.20131209を、「望遠ズー
ム」の一例をNo.20141128に示す。両者を比較す
ると、「望遠ズーム」で写されるオーブは、出現数
が少なく、haloは小、輪郭は不鮮明、内部模様
はより少なくなる傾向がある。

カメラの記録媒体がフィルムから半導体
（CCD）に移行するに伴ってオーブが撮れるよう
になってきた。開発・発売当初のカメラは画素数
が少なく（低級品）、その為に近赤外線領域にあ
るノイズや絵柄を撮り込むことが多かった。この
領域にオーブは潜んでいる。他方、カメラの構
造上の問題として、デジタル・カメラは焦点距
離が短く、被写体深度が深いので、レンズ付近
の埃やキリ（霧）を写し易く、またそれらがフラッ
シュ光に反射する為に、偽オーブを写し易いとい
える。偽オーブを避ける為には「望遠ズーム」が
有効である。

（2）「動画」と「通常」画の相違
写真No.20141123は2014年11月23日に撮影さ

れたオーブ（略称、お星さん）の「動画」の切り取
り静止像で、一個の菱形オーブが写されている。
写真No.20150521は、別の日時の同市で同一人
物（SDK）による「通常」オーブ像で、沢山のオー
ブ群が写されている。両者とも、それぞれに再
現性はあるので、この差は撮影方法の違いによ
るオーブ発生機構の相違によると考えられる。た
とえば、「動画」のオーブは、柔い結合状態であ
り、その姿や形状はともに変化している。呼び掛
けにこたえて情報の交換をしている。色も変化
する。「通常」画は、オーブの切り取り静止画の
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より騙され、病気の回復はおろか死に至る事件も
後を絶ちません。

霊的なものの関与は生霊、死霊の憑依、土地
家屋の影響やカルマ、先祖の因縁などの影響を
受けると考えられます。生霊のような邪念のマイ
ナス・エネルギーは、相手の心身に病気という悪
影響を及ぼしますが、反面、宇宙の生命エネル
ギーや霊界治療者のプラス・エネルギーはヒー
ラーの身体を通して病気を治癒するスピリチュ

アル・ヒーリングとして、欧米では国家が認めた
ヒーラーの養成スクールさえあります。

日本の医療費や介護費そして健康保険料等が
年々増大し、今や医療費だけで年間40兆円に迫
る規模で膨らみ国家財政を圧迫しつつあり、大き
な社会的問題になっています。先端医療の実用
化と相まって“サイ・エネルギー医療”へ向けた
研究と共に真に患者のための医療改革がなされ
るよう願ってやみません。

オーブ（たまゆら）は、デジタル・カメラ（CCD）
を用いてフラッシュ撮影した時に、小円径状のノ
イズとして写り込んでくる。訓練は不必要であり、
誰にでも撮れるので、驚くほど多量のオーブ像が
残されている。なかには珍しい映像もあるが、再
現性や因果律は不明のままで、基礎的な研究報
告は殆ど無いに等しい。しかし不思議なことに呼
びかけに応答する、意識に反応する等の性質が
ある。つまり意識と体外にある物質（オーブ）とが
情報の交換をしているので、マクロPK（念力）の
一種である。今までに報道されている多種のオー
ブ画像は貴重であるが、基礎的な性質も同様に
必要なので、本稿では、オーブ（たまゆら）像形
成に及ぼす各種の影響の基礎について、検討す
ることにした。

1．実験方法
画素数の少ないデジタル・カメラ、ニコンE-2200

（220万画素数）と画素数の多いカシオEX-Z2000
（1610万画素数）、カシオEX-ZR700BK、カシ
オEX-Z330、ならびにハンデイ・カメラ、ソニー
HDR-CX270V、パナソニックHC-V210Mをも
ちいた。撮影は、カメラの焦点距離を「通常（望
遠無し）」、並びに「望遠（倍率は液晶モニター上
で設定）」でフラッシュ撮影した。撮影条件は、
露出モードをオート撮影（P）に合せる。これは絞
りとシャッターの組み合わせを、カメラが自動的
に選定して撮影する方式である。撮影時間は、

夜間の20:00～21:30の間。撮影月日は、写真ご
とに付記してある。撮影場所は福島市、伊那市、
磐田市、千葉市、金沢市、八王子市等である。

オーブ（たまゆら）は近赤外線領域に潜んでお
り目には見えない（活性化エネルギー、約1.4eV）。
そこで動画の場合には、シャッターを半押しにし
て液晶モニターを機能させてから（モニター上に
呼び出す）観察し、撮影した。このとき、時々は
肉眼で見える（近赤外線から可視光にまで拡大
する）事もあった。オーブの動的な動きを観察し、
同時に、適時に全押してシャッターを切り、オー
ブの切り取り静止像を撮影した。なお、動画の
場合には、これらの総ては上記のハンデイ・カメ
ラで撮影・記録している。

撮影場所については、オーブが写り難い場所
と、良く撮れる場所がある。しかし、なかなか撮
れない（オーブが居ない）場所でも、天候条件等
の物理的ならびに無心で熱心に撮影するなどの
心理的条件（ASCに近づける）を揃えると写るよ
うになる。良く撮れる場所とは、寺院仏閣（祈り
の場）ならびにパワースポット等で、何回も普通

（通常、既知）のオーブが撮れる（存在している）
場所をいう。

2．実験結果と検討
オーブ（たまゆら）の実験研究は開始されたば

かりなので不明の点が多い。したがって、提示
する写真の正当性（真贋性）の提示が必要にな
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障、緑内障としての目の病気や左膝に水がたまる
ような病気に罹ります。

一般的には女性からの生霊は、左の肩甲骨、
左肩、左胸、左膝、左側の片頭痛、左目の充血、
左手の腱鞘炎、左のしびれ、左足の爪が黒色に
変色し、爪がデコボコに変形し、息苦しさ、不
眠症等々の症状が表れます。さらに症状が進む
と内臓器官の変調や運気の低下を招くことがあり
ます。

男性が発している場合も症状は同じですが、
受けた人は身体の右側に症状が表れます。さら
に運気までマイナスの方に傾いていき、死霊など
の低級霊に憑かれるよりも生霊は邪念を変えない
限り続くので始末が悪いものです。これらは病院
でいくら検査を受けても原因が分からず、効果的
な治療法は見出せません。

（自分ができる対策）
生霊は執念深い人の邪念エネルギーなので、

受けた人の症状の回復にはなかなか時間がかか
り治まり難くいものです。
①もしも邪念を発している相手に心当たりがある
ならば、たとえ自分は悪くなく理不尽と思っても、
先ず相手に対して「お許し下さい」と日々、朝夕
祈ることがよいでしょう。

生霊は想念（邪念）エネルギーですから発した
人の気持ちが納まったり、心変わりをしたり、誤
解が解けたりするならば、受けた人の症状は自然
と治まっていきます。
② 生霊、死霊に関わらず霊的な対処法では、粗
塩を自分の背中にふりかけるとか粗塩を入れた
風呂に入ることも効き目があるでしょう。
③ 真言のマントラを唱えるのも効果があると言わ
れています。
④ 何らかの手段で相手と和解するか、話し合っ
て誤解を解くことが賢明です。

（生霊は自分に返る）
生霊を発した人は“天に唾吐く如く”その邪念

のエネルギーが自分自身に倍加して振り返ってき
ます。意識的、無意識的に関わらず生霊を発し
た人は、受けた人と同じような症状となって苦し
み運勢も低下して、まさに自業自得といえる行為

です。
「人の一念岩をも通す」という諺がありますが、

邪念は悪作用を及ぼし、善い一念は生命エネル
ギーが高揚し、自然治癒力が高まり病気が治る
ことがあります。いずれにしても憎まない、憎ま
れない、妬まない、妬まれないことです。思いや
り、親切、感謝、無償の奉仕などに心がけること
が最も大切です。

2．プラスの想念・マイナスの邪念
① 人と争い事をすると、マイナスの邪念エネル
ギーは増幅され生霊となり発せられ、その波動を
受けた人は心身の変調をきたし病気となり、運気
までも低下していきます。特に兄弟間での財産争
いごとは、とかく骨肉の争いとなり双方が病気に
なり勝ちとなるでしょう。
② 我が強い人は、自己中心な思念エネルギーが
強く頑固な性格ですから、人の意見には耳を傾
けようとしません。そこで徐々に耳が聞こえなく
なり運気を悪化します。
③ ご先祖への感謝と反省を忘れない素直で優し
い人柄の人は、何事もプラスの想念を持ってい
ます。遠いご先祖から連綿と命が繋がれて、い
ま生かされているという感謝の気持ちからご先祖
を大切にして祀るため、ご先祖のご加護も得られ
家運が向上します。
④ 若い時から世の為、人の為にと社会奉仕をし
て徳を積みプラス思考を心がけている人は、自
ずと子孫にも志が伝わり家運が栄えていきます。
私は全国からの相談に預かりアドバイスしていま
すが、確かに徳積みを心がけ実践している人は、
その後の人生を豊かに送られています。子孫に
は財産より徳積みを残したいものです。

3．サイ・エネルギーについて
「病は気から」といいますが、欧米の病院では

西洋医学と相まって代替医療の中にスピリチュア
ル療法もあり、国家的に認められています。とこ
ろが我が国では、科学と相容れない霊的療法な
ど論外とする傾向があります。しかし原因不明で
治療法もなく苦しんでいる患者にとっては、藁を
もつかむ気持ちで霊能者巡りをしているケースも
多く見かけますが、霊感商法やら悪徳祈祷師に



もしあなたが「頭が重い、肩が凝る、いらいら
する」など身体の不調を訴え何度病院を変え検
査を受けても「病気の原因がみつからない」。あ
るいは“不定愁訴”とか“自律神経失調症”、“××
症候群”などと診断されても、一向に良くならな
い。さて、あなたならどうしますか？

・・・また病院を変えるか、他の手立てを考え
るでしょうか。

現代医学は検査法や医療技術などは長足の進
歩をみていますが、未だに原因不明の症状や治
療法すら分からない病気、中でも心因性の精神
神経疾患などはなかなか診断が難しく、原因は
おろか治療さえ未だ確立されていないように思わ
れます。

心理的、環境的要因から引き起こされるこころ
の病気は、過度のストレスやトラウマ（心的外傷）
によって、何らかの神経症の症状があらわれると
されていますが、実は霊的エネルギーが影響し
ているケースもあります。

しかしながら日本の医学界では霊的なものは非
科学的として敬遠するか無視しているので、いく
ら科学的医療機器で検査しようが、薬を投与し
ようが、なかなか原因が解らず、症状が改善さ
れ難い現状ではないのでしょうか。

35年前から、私は目に見えないサイ現象という
べき霊的エネルギーが人の心身に影響を及ぼす
ことを体験的に学び、今や霊的なプラス又はマ
イナスのエネルギーが心身に作用すると確信して
います。即ちプラス・エネルギーでは、スピリチュ
アル・ヒーリング（心霊治療）があり、マイナス・
エネルギーでは生霊、死霊とか、先祖の因縁や
過去世のカルマなどがあり、いずれも霊的エネル

ギーが心身に影響を及ぼすということです。
そこで私は病院でも症状が好転せず悩みや苦

しみを抱えた人々に無料で、直接あるいは遠隔
の心霊治療などを施してきました。永年の経験を
通して、特に生霊と心因的疾患との関係につい
て記述してみたいと思います。

1．生霊による心身の変調について
生霊とは、いま生きている人が他人に対して

恨み、妬み、嫉み、憎しみ、さらに自己本位な恋
愛感情等々の強い執念が形成されると、それが
邪気のエネルギーとなって飛ばされることをいい
ます。

私は鶏卵卸売業を営んでいますが、商売上の
体験でいえば、仕入れ先（産地）と売上先（スー
パー）とで単価の話し合いが上手く行かない時
に、とかく相手先から怒りや憎しみを買うことが
あります。憎しみの念エネルギーの波動が増幅
され生霊となり私の身体に作用すると、血圧が上
昇し、脈拍は正常値の2倍以上になり不整脈と
なって、身体にさまざまな症状が表れます。生命
エネルギー（気）が落ち、気力、体力も低下しま
した。しかし商売上のことなので互いに話し合い
で解決できた時には、症状は自然と治まりました。

（生霊を受けたときの症状）
生霊を受けると、頭痛、肩こり、腰痛、しびれ、

神経痛など、心身に不調が表れます。
女性から長い年月、生霊という邪念エネルギー

を受けると、左側にネガティブな様 な々症状が表
れます。先ず身体がだるく、目まいや左目が充血
してかすむようになります。しばらくすると白内
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七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
、「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
・

4
月
号
」か
ら
募
集
し
て
お
り
ま
す「
不

思
議
な
写
真
・
映
像
」
を
参
加
者
の
皆

様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参
加
者
全
員
で

解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共
有
す
る
会
で

す
。

　

10
月
の
創
立
40
周
年
記
念
大
会
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
で
も
あ
る「
U
�F�

O
と
宇
宙
人
」、
オ
ー
ブ
や
心
霊
写
真
、

地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、
そ
れ
ら

に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本
サ
イ
科

学
会
事
務
局
に
事
前
に「
プ
リ
ン
ト
写

真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ
ー
の
郵

送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ
ァ
イ
ル

で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り
難
い
で

す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で
き
ま
せ

ん
の
で
、コ
ピ
ー
を
お
願
い
致
し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

◎
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

　

日
本
サ
イ
科
学
会
で
は
会
員
M
L

（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
：
自
分
の
発
信
し

た
メ
ー
ル
が
会
員
に
一
斉
に
配
信
さ
れ

る
）
を
運
営
し
て
お
り
、
事
務
局
や
会

員
同
士
の
情
報
交
換
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
方
の
ミ
ス
で
M

L
を
希
望
し
て
い

た
の
に
、
未
登
録
の
ケ
ー
ス
や
こ
れ
か

ら
M

L
登
録
を
希
望
さ
れ
る
会
員
の
皆

様
は　

offi
ce21@

psij.m
ail-box.ne.jp

宛
に
「
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
希
望
」
と

い
う
メ
ー
ル
を
発
信
願
い
ま
す
。

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
28
年
7
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　



J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

◎
公
式
サ
イ
ト
移
転
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
創
立
40
周
年
記
念
大
会
発
表
者
募
集

◎
第
28
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
九
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
27
年
1
月
本
部
例
会
報
告

◎
平
成
28
年
5
月
本
部
例
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
は
霊
光
写
真

　

を
孕
ん
で
い
る

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
発
足
時
と

　

こ
れ
ま
で
の
講
演
の
一
部
に
つ
い
て

※�

8
月
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り
ま

す
。

※�

9
月
本
部
例
会
の
講
師
は
現
在
交
渉

中
で
す
。
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東　　　北
〒981−0904　仙台市青葉区

旭ヶ丘1−36−1アサノビル201号
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☎022（279）0908･FAX022（274）0097

中　　　部
〒466−0051　名古屋市昭和区

御器所3−4−21
眞　野　博　貴

☎･FAX052（871）9060

北　　　陸
〒920−0864　金沢市高岡町12−45−1F
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〒596−0807　大阪府岸和田市
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● ❷●

公
式
サ
イ
ト
移
転
の
お
知
ら
せ

日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ
ト
は
、

ニ
フ
テ
ィ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
終
了
に

と
も
な
い
、
7
月
1
日
か
ら
さ
く
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
バ
ー
に
移
転
し

ま
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ザ
に
左
記
の
U
R
L

を
登
録
願
い
ま
す
。

http://psi-science.sakura.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
一
千
円
也　
　
　

窪
田
啓
次
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飯
見　

勇　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

金
一
千
円
也　
　
　

斎
藤　

和
良　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

創
立
40
周
年
記
念
大
会

発
表
者
募
集

今
年
は
1
9
7
6
年
の
日
本
サ
イ
科

学
会
創
立
か
ら
40
周
年
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
10
月
16
日（
日
）に
北
と
ぴ
あ
に

て
、「
創
立
40
周
年
記
念
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。

前
半
は
会
員
の
研
究
発
表
の
時
間
を

設
け
、
後
半
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ
ー

マ
は「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と

宇
宙
人　

―
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
―
」）が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

「
U
F
O
と
宇
宙
人
」
に
関
し
て
で
も
、

そ
う
で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現

在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り

を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象

（
U
F
O
、
オ
ー
ブ
、
心
霊
現
象
等
）の

目
撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な

サ
イ
現
象
の
仮
説（
理
論
）な
ど「
サ
イ
」

に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で

す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果

を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
創
立
40
周
年
記
念
大
会
で
の
発
表
は

で
き
な
い
が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

の
資
料
と
し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も

募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
5
」
最
終
頁

の
投
稿
審
査
規
定
を
よ
く
読
ん
で
、
応

募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
28
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
10
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
：

宇
宙
人
コ
ン
タ
ク
ト
」

天
動
説
か
ら
地
動
説
に
と
っ
て
か
わ

ら
れ
た
よ
う
に
、
地
球
人
一
人
ぼ
っ
ち

説
か
ら
宇
宙
人
て
ん
こ
盛
り
説
へ
の
第

2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
が
現
在
進
行

中
!ヒ

ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
大
統

領
に
な
っ
た
暁
に
は
、
エ
リ
ア
51
と
宇

宙
人
の
謎
を
情
報
公
開
す
る
と
い
う
の

だ
。
果
た
し
て
あ
な
た
は
宇
宙
人
コ
ン

タ
ク
ト
の
準
備
は
で
き
て
い
る
で
し
ょ

う
か
?
今
回
は
宇
宙
船
搭
乗
者
や
宇
宙

人
遭
遇
者
の
生
の
発
言
を
中
心
に
、
一

足
先
に
U
F
O
・
オ
ー
ブ
最
新
情
報

を
お
届
け
し
よ
う
。

日
時　

平
成
28
年
7
月
30
日（
土
）

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

�

（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　



京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会

費　

会
員
一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般
二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

　

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
、
18
：
15
よ
り
懇
親

会
あ
り
!

会
費
二
五
〇
〇
円
、
無
国
籍
料
理
店「
シ

マ
」に
て�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



●❸ ●

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

死
ぬ
べ
き
人
間
か
ら
死
な
な
い

人
間
へ

　
　
　
　
講
師
　
梶
原
　
和
義�

氏

日
時　

平
成
28
年
7
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
ま
で

※�

8
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

占
星
術
か
ら
観
た
日
本
と
世
界
の

こ
れ
か
ら
の
一
年

　
　
　
　
講
師
　
伊
藤
　
一
夫�

氏

日
時　

平
成
28
年
9
月
17
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
28
年
9
月
10
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）ホ
ー
ル

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

私
の
世
界

　
　
　
　
講
師
　
藤
本
　
満
正�

氏

日
時　

平
成
28
年
9
月
11
日（
日
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

伊
勢
宮
神
社
内
楠
照
殿

　
　
　

長
崎
市
伊
勢
町
2
・
14

　
（
0
9
5
・
8
2
3
・
2
6
6
5
）

交
通　

諏
訪
神
社
前
徒
歩
5
分

会
費　

二
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
1
月
本
部
例
会
報
告

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C
O
D
E
S

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?

�

講
師
　
ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
氏

こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
通
じ
て
皆
さ
ん

と
共
に
、
心
の
旅
に
出
か
け
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
講
義
を

通
じ
て
、
あ
る
テ
ン
プ
レ
ー
ト（
雛
形
）

に
入
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

こ
の
瞬
間
だ
け
の
独
自
の
雛
形
に
、
皆

さ
ん
で
入
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
類
と

世
界
の
た
め
の
新
た
な
雛
形
に
も
な
る

と
思
い
ま
す
。
私
の
研
究
の
多
く
は
、

い
わ
ゆ
る
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
、
す
な
わ
ち

本
源
の
コ
ー
ド
で
、
新
し
い
高
い
波
動

の
雛
形
に
入
っ
て
行
く
こ
と
と
関
係
し

て
お
り
ま
す
。

私
は
20
年
以
上
、
こ
の
研
究
に
邁
進

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
判
っ
た
の
で

す
。
献
身
的
に
修
練
を
し
て
、
ま
た
瞑

想
を
使
う
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
天
才
の

ゾ
ー
ン
に
入
っ
て
い
け
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
本
日
は
科
学
者
や
教
授
の
方
々
、

意
識
の
高
い
方
々
が
集
ま
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
こ
の
天
才
と
い
う
テ
ー

マ
は
き
っ
と
興
味
深
く
思
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

人
間
の
可
能
性
と
幸
福
、
健
康
を
高

め
る
上
で
、
何
度
も
何
度
も
成
功
し
て

き
た
あ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
皆
さ
ん
と

分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

こ
れ
を
通
じ
て
瞑
想
が
も
た
ら
す
知
性

に
つ
い
て
、
深
く
探
求
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

人
は
な
ぜ
瞑
想
す
る
の
で
し
ょ
う
？



そ
し
て
ど
の
よ
う
に
瞑
想
す
る
の
で
し

ょ
う
?

ま
た
何
よ
り
も
瞑
想
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
に
我
々
の
期
待
値
を
さ

ら
に
上
げ
て
い
く
か
、
越
え
て
い
く
か
、

そ
れ
が
知
り
た
い
の
で
す
。
と
い
う
の

は
、
最
高
の
瞑
想
領
域
に
達
す
る
こ
と

で
、
私
達
は
天
才
性
の
中
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
ど
う
や
っ
て

天
才
の
瞬
間
を
何
度
も
何
度
も
達
成
す

る
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
探
求
し
て
参

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ど
ん
な
研
究
の
分

野
で
も
大
事
な
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
も
っ
と
柔
軟
に
な
る
こ
と
、

あ
る
い
は
自
分
の
考
え
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
際
に
も
大

事
な
こ
と
で
す
。
積
極
的
に
能
動
的
な

形
で
瞑
想
す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
も
っ

と
自
分
の
才
能
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う

な
枠
組
み
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

し
か
し
で
す
ね
、
そ
こ
で
大
き
な
ギ

ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で

す
。
と
い
う
の
は
、
私
達
が
瞑
想
で
ア

ク
セ
ス
で
き
る
素
晴
ら
し
い
情
報
と
、

そ
れ
に
対
し
て
私
達
の
世
界
に
あ
る
、

い
ろ
い
ろ
な
既
存
の
ス
ト
ー
リ
ー
、
固

定
観
念
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で

す
。
そ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
二
次
的
情

報
を
吸
収
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
直
接
の
情
報
で
は
な
い

の
で
す
ね
。
つ
ま
り
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
知
識
も
、
直
接
体
験
で
は
な
く
、
二

次
的
な
他
人
の
得
た
情
報
を
元
に
、
そ

れ
を
勉
強
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

他
人
の
得
た
情
報
で
は
、
こ
の
よ
う
な

時
代
に
必
要
な
素
晴
ら
し
さ
、
あ
る
い

は
輝
か
し
さ
、
そ
し
て
最
高
な
状
態
に

達
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
実

際
に
私
達
が
内
面
の
旅
、
内
面
の
ワ
ー

ク
を
自
ら
や
っ
て
い
く
時
代
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
自
分
を
解

き
放
つ
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。
自

分
を
解
き
放
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ

く
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
本
で
読
む
、
実

際
の
素
晴
ら
し
い
体
験
を
自
分
で
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
の
仕
事
は
、
主
に
波
動
を
ベ
ー
ス

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ど
の
よ
う
に

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク
と
い
う
も
の

を
、
最
高
の
可
能
性
ま
で
高
め
て
使
っ

て
い
く
か
、
そ
れ
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
偉
大
な
マ
ス
タ
ー
ヨ
ギ
や
霊

的
な
教
師
が
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た

先
生
方
は
大
き
な
ア
ル
ケ
ミ
ー
（
錬
金

術
）
の
プ
ロ
セ
ス
を
使
っ
て
い
る
の
で

す
ね
。
錬
金
術
的
プ
ロ
セ
ス
を
使
っ
て
、

奇
跡
と
魔
法
を
起
こ
し
、
ま
た
自
分
達

の
と
こ
ろ
に
来
る
人
々
に
も
、
魔
法
と

奇
跡
を
も
た
ら
し
ま
す
。

し
か
し
、
私
達
も
そ
れ
を
求
め
て
、

自
ら
作
り
出
せ
ば
、
同
じ
よ
う
な
雛
形

を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
に
ア
ク

セ
ス
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
何

度
も
繰
り
返
し
同
じ
結
果
を
得
る
の

か
？

何
度
も
同
じ
よ
う
に
そ
の
状
態

を
作
り
出
し
て
く
れ
る
の
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
り
、
波
動
ま
た
は
周
波
数
で

あ
る
の
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
に
繋
が
る
た
め
の
資
質

は
、
皆
様
の
中
に
も
あ
る
、
新
た
な
リ

ソ
ー
ス
、
あ
る
い
は
雛
形
は
、
平
和
の

コ
ー
ド
で
す
。
な
の
で
、
私
の
研
究
は
、

平
和
そ
し
て
変
容
、
そ
し
て
自
分
へ
の

理
解
と
い
う
新
た
な
雛
形
を
作
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
間
の

気
付
き
に
、
あ
る
い
は
自
覚
の
状
態
に

確
か
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
れ
を
通

し
て
、
そ
の
人
の
波
動
が
変
わ
る
と
、

自
ら
が
力
強
く
な
り
、
ま
た
あ
な
た
を

制
約
す
る
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
既
存
の

枠
組
み
、
体
制
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
人
々

と
い
う
の
は
、
今
の
世
界
で
何
が
間
違

っ
て
い
る
の
か
、
何
が
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
の
か
、
よ
く
理
解
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
世
界
が
エ
リ
ー
ト
構
造
に
支

配
さ
れ
、
ま
た
枠
組
み
が
あ
り
、
そ
し

て
操
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
自
覚
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
気
付
き
、
あ

る
い
は
自
覚
が
足
り
な
い
の
で
す
。
こ

う
し
た
古
い
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
抜
け
出

す
た
め
に
は
、
ご
自
分
の
ス
ト
ー
リ
ー

も
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
私
達
が
平
和
の
中
、
平
和
な

状
態
に
入
る
、
つ
ま
り
心
が
本
当
に
平

和
な
状
態
に
な
れ
ば
、
対
立
、
葛
藤
の

中
で
生
み
出
さ
れ
た
古
い
ス
ト
ー
リ
ー

か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
ま
ず
は
自
分
の
古
い
ス
ト

ー
リ
ー
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
つ
ま
り
、
今
と
い
う
時
代
に
必

要
な
こ
と
は
、
自
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

変
え
て
い
く
こ
と
、
少
し
ず
つ
変
え
る

こ
と
で
あ
な
た
が
い
る
そ
の
世
界
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
波
動
と
い
う
テ
ー
マ
に
非
常
に

魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
な

た
が
住
む
世
界
は
、
あ
な
た
の
波
動
次

第
で
、
大
き
な
世
界
に
も
な
れ
ば
、
狭

い
世
界
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
当

に
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
特
に
私
達
は

世
界
を
変
え
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て

い
ま
す
か
ら
。
そ
し
て
、
も
っ
と
世
界

に
貢
献
し
、
ほ
か
の
人
々
と
も
素
晴
ら

し
い
形
で
協
力
す
る
た
め
に
も
、
自
分

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
え
た
い
と
思
っ
て

● ❹●



い
ま
す
。

で
は
、
あ
な
た
は
自
分
の
中
の
天
才

性
を
発
揮
す
る
た
め
、
火
を
つ
け
る
た

め
、
何
を
し
て
い
ま
す
か
?

つ
ま
り
、

自
由
な
雛
形
に
入
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
し
て
自
分
の
波
動
を
変
え
て
い
ま

す
か
?

例
え
ば
、
今
日
こ
こ
に
集
ま
っ
た
皆

さ
ん
を
見
て
い
て
も
、
皆
さ
ん
は
夢
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
い
ま
す
ね
。
個
人

と
し
て
、
ま
た
集
合
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ

う
に
し
て
夢
を
叶
え
て
い
く
か
、
そ
れ

に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の

人
生
の
目
的
に
気
付
い
て
い
る
方
も
、

大
勢
い
ま
す
。
よ
り
素
晴
ら
し
い
人
生
、

自
分
と
は
ど
ん
な
ビ
ジ
ョ
ン
な
の
か
、

自
覚
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
人
も
大
勢
い

ま
す
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
い

く
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
可
能
で
す
。

例
え
ば
瞑
想
の
中
で
、
ク
リ
ア
な
ビ

ジ
ョ
ン
、
曇
り
の
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
保

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ス
ピ
ー
ド
が
加

速
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
通
常

瞑
想
と
い
う
と
、
受
け
身
の
プ
ロ
セ
ス

を
思
い
が
ち
で
す
ね
。
し
か
し
、
自
分

の
中
で
よ
り
目
覚
め
を
加
速
さ
せ
る
た

め
に
は
、
受
け
身
だ
け
で
は
な
く
、
能

動
的
な
瞑
想
も
必
要
で
す
。

ま
た
私
は
講
師
と
し
て
、
常
に
実
際

に
役
に
立
つ
、
効
果
の
あ
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
や
瞑
想
法
を
教
え
て
い
ま
す
。
私

は
人
を
押
し
上
げ
る
役
目
が
あ
り
ま
す

の
で
、
瞑
想
を
教
え
る
際
に
も
、
ち
ゃ

ん
と
曇
り
の
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
、

瞑
想
す
る
こ
と
を
教
え
ま
す
。
ま
た
、

瞑
想
す
る
際
に
、
自
分
の
輝
か
し
い
ビ

ジ
ョ
ン
、
そ
し
て
ま
た
地
球
の
輝
か
し

い
ビ
ジ
ョ
ン
を
維
持
し
て
、
瞑
想
す
る

こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。

今
日
は
、
皆
さ
ん
に
内
面
の
ワ
ー
ク

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
を

通
し
て
自
分
が
高
い
波
動
、
あ
る
い
は

周
波
数
に
な
れ
ば
、

―
ち
な
み
に
波

動
を
高
め
る
と
き
は
、
ち
ゃ
ん
と
体
を

使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

す
ね
、
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
使

っ
て
い
き
ま
す
。
心
と
体
は
繋
が
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
も
繋
が
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
鍵
で
す
ね
。

と
い
う
の
は
、
瞑
想
す
る
と
き
に
、

頭
だ
け
で
瞑
想
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。

し
か
し
そ
う
で
は
な
く
、
瞑
想
は
全
身

で
も
っ
て
す
る
べ
き
完
全
な
体
験
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
瞑
想
し
な
が
ら
活
き
活
き

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
い
う

の
は
、
私
に
と
っ
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
（
霊
性
）
と
は
、
輝
か
し
い
ば
か

り
に
活
き
活
き
と
す
る
こ
と
で
す
。
本

当
に
活
き
活
き
と
し
た
と
き
、
自
分
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ベ
ル
も
体
も
心
の
状
態

も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
感
情

の
幅
が
ず
っ
と
広
く
健
全
な
も
の
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
自
由
に
な

っ
て
よ
り
パ
ワ
フ
ル
に
、
責
任
を
も
っ

た
個
人
に
な
れ
る
の
で
す
ね
。
こ
れ
が

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
力
を
得
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

ま
ず
こ
う
い
っ
た
説
明
を
し
て
お
り

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
ず
は
こ
う
い
っ

た
深
い
内
面
の
ワ
ー
ク
が
必
要
な
の
で

す
。
深
い
内
面
の
ワ
ー
ク
を
行
わ
な
い

と
、
高
い
波
動
の
雛
形
に
、
魔
法
の
中

に
入
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
私

の
仕
事
は
す
べ
て
、
普
段
本
で
読
ん
で

い
る
よ
う
な
現
実
を
実
際
に
体
験
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
見
て
、

感
じ
て
、
知
っ
て
、
体
験
し
て
い
た
だ

く
こ
と
。
そ
う
や
っ
て
魔
法
、
あ
る
い

は
輝
か
し
い
状
態
、
天
才
性
を
自
分
の

手
元
ま
で
持
っ
て
来
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
を
行
え
ば
行
う
ほ
ど
、
そ
の
た

び
に
健
康
状
態
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
や
っ
て

い
る
方
に
も
申
し
上
げ
ま
す
が
、
こ
う

い
う
方
法
を
行
う
こ
と
で
、
苦
し
い
ば

か
り
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
そ
の
サ
イ

ク
ル
か
ら
抜
け
出
せ
ま
す
。
例
え
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
セ
ミ
ナ
ー
、
あ
る
い
は
先

生
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
何
度
も
繰
り

返
す
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
が

な
く
な
り
ま
す
。

私
は
い
か
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
健

康
や
健
全
を
保
つ
か
、
そ
の
こ
と
に
興

味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
健
康
と
い
う
の
は
、
よ
り

活
き
活
き
と
し
て
、
気
付
い
て
自
覚
を

持
っ
て
い
て
、
そ
し
て
責
任
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
状
態
で
す
。
意
識
的
に
な

っ
て
い
る
状
態
で
す
。
ま
た
そ
の
状
態

を
日
常
生
活
で
も
使
う
こ
と
、
活
か
す

こ
と
で
す
。

と
い
う
の
は
、
今
と
い
う
時
代
は
、

一
人
一
人
が
目
覚
め
て
生
き
る
こ
と
が

本
当
に
大
事
で
す
。
と
い
う
の
は
、
時

間
の
枠
組
み
が
す
ご
く
短
い
の
で
す
ね
。
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も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
魅
力
的
な
時
代
で
も

あ
り
ま
す
ね
。
二
極
化
が
進
ん
で
い
ま

す
か
ら
。
な
の
で
、
二
極
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
二
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
同

時
に
存
在
し
て
い
る
状
態
で
す
。
古
い

体
制
も
そ
こ
に
あ
り
、
ま
た
同
じ
だ
け

強
力
な
新
し
い
体
制
も
既
に
出
来
て
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
両
極
が
存
在
す
る

と
い
う
の
も
、
一
つ
の
錬
金
術
な
の
で

す
ね
。
そ
れ
が
今
、
世
界
と
い
う
舞
台

で
起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ど
の
よ
う
に
健
康
な
状
態
に
入
っ
て

い
く
の
か
。
健
全
に
な
れ
ば
、
新
し
い

雛
形
の
中
で
、
よ
り
自
由
に
生
き
て
、

ク
リ
ー
ン
に
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
先
ほ
ど
お
話
し

し
た
、
内
面
の
ワ
ー
ク
、
自
己
を
見
つ

め
る
と
い
う
こ
と
を
、
献
身
的
に
や
っ

て
い
く
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
は
一
人
一

人
が
で
き
る
最
大
の
貢
献
で
す
。

な
ぜ
波
動
が
こ
れ
ほ
ど
大
事
な
ん
で

し
ょ
う
?

と
い
う
の
は
、
一
人
一
人
、

人
類
全
体
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
腐

敗
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
抜
け
出
す
た

め
に
は
、
本
当
に
波
動
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
こ
で
錬
金
術
の

プ
ロ
セ
ス
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
錬
金

術
を
通
じ
て
、
高
い
波
動
の
雛
形
に
入

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の

新
し
い
雛
形
を
肉
体
レ
ベ
ル
で
入
れ
て

い
く
の
で
す
ね
。
ま
た
、
そ
れ
を
こ
の

世
界
全
体
に
も
入
れ
て
い
き
ま
す
。
と

て
も
面
白
い
考
え
方
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
。
賢
い
人
間
だ
っ
た
ら
、
敢
え
て
こ

こ
に
あ
る
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
を

同
時
に
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
す
。
こ
れ
は
と
て
も
大
事
な
と
こ

ろ
で
す
。

私
達
は
力
と
は
常
に
外
側
の
世
界
に

あ
る
と
教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
を
見
て
い
て
も
、
力
と
は
外
側
に
あ

る
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
全
員
受
け
て

お
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
自
分
の
責
任

を
取
れ
な
い
、
外
側
の
せ
い
に
し
て
し

ま
う
現
実
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
、
力
は
内
側
に
あ
る
と
い
う
考
え

方
に
変
え
れ
ば
、
ち
な
み
に
皆
さ
ん
の

心
が
本
当
に
平
和
に
な
れ
ば
、
自
然
に

自
分
に
力
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
も
っ
と
宇
宙
に
委
ね
て
、
平
和
に

な
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

平
和
の
コ
ー
ド
：
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は

私
達
の
宇
宙
の
起
源
と
も
関
係
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
今
こ
こ
に
あ
る

古
い
体
制
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
一
つ

の
手
懸
か
り
が
エ
ジ
プ
ト
に
あ
り
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
未
来
の
世
代
の
た
め
に

も
っ
と
生
き
や
す
い
遺
産
を
残
す
必
要

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
私
達
一
人
一
人
が
新
し
い
ビ
ジ
ョ

ン
、
そ
し
て
雛
形
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
あ
な
た

が
今
回
生
ま
れ
て
き
た
と
き
の
契
約
を

果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
一

人
一
人
が
運
命
と
約
束
し
て
い
ま
す
。

人
類
に
希
望
を
与
え
る
た
め
に
新
し
い

生
き
方
、
ま
た
は
雛
形
を
作
る
た
め
に

こ
こ
に
来
て
い
ま
す
。

ま
ず
大
事
な
こ
と
は
自
分
を
信
じ
る

こ
と
で
す
。
こ
こ
が
肝
腎
で
す
。
ま
た

一
人
一
人
が
目
覚
め
て
気
付
い
て
、
責

任
を
も
っ
て
、
そ
し
て
ど
ん
な
制
約
に

も
気
付
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
波
動
の

変
化
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
波
動
を

変
え
る
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
輝
か

し
い
自
分
に
な
っ
て
、
そ
し
て
人
類
の

こ
の
大
切
な
分
岐
点
に
お
い
て
、
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
一
人
が

自
分
の
世
界
で
成
功
す
る
こ
と
、
そ
れ

が
大
事
で
す
。
成
功
す
る
こ
と
で
新
た

な
雛
形
の
中
の
一
人
一
人
が
、
マ
ス
タ

ー
キ
ー
を
作
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
マ

ス
タ
ー
キ
ー
に
な
る
こ
と
で
、
ま
た
協

力
者
に
な
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
波
動
を
変
え
て
、
も
っ

と
協
力
し
合
え
る
よ
う
な
人
間
同
士
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
協
力
こ
そ
が
次
の

時
代
で
す
。
し
か
し
波
動
が
低
い
と
、

あ
る
い
は
二
元
的
な
波
動
に
い
る
と
、

な
か
な
か
他
の
人
と
協
力
し
合
え
ま
せ

ん
。
し
か
し
波
動
が
高
け
れ
ば
、
い
ろ

い
ろ
な
神
秘
的
、
あ
る
い
は
エ
ソ
テ
リ

ッ
ク
な
資
質
も
手
に
入
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
私
と
あ
な
た
の
波
動
が
高

け
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
意
思
疎
通

と
互
い
の
理
解
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
し

て
新
し
い
形
で
お
互
い
か
ら
学
び
、
互

い
に
い
い
も
の
を
吸
収
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
共
鳴
と
か
理
解
と
か
テ
レ
パ

シ
ー
、
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
、
魔
法
、

ヒ
ー
リ
ン
グ
と
い
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ

ま
で
は
社
会
の
片
鱗
に
あ
っ
た
こ
う
い

う
考
え
方
、
つ
ま
り
昔
は
一
部
の
人
し

か
行
わ
な
か
っ
た
よ
う
な
瞑
想
が
、
今

は
日
常
的
に
人
々
が
自
ら
を
リ
セ
ッ
ト

す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
こ
う
や
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
波
動

が
ど
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
、

理
解
し
合
っ
て
そ
の
体
験
を
積
み
上
げ

て
い
く
わ
け
で
す
。

波
動
が
高
く
な
れ
ば
、
創
造
的
な
天

才
性
の
中
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
例
え

ば
天
才
的
な
閃
き
が
き
て
、
そ
の
概
念

を
自
分
で
し
っ
か
り
理
解
し
て
、
そ
の

理
解
を
維
持
で
き
る
。
あ
る
い
は
そ
の

天
才
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
、
人

の
前
で
話
す
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
、

素
晴
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
げ
る
。

つ
ま
り
高
い
波
動
を
理
解
し
マ
ス
タ
ー
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す
れ
ば
、
無
限
の
も
の
が
作
り
出
せ
ま

す
し
、
ま
た
限
界
と
い
う
も
の
の
定
義

も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
皆
さ
ん
科
学
者
の
研
究
分
野
も

さ
ら
に
限
界
値
を
拡
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
大
事
な
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら

さ
ら
に
最
高
な
も
の
を
作
っ
て
い
っ
て
、

こ
の
世
界
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。
高
い
波
動
は
そ
の

た
め
の
助
け
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ

う
す
れ
ば
自
由
に
な
っ
て
、
今
私
達
が

い
る
こ
の
世
界
を
癒
す
よ
う
な
新
し
い

ア
イ
デ
ア
が
手
に
入
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
大
き
な
変
化
が
訪
れ
る
と

い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
波
動

を
変
え
て
お
か
な
い
と
、
そ
の
変
化
が

ど
ん
な
も
の
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
波
動
を
変
え
れ
ば
、
時

間
の
マ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
、
タ
イ
ム
ト

ラ
ベ
ル
：
時
間
旅
行
が
可
能
に
な
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
未
来
の
テ
ー
マ
に
も
入

っ
て
行
っ
て
、
そ
し
て
今
日
や
る
こ
と

が
明
日
に
も
影
響
す
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ

ば
よ
り
厳
密
な
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
精
密
に
人
生
を
造
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
精
密
な
形

で
目
覚
め
て
、
そ
し
て
自
覚
し
、
責
任

を
取
っ
て
い
き
ま
す
。
す
る
と
人
類
が

生
き
て
い
る
世
界
全
体
で
、
意
識
的
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

今
必
要
な
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
試
し
て
み
る
こ
と
、
実
験

す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
で

も
常
に
目
覚
め
て
い
る
こ
と
、
意
識
的

で
あ
る
こ
と
で
す
。
と
い
う
の
は
、
高

い
波
動
を
保
つ
べ
き
は
、
ま
さ
に
日
常

生
活
だ
か
ら
で
す
。
人
類
が
解
決
す
べ

き
問
題
が
存
在
す
る
の
は
、
日
常
の
生

活
に
お
い
て
だ
か
ら
で
す
。
ち
な
み
に

私
が
こ
う
い
う
お
話
を
す
る
と
き
は
、

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
を
よ
く
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
28
年
5
月
本
部
例
会
報
告

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在

能
力
を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま

で
解
明
で
き
る
か
?

　
　
　
講
師
　
河
野
　
貴
美
子�

氏

�

（
国
際
総
合
研
究
機
構
）

は
じ
め
に

私
は
約
20
年
こ
の
方
、
さ
ま
ざ
ま
な

能
力
者
は
じ
め
、
気
功
や
武
道
の
鍛
錬

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
む
際

の
意
識
変
化
、
生
理
学
的
身
体
変
化
を
、

脳
波
計
測
を
中
心
に
種
々
状
況
の
下
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

脳
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
状
態
を
見

る
と
い
う
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

意
識
・
無
意
識
の
問
題
、
心
の
問
題
を

考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
現
象
と
意
識
と
の
関
わ
り
、
無
意
識

の
世
界
と
未
知
現
象
な
ど
、
脳
を
超
え

た
領
域
か
ら
の
理
論
構
築
も
数
多
く
試

み
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
生
理
学
的
立

場
か
ら
は
、
ま
ず
は
現
在
わ
か
っ
て
い

る
脳
科
学
で
ど
こ
ま
で
説
明
で
き
る
の

か
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
科
学
の
枠
組
み

を
広
げ
る
形
で
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
ら

何
が
言
え
る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

意
識
と
は

意
識
に
つ
い
て
は
昔
か
ら
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
数
多
く
の
哲
学
者
、
科
学

者
た
ち
の
関
心
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
あ
れ

こ
れ
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

仏
教
で
は
、
五
つ
の
感
覚
「
眼
識
、

耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
」
と
と
も

に
そ
の
六
つ
目
と
し
て
「
意
」
と
い
う

感
覚
、「
意
識
」
が
並
ん
で
入
っ
て
い
ま

す
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、
意
識
の
あ
り

か
、
す
な
わ
ち
精
神
の
座
は
脳
に
あ
る

と
い
い
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
い
や

心
臓
だ
、
ま
た
ガ
レ
ノ
ス
は
脳
の
中
の

空
間
部
分
、
脳
室
こ
そ
プ
ネ
ウ
マ（
気

の
よ
う
な
も
の
）
が
宿
る
場
所
で
あ
る

と
し
、
デ
カ
ル
ト
は
松
果
体
こ
そ
脳
の

中
心
に
あ
っ
て
対
を
な
さ
な
い
唯
一
の

器
官
だ
か
ら
こ
れ
こ
そ
意
識
を
司
る
座

だ
、
と
い
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
松
果

体
は
発
生
学
的
に
は
光
受
容
機
能
を
有

す
る
部
位
で
、
人
間
で
は
メ
ラ
ト
ニ
ン

を
分
泌
し
、
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム

（
概
日
リ
ズ
ム
）
を
つ
か
さ
ど
る
場
で

す
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
系
で
は
宇
宙
と

つ
な
が
る
特
殊
な
器
官
の
よ
う
に
い
わ

れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
解
剖
学

的
、
生
理
学
的
に
特
殊
な
も
の
と
い
え

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
学
的
な
定
義
と
し
て
の
意
識
は
、

意
識
障
害
の
レ
ベ
ル
を
そ
の
清
明
度
で
、

無
関
心
、
傾
眠
、
昏
迷
、
昏
睡
な
ど
と

き
ち
ん
と
わ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
も

今
、
障
害
を
問
題
に
し
た
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

正
常
意
識
の
中
に
お
い
て
も
睡
眠

は
、
覚
醒
か
ら
睡
眠
段
階
Ⅰ
～
Ⅳ
に
至

る
レ
ベ
ル
分
け
を
脳
波
に
よ
っ
て
明
確

に
行
う
こ
と
が
で
き
、
定
義
で
き
る
意

識
状
態
で
す
。
さ
ら
に
、
正
常
意
識
の

範
囲
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
異
な
る
意

識
と
し
て
、
心
理
学
な
ど
で
は
変
性
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意
識
状
態
（A

SC

：alteredstateof
consciousness

）
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。
気
功
、
瞑
想
な
ど
に
お
け
る
脳
波

を
計
測
す
る
際
に
は
、
こ
の
あ
た
り
の

微
妙
な
意
識
変
化
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
り
、
実
験
を
繰
り
返
し
な
が
ら
意
識

と
は
何
か
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

脳
の
科
学
と
意
識
・
無
意
識

で
は
脳
の
科
学
で
、
一
般
的
に
意
識

は
、
そ
し
て
無
意
識
は
ど
う
考
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
、
左
脳
は
意
識

の
脳
、
右
脳
は
無
意
識
の
脳
と
い
わ
れ

ま
す
。
人
間
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
左
に
言
語
野
が
あ
り
、
言
葉
に

関
係
す
る
論
理
処
理
や
分
析
的
な
こ
と

は
左
脳
の
役
割
、
そ
れ
に
対
し
て
、
イ

メ
ー
ジ
的
な
処
理
、
芸
術
的
な
こ
と
や

感
覚
的
な
こ
と
な
ど
は
右
脳
の
役
割
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
、
意
識
的
な

活
動
と
い
う
の
は
言
語
的
に
人
に
説
明

で
き
る
活
動
で
す
。
自
分
自
身
で
何
か

感
じ
て
も
、
単
に
感
覚
的
に
捉
え
た
だ

け
で
言
語
化
さ
れ
な
い
と
明
確
な
意
識

に
上
ら
ず
、
誰
に
も
伝
わ
ら
な
い
た
め
、

左
脳
を
意
識
脳
、
右
脳
を
無
意
識
脳
と

い
う
言
い
方
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
右
脳
も
他
者
へ
の
説
明
が

で
き
な
い
だ
け
で
、
意
識
活
動
を
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
人

間
に
お
い
て
大
き
く
発
達
し
た
大
脳
新

皮
質
全
体
が
、
右
で
あ
れ
、
左
で
あ
れ

意
識
の
脳
、
内
側
の
旧
皮
質
部
分
が
無

意
識
の
脳
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

進
化
の
過
程
で
、
古
い
脳
を
そ
の
ま
ま

内
側
に
包
み
込
む
よ
う
に
残
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
内
側
に
な
る
ほ
ど
無
意

識
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

人
間
に
と
っ
て
は
無
意
識
で
あ
っ
て
も
、

古
い
部
分
は
そ
れ
な
り
に
、
魚
の
意
識
、

爬
虫
類
の
意
識
が
あ
り
、
最
終
的
に
言

語
を
獲
得
し
た
人
間
に
お
い
て
は
、
左

脳
と
右
脳
の
や
り
取
り
の
中
に
人
間
と

し
て
の
意
識
が
生
ま
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
脳
の
階
層
的
構
造
が
意

識
を
生
み
出
す
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
か
も

し
れ
な
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

た
だ
素
子（
神
経
細
胞
）を
増
や
し
た
だ

け
で
は
複
雑
な
意
識
構
造
は
出
て
こ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
。

で
も
さ
ら
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
大

脳
新
皮
質
で
の
信
号
の
や
り
取
り
は
す

べ
て
意
識
化
さ
れ
た
情
報
で
し
ょ
う
か
？

脳
は
外
か
ら
の
入
力
信
号
に
応
じ
て

そ
れ
ら
を
処
理
し
、
認
識
す
る
器
官
で

す
が
、
五
感
か
ら
の
各
入
力
は
そ
れ
ぞ

れ
脳
の
別
の
場
所
に
入
り
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
と
違
っ
て
処
理
は
全
く
並
列
的
、

分
業
作
業
で
す
。
例
え
ば
、
後
頭
葉
の

視
覚
野
に
目
か
ら
の
信
号
が
入
っ
た
途

端
、
私
た
ち
は「
見
え
た
」と
認
識
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
網
膜
で
電
気
信
号

に
変
え
ら
れ
て
視
覚
野
に
入
っ
た
信
号

は
、
ま
ず
輪
郭
な
ど
の
線
分
が
処
理
さ

れ
、
面
と
な
り
、
立
体
に
な
り
、
色
や

動
き
が
処
理
さ
れ
・
・
と
神
経
細
胞
を

次
々
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
処
理
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
最
終
的
に
過
去
の
情
報
と
も

合
わ
せ
て
認
識
す
る
ま
で
に
は
2
0
0

～
3
0
0
ミ
リ
秒
以
上
か
か
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
信
号
入
力
直
後
か
ら
脳
は
も

ち
ろ
ん
一
生
懸
命
働
い
て
い
ま
す
が
、

最
初
の
う
ち
は
ま
だ
本
人
は
意
識
で
き

て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
つ
の
感
覚
だ
け
で
は
な

く
、
眼
、
耳
、
皮
膚
な
ど
か
ら
別
々
に

入
っ
て
き
た
情
報
を
統
合
し
て
初
め
て

一
つ
の
事
象
と
し
て
認
識
し
、
全
体
的

な
意
識
情
報
と
な
り
ま
す
。
視
覚
野
、

聴
覚
野
な
ど
各
領
野
で
、
解
析
の
た
め

に
乗
り
継
ぐ
神
経
細
胞
の
数
が
違
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
で
の
分
析
時
間
も
ま
ち

ま
ち
で
し
ょ
う
。
し
か
し
脳
は
バ
ラ
バ

ラ
の
情
報
を
統
合
し
て
、
う
ま
く
、
言

い
方
を
変
え
れ
ば
“
適
当
に
”、
時
間

的
に
も
整
合
性
を
つ
け
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ナ
ノ
秒

を
問
題
に
し
ま
す
か
ら
、
わ
ず
か
な
ズ

レ
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
脳
は
認
識
す

る
ま
で
に
そ
の
1
億
倍
近
い
時
間
を
か

け
て
、
う
ま
く
処
理
し
、
意
識
に
上
げ

て
い
る
、
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

最
初
は
そ
の
よ
う
に
処
理
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ

る
情
報
は
、
効
率
化
さ
れ
、
い
ち
い
ち

意
識
に
上
げ
な
く
て
も
情
報
処
理
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
歩

く
時
に
、
右
足
、
次
は
左
足
・
・
と
意

識
な
ど
し
な
い
よ
う
に
。

つ
ま
り
そ
う
考
え
て
い
く
と
、
意
識

と
は
、
そ
の
瞬
間
、
瞬
間
に
活
動
し
て

い
る
ご
く
限
ら
れ
た
領
域
に
存
在
し
、

そ
の
領
域
は
常
に
変
化
、
そ
し
て
そ
れ

以
外
の
場
所
は
ほ
と
ん
ど
無
意
識
領
域

だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

無
意
識
な
が
ら
、
意
識
に
の
ぼ
っ
て
い

る
場
所
以
上
に
せ
っ
せ
と
働
い
て
い
る

わ
け
で
す
。

脳
の
科
学
の
こ
れ
か
ら

結
局
、
意
識
と
は
何
か
を
研
究
す
る
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に
は
、
脳
の
仕
組
み
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
は
大
き
く
異
な
る
そ
の
仕
組
み
を

解
明
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。

今
、
世
界
で
脳
研
究
の
二
大
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
い
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
神
経
回
路
を
し
ら
み
つ
ぶ
し

に
全
て
調
べ
上
げ
る
と
い
う
オ
バ
マ
計

画
と
も
言
わ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使
し
て
仕
組
み
を

解
明
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動

き
始
め
て
す
で
に
2
、
3
年
経
っ
て
い

ま
す
。
2
0
4
5
年
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が
人
間
の
知
能
を
上
回
る
と
い
わ

れ
、
今
年
、
囲
碁
も
つ
い
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
プ
ロ
を
打
ち
負
か

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
仕
組
み
と
脳
の
仕
組
み
は
全
く
違

い
ま
す
。
脳
は
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
っ
て
ど
こ
ま
で
解
明
さ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
?
解
明
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
そ
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
、
そ
の
時
、
意
識
と
は
？

心
と
は
?
さ
て
、
ど
こ
ま
で
わ
か
る

の
で
し
ょ
う
か
?

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
U
S
B
メ
モ
リ
ー
の
価
格
が
か
な
り

下
が
り
ま
し
た
の
で
、
講
演
録
画
の

価
格
も
下
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 
氏

「 

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川

眞
知
子

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根

和
郎

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦
西
平

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林

信
正

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川 

允
朗 

氏

「 

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て

の
一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坂
井 

洋
一 

氏

「 

日
本
人
は
知
ら
な
い
!

縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「 

T
H
E 

S
O
U
R
C
E 

C

 

O

 

D

 
E
 S 

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本 

泰
行 

氏

「 

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華 

氏
「
君
を
見
放
し
た

り
は
し
な
い
―
宇
宙
神
技
点
描
画
家
―

水
華
の
世
界
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部 

一
馬 

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

※
続
き
は
11
頁
下
段
へ

●❾ ●
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎） ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア） ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL） ・・・・・・・190 円  （80 円）

FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版） ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX、

電話で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

   TEL 047-347-3546  FAX 047-330-4091

   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp



◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武 

信
宏 

氏

「 

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

「 

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
田

欽
子

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井

香
譲

氏

「
野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木

茂
美

様

　

講
師　

佐
藤

禎
花

氏

　

講
師　

苗

鉄
軍

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木

晃

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

沖
田
祐
美
子

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

河
野

貴
美
子

氏

「
意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で
き

る
か
?
」

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
○
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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別の実験によると、サイ（気）は既知の物質（例
えば光）に加算して、または既知の物質を「呼
び水」にして、出現する場合が多い。この性質
が本稿の場合にも現れている様子である。写真
No.20150306（1）～（3）｛伊那市｝をみる。上述の
実験結果でも述べたが、（1）の満月からの一本
の槍状光線とその先のオーブは異常である、写
真（2）～（3）はオーブの芽とその成長過程の静
止画、つまり図1の（a）、（b）、（c）に示した（類似
した）ものが写されたと判断している。特徴的な

｛No.015306（2）の｝､ 2個に分割された金星の分割
の理由として､ 図1（b）、（c）には陰と陽の2個があ
る（図1には1個のみが記載してある）、これらの2
個（陰､陽）が回転して巴型になり、オーブ写真（2）
とオーブ写真（3）になった、と判断している。

上の実験結果でも述べたが、写真No.19940904
（1）、（2）は、ほぼ同種の霊光写真と思われるも
のである。写真No.19940904（富士田貫湖）写真
No.1992010（布田天神）は、より高周波数、より
短波長の微細身素粒子（プラナ、気エネルギー）

を持つ図1（b）のイオン・ボール（負の帯電）が、
フラッシュ光を受けて、エネルギーと重さを増
し、イオン・ボールの一部が破断（発光）し、重
力線方向に落下して、地上にある空気層並びに
人体が持つ帯電（多分、陽である）と衝突して、
落雷通電し、陰陽が合体発光（破裂）したのであ
ろう、と考えている。なお、別の実験によると、
上にも述べたが、サイ（気）は既知の物質（例え
ば光り）に加算して、既知の物質を「呼び水」に
して、出現する場合いが多い、この性質が本稿
の場合にも現れていると見るべきだろう。写真
No.20152018（タイ）は、図1（b）のイオン・ボー
ルがフラッシュ光を受けて、発光し、破裂したと
推定している。つまり数条の光線は、（b）イオン・
ボール（親）を形成する要素の単位オーブ（子）を
意味しているのであろう。

付録：使用カメラは、市販のカシオEXZR700BK、
カシオEXZ330である。

（紙数の関係から、写真は省略させて貰います）



れたプラズマの塊（高エネルギー）を意味してい
る」という｡ 一般に、プラズマ形成には、原子を
分離・分解するに必要な高温・高電磁気場の雰
囲気が必要であるが、常温空気中に各種の生命
が存在する地球表面付近の大気中で、はたして
プラズマ・モイド形成が可能だろうか。またオー
ブ形成には大気陰、陽イオン・ボール（プラズマ
球、陽電子を含む）が必要であるが常温、常圧の
空気中で、どの様な機構によってこれを得る事が
出来るだろうか。量子力学には不確定性原理（ハ
イゼンベルグ）とトンネル効果がある。電子は波
動と粒子の両方の性質を兼ねそなえている。時間
ΔtとエネルギーΔEは、hをプランク定数とすると、
 （Δt）・（ΔE）≧h・・・（1）

つまり、時間が極短の時はエネルギーが極大
になり、エネルギーが極小の時は時間は極大に
なる。この逆もなりたつ、この応用として､ 地球
表面上のプラズマ・モイド形成が可能であると
考える。つまり、時間が極永い時にはネルギー
は極小でも現象が生起することがある。または、
式（1）を基にしたトンネル効果でも説明できる。
粒子がのり越えられないような高いエネルギーの
山も、波動ならば、回り込んで（滲み出して）乗
り越えることが出来る。つまり量子力学を応用す
れば、大気プラズマ・モイドも生起可能である。
同様に、陽電子も地表付近にある自然放射線（γ
線からの対生成）から得る事が出来よう。

オーブ（たまゆら）とプラズマ・モイドと霊光
写真を統一的に、都合良く説明出来るモデル（機
構、仮定）として図1を提案した（別報、PSIJ、
No.421、2015年5・6月号、参照）。実験結果を
みると、オーブが示す結果には素粒子類似の性
質が現れている｡ 例えば､ 非局所性、ランダム
性など。粒子としての電子はフェルミ粒子で排
他原理にしたがうので、同じ運動状態を同時に
占める事は出来ない。

これに反し､ 光子はボース粒子なので多数で、
同じ状態を占める事ができる。空気成分の電離

（素粒子形成）と､ その後のイオン・ボール形成
（光子群としてのオーブ）には、これらの性質が微
妙に関係してくる。そこで、さしあたりの簡略的
なものとして､ 提案したのが図1である。図1（a）
は電子、陽電子（陰イオン、陽イオンの場合もある）

図1　イオン・ボール（仮定）

微細身素粒子（バイオ・ホトン、プラナ）を基に
した巴型の回転体。（b）は（a）を内蔵するイオン・
ボール（プラズマ・ボール）。
（c）は（b）群を内蔵するオーブで、それぞれ

は、陰陽がほぼ中和していると考える。微細身
素粒子は、地球外知的生命体、動物、生物、そ
の他あらゆる生命体のエネルギー（例、特徴の
あるプラナ、サイ､ 気）を意味しているまた、撮
影時の撮影者から放出されるサイ（気）と体外に
ある図1（c）のオーブが同調（共鳴、共振）して、
またはシューマン共振を利用し、マクロPKとし
て、「たまゆら」（オーブ）になるのであろう（マク
ロPK）と推定・判断している。

次に､ 提示した実験結果の考察を行う。写真
No.2535（福島市）の静止画には、キリ（モヤ）と
オーブ（たまゆら）等が写っている。オーブ（た
まゆら）にはHaloが有り、輪郭は明瞭、円内に
は非対称干渉縞模様（表情）と核がある。写真
No.0623（福島市）は静止画像、大気プラズマ・
モイドと判断される写真である。6秒間隔でフ
ラッシュ撮影した3枚の写真に全く異なる姿形の
雲状物質（大気プラズマ・モイド）が、これらの
前と後の2枚の写真の間に、3枚とも、プラズマ・
モイドとオーブの写真を伴って、写されている。

● �●



右側から中央上部にかけて、さらに、その下側に
プラズマ・モイドと思われる雲状物質（煙、キリ、
モヤとは考え難い）が写されている（背景の手前）。

写真No.20150306（1）～（4）は長野県伊那市、
2015年3月6日（金）、晴れ、夜、満月時、フラッ
シュ撮影、特異効能保持者のSDK師によって写
されたオーブ静止画である。（1）は満月を写した
と言われるもの。右側中央に満月（上下方向に引
延ばされる、Haloが大きい）、その廻りにかすか
な雲状の光（その右横、右斜め上）、月の中心か
ら左方向（横）に光の槍（矢）が放出され、その
先端部分にオーブが一個写されている。光は満
月の全周から放出されている筈なのに、一方向
にのみ写っているのは異常である。さらに上記
の雲状光も異常である｡ 写真（2）～（3）は「月を
写し、金星を写した」と言うものであるが､ 2枚
ともそれぞれが別であり、また、実在の月や金
星とは異なる形姿のオーブが写されている。従っ
て、実在している金星を写したものでは無く、多
分、変性意識状態下（ASC）のイメージによる金
星、または、オーブの芽が生長する過程（柔らか
い状態）が写し出された（オーブ）と考える。

写真（2）は、ほぼ楕円形状の並列2個で、右
側はダイダイ色（茶色系）、右側は黄色（乳白系）、
右側は黄色（乳白系）のオーブ（中実）の綿状の
柔らかい感じの光綿球で、真中に白色発光体を
含んでいる。たぶん、1個の大球が分裂して2個
の光球となり、それが、僅かに縦方向に引き延
ばされた形で、右左に対峙している。写真（3）は、
写真（2）のそれらが移動して（または2個の光球
が引き延ばされて）「く」の字の形に変移したと思
える様な光球で、さらに、色が入れ替わり、紫
色が加算されている。別報も含めて、試行錯誤
したところ、これらは、上延の「強い小球発光体」
が成長した場合に生じるもの、に類似している
様に思える。　

写真No.19940904（1）（2）は静止画で、富士田
貫湖、1994年9月4日、晴れ、夕方、写真（1）は
日没時の逆光を受けていたので、フラッシュを用
いて“手かざし祈り”のSDKのセラピーの状況を
弟子のTMが撮影したもの。写真（2）は、ほぼ
同じ場所で、方向を変えて写したもの。夕日の日
没近い太陽光の放射下方部分が、ほぼ7色（虹

色）の光放射の首飾り（ネックレス）状（写真1）
並びに円状（写真2）または首飾り状（2、3、4重）
に写されている。さらに、その下側には、白色半
球状（大球）のオーブが写されている。レンズフ
レヤとは別の特異現象が写された、と判断した
い。これも霊光現象の一種と言えよう。

写真No.19920210は静止画。SGMをSDK師
が撮影したもの。東京都、調布市布田天神社境
内、1992年2月10日、晴れ、夕日の逆光の為に
フラッシュ撮影している。太陽光から光柱が降
下してきて、SGMの上半分で（頭と胸が隠れる
程に）破裂して、ネックレス状の円円弧を描いた
と思えるもので、霊光写真の一種であり、姿形

（内容）からみて、富士田貫湖と同一の機構が推
定されている。

写真No.20150201は静止画で、タイ国、チャ
オブラヤー河の東側岸。晴れ、極早朝（夜明け
前）、フラッシュ撮影。親イオンボール（大気プ
ラズマ群、図1参照）が破裂して、構成要素とし
ての小イオン・ボールが四方八方に飛び散った、
と感じさせるような映像である。これらも霊光写
真の一種と言えよう。

3．検討ならびに考察
空気中には極僅かながら水分が含まれてい

る、容積比で言うと、0.0～3.0%である。しか
し水分が無いと、オーブは極めて出現しにくく
なる。つまり、オーブと水は、親和力がきわめて
高い。空気中の水は、30万ボルトといわれる大
気電界の為に電離している。水を電離させると
H（陽イオン）、OH（陰イオン）、電子（−）になる。
いわゆるプラズマであるが、大気電気学では大
気陽イオン、大気陰イオン、電子といい、オーブ
形成の主役を果たしている。

実験・撮影現場では、写真No.0623に示す様
な大気プラズマ・モイドが、オーブ出現の合間に
度々出現してくる。多くの場合、気温が低い時

（2℃以下）に撮影されているが、その内容は未定
であった。しかし撮影の事情（現場）から推定す
ると、地表付近の大気中で出現したプラズマ・モ
イド現象であると判断している。なお、本来の、
大気（宇宙空間）プラズマ・モイドとは「太陽フレ
ヤなどの衛星観測において、閉じた磁気面で囲ま

●� ●



目を閉じたまま、感覚的にものを見る・知るな
どの実体験が上記のように行われました。

※現在関西日本サイ科学会の幹事会は会長河野
明夫、副会長和田高幸、副会長大西章、副会長

川村隆夫、監事杉立繁、幹事奥村八郎、幹事山
田敬子、幹事原田雅子、幹事波多野昭治で構成
しており、研究会当日午前中に集まって今後の講
師、テーマなどの検討を行っています。志のある
方の参加をお待ちしています。

心霊写真と称するものがある。死人の霊など
が写り込んでいると主張する写真のことで、な
かには粗雑で疑わしいものもある。オーブもその
一種であろうと言う人達がいる。例えば、カメラ
マン達は、オーブや霊光写真は、レンズフレヤ

（ハレーション）や、ガラス、水滴、埃等にフラッ
シュ光があたった時の反射像が写ったものであ
ろう、と言う。残念ではあるが、一般にはそのよ
うに考えられている。しかし実際に撮影して検
討してみると、そんなことは無い、オーブや霊光
写真は確かに存在している。

1．何の為に研究するのか
オーブ（たまゆら）は、写されたデジタルカメラ

写真の画面の中に、小円形状のノイズとして記
録されてくる。水との親和性が高いので、水滴
が間違ってオーブと判断される（偽オーブ）ことも
ある。しかし、真オーブと偽オーブとは区別する
ことが出来、条件さえ選べば誰にでも撮れる、と
いうことで驚くほど多量の撮影画面が残されてい
る。しかし、組織だった研究は行われていない様
子である。国の内外における評価・判断をみると、
混じりけのない乳白色、または様 な々色の発光体
で、しかも働きの感じられるものが真のオーブで
あるという説。これは地球外からの知的生命体や
宇宙創造神（高次元エネルギー体）がオーブであ
ると言う意見を持つ人達に多い様子である。他
方、これとは対照的に、半透明で輪郭とヘイロー

（Halo）があり、円内に非対称の干渉縞模様（表
情）のあるものが真のオーブである、と言う主張、
これは実験関係者に多い様子である。さらには、
それらとは別に、非円形状の柔らかい感じの発光

体等（綿状、または尾を引く綿状）も撮影されて
いる。いわゆる、霊光写真（変形オーブ）である。

本稿では、霊体が写されていると言われる霊
光写真と、オーブ（たまゆら）とはどの様な関係
にあるか、等を検討する為の一里塚を構築した
いと考えている。つまり、霊写真について、初歩
的な考察を試みる。

2．撮影結果
使用したカメラや実験条件､ 撮影者などは付

録に纏めて記述してある。ここに提示する写真
は総て一例であるが、同種のものは複数以上あ
る（再現性がある）。多くの実験によると、オーブ
は降雨前や、晴天下でスプレー噴霧水滴が蒸発
した後（5～10秒後）に写り易い。一般には5%
程度と云われているが、噴霧水（キリ）の場合に
は、習熟すると30%以上の確率で出現してくる。

写真No.2539は静止画、福島市飯坂町。2015
年1月6日（火曜）、曇り、夕方17：05～17：30
に撮影された。スプレー噴射水、フラッシュ撮
影である。写真画面の左上方にはキリ（噴霧水）
があり、その右側に約5個の中球オーブ、その
右に2個の強い乳白色小球の発光体がある。キ
リの中にも数個の同発光体（単なる反射では無
い）がある。またキリの中にも数個の微少球発光
体がある。かれらの小球が後述の霊光写真の母
胎ならびにオーブの芽であり、これらは次第に成
長する可能性が高い､ と言える。

写真No.0623は静止画、福島市遠瀬戸の実験
室前で撮影。2014年3月20日（木）、ちらちらと僅
かに小雪が舞い始めた、と感じられる天候模様

（−1℃）、19：06分頃。フラッシュ撮影。画面の

● �●

オーブ（たまゆら）は霊光写真を孕んでいるオーブ（たまゆら）は霊光写真を孕んでいる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　茂美　　　佐藤　禎花　
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ようです。つまり心理的ストレスよりむしろ肉体
的ストレスが多かったとのことで、ストレスの
種類によりガンの出現場所が変わること、また
病を作る心を変えればガンは治るともいいます。

2016年（平成28年）1/16（第404回）森川薫氏
地震は地層のずれで発生します。その際地層

の間に力が加わり物理量に変化が起きます。こ
れまでの地震（予知）研究ではGPS利用、電磁
気学的方法などがとられてきました。森川薫氏
は阪神淡路大地震以前から20数年に亘り深井
戸の静水面のレベル変動の観察を続け、それに
より地震の前には一定の変動が見られることを
見出しました。これを地震予知に利用しようとい
うもので、この原理は地層のずれが発生しよう
とすると圧縮応力が加わることで地層中の水分
が押し出され、その水分が近辺のみならず遠方
の井戸の静水面のレベル変動までももたらすか
らと思われます。これは他の物理量による予知
に比してより本質的で確実なセンシング方法で
あろうと思います。他の手法との共同研究など
を行って今後のレベルアップを期待しています。

2015年（平成27年）11/21（第403回）中野瑞樹氏
中野瑞樹氏は2000日近く、フルーツを中心に

果実だけの食生活実験を続けています。この間、
ご飯、パン肉も魚も、水、お茶、お酒も一滴も
飲んでいない。食しているのは、フルーツだけ
です。これで骨密度その他の検査では全く異常
は見られないと云います。つまり「毎日果実を食
べる」ことで健康増進が図れるということです。

素晴らしい研究であり提言だと思います。果
物により肉類を摂取せずに済めば、病気も少な
くなり食料費も医療費も減らせるでしょう。

2015年（平成27年）1/17（第389回）高峯秀樹氏
右脳はイメージ、左脳は理屈を司ると云われ

ます。イメージは脳に絵を画くこと。油絵、書、
俳句等を始めると手相、特に左掌の手相に顕著
に変化が現れるとのことです。高峯氏によると

「掌は脳の外部表現」で、手相は脳を写してい
ようで、その脳は自分の未来を反映しています。
脳が変化すれば手相も変わるらしい。つまり脳

を鍛えることで自分の未来が変わるようです。

2014年（平成26年）6/21（389回）平岡憲人氏
一般に我が国に伝えられているカタカナや阿

比留文字など様々な神代文字（古代文字）は後
世の偽書とされていますが、平岡氏はこれら「ヲ
シテ文献」の読解と分析を重ねた結果、ヲシテ
文字の真実性は否定出来ないという結論に至り
ました。

ヲシテ文字がなぜ真実であるといいうるのか
は非常に簡単で、ヲシテ文字によって従来解け
なかった日本語の謎が解けてしまうからです。
その例として、単語の意味をヲシテ文字の字形
から説明できる、つまり、ヲシテによって語源
がわかるということ、文法をヲシテ文字の字形
から説明できる、つまり、ヲシテによって助詞
や活用の意味がわかるということです。
　
2005年（平成17年）9/17（第301回）和田高幸氏

ダウジングは、昔は柳の枝を両手で持ち、そ
の開閉などから水や鉱脈を探す技術で地中や遠
隔地から未知の情報を得るものです。

情報をもたらすのは右脳（無意識）で、これ
を解釈するのが左脳（意識）。前頭葉は、直観
の場所ともいえます。それが筋肉に伝わり、動
きをもたらすと考えられます。

右脳による「カン」のはたらきは日常的に経験
しますが、通常は右脳が知っていても意識しな
いことが多いのですが、和田氏はこれを引き出
す一つの方法がダウジングだといいます。ダウ
ジングはまた、予測・判断力を磨くのにも有用
といいます。

2011年（平成23年）1/15（第354回）
赤松瞳氏は数年の訓練で透視能力を身につ

け、当日参加者から提供された物品16点を透
視実験し、ほぼ完全に透視できました。

ロシアやウクライナの脳科学研究では、生
まれながらにして目の見えない子供たちに、脳
の視覚視野や中脳の能力開発トレーニングによ
り、目以外の感覚を使用して読み書きができる
ようになったということです。このように超感
覚的な能力を身につけるビデオ紹介や、実際に



私は会社在職時にコンピューターメーカーの
方と打ち合わせの雑談中にサイ的な研究会があ
るということを知り、その会の創始者が岩波全
書「情報理論」の著者で尊敬する関英男博士と
聞いて参加しました。

関西日本サイ科学会は本部に1年遅れて、関
博士の友人で当時読売テレビ常務取締役で
あった木村六郎氏を初代会長として1977年（昭
和52年）に発足しました。1992年（平成4年）に
木村会長の逝去により、私河野が二代目会長に
就任しました。

木村会長の長女のり子さんは会創始時から受
付を勤めていただき、会のシンボルでもありま
したが、残念にも昨平成27年12月に逝去され
ました。ご冥福を祈ります。

関西日本サイ科学会は昨年7月に400回目を
迎えました。この間初代木村会長や幹事の皆様
のご努力によりほぼ毎月研究会を開催すること
が出来ました、厚く御礼を申しあげます。

研究会のテーマは当初はスプーン曲げなどの
超常的なものとかもいろいろありましたが次第
に人間の生き方などが増えました。それらの講
演の中で印象に残っているものを述べてみます。

関先生は『洗心』と『ご法度の心』をくりかえ
し述べられました。
『洗心』とは「強く正しく明るく、我を折り、宜

しからぬ欲を捨て、皆仲良く相和して、感謝の
生活をなせ」ということで、『ご法度の心』とは

「憎しみ、嫉み、猜み、羨み、呪い、怒り、不平、

不満、疑い、迷い、心配ごころ、咎めの心、い
らいらする心、せかせかする心を起こしてはな
らぬ」ということです。

関先生にはある時期から年に一度関西での講
演をお願いしました。大阪に来られる度にオリ
ンピックの年には世界的に交通事故が増加する
とくり返し言われたのを思い出します。

2008年（平成20年）1/19（第324回）
名古屋の鶴田光敏医師はヒーラーの能力も

あった大阪の会社社長、中川昌蔵氏の言葉を紹
介されました。「今日1日親切にしようと思う」、

「今日1日、明るく朗らかにしようと思う」、「今
日1日謙虚にしようと思う」、「今日1日素直にし
ようと思う」、「今日1日感謝しようと思う」。こ
の言葉のポイントは「親切にする」ではなくて

「親切にしようと思う」と思い続けることが大事
だということでした。

数十年前、世田谷の関先生宅に伺った時、
私は言葉足らずでしたが「病気になる人は超能
力がある」と申しあげて先生はびっくりされまし
た。最近では、研究会の講師の医師の方々も、
自分の心の癖が病をもたらすとの例も紹介され
ています。

2007年（平成19年）11/17（第323回）
土橋重隆医師によれば右乳ガンの人は家庭

内の問題で強いストレスを感じながら生活して
いたことが多いといいます。一方左乳ガンの人
は肉体に過度の負担がかかっていることが多い

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http://psi-science.sakura.ne.jp  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp
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東　　　北
〒981−0904　仙台市青葉区

旭ヶ丘1−36−1アサノビル201号
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● ❷●

会
理
事
長
、
日
本
数
学
検
定
協
会
理
事
。

現
在
（
株
）
脳
力
開
発
研
究
所
相
談
役
、

日
本
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学
会
会

員
、
日
本
医
療
催
眠
学
会
顧
問
、
日
本

サ
イ
科
学
会
理
事

日
時　

平
成
28
年
9
月
10
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　



J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
円
也　
　
　
　

匿　

名　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

御
寄
付
の
お
願
い

日
本
サ
イ
科
学
会
は
主
と
し
て
会
員

の
皆
様
か
ら
の
会
費
で
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
の
御
寄
付
に

も
大
変
助
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
会
を
支
え
る
お
気
持

ち
と
し
て
、
金
額
は
任
意
で
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
郵
便
局
に
あ
る
郵
便
振
替
用

紙
に
、

番
号
0
0
1
0
0
・
2
・
1
5
3
4
4

加
入
者
名　

日
本
サ
イ
科
学
会

通
信
欄
に
「
一
般
の
御
寄
付
」
と
し
て

お
振
り
込
み
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

占
星
術
か
ら
観
た
日
本
と
世
界
の

こ
れ
か
ら
の
一
年

　
　
　
　

講
師　

伊
藤　

一
夫
氏

�

（
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
）

日
時　

平
成
28
年
9
月
17
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

炭
が
夢
の
大
地
を
蘇
ら
せ
地
球
を

救
う

　
　
　
　

講
師　

岩
熊　

裕
明

氏

日
時　

平
成
28
年
10
月
15
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
28
年
9
月
10
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）ホ
ー
ル

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

私
の
世
界

　
　
　
　

講
師　

藤
本　

満
正

氏

日
時　

平
成
28
年
9
月
11
日（
日
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

伊
勢
宮
神
社
内
楠
照
殿

　
　
　

長
崎
市
伊
勢
町
2
・
14

　
（
0
9
5
・
8
2
3
・
2
6
6
5
）

交
通　

諏
訪
神
社
前
徒
歩
5
分

会
費　

二
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎



●❸ ●

★日本サイ科学会　創立40周年記念大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2016年10月16日（日）10 :00～16 :50
（会場）　北とぴあ7階第2研修室
（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り
　　　　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥2,000　 一般　¥3,000　 学生　¥1,000
  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）
 9 : 30  開場
10 :00～10 :10 開会のご挨拶　阿久津 淳 大会委員長

◎会員の研究発表（6名）（20分発表、5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35 小林 泰樹「オリンピックメダリストの生誕時惑星配置の解析」
10 :35～11 :00 小澤 佳彦「タイの洞窟における物質化現象『天の扉開き』について」
11 :00～11 :25 浪平 博人「 図形の形成する場と共時性について」
11 :25～11 :50 橋本 和哉「宇宙霊憑依と宇宙から届く支配エネルギー」
11 :50～12 :40 　昼休み
12 :40～13 :05 山根　 真「新宇宙論・量子論Ⅱ－ブラック・ホールを求めて－」
13 :05～13 :30 田中 義久「 10次元の乗り物UFOを造ってみたい」
13 :30～13 :50  琴人　飛田 立史　古琴（七絃琴）演奏　－琴曲「流水」　遥かなる宇

宙の」果てへ－　※惑星探査機ボイジャー（1977－）に搭載された「地
球の音」所収の一曲。管平湖（1897－1967）再伝の弟子が演奏します。

◎シンポジウム　テーマ「地球外知的生命：UFOと宇宙人（宇宙人サミット）」
13 :50～13 :55 大会委員長　阿久津 淳
13 :55～14 :40 基調講演　Ariyana「光のあがない（Light Atonement）」
14 :40～14 :45 　休憩
14 :45～16 :00 パネラー5名の発表（1人15分）氏名とタイトルは下記
16 :00～16 :40 パネルディスカッション「地球外知的生命と地球人」
　　司会進行　竹本 良
　　パネリスト
　　　和場 まさみ（作家）「私の宇宙人遭遇」
　　　上部 一馬（作家）「日本を守るUFO艦隊」
　　　小池 了・水月 千歳ユニット「宇宙人からのメッセージ」
　　　根本 泰行（オフィス・マサル・エモト代表）／グレッグ・サリバン（JCETⅠ 代表）
　　　　　　　　「＜水への祈りのセレモニー＞のときに現れた宇宙船について」
　　　申彦（工学博士）「ETの存在と人間思考の革新」
　　（資料）アインシュタイン・オッペンハイマー草稿
　　　　　EU議長　ジャン・クロード・ユンケル発言
16 :40～16 :45 優秀研究賞　表彰式　浪平 博人 会長
16 :45～16 :50 閉会のご挨拶　阿久津 淳 大会委員長
17 :30～19 :30 懇親会（希望者：当日受付け）



第
5
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
28
年
11
月
20
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

講
師
等
詳
細
は
、
近
日
中
に
日
本
サ
イ

科
学
会
公
式
サ
イ
ト
に
、
掲
載
さ
れ
ま

す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

浪
平　

博
人

◎
平
成
27
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状

（
平
成
28
年
5
月
末
現
在
）

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名　
　
　

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

4
名　
　
　

　
　

正
会
員　
　
　

1
8
3
名　
　
　

　
　

学
生
会
員　
　
　
　

24
名　
　
　

　
　

準
会
員　
　
　
　
　

57
名　
　
　

　
　

合
計　
　
　
　

2
6
9
名　
　
　

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会（
敬
称
略
）

本
部
は
10
月
の「
第
25
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
15
回
の
例
会
・
分
科
会
を

開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会

平
成
27
年

4
月
11
日
（
土
）

根
本

泰
行
「『
水
か

ら
の
伝
言
』と『
新
し
い
水
の
科
学
』」

5
月
9
日（
土
）水
華

「

君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
」

上
部

一
馬

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

6
月
7
日（
日
）末
武

信
宏

「
先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&

超
人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

7
月
11
日（
土
）飛
沢

誠
一

「

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

9
月
12
日
（
土
）
山
田
欽
子
「
あ
な
た

の
人
生
が
楽
し
く
な
る
イ
ン
ド
占
星
術
」

10
月
11
日
（
日
）
第
25
回
全
国
大
会　

　

テ
ー
マ「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

11
月
14
日（
土
）坪
井

香
譲

「

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点
『
直
立

二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

12
月
12
日（
土
）忘
年
会
も
兼
ね
た

　

会
員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

平
成
28
年

1
月
9
日（
土
）佐
々
木

茂
美
、

　

佐
藤

禎
花
、
苗

鉄
軍

　
「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

2
月
13
日（
土
）正
木

晃

　
「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

2
0
1
5
年

7
月
26
日（
日
）第
25
回「
第
9
回

　

U
F
O
&
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
26
日（
土
）第
26
回

　
「
第
3
回
異
能
科
学
会
議
」

2
0
1
6
年

3
月
27
日（
日
）第
27
回「
第
8
回

　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

●
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

2
0
1
5
年

4
月
26
日
（
日
）
第
2
回
ス
ピ
リ
チ
ュ

　

ア
ル
研
究
分
科
会

11
月
1
日
（
日
）
第
3
回
ス
ピ
リ
チ
ュ

　

ア
ル
研
究
分
科
会

3
．
総
会　

平
成
27
年
6
月
7
日

　

北
と
ぴ
あ
7
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

平
成
27
年
6
月
7
日

　

北
と
ぴ
あ
7
0
1
会
議
室
で
開
催

5
．
本
部
理
事
会
（
第
1
9
2
回
～
第

　

1
9
9
回
）を
4
月
、
5
月
、
7
月
、

　

9
月
、
11
月
、
12
月
、
1
月
、
2
月

　

と
8
回
開
催
し
た
。

6
．
出
版
物　
「
サ
イ
科
学
」
第
37
巻

　

第
1
号
を
発
行
し
た
。　
　

　
「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
2
1
号

　

か
ら
第
4
2
6
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
28
年
度
本
部
事
業
計
画

・

10
月
16
日（
日
）に
創
立
40
周
年
記
念

大
会（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
地
球

外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙
人
―

宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
―
」）を
開
催
す
る
。

・

月
例
会
を
7
回（
4
、
5
、
6
、
7
、

9
、
12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回

　
（
7
、
12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を

　

2
回（
4
、
11
月
）開
催
す
る
。

・
本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評
議
員

　

会
を
開
催
す
る
。

・
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科
学

　

遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

● ❹●



・
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

　

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

　

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・
体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

　

ッ
プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

　

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・
雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

　

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

　

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・
理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

　

評
議
員
を
増
や
す
。

・
謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

　

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

　

示
発
表
す
る
。

・
そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会



東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

佐
佐
木　

康
二

◎
平
成
27
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
27
年

4
月
11
日　

第
2
0
0
回
研
究
会
総
会

＊
平
成
26
年
度
事
業
報
告
、
平
成
27
年

　

度
事
業
計
画

＊
「
磁
場
×
重
力
場
を
測
定
し
て
霊
能

　

・
金
運
を
上
げ
る
」

佐
佐
木
康
二

5
月
30
日　

実
験
会（（
一
財
）
福
来
心

　

理
学
研
究
所
と
共
催
）「
透
視
と
念
写

　

の
実
験
会　

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
下
げ

　

る
方
法
を
用
い
て
」佐
佐
木
康
二

6
月
13
日　

第
2
0
1
回
研
究
会

＊
「
い
わ
ゆ
る
U
F
O
と
そ
の
目
撃
地

　

点
の
御
利
益
」佐
佐
木
康
二

8
月
8
日　

第
2
0
2
回
研
究
会

＊
「
我
に
な
る
前
の
存
在
に
ま
か
せ
れ

　

ば
得
ら
れ
る
」佐
佐
木
康
二

10
月
10
日　

第
2
0
3
回
研
究
会

＊「
霊
能
力（
サ
イ
能
力
）は
ス
カ
ラ
ー

　

波
源
か
ら
来
る　

ス
カ
ラ
ー
波
五
感
、

　

ス
カ
ラ
ー
波
意
識
」佐
佐
木
康
二

12
月
12
日　

第
2
0
4
回
研
究
会

＊
「
美
徳
が
も
た
ら
す
霊
能
と
金
運
」

　

佐
佐
木
康
二　
　
　
　
　

平
成
28
年

2
月
13
日　

第
2
0
5
回
研
究
会

＊
「
上
位
ス
ピ
リ
ッ
ト
か
ら
正
し
い
情

　

報
を
受
信
す
る
」佐
佐
木
康
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
平
成
28
年
度
事
業
計
画

　

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

　

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

　

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成

　

果
を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知

　

識
を
持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の

　

著
名
人
の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て

　

は
準
備
せ
ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に

　

考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄
録
」

　

の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

　

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
―
「
ス
カ
ラ

　

ー
波
カ
メ
ラ
」
等
の
開
発
、
気
・
意

　

識
の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」
写

　

真
・「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検

　

証（
福
来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
同

　

研
究
）、
意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の

　

目
覚
め
、
地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘

　

数
の
科
学
性
の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
装
置
の
研
究
、
過
去
世
・

　

霊
性
・
霊
能
の
研
究
、
食
と
サ
イ
能

　

力
の
関
係
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催



「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
5
月
、

　

8
月
に
実
験
会
を
開
催
す
る
（
福
来

　

心
理
学
研
究
所
と
共
催
）

5
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

　

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

　

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

　

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理



中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　



眞
野　

博
英



◎
平
成
27
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
27
年
9
月
12
日
（
土
）　

会
場　

博
愛
癒
院　

待
合
室

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
28
年
3
月
12
日（
土
）

会
場　

博
愛
癒
院　

待
合
室

◎
平
成
28
年
度
事
業
計
画

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
28
年
9
月
10
日
（
土
）　

会
場　

博
愛
癒
院　

待
合
室

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
29
年
3
月
11
日
（
土
）　

会
場　

博
愛
癒
院　

待
合
室



北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
平
成
27
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
27
年
5
月
24
日（
日
）

　
「
外
惑
星
（
天
王
星
、
海
王
星
、
冥

●❺ ●



　

王
星
）
が
与
え
る
個
人
の
運
勢
の
大

　

き
な
波
と
世
界
の
動
向
』瀬
尾

泰
範

　
（
才
能
開
発
研
究
所
代
表
、
占
星
学
研

　

究
家
）

平
成
27
年
9
月
6
日（
日
）

　
「『
水
か
ら
の
伝
言
』
と
『
新
し
い
水

　

の
科
学
』」
根
本
泰
行
（
I
H
M
総

　

合
研
究
所

所
長
）

平
成
28
年
3
月
27
日（
日
）

　
「
水
の
は
な
し　

～
水
と
若
さ
と
健

　

康
と
～
」
久
保
田

昌
治
（
理
学
博
士

　

・
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

◎
平
成
28
年
度
事
業
計
画

　

9
月
、
11
月
、
3
月
予
定
。（
内
容
、

　

詳
細
は
未
定
・
計
画
中
）

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

河
野　

明
夫

◎
平
成
27
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

　

平
成
27
年
度
は
8
月
12
月
を
除
き
、

27
年
4
月（
第
3
9
7
回
）
か
ら
28
年

3
月（
第
4
0
6
回
）の
10
回
開
催
し
た
。

参
加
者
は
合
計
3
3
7
名
で
あ
っ
た
。

研
究
集
会

平
成
27
年

4
月
18
日　

亀
井

澄
夫「
妖
怪
っ
て

　

何
?　

妖
怪
講
座
一
日
入
門
」

5
月
16
日　

宮
崎

貞
行

　
「
チ
ャ
ク
ラ
に
響
く
コ
ト
タ
マ
パ
ワ

　

ー　

―
体
感
セ
ミ
ナ
―
」

6
月
20
日　

小
牧

昭
一
郎

　
「
意
識
に
よ
る
鉱
石
の
成
長
・
サ
イ

　

を
め
ぐ
る
よ
も
や
ま
話
」

7
月
18
日　

梶
原

和
義「
永
遠
の
生
命

　
（
死
は
真
っ
赤
な
嘘
）」

9
月
19
日　

ス
ワ
ミ
「
物
質
化
現
象　

　

無
か
ら
有
は
生
じ
る
」

10
月
17
日　

中
島

敏
樹

　
「
水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力
」

11
月
21
日　

中
野

瑞
樹
「
E
G
O
か

ら
E
C
O
へ

フ
ル
ー
ツ
2
0
0
0

日
物
語
」

平
成
28
年

1
月
16
日　

森
川
薫

　
「
地
震
予
知
・
20
年
間
の
検
証
」

2
月
20
日　

佐
田
弘
幸「
運
の
良
い
人
、

　

悪
い
人
そ
れ
ぞ
れ
の
潜
在
意
識
は
ど

　

う
な
っ
て
い
る
の
か
」

3
月
19
日　

畑
田

天
真
如「
命
を
つ
な

　

ぐ　

―
日
本
の
太
古
の
智
恵
が
地
球

　

を
救
う
―
」

◎
平
成
28
年
度
事
業
計
画

　

平
成
28
年
度
は
下
表
の
よ
う
に
8
月

12
月
を
除
き
、
28
年
4
月
（
第
4
0
7

回
）
か
ら
29
年
3
月
（
第
4
1
6
回
）

の
10
回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
28
年

4
月
16
日　

上
森

三
郎「
秘
密

　

N
I
P
P
O
N
の
超
建
国
裏
返
史
」

5
月
21
日　

坂
井

洋
一「
本
居
宣
長
の

　
『
古
事
記
』解
釈
は
誤
っ
て
い
た
!

」

6
月
18
日　

和
田

高
幸「
ダ
ウ
ジ
ン
グ

　

の
す
べ
て　

科
学
時
代
の
活
用
術
」

7
月
16
日　

梶
原

和
義「
死
ぬ
べ
き
人

　

間
か
ら
死
な
な
い
人
間
へ
」

9
、
10
、
11
、
1
、
2
、
3
月
予
定　

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

森
安　

政
仁

◎
平
成
27
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

　

研
究
集
会
を
4
回
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
27
年

4
月
12
日（
日
）橋
本

和
哉

「
医
師
が
語
る
見
え
な
い
世
界
」

6
月
14
日（
日
）森
安

政
仁

「
心
の
調
和
に
つ
い
て
③
」

7
月
5
日（
日
）森
安

政
仁

　

研
究
集
会

9
月
13
日（
日
）森
安

政
仁

　

研
究
集
会

◎
平
成
28
年
度
事
業
計
画

平
成
28
年
度
は
、
下
記
の
よ
う
に
3
回

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年

4
月
10
日　

参
加
者
の
皆
様
と
勉
強
会

9
月
11
日　

参
加
者
の
皆
様
と
勉
強
会

平
成
29
年

1
月
29
日　

新
年
会
予
定

●
平
成
27
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

　

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川

次
郎

名
誉
会
長　

佐
々
木

茂
美

会
長　
　
　

浪
平

博
人

理
事
長　
　

久
保
田

昌
治
＊

副
理
事
長　

小
林

信
正
＊

顧
問　
　
　

品
川

次
郎
＊

　
　
　
　
　

西
條

一
止
＊

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
々
木

康
二
＊

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

眞
野

博
英
＊

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤

禎
花
＊

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長　

　

河
野

明
夫
＊

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

森
安

政
仁
＊

● ❻●



理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津

淳
＊
、
大
木

高
伸
＊
、

　

大
谷
宗
司
、
金
子

輝
夫

　

小
林
泰
樹
、
小
林

正
典
＊
、

　

小
牧

昭
一
郎
＊
、
志
賀

一
雅
、

　

志
村

則
夫
＊
、
徳
永

康
夫
、

　

中
島

敏
樹
、
鯰
江
勇
、

　

本
間

修
二
＊
、
前
田
知
則
＊
、

　

苗

鉄
軍
、
渡
辺

宙
明
、

（
新
理
事
）橋
本

和
哉
＊

幹
事

飯
見

勇
＊
、
石
川

允
朗
、

　

小
久
保

孝
行
、
吉
田

一
美
＊

評
議
員

　

薄
葉

達
夫
、
占
部

浩
一
＊
、

　

瓜
生

昌
代
司
、
大
西

章
、

　

奥
村

八
郎
、
加
納

愛
信
＊
、　　

　

鴨
川

裕
司
、
小
林

隆
文
、

　

佐
藤

ひ
ろ
子
、
杉
立

繁
＊
、

　

高
橋

至
誠
、
谷
口

五
月
、

　

飛
田

洋
子
＊
、
三
浦

良
江
、

　

屋
敷

益
男
＊

監
事　

和
田

守
央

（
1
）本
部
役
員
・
理
事
会
は
会
長
、
理

　

事
長
、
顧
問
、
常
任
理
事
、
幹
事
に

　

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
2
）常
任
理
事
は
月
1
回
開
催
さ
れ
る

　

本
部
理
事
会
に
出
席
で
き
る
理
事
を

　

示
す
。

（
3
）常
任
理
事
の
選
出
は
、
理
事
の
自

　

己
申
告
に
よ
る
。

◎
基
幹
論
文
賞
・
功
労
賞
表
彰

　

基
幹
論
文
賞

千
葉
県　

小
久
保

秀
之

殿　

本
会
は
定
款
細
則
第
18
条
に
よ
り
総
会

の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に
対

し
基
幹
論
文
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意
を

表
し
ま
す

　

平
成
28
年
6
月
26
日

　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平

博
人

研
究
活
動
「
生
体
セ
ン
サ
を
使
っ
た

b
i
o

－

P
K
の
高
感
度
測
定
系
の

開
発
と
定
量
的
研
究
」　

P
K
現
象
の

科
学
的
客
観
的
測
定
と
定
量
的
研
究
に

貢
献
し
た

　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

基
幹
論
文
賞

埼
玉
県　

中
島

敏
樹

殿　

本
会
は
定
款
細
則
第
18
条
に
よ
り
総
会

の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に
対

し
基
幹
論
文
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意
を

表
し
ま
す

　

平
成
28
年
6
月
26
日

　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平

博
人

研
究
活
動
「
水
と
珪
素
と
気
の
コ
ロ
イ

ダ
ル
電
荷
作
用
の
研
究
」　

水
の
生
命

場
の
作
用
は
イ
オ
ン
力
よ
り
、
む
し
ろ

電
荷
力
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
析

考
察
し
た

　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

功
労
賞

　
　

飛
田

洋
子

殿

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
会
員
（
日

本
サ
イ
科
学
会
評
議
員
）
と
し
て　

永

年
に
わ
た
り　

研
究
と
啓
蒙
活
動
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た　

本
学
会
の
輝
か
し

い
発
展
は
あ
な
た
の
ご
努
力
に
お
う
所

が
大
で
あ
り
ま
す　

よ
っ
て
日
本
サ
イ

科
学
会
功
労
賞
を
贈
り
表
彰
し
感
謝
致

し
ま
す

　

平
成
28
年
6
月
26
日

　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平

博
人

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

［
平
成
27
年
度
決
算
報
告
］

●❼ ●



［
平
成
28
年
度
予
算
］

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

「
水
か
ら
の
伝
言
」と「
新
し
い

水
の
科
学
」

　
　
　

講
師　

根
本　

泰
行

氏

今
日
は
前
半
で
I
H
M
総
合
研
究
所

の
江
本
勝

前
所
長
の「
水
か
ら
の
伝
言
」

の
概
要
と
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
ジ
ェ
ラ

ル
ド
・
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の
第
4
の
水
の

層
の
発
見
に
つ
い
て
お
話
し
し
、
後
半

で
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ン
ベ
リ
ス
ト
博
士

の
研
究
の
お
話
か
ら
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
学
者
リ
ュ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
博

士
の
研
究
の
お
話
で
終
わ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
達
は
よ
く
、「
水
の
記
憶
」
と
か

「
水
の
情
報
記
憶
」
と
い
う
言
葉
を
使
い

ま
す
が
、
ベ
ン
ベ
リ
ス
ト
博
士
は「
水

の
情
報
記
憶
」よ
り
も
「
水
の
伝
達
」が

大
事
だ
と
書
い
て
お
り
ま
す
。

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
は
気
功
師
や
ヒ
ー
ラ

ー
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
体

の
中
の
水
に
作
用
す
る
の
で
は
な
い
か

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ポ
ラ
ッ
ク
博

士
が
い
つ
も
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

体
重
の
6
～
7
割
が
水
で
す
が
、
実
は

水
分
子
は
小
さ
い
の
で
、
体
全
体
の
分

子
の
個
数
で
言
い
ま
す
と
、
99
%
が
水

分
子
な
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
99
%

の
水
分
子
を
無
視
し
て
、
残
り
の
1
%

で
生
命
が
分
か
る
か
?
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

株
式
会
社
I
H
M
の
故
江
本
勝
会
長

は
、
残
念
な
が
ら
2
0
1
4
年
10
月
17

日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

私
達
ス
タ
ッ
フ
は
手
分
け
し
て
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
を
引
き
継
い
で
、
世
界
中
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
続
け
て
お
り
ま
す
。

江
本
会
長
の
業
績
と
し
ま
し
て
は
、

（
1
）「
波
動
水
」
を
用
い
た
「
波
動
カ

　

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

（
2
）「
水
の
結
晶
写
真
撮
影
法
」
と
著

　

書「
水
か
ら
の
伝
言
」

の
2
つ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
水
が
情
報

を
記
憶
・
伝
達
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
ま
す
。

（
1
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
1
9
8
8

年
～
1
9
9
0
年
代
に
、
米
国
か
ら
初

め
て
輸
入
し
、
販
売
し
た
M
R
A（
共

鳴
磁
場
分
析
器
）
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
を
測
定
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
免
疫
力
が
落
ち
て
い
る
と

分
か
っ
た
と
き
に
は
、
免
疫
力
を
高
め

る
よ
う
な
情
報
を
M
R
A
で
水
に
転
写

し
て
、
そ
の
水
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
飲

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
M
R
A

で
波
動
測
定
し
て
、
そ
こ
が
改
善
さ
れ

た
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。

新
し
い
波
動
測
定
器
は
、
急
病
等
で

事
務
所
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
来
ら
れ
な

い
と
き
に
、
通
常
手
を
の
せ
て
測
定
す

る
セ
ン
サ
ー
部
に
ご
本
人
の
写
真
を
載

せ
て
も
、
波
動
測
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
、
経
験
的
に
分
か
り
ま
し
た
。

写
真
す
ら
も
手
に
入
ら
な
い
と
き
に
は
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
名
前
を
書
い
た
紙
を

載
せ
て
も
、
波
動
測
定
で
き
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

80
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
、
波

動
ブ
ー
ム
が
来
ま
し
て
、
江
本
会
長
も

10
冊
以
上
の
著
書
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
1
9
9
5
年
の
オ
ー
ム
真
理
教
事

件
等
が
あ
り
ま
し
て
、
波
動
ブ
ー
ム
も

怪
し
げ
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ブ
ー
ム
も
下
火
に
な
り
ま
し
た
。

江
本
会
長
は
波
動
測
定
の
中
で
、
水

に
必
要
な
情
報
を
転
写
し
て
、
飲
ん
で

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
一
般
の
人
々
は
水
は
透
明

で
そ
う
い
う
も
の
が
目
に
見
え
な
い
の

で
、「
本
当
に
そ
う
い
う
情
報
が
入
っ
て

い
る
の
?
」
と
い
う
よ
う
に
、
と
き
に

は
疑
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
江
本
会
長
は
見
え
な
い
も
の

を
見
る
た
め
の
方
法
を
探
し
続
け
ま
し

た
。
そ
う
い
う
時
期
に
、
雪
の
研
究
を

さ
れ
て
お
ら
れ
る
、
北
海
道
大
学
理
学

部
の
中
谷
宇
吉
郎
教
授
の
「
雪
は
天
か

ら
送
ら
れ
た
手
紙
で
あ
る
」
と
い
う
言

葉
に
江
本
会
長
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
て
、
水
の
結
晶
写
真
を
撮
影

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

中
谷
教
授
の
言
葉
は
、
一
個
一
個
の

雪
が
天
か
ら
落
ち
て
き
て
も
、
地
上
で

見
る
形
が
す
べ
て
違
う
の
は
、
一
個
一

個
の
雪
の
結
晶
が
た
ど
っ
て
き
た
経
歴

が
違
う
か
ら
、
す
な
わ
ち
様
々
な
温
度

や
湿
度
の
環
境
の
違
い
に
よ
っ
て
形
の

違
い
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
雪
の
結
晶
の
形
を

見
れ
ば
、
そ
の
雪
の
切
片
が
ど
う
い
う

環
境
を
経
て
き
た
か
が
分
か
る
と
い
う

● ❽●



こ
と
に
な
り
ま
す
。

江
本
会
長
は
、
透
明
な
水
で
あ
っ
て

も
雪
と
同
じ
よ
う
に
凍
ら
せ
て
、
雪
の

結
晶
の
よ
う
な
形
が
観
察
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
水
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
が
違

え
ば
出
来
て
く
る
結
晶
の
形
も
違
う
の

で
は
な
い
か
、
考
え
ま
し
た
。

当
時
の
I
H
M
の
研
究
員
に
、
実
験

と
し
て
、
調
べ
た
い
水
を
50
枚
位
の
小

さ
い
シ
ャ
ー
レ
に
水
を
一
滴
ず
つ
落
と

し
て
、
そ
れ
ら
を
冷
凍
庫
で
一
緒
に
凍

ら
せ
、
低
温
室
で
顕
微
鏡
で
観
察
、
写

真
撮
影
さ
せ
ま
し
た
。
1
9
9
9
年
ま

で
の
五
年
間
で
撮
っ
た
水
の
結
晶
写
真

を
ま
と
め
て
写
真
集
に
し
た
の
が
、「
水

か
ら
の
伝
言
」で
す
。

※
こ
の
あ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
水
の
結
晶

写
真
が
紹
介
さ
れ
る
。

世
界
や
日
本
の
大
都
市
の
水
道
水

（
あ
ま
り
結
晶
が
出
来
な
い
）
や
、
山

等
の
自
然
水（
き
れ
い
な
結
晶
が
出
来

る
）、
さ
ら
に
き
れ
い
な
音
楽
を
聞
か
せ

る
、
あ
る
い
は「
い
る
か
の
写
真
」の
上

で
の
凍
結
、「
あ
り
が
と
う
」や「
愛

感

謝
」
の
文
字
が
書
い
た
瓶
に
入
れ
た
水

の
凍
結（
→
そ
れ
ぞ
れ
き
れ
い
な
結
晶

が
出
来
る
）、「
ば
か
や
ろ
う
」
の
文
字

書
い
た
瓶
に
入
れ
た
水
の
凍
結（
→
結

晶
が
出
来
な
い
）

「
水
か
ら
の
伝
言
」の
概
要

・

良
い
水
は
美
し
い
結
晶
を
作
り
、
悪

い
水
は
ま
っ
た
く
結
晶
を
作
ら
な
い

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

・

水
は
、
音
楽
や
イ
メ
ー
ジ
や
言
葉
や
、

祈
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
変
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

・

水
は
、「
愛

感
謝
」
の
波
動
を
最
も

好
む
よ
う
で
あ
る
。

江
本
会
長
は
自
分
は
科
学
者
で
は
な

い
し
、「
水
か
ら
の
伝
言
」
は
科
学
的
な

本
で
は
な
い
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
一

つ
の
考
え
方
で
あ
り
、
ア
ー
ト
や
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
と
し
て
、
自
分
は
こ
の
本
を

世
に
出
し
た
の
だ
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

で
す
が
、「
水
か
ら
の
伝
言
」
は
世
界

的
に
広
ま
っ
て
、
水
に
は
そ
う
い
う
可

能
性
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
一

般
の
方
々
も
広
く
理
解
し
、
考
え
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
・
生
物
工
学
科
教
授

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の
第
四

の
水
の
相
の
発
見

水
が
凍
る
時
、液
体
の
水
は
必
ず「
第

四
の
水
の
相
」
を
通
っ
て
氷
に
な
る
と
、

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
は
言
っ
て
い
ま
す
。

気
体
→
液
体
→
第
四
の
水
の
相
→
固
体

氷
が
溶
け
る
時
も
同
じ
で
、
第
四
の

水
の
相
を
通
っ
て
、
液
体
に
な
り
ま
す
。

第
四
の
水
の
相
の
状
態
は
液
体
で
、
特

殊
な
性
質
を
も
っ
た
液
体
と
な
り
ま
す
。

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
は
著
書
で
、
雲
が
出

来
る
と
き
や
雨
が
水
滴
に
な
っ
て
落
ち

る
と
き
な
ど
自
然
現
象
も
、
第
四
の
水

の
相
の
理
解
な
し
に
は
説
明
で
き
な
い

と
書
い
て
お
り
ま
す
。

水
滴
が
水
面
に
落
ち
る
と
き
、
一
瞬

に
し
て
融
合
し
な
い
で
、
数
秒
間
水
滴

の
形
を
保
ち
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
表

面
張
力
で
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
数
個

の
分
子
の
表
面
張
力
の
膜
で
は
説
明
で

き
ま
せ
ん
。
南
米
で
水
面
を
沈
ま
な
い

で
、
走
っ
て
行
け
る
ト
カ
ゲ
が
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
も
数
個
の
分
子
の
表
面
張

力
で
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
。

一
円
玉
が
水
面
に
浮
か
ぶ
の
も
、
本

当
は
表
面
張
力
で
は
説
明
で
き
な
い
の

で
す
。
少
し
離
し
た
2
つ
の
ビ
ー
カ
ー

に
入
っ
た
水
に
、
高
電
圧
を
か
け
る
と

「
水
の
橋
」
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
も

第
四
の
水
の
相
が
関
係
し
ま
す
。

液
体
の
水
の
構
造

・
従
来
の「
液
体
の
水
・
観
」

水
分
子
同
士
の
間
の
水
素
結
合
が
、

1
ピ
コ
秒
（
10
の
12
乗
分
の
1
秒
）
ご

と
に
切
れ
た
り
、
繋
が
っ
た
り
し
て
い

る
の
で
、
と
て
も
情
報
を
記
憶
で
き
る

と
思
え
な
い
。

・
新
し
い「
液
体
の
水
・
観
」

「
第
四
の
水
の
相
」
は
、
バ
ル
ク
の
水

と
比
べ
て
、
は
る
か
に
安
定
で
あ
り
、

情
報
を
記
憶
、
伝
達
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

物
の
表
面
に
は
2
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
。

・

親
水
性=H

ydrophilic

→
水
に
濡
れ

る
性
質

・

疎
水
性=H

ydrophobic

→
水
を
は

じ
く
性
質

私
達
の
皮
膚
な
ど
身
体
の
中
の
シ
ス

テ
ム
は
親
水
性
で
あ
り
、
テ
フ
ロ
ン
の

鍋
な
ど
は
疎
水
性
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
以
降
、
私
が
お
話
し
す
る
内
容

は
す
べ
て
、
親
水
性
の
表
面
に
限
っ
て
、

に
な
り
ま
す
の
で
、
疎
水
性
の
こ
と
は

忘
れ
て
く
だ
さ
い
。
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「
第
四
の
水
の
相
」（
固
体
と
液
体
の
間
）

を
調
べ
る
最
初
の
実
験
動
画
を
紹
介

・
親
水
性
の
表
面
の
近
傍
に
は
必
ず

「EZW
ater

」=
「
第
四
の
水
の
相
」
が

存
在
す
る

・
細
胞
の
中
に
は
沢
山
の
親
水
性
の
分

子
や
膜
が
存
在
す
る
の
で
、
細
胞
の
中

の
水
は
ほ
と
ん
ど
が
「EZW

ater

」=

「
第
四
の
水
の
相
」
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

2
種
類
の
水（
液
体
）

・ExclusionZoneW
ater

　

＝EZw
ater

（
排
除
層
の
水
）

　

＝
第
四
の
水
の
相

　

＝
構
造
化
さ
れ
た
水

　

＝
液
晶
状
態
の
水

・BulkW
ater

（
バ
ル
ク
の
水
）

　

＝
通
常
の
液
体
の
水

「
第
四
の
水
の
相
」
の
物
理
化
学
的
な

性
質

・「
第
四
の
水
の
相
」の
水
は
、
物
理
的

に「
バ
ル
ク
の
水
」
と
異
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
?

以
下
の
実
験
か
ら
、
答
え
は
イ
エ
ス

　

で
あ
る
。

＊
紫
外
・
可
視
光
の
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル

　

―
構
造
の
違
い
を
見
る

→
排
除
層
に
は
、
バ
ル
ク
の
水
に
は
な

　

い
、270nm

の
吸
収
ピ
ー
ク
が
あ
る
。

＊
赤
外
線
吸
収
の
イ
メ
ー
ジ
解
析

→
排
除
層
は
、
バ
ル
ク
の
水
よ
り
も
、

　

赤
外
線
を
吸
収
す
る
。

＊
赤
外
線
放
射
の
イ
メ
ー
ジ
解
析

→
排
除
層
は
、
バ
ル
ク
の
水
よ
り
も
、

　

赤
外
線
を
放
射
し
な
い
。

＊
M
R
I（
核
磁
気
共
鳴
画
像
法
）

　

―
分
子
の
自
由
度
を
調
べ
る

→
排
除
層
で
は
、
分
子
の
動
き
が
、
よ

　

り
制
限
さ
れ
て
い
る
。

＊
粘
性　

―
物
性
の
違
い
を
見
る

→
排
除
層
の
水
は
、
よ
り
粘
性
が
高
い

　
（
ハ
チ
ミ
ツ
状
）。

＊
偏
光
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察

　

―
分
子
の
配
向
性
を
見
る

→
排
除
層
の
水
は
、
規
則
正
し
く
配
向

　

し
て
い
る
。

「
第
四
の
水
の
相
」の
構
造

酸
素
と
水
素
で
六
角
形
の
構
造
を
形
造

る第
四
の
水
の
相
は
、

（
1
）H

3 O
2 

で
あ
り
、H

2 O


で
は
な
い
。

（
2
）マ
イ
ナ
ス
の
電
荷
を
持
っ
て
い
る
。

　
（
中
性
で
は
な
い
）。

・

H
（
水
素
）
は
+1
の
電
荷
を
持
ち
、

O
（
酸
素
）
は
−2
の
電
荷
を
持
っ
て

い
る

・H
2 O

の
電
荷
は

　

2
×（
+1
）+

1
×（
−2
）=

0
で
あ
る
。



従
っ
て
、H

2 O

は
中
性
で
あ
る
（
電

　

荷
を
持
た
な
い
）。

　

以
上
よ
り
排
除
層
の
水
（
第
四
の
水

の
相
）
は
マ
イ
ナ
ス
の
電
気
を
帯
び
、

バ
ル
ク
の
水
は
プ
ラ
ス
の
電
気
を
帯
び

て
い
ま
す
。
→
バ
ル
ク
の
水
の
プ
ラ
ス

の
電
荷
は
、
ヒ
ド
ロ
ニ
ウ
ム
・
イ
オ
ン

（H
ydronium

ion

）（H
3 O

+

）
に
よ
っ

て
運
ば
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
排
除
層
の
水
と
バ
ル

ク
の
水
に
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ド
で
繋
ぐ
と

電
池
に
な
る
か
と
い
う
と
、
答
え
は
イ

エ
ス
で
す
。

そ
の
場
合
水
の
電
池
は
、
ど
の
よ
う
な

仕
組
み
で
充
電
さ
れ
る
の
か
?

・
水
の
電
池
を
充
電
す
る
の
は
、
外
か

　

ら
入
っ
て
く
る
光
で
あ
る
。

・
必
ず
し
も
可
視
光
（
直
接
光
）
で
な

　

く
て
も
、
赤
外
線
（
間
接
光
）
で
も

　

よ
い
。

・
光
を
す
べ
て
消
し
て
、
真
っ
暗
に
し

　

て
も
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
モ
ノ
を
見

　

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
す
べ
て
の
モ
ノ
は
赤
外
線
を
発
し
て

　

い
る
。

・
実
際
、「
第
四
の
水
の
相
」
を
形
成
す

　

る
た
め
に
は
、
赤
外
線
（
間
接
光
）

　

が
最
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

　

た
。

　

コ
ッ
プ
一
杯
の
水
の
表
面
も
0
・
1

㎜
の
厚
さ
は
「
第
四
の
水
の
相
」
と
な

っ
て
お
り
、
赤
外
線
を
浴
び
れ
ば
厚
く

な
る
。

　

生
物
学
で
も
、
細
胞
内
構
造
体
や
高

分
子
物
質
の
近
傍
は
、
0
・
1
㎜
の
厚

さ
の「
第
四
の
水
の
相
」
と
な
り
、
マ
イ

ナ
ス
に
帯
電
し
て
い
る
が
、
バ
ル
ク
の

水
は
プ
ラ
ス
に
帯
電
し
て
い
る
。
こ
の

電
荷
の
分
離
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
物
学

的
反
応
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
間
の
細
胞
は
、
一
番
大
き
い
卵
子
で

0
・
2
㎜
な
の
で
、
す
べ
て
の
細
胞
内

の
水
は
ほ
と
ん
ど「
第
四
の
水
の
相
」と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

我
々
の
毛
細
血
管
の
太
さ
は
赤
血
球

よ
り
も
細
く
赤
血
球
は
ひ
し
ゃ
げ
な
が

ら
毛
細
血
管
内
を
通
り
、
ま
た
毛
細
血

管
の
総
延
長
は
10
万
Km
あ
る
そ
う
で

す
。
そ
れ
を
考
慮
す
る
と
、
心
臓
の
ポ

ン
プ
の
作
用
だ
け
で
、
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
す
べ
て
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
?
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、

こ
の
血
液
の
循
環
を
助
け
て
い
る
可
能

性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
?

　

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
は
、
そ
れ
に
対
す
る

解
答
を「
第
四
の
水
の
相
」に
基
づ
い
て
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示
し
て
い
ま
す
。
親
水
性
の
チ
ュ
ー
ブ

を
水
に
沈
め
て
観
察
す
る
と
、
チ
ュ
ー

ブ
の
中
を
水
が
自
動
的
に
流
れ
る
こ
と

を
発
見
し
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の
説
で
は
、
血
液
循
環

は
心
臓
の
ポ
ン
プ
の
作
用
だ
け
で
は
無

理
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
加
え
て
、
毛
細

血
管
の
中
の
水
が
、
第
四
の
水
の
相
の

仕
組
み
で
、
外
か
ら
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
受
け
取
っ
て
、
血
液
が
自
ら
流
れ
る
、

そ
の
両
方
の
作
用
が
相
ま
っ
て
、
初
め

て
血
液
循
環
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。（
つ
づ
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
命
を
つ
な
ぐ
」　

―
日
本
の

太
古
の
智
恵
が
地
球
を
救
う
―

　
　
　

講
師　

畑
田　

天
眞
如

師

�

（
天
眞
如
教
苑

苑
主
）

と
き　
　

平
成
28
年
3
月
19
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

畑
田

天
眞
如

（
は
た
だ
・
て
ん
し
ん
に
ょ
）

天
眞
如
教
苑
苑
主
。
大
正
15
年
1
月
岡

山
市
に
生
ま
れ
、
昭
和
17
年
安
倍
晴
明

公
ゆ
か
り
の
地
阿
倍
山
（
鴨
方
町
）
に

入
植
。
京
都
鞍
馬
山
に
て
修
行
、
イ
ン

ド
仏
跡
巡
拝
。
京
都
醍
醐
寺
に
て
伝
法

灌
頂
を
受
け
阿
闍
梨
と
な
る
。
60
年
に

道
場
焼
失
、
神
道
の
研
鑽
を
始
め
63
年

よ
り
中
医
学
を
学
ぶ
。
平
成
11
年
天
社

土
御
門
神
道
本
庁
よ
り
陰
陽
大
允
（
お

ん
み
ょ
う
た
い
い
ん
）の
位
を
授
か
る
。

「
自
分
で
健
康
を
つ
く
る
会
」
主
宰
。
91

歳
を
期
に「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
学
び
の

会
」
を
発
足
し
、
東
京
麹
町
般
井
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
で
毎
月
学
び
の
会
を
行
う

な
ど
精
力
的
に
活
動
。
著
書
に「
根
本

か
ら
治
す
生
活
健
康
法
」（
元
就
出
版
）

「
根
元
に
還
る
健
康
法
」（
美
健
ガ
イ
ド

社
）「
命
を
つ
な
ぐ
」（
桃
青
社
）な
ど
多

数
。

畑
田
講
師
は
胎
内
記
憶
を
も
ち
、
幼

い
と
き
か
ら「
霊
」と
話
す
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
人
体
の
欠
陥
が
あ
る
場
所
、

つ
ま
り
病
気
の
原
因
と
な
る
箇
所
が
見

え
る
と
い
う
不
思
議
な
能
力
を
も
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
人
と
の
関
係

に
悩
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
命
が
け
の
試
練

を
受
け
臨
死
も
経
験
さ
れ
ま
し
た
。

い
か
に
し
て
健
康
に
な
る
か
、
ま
た

私
た
ち
日
本
人
は
ど
う
生
き
れ
ば
よ
い

の
か
、
神
霊
と
の
対
話
を
と
お
し
て
学

ん
で
こ
ら
れ
た
智
恵
の
結
晶
を
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
し
は
女
の
神
様（
倭
姫
命
）
に
、

「
こ
れ
か
ら
学
び
だ
よ
」
と
告
げ
ら
れ
て

胎
内
に
宿
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
鞍
馬
で
は
修
行
中
、「
人
間
を
育
て

よ
」と
も
。

孔
子
や
孟
子
、
モ
ー
ゼ
、
キ
リ
ス
ト

も
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
日
本
の
神
道
が
元
で
、

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

不
思
議
な
こ
と
で
す
が
、
観
光
客
が

だ
れ
も
い
な
い
バ
チ
カ
ン
の
中
で
、
4

代
前
の
ロ
ー
マ
法
王
が
霊
体
で
現
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
紫
色
の
煙
が
消

え
る
や
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
が
響

き
渡
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら

く
し
て
大
勢
の
観
光
客
と
出
遭
い
ま
し

た
。言

語
も
日
本
語
が
元
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
竹
内
文
書
や
ホ
ツ
マ

ツ
タ
エ
に
も
書
い
て
い
ま
す
が
、
言
霊

は「
心
の
は
た
ら
き
」を
表
現
し
て
い
ま

す
。
鳥
や
動
物
に
も
分
か
る
よ
う
で
す
。

「
心
の
は
た
ら
き
」
は
宗
教
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
物
言
わ
ぬ
心
の
は
た
ら
き
が
見

え
た
り
、
亡
く
な
っ
て
い
く
人
の
心
が

見
え
る
の
も
自
然
な
こ
と
で
す
。「
古
事

記
」は「
フ
ル
コ
ト
ブ
ミ
」、「
コ
ジ
ツ
ケ
」

と
も
称
さ
れ
ま
す
が
、「
心
で
解
く
」
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
最
初
は
わ
か
ら

な
く
て
も
、
旧
字
体
の
原
典
を
読
む
の

も
一
案
で
す
。

言
霊
的
に
「
ア
イ
ウ
エ
オ
」
の
解
釈

を
し
ま
す
と
、

「
イ
」・
・
・
い
の
ち（
生
命
）

「
エ
」・
・
・
ち
え（
智
慧
）

「
オ
」・
・
・
学
問

「
ウ
」・
・
・
欲
望

「
ア
」・
・
・
感
情

と
な
り
ま
す
。

「
言
葉
づ
か
い
」
は
「
心
づ
か
い
」
と

置
き
換
え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
い
ま

の
人
た
ち
は
、
右
脳
と
左
脳
の
使
い
分

け
が
下
手
に
な
っ
て
い
て
、
と
く
に
右

脳
を
鍛
え
て
い
ま
せ
ん
。



お
米
や
野
菜
を
つ
く
っ
て
く
れ
た

人
々
の
思
い
が
こ
も
る
食
事
の
あ
と
に

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
と
い
わ
な
い
の
も
、

「
あ
り
が
と
う
」の
気
持
ち
が
な
い
か
ら

で
、
こ
れ
で
は
世
の
中
が
ぎ
す
ぎ
す
し

て
き
ま
す
。
日
本
人
は「
神
の
子
」。
そ

の
在
り
方
と
し
て
、
人
に
お
し
え
る
立

場
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
を
大
き
く
す

る
の
も
、
理
屈
や
、
父
母
の
都
合
で
は

こ
ま
り
ま
す
。「
い
け
な
い
」こ
と
に
は
、

そ
の
理
由
を
示
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

相
手
を
思
う
心
を
育
て
る
こ
と
が
大
切

で
す
。「
不
足
」の
心
は
冷
た
く
、
思
い

や
り
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

心
で
話
す
言
葉
は
通
じ
ま
す
。

母
と
は
早
く
死
別
し
ま
し
た
が
、
わ

た
し
の
祖
母
は
、
日
本
人
の
や
り
方
で
、

わ
た
し
を
育
て
ま
し
た
。
日
本
人
は
概

ね
、
牛
乳
の
分
解
酵
素
が
な
い
か
ら
飲

め
ま
せ
ん
が
、
祖
母
は
玄
米
と
大
豆
の

お
も
ゆ
、
生
き
た
カ
ニ
殻
の
粉
な
ど
を

食
べ
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
た
し
は

生
姜
が
大
好
き
で
よ
く
食
べ
て
い
ま
し

た
。解

剖
学
的
に
は
重
視
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
血
管
や
骨
、
筋
肉
に
も
薄
い
膜

が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
こ
と
で
も
、
分

か
ら
な
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
に
は
友
達
が
い
な
か
っ
た
け

ど
、
人
に
は
見
え
な
い
分
身
の
よ
う
な

も
の
が
い
て
遊
び
相
手
に
な
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
見
え
な
い
も
の
が
見
え
る
と

か
、
た
と
え
当
た
っ
て
も
、「
こ
の
家
に

泥
棒
が
入
る
よ
」、
と
か
本
当
の
こ
と
を

言
え
ば
疑
う
の
が
大
人
の
世
界
で
す
。

わ
た
し
の
教
苑
は「
か
ら
だ
を
治
す
」

道
場
で
、
宗
教
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
人
と
し
て「
学
び
あ
っ
て
」
生
活
し

て
い
ま
す
。
ス
モ
ン
病
で
苦
し
む
人
も

完
治
し
ま
し
た
が
、
後
に
補
償
が
貰
え

な
い
と
文
句
を
い
い
ま
し
た
。
交
通
事

故
で
首
が
動
か
な
く
な
っ
て
入
院
し
た

人
が
、
退
院
し
て
注
射
を
や
め
た
ら
一

週
間
で
治
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

人
の
心
は
自
由
自
在
で
す
が
、「
運
」
は

自
分
で
選
ん
で
い
る
の
で
す
。

「
知
識
」で
か
ん
が
え
た
解
き
方
が
通

用
し
な
い
こ
と
は
、
け
っ
し
て
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
知
識
が
進
ん
で
も
、
か

ら
だ
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
生
き
て
い
る
あ
い
だ
は

元
気
」が
い
ち
ば
ん
で
す
が
、
そ
の
た
め

に
手
入
れ
が
必
要
で
す
。

礼
儀
、
作
法
、
感
謝
の
こ
こ
ろ
・・・
。

知
識
の
詰
め
込
み
だ
け
で
は
欲
望
が
肥

大
し
、
こ
こ
ろ
が
貧
乏
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
親
の
家
を
生
か
し
て
使
え

ば
、
住
宅
ロ
ー
ン
も
い
ら
ず
余
裕
が
で

き
ま
す
が
、
国
に
は
最
早
お
金
が
あ
り

ま
せ
ん
。
年
を
と
っ
て
ど
う
す
る
か
、

深
刻
な
問
題
で
す
。

死
ぬ
と
き
は
感
謝
し
て
死
に
た
い
も

の
で
す
が
、
心
の
借
金
が
重
荷
に
な
り

ま
す
。
借
金
を
払
え
な
い
か
ら
苦
し
む

の
で
す
。「
甘
え
」
も
自
分
が
つ
く
っ
た

も
の
、
だ
か
ら
自
分
で
治
せ
ま
す
。「
胸

を
張
っ
て
」「
空
気
を
入
れ
替
え
る
心
遣

い
」
で
自
分
の
人
生
を
歩
い
て
く
だ
さ

い
。死

ね
ば「
あ
の
世
」へ
去
る
わ
け
で
す

が
、
だ
れ
も
が
す
ん
な
り
と「
あ
の
世
」

に
行
け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
あ

の
世
」
に
通
じ
る
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
も
、

い
っ
し
ょ
に
連
れ
て
っ
て
く
れ
と
付
き

纏
う「
霊
」が
い
ま
す
。
肉
体
は
去
っ
て

も
、
霊
体
や
幽
体
が
存
在
し
て
い
る
の

で
す
。

自
分
の
足
で
立
ち
、
自
分
で
か
ん
が

え
て
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て「
人

の
役
に
立
つ
」
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。「
霊
」
た
ち
は
身
近
に
い
て
、
と
き

に
は
力
を
貸
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

手
洗
い
に
も「
霊
」
が
い
ま
す
。「
失

礼
し
ま
す
」「
お
世
話
に
な
り
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
ょ
う
。

氏
神
様
に
も
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。
災

難
か
ら
身
を
守
っ
て
く
れ
る
な
ど
、
た

と
え
小
社
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
お
は
た

ら
き
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
日
本
人
は
こ
れ
か
ら
た
い
へ

ん
で
す
。
知
識
が
進
歩
し
て
も
病
気
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
健
康
保
険
も
崩
壊

す
る
で
し
ょ
う
。
自
分
で
健
康
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
で
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
一
例
を
あ
げ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ふ
わ
ふ
わ
の
パ
ン
よ
り
も
米
で
す
。

伝
統
食
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

よ
く
噛
む
こ
と
で
す
。

歩
き
方
で
す
が
、「
か
か
と
か
ら
親
指

で
歩
く
」
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
肛
門

を
締
め
ま
し
ょ
う
。
下
駄
や
和
式
便
所

も
見
直
し
た
い
で
す
ね
。

細
胞
寿
命
は
1
2
0
歳
。
人
生
は「
学

び
」
で
す
。
正
し
い
姿
勢
と
筋
力
を
身

に
つ
け
て
、
健
康
な
人
生
を
全
う
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

※
今
回
の
講
演
は
D
V
D
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話

0
8
6
5
・
4
4
・
7
4
7
0
、
天
真
如

教
苑
へ
。

● �●
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当
日
の
参
加
者
は
会
員
15
名
、
非
会
員

60
名
、
計
75
名
で
し
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

高
幸
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
七
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

秘
密N

IPPO
N

の
超
建
国
裏
返
史

　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎

氏

と
き　
　

平
成
28
年
4
月
16
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

上
森
三
郎
氏
は
1
9
5
4
年
、
熊
本

県
芦
北
郡
芦
北
町
生
ま
れ
。
建
築
業
界

歴
30
年
で
一
級
建
築
士
。
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス（
化
学
物
質
過
敏
症
）の
研
究
か
ら
、

水
の
活
性
化
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
突
き
止
め
、流
体
の
活
性
化
装
置『
ネ

オ
ガ
イ
ア
』『
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト
』
を
開
発

し
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
特
許
取
得
。
多

数
特
許
取
得
す
る
な
ど
発
明
家
で
も
あ

る
。現

在
は
身
体
そ
の
も
の
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
が
、
隠
さ
れ
た
日
本
と
世
界
の

真
実
を
解
明
す
べ
く
、
神
社
仏
閣
を
参

拝
し
な
が
ら
、
兵
庫
県
埴
丘
の
里
の
山
々

を
中
心
に
探
索
中
。「
か
ご
め
か
ご
め
」

を
つ
た
え
る
会
会
長
。
著
書
に『
世
界
文

明
の「
起
源
は
日
本
」
だ
っ
た
』、『
秘
密

N
I
P
P
O
N
の
超
建
国
裏
返
史
』（
い

ず
れ
も
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）が
あ
る
。

ネ
オ
ガ
イ
ア
ジ
ャ
パ
ン
㈱
代
表
取
締
役

㈱
T
・
T
・
C
・
代
表
取
締
役

㈱Stapsalon　

代
表
取
締
役

56
歳
7
ケ
月
の
あ
の
時
ま
で
、
私
は
、

た
だ
た
だ
一
方
的
に
神
様
に
話
し
か
け

る
だ
け
で
、
神
様
が
言
葉
を
発
し
て
く

れ
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

黙
っ
て
空
を
眺
め
て
は
雲
の
形
や
流
れ

を
楽
し
ん
だ
り
、
野
山
を
吹
き
抜
け
る

風
に
身
を
さ
ら
し
て
心
地
よ
い
思
い
を

し
た
り
し
て
、
神
様
を
感
じ
て
い
た
。

私
に
と
っ
て
の
神
様
は
、
そ
ん
な
寡
黙

な
存
在
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
2
0
1
0
年
8
月
11
日
、

56
歳
7
ケ
月
の
そ
の
日
、
私
は
初
め
て

ハ
ッ
キ
リ
と
神
様
の
声
を
宗
像
大
社
で

聞
い
た
。

「
よ
お
来
た
の
ぉ
」

こ
れ
が
神
様
か
ら
の
初
め
て
の
言
葉

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
か
ら
、
私

は
神
様
が
私
に
語
り
か
け
て
き
て
く
れ

る
声
が
だ
ん
だ
ん
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
直
接
的
だ
っ

た
り
、「
そ
う
言
わ
れ
て
い
る
〝
気
〟
が

す
る
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
り
、
ま
た

多
く
の
場
合
に
は
、
人
々
の
口
を
通
し

て
伝
え
ら
れ
て
き
た
り
す
る
。

そ
の
声
の
主
は
、
時
に
左
耳
か
ら
聞

こ
え
る
の
は
空
海
様
の
よ
う
で
あ
っ
た

り
、
右
耳
か
ら
聞
こ
え
る
の
は
天
皇
家

の
誰
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
も
す
る
。

そ
う
や
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
言
わ
れ
る
と
お
り
に
動

か
な
い
と
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ

な
い
心
境
に
追
い
や
ら
れ
る
。

ま
だ
初
期
の
頃
の
あ
る
時
、
私
に
契

約
を
迫
っ
た
神
様
と
の
交
渉
の
中
で
、

白
紙
委
任
状
に
サ
イ
ン
さ
せ
ら
れ
る
と

い
う
事
態
ま
で
起
き
て
、
そ
れ
ま
で
の
、

ご
く
普
通
の
生
活
を
一
変
し
な
い
と
な

ら
な
く
な
っ
た
。
建
築
家
と
し
て
の
仕

事
は
も
ち
ろ
ん
、
偶
然
に
偶
然
が
重
な

っ
て
出
来
上
が
っ
た
超
自
然
的
な
器
具

ネ
オ
ガ
イ
ア
・
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト
を
製
造

す
る
に
も
販
売
す
る
に
も
十
分
な
時
間

を
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
神
様
の
指

示
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
従
う
と
い
う
生

活
に
完
全
に
か
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

神
社
仏
閣
に
は
ほ
ぼ
無
縁
の
生
活
を

長
い
間
送
っ
て
き
た
私
が
、
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
次
々
と
寺
社
め
ぐ
り
さ
せ
ら

れ
た
り
、
穴
掘
り
さ
せ
ら
れ
た
り
、
山

登
り
さ
せ
ら
れ
た
り
、
事
務
所
に
い
れ

ば
い
た
で
、
テ
ー
ブ
ル
上
に
大
き
な
地

図
を
広
げ
て
、
真
剣
に
、
行
っ
て
き
た

場
所
や
脳
に
響
い
て
き
た
場
所
に
ポ
イ

ン
ト
を
打
っ
て
、
無
数
の
線
や
ら
図
形

や
ら
を
描
き
続
け
て
、
一
見
、
仕
事
ら

し
い
仕
事
も
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

か
つ
て
の
私
を
知
る
人
た
ち
が
皆
、
異

口
同
音
に「
上
森
は
頭
が
お
か
し
く
な

っ
た
。
気
が
ふ
れ
た
」と
言
っ
て
、
去
っ

て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ

こ
と
と
わ
か
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
に
ま
で
私
を
使
っ
て
、
神
様

は
い
っ
た
い
何
を
し
た
が
っ
て
い
る
の

か
?
契
約
を
迫
っ
て
き
た
時
、
神
様

は
必
死
の
様
子
で「
時
間
が
な
い
!

時

間
が
な
い
!

」
と
怒
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
。初

め
は
神
様
の
指
示
が
何
の
脈
絡
も

な
い
も
の
と
感
じ
て
い
た
の
だ
が
、
地

図
に
引
か
れ
た
線
が
十
字
架
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
う
ち
、
き
れ
い

な
正
三
角
形
や
二
等
辺
三
角
形
が
描
け

て
、
図
形
の
点
と
点
の
場
所
に
そ
れ
ぞ

れ
大
き
な
意
味
が
見
い
だ
せ
て
き
た
り

し
て
、
こ
れ
は
、
た
だ
な
ら
ぬ
こ
と
だ

と
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

神
様
か
ら
の
声
も
そ
の
や
り
方
も
相

変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
神



様
の
ほ
う
で
は
本
当
に
時
間
が
限
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
、
2
0
1
5
年
に
入
っ

て
か
ら
、
特
に
5
月
の
連
休
あ
た
り
か

ら
事
態
は
急
速
に
進
み
出
し
た
。

5
年
間
、
神
様
と
文
字
ど
お
り
会
話

す
る
こ
と
で
、
神
様
の
全
知
全
能
ぶ
り

も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
た
ち
、

三
次
元
に
肉
体
を
も
っ
て
生
き
て
い
る

人
間
は
、
実
は
、
無
限
の
力
を
も
っ
て

い
る
の
だ
が
、
真
実
を
覆
い
隠
さ
れ
て

い
る
た
め
に
、
自
身
を
限
定
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
三
次
元
の
眼
で
見
え
る
事

物
し
か
見
え
て
い
な
い
。
見
え
る
世
界

と
見
え
な
い
世
界
、
こ
の
世
と
あ
の
世
、

こ
の
両
方
の
領
域
で
私
た
ち
は
生
き
て

い
る
の
だ
が
、
こ
の
事
実
を
知
ら
な
い

で
い
る
。
ま
た
、
も
っ
と
言
え
ば
、
私

た
ち
は
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
同
時

に
生
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
神
様
と
一

致
し
た
時
、
つ
ま
り
、
自
我
を
な
く
し

た
時
、
大
変
よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。

も
し
、
教
え
ら
れ
、
思
い
込
ま
さ
れ

て
い
た
過
去
が
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
も

の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
当
然
、
現
在
の

状
況
も
、
未
来
の
予
測
も
、
違
っ
た
も

の
に
な
る
。
ほ
と
ん
ど
教
科
書
的
な
歴

史
の
知
識
の
な
い
私
が
、
そ
れ
こ
そ
神

様
か
ら
直
接
教
え
ら
れ
た〝
歴
史
の
真

実
〟
を
語
る
こ
と
で
、
そ
の
内
容
を
誰

か
が
信
じ
て
く
れ
る
な
ら
、
そ
し
て
、

た
っ
た
ひ
と
り
で
も
勇
気
を
も
っ
て
行

動
を
起
こ
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
な
ら
、

明
ら
か
に
現
在
も
未
来
も
、
想
像
外
の

世
界
を
創
り
出
せ
る
。

最
近
、
自
分
自
身
で
も
驚
く
く
ら
い
、

神
様
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
一
気
に
、
お

そ
ら
く
誰
も
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
事
柄

を
、
私
に
直
接
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

と
て
も
信
じ
が
た
い
よ
う
な
、
奇
想
天

外
な
話
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
…

モ
ー
セ
は
、
紀
元
前
3
6
7
4
年
10

月
17
日　

現
在
の
鳥
取
県
米
子
市
生
ま

れ
。
身
長
1
7
7
セ
ン
チ
、血
液
B
型
。

紀
元
前
3
2
8
7
年
12
月
28
日　

島
根

県
出
雲
市
で
午
前
0
時
0
分
に
亡
く
な

る
。
享
年
3
8
7
歳
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
紀
元
前
3

年
8
月
19
日　

現
在
の
キ
ル
ギ
ス
生
ま

れ
。
身
長
1
7
4
セ
ン
チ
、
血
液
B
型
、

日
本
人
と
同
色
で
や
せ
形
。
母
は
マ
リ

ア
、
父
は
ヨ
セ
フ
で
は
な
い
。
亡
く
な

っ
て
2
日
目
に
現
在
の
兵
庫
県
神
河
町

（
旧
大
河
内
町
）
の
標
高
8
3
5
メ
ー

ト
ル
の
陵
墓
に
埋
葬（
土
葬
）さ
れ
た
。

卑
弥
呼
は
、
西
暦
1
7
7
年
8
月
31

日　

現
在
の
兵
庫
県
香
美
町
の
庵
月
山

生
ま
れ
。
身
長
1
6
2
セ
ン
チ
、
血
液

B
型
、
体
形
は
普
通
。
2
4
8
年
11
月

17
日
入
定
、
5
日
後
の
22
日
に
死
亡
。

享
年
71
歳
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
命

日
を
選
ん
で
入
定
し
た
。

…
と
い
っ
た
よ
う
な
事
柄
を
教
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。「
上
森
は
ま
す
ま
す
頭

が
お
か
し
く
な
っ
た
」
と
狂
人
扱
い
さ

れ
る
の
も
覚
悟
で
、
教
え
ら
れ
た
と
お

り
に
、
私
は
語
る
だ
け
だ
。

生
命
の
樹
（
カ
バ
ラ
）
の
図
も
ま
す

ま
す
明
確
に
示
さ
れ
、
日
本
の
国
造
り

の
秘
密
が
解
け
て
い
く
気
配
で
あ
る
。

こ
の
本
は
、『
世
界
文
明
の
「
起
源
は

日
本
」だ
っ
た
』、『
イ
ス
ラ
エ
ル
の「
元

つ
国
日
本
」
に
ユ
ダ
ヤ
人
が
戻
っ
て
く

る
』
の
続
編
と
し
て
ま
と
め
た
著
書
な

の
だ
が
、
あ
ま
り
に
も
不
思
議
な
世
界

が
今
も
続
い
て
い
る
。

地
図
上
に
十
字
架
を
措
か
さ
れ
た

り
、
描
い
て
は
そ
の
教
え
ら
れ
た
場
所

に
行
か
さ
れ
、
行
か
さ
れ
て
は
ま
た
地

図
上
に
図
形
を
描
か
さ
れ
た
り
の
連
続

の
な
か
で
、
鶴
と
亀
や
、
龍（
玄
武
）な

ど
の
山
を
使
っ
た
巨
大
な
地
上
絵
を
グ

ー
グ
ル
マ
ッ
プ
か
ら
次
々
に
発
見
し
た

り
、
線
を
引
い
て
、
生
命
の
樹
の
図
形

を
見
つ
け
た
り
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
上
絵
や
図
形
か
ら
、
太

古
の
時
代
よ
り
生
命
の
樹
の
原
型
が
日

本
で
ス
タ
ー
ト
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
や
キ
リ

ス
ト
教
や
仏
教
に
も
生
命
の
樹
の
思
想

が
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
、
私
は
考
え
る
。

そ
し
て
神
様
は
、
旧
約
聖
書
、
新
約

聖
書
の
中
心
人
物
で
あ
る
モ
ー
セ
、
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
日
本
と
い
う
国
の

礎
を
築
き
、
彼
ら
の
D
N
A
を
引
き
継

ぐ
女
王
卑
弥
呼
が
彼
ら
の
教
え
を
踏
襲

し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
と
、

世
界
の
本
当
の
聖
地
が
、
実
は
日
本
に

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
数
々
の
図

形
を
も
っ
て
、
お
も
て
に
示
す
よ
う
に

と
私
に
告
げ
て
い
る
。　
　
　

そ
の
聖
地
こ
そ
邪
馬
台
国
の
女
王
卑

弥
呼
が
住
ん
だ
都
で
あ
っ
た
。
神
様
は
、

長
き
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

邪
馬
台
国
論
争
に
も
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ

て
、
世
界
の
平
和
の
た
め
に
、
選
ば
れ

し
人
の
D
N
A
を
よ
り
濃
く
受
け
継
い

だ
人
た
ち
の
目
覚
め
を
待
ち
望
ん
で
お

ら
れ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会
員

49
名
、
計
60
名
で
あ
っ
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●



に写されている。また三日月型の小オーブが写さ
れている（理由は別報予定）。その他は上述と同
一である。

写真4～5は、上述とほぼ同一条件で撮影さ
れている。写真4には､ 右下と左下に照明光の
手ぶれ光跡がある。大小多数の様々なオーブが
ランダムに写されている。写真4には、右側に大
きなプラズモイドが撮されており､ 左上に大きな
非対称干渉縞模様状マンダラが1個、右上縁に
薄土色の厚みのある大オーブが1個、左側に強
い乳白色発光小オーブが1個撮されている。

4．検討ならびに考察
撮影されたオーブ（たまゆら）の出現の状況や、

現れた位置等から判断すると、次の性質がある
様子である。（1）撮されたオーブの位置は、非局
所的であり、ランダムに広がっている。それぞれ
は独立、不確定（予め、決められない）であり、
撮影の都度異なっている（揺らいでいる）。これ
らは、素粒子の持つ性質と類似している、また
は同一である、といえよう。つまり、オーブの出
現には素粒子の確率的な性質が出ており、巨視
的な物質としての再現性や因果津は成立しにく
い。これから考えると、オーブは大気イオンや意
識的な素粒子群を電磁気学的（クーロン力によ
る）または弱い水素結合（陽イオン）に依って結
合されて、巨視的な物質として存在している様
に思える。

それと同時に、オーブは「お願いすると現れ
る」、「意識に反応する」など、意識的な面も有
る様子である。残念ではあるが、実験条件とし

ての意識や変性意識状態（ASC）の測定は、現
在は、困難である。撮影者個人の感覚情報に頼
らざるをえない。沢山の実験結果の集積として、
主張するにとどめたい。つまり、体外の空間に
現れる（撮された）オーブ（たまゆら）と撮影者の
意識とは、直接的な、情報交換をしている、と
判断している。以上、出現・撮影されるオーブ

「たまゆら」は、巨視的･微視的（素粒子的）な性
質と、物質的・意識的な面を兼ね備えている様
子である。

これの持つ意味合いは何かというと、遠い昔
からの民話や伝承に「きつね火」、「火の球」、「お
ばけ」､「幽霊」、などがある。それらはオカルトで、
人間生活には用の無いものであり､ 無駄は排除
すべきである、と近代科学は判断してきたらし
い。しかし、それらは、ことによると、低レベル
の「オーブ（たまゆら）」を意味しているのかも知
れない。つまり、現在の実測・研究の段階で出
現してくる「オーブ（たまゆら）」は低レベル（低周
波数）の光子集合体群であり、実際には、より高
レベル（高周波数）の、未知のオーブ（たまゆら）
が存在するであろう、と推定できる。今後の多く
の人達の研究と努力により、より高度の「たまゆ
ら」、たとえば、「ご先祖霊（様）、SG」等の投影
が出現することが期待されている。これらと情報
交換が出来れば、誠に幸いであり、有難い。「た
まゆら」の研究を介して、新しい精神・科学の研
究が開始されて、人々を本当の幸せに導く事に
成るのかもしれない、と考えている。

（紙数の都合により写真は省略させて頂きます）
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図1　オーブ（たまゆら）のモデル（仮定）

2−2）判明・推定した意識的な面
（1）社寺、仏閣等の聖地やパワースポット等の場
所。お祭りの行事など。人々が気に掛けている
特定の場所、ならびに特定の行事の際に、写り
易い。

（2）何時も写るとは限らない。一般に、再現性に
乏しい。Aさんのカメラには写るが、同一場面
で同時に写しているBさんのカメラには写らない

（個人の意識に関係する）。しかも、Aさんの場
合でも、簡単には、写らない場合がある。「写る」
に必要な変性意識状態（ASC）はコントロールが
難しい、つまり、「気まぐれ」である。

（3）雑念を取り去り、無心で、熱心に撮影すると、
写り易い。つまり変性意識状態（ASC）に近づく
必要があり、意識的努力はむしろ、出現抑制に
働く傾向がある。

（4）無心に、熱心に、お願いすると写り易い、
ASCに近い意識状態に反応･応答する。つまり、
これらの条件が揃うと、オーブとの間の情報交
換が可能になる。

（5）瞑想法などの訓練を経て、意識的に、脳波
（EEG）をデルター波などの低周波数域にまで下
げる事が出来る人の場合には、写り易くなる傾

向がある。
（6）オーブが写る時の撮影者の変性意識状態
（ASC）と、体外に在るオーブ（たまゆら）は、同
調（共鳴、共振）していると判断・推定している。

3．測定結果の数例
新しい試みとして、カメラの手ぶれ写真像を

介してオーブの性質・特徴を調べる事にする。
使用したカメラはNICON E-2200、フラッシュ、
オート。写真1～3は2014年3月5日（水）､ 小雨、
朝方の5:13～5:20､ 福島市遠瀬戸、実験室前。
写真4～5は2014年3月20日（木）､ 小雨、の夕
方7:15～7:25、同実験室前。写真1～5において、
オーブ（たまゆら）は乳白色の小円状に写されて
いるが、それぞれの位置や大きさ、円内模様等
は不確定であり、様々に分散している（素粒子の
性質）。この理由として、撮影前は、図1のPSI-
spin群の構成要素（大気イオン、電子、プラナ
の群）が、広い空間に、分散した波の重ね合せ
の状態で、ランダムに揺らいていたのであろう、
と判断できる。

写真1（No.1707）をみる。そこに存在してい
る照明光（既知の光、街灯、窓の光）が､ カメラ
の手ぶれ像の軌跡として、ライテング・ライツ

（a）を画いている。沢山のオーブ（未知）は、フ
ラッシュ光による反射光で小円形像（b）として撮
されている。中央と右側にオーブの乳白色発光
前幕シンクロ像（c）がある。これらの時間経過
をみると、（a）はシャッターの開閉の全時間、（b）
はシャッター開と前幕シンクロ・シャッターとフ
ラッシュ時、（c）はシャッター開と前幕シンクロ・
シャッターとフラッシュ時、シャッター閉に撮さ
れた､と判断出来る。つまり、手ぶれテストによっ
てオーブの出現の存在する時間が判る。

写真2（No.1710）は、手ぶれ時間を短くした場
合である。右下3個所にライテング・ライツ（a）。
その上には､ 街灯光（Haloが直線的で長い）が
ある。大小のオーブが撮されているが､ 左側に、
薄い（弱い）光ではあるが、唐鏡状の内部模様を
持つ大オーブが撮されている。オーブの存在時
間は、写真1とほぼ同一であろう。写真3には、
プラズモイドと放電の光と思われる幕像が右側
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1．はしがき
縦、横、高さで表される3次元の空間に時間

を加えた4次元の巨視的・科学的な世界では、
周知のように、因果律や再現性が成立している。
この巨視的な物質世界を支える基盤は微視的な
量子（素粒子）であるが、個々の素粒子の因果律
や再現性は成立しにくく、また見えにくい。人は
肉体と精神（魂）とから構成されており、4次元
の時間、空間世界で毎日の生活を営んでいるこ
とになる。今回、検討の対象にした巨視的な物
質としてのオーブ（たまゆら）は、別報でも述べ
た様に、不思議な事に素粒子類似の性質を持っ
て出現してくる。また同時に、意識的な面を兼ね
備えている様子である。これらの物質的、微視
的、意識的な性質を合せ持つような、こんな不
思議な物質は、今までに、経験したことも無く、
聞いた事もない。そこで今回は、これらを確かめ
る為に、主として、オーブ（たまゆら）が示す巨
視・微視的な性質を検討し、同時に、そこには
意識的な面が加算されている、と考えられる事
等について考察し、報告する事にした。

2．撮影・検討結果
多くの撮影・実験結果の結論として、次記が

えられた。
2−1）判明・推定した物質的な面

（1）写真撮影の記憶媒体がフィルムから半導体
（CCD）に移行するに伴って、乳白色の小円形状
のオーブが、ノイズとして撮影画面上に写り込ん
できた。しかし、その位置や種類、大きさ等は
ランダムであり、また非局所的である（広く､ 拡
散している）。

（2）空気成分が電離していて、しかも湿度が高
いような薄暗い空間に向けて、近赤外線領域が
撮影可能なデジタル・カメラを用いて、フラッ
シュ撮影するとオーブが撮影される（肉眼では見
えにくい）。

（3）空気中にある近赤外線量（活性化エネル
ギー、約1.38eV）が或値に達した時（フラッシュ
光を加算した蓄積値）に写りやすい（繰返し撮影
すると写るようになる）。

（4）撮影条件として、ズームによる望遠レンズ状
態で撮影すると、真オーブが写りやすい。一般
に、デジカメは焦点距離が短いので、偽オーブ
が写りやすい。

（5）写されたオーブ（たまゆら）の小円形の輪郭は
ほぼ鮮明であり、円の周辺では、外側に向けて
放射線状の短かいヘイローを伴っている（写真
2、5参照）。またオーブの内部には非対称の干渉
縞状模様やマンダラ状模様（表情）を伴っている

（写真2、5参照）。
（6）雨の降り始めに写り易い。つまり水との親和
性が高い｛電離した水素イオン（H）、陰イオン

（OH）｝。つまり大気陰・陽イオン・ボール形成に
関係している（図1参照）。

（7）オーブは大気陽イオンと大気陰イオンの組
合わせを単位にして、これの集合群から形成さ
れており（巴型の回転・スピンを伴う）、核（エア
ゾール等）を内蔵している。これに、

（8）意識要素としての素粒子群（PSI-spin群）が
加算されたもの（カオス性の揺らぎを持つ）を「た
まゆら」と呼んでいる。

（9）巨視的な大径オーブ（たまゆら）は、微視的
な小径オーブ（たまゆら）の集合体（PSI-spin群
であり、中にプラナ（微細身素粒子、サイ、気）
の混入を仮定している。つまり中実・集合体状
である（図1参照）。

多数のオーブ像を検討・考察した結果として、
巨視的なオーブ（たまゆら）が、素粒子的な性質
を持つのは。素粒子群（PSI-pair群）間の結合が
弱いために、出現時に、構成要素としての素粒
子群（PSI-pair群）の性質が表れる事に起因する
のであろう、と判断している。
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ろが、平熱が元どうり36度5分くらいに戻った
のです。これはそれだけ生命力が戻ったと思い、
いつも貼り続けることにしました。背中に貼る
のは自分では無理と思うでしょうがそれは案外
簡単に出来ます。まえに述べたように探触子の
6ミリの真鍮棒の先端面は凹みが作ってありま
す。メーターが強く振れたところで強めに先端
を押し付けると一時的に凹み痕が付きます。そ
れを人差し指で感じ取ります。予め、爪の先端
に米粒を貼り付けたテープの端を貼っておきま
す。米粒は爪の先端の先にあるわけです。その
指先を動かして凹み痕を感じたとところより米
粒のあるあたりまで移動して止め、隣の中指で
テープを押して貼るのです。これで、身体中殆
どの場所に自分で貼れます。これは腕のいい運
動にもなります。テープはシアテープというニ
チバン製品です。中谷先生は布地の厚めの絆創
膏を奨めておられますが、私は亜鉛華などの収
斂剤の入っていないシアテープの方が、かゆみ
が出やすく良く効く気がします。私の感じでは
もう少し粘着剤が強めだと老人の肌には良いと
思います。

春は花粉過敏症の人は半病人です。これに
は志室という背中の左右のツボが効きます。あ
ばら骨の下端の高さにあり両手を腰にあてたと
き親指の当たる場所です。80パーセント楽に
なったと言う人もいるくらいですから花粉症の
人は試してください。正確に測らなくても効き
ます。

勿論米ツブ療法も万能ではありません。前
立腺の肥大に気付かなかったので、2005年そ
れが原因で腎不全になって入院してしまいまし
た。当初、お医者さんに人工透析は免れません
よと宣告されましたが一ヶ月の入院中どんどん
良くなり人工透析にならずに済みました。入院
中も米粒を貼っていたので普通の人と違ってい
たと信じています。腎臓の力を表すクレアチニ
ン指数は、入院当初の5.4から一ヵ月後退院時
には3.8まで下がり1年後には2.0と、2年後に
は1.9と固まってきました。余談ですがキャベ
ツを朝食で沢山食べることにしたらさらに良く
なり始め1.4まで下がりました。因みに1.1が私
の健康体のときの値です。しかし、齢は争われ

ず心ユに常時貼っていないと心臓が不安で、心
電図も悪くでます。心ユ付近に密集して沢山の
ツボが現れるので全部貼り、時々はがしてはま
た貼るのを日課にしています。

ムズムズ足症候群という病気があります。確
か、75歳くらいからと記憶しますが、それに罹
り足を間欠的に動かさないでいられなく症状が
始まり、夜寝るときに起こると眠れず大変困る
ことになりました。米粒が効かぬかと、ツボを
探しましたがあまり効かず足裏に貼るいわゆる
樹液シートを知って何とか過ごしたことがあり
ました。しかし、米ツブ療法と違って即効性は
無いので、ツボを探し、結局あばら骨下端付近
と、太ももの左右側部に出るツボがよく効くこ
とが分かりました。

なお、これは米ツブ療法とは違いますが、虫
歯の予防法です。私は92歳の現在自分の歯が
24本あります。歯医者さんの話では非常に珍し
いそうです。これには、理由があります。私は
歯磨き粉を全く使わずいつも、食塩で、しかも、
硬い歯ブラシHというのを使っています。むし
歯が始まるのは歯垢からだそうです。食塩は歯
磨き粉と違って溶けるので歯垢全部を消毒し
その原因を抑えます。そして、必ず歯茎をよく
摩擦して磨きます。これで、歯への栄養が行き
届くと勝手に考えています。それでも、歯が痛
みだしたときは、歯茎の根元の方をこのブラシ
で血が少し出るまで何日か磨きます。一寸、痛
いですが、歯の痛みは無くなり虫歯への進行は
止まります。先日も上の奥歯が痛み始めレント
ゲン撮影でもむし歯の進行が始まっていました
が、それをしたお蔭で一か月くらいで全く治り
ました。しかし、この荒っぽい治療法は家族に
話しても、だれも実行しません。歯間ブラシも
いつも使っています。

確か、60歳ごろから食事を2食にしました。
これは、一寸つらかった記憶がありますが、慣
れてしまえば平気になります。最近は一日一食
を奨める医者もあります。多くの病気は食べ過
ぎだそうです。歳をとったら入浴は出来るだけ
減らすことも大切と思います。夏バテには梅干
しを、1、2個をお茶で食べると元気がでます。
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きりできて、ツボのマークになります。プラスと
マイナスを逆にしない方が良いようです。

昔、宿場の主人は足の三里のツボにお灸の
痕がない老人は泊めないと何かで読んだ記憶
があったので、自分は先ず三里にいつも貼るよ
うにしました。丁度そのころ、会社の工場長の
鈴木氏が、肘が痛くてレントゲンを撮ったら軟
骨が磨耗して骨同士がさわるのが原因だと云わ
れたという問題が起こりました。米ツブ療法を
試すことになり確かツボの曲池かそのあたりを
押すと痛いのでそこに貼ってみました。貼って
2、3日するとその場所がかぶれて水みたいなも
のが出るようになり、貼っても、貼っても、一ヶ
月くらい水が出続きました。ところが痛みがど
んどん軽くなりレントゲンを撮ったら軟骨が再
生していたのです。それから、鈴木氏はすっか
り米粒のファンになりました。普通、絆創膏を
はって痒くなり、カブレたりするとそれで、皆
止めてしまうものです。しかし、それを我慢し
て続け、水が出始めると効果は絶大で根本的に
良くなるのです。

この事実は自分でも何度も確かめ私の家族
はみな信じています。しかし、中谷先生の（米
ツブ療法）の本には明瞭に書いてはありません。
それは、米粒を貼れば針やお灸のように効く
ことに気付かれて間もなく出された本だからで
しょう。残念なことに、中谷先生はこの本を出
版されたあと早く亡くなられたようです。

まえに述べたように私は肝炎にかかったこと
があるのでお酒は殆ど飲めません。それで、肝
臓に効くツボにもよく貼って来たのですが、そ
れほど効果は出ませんでした。それで、肝臓の
ことは殆ど諦めていました。30年ほど前のこと
です。長年やってきたヴィオラというブランド
の靴クリームの工場を閉鎖することになったの
で、工場の実験室にあった水晶の研究の測定
器を何台も一人で階下に下ろす仕事を一度にし
てしまいました。ところが、翌日から右の膝が
痛くなってしまいました。膝のまわりに出るツ
ボに米粒を貼って何とか動いていましたが、お
得意さんが教えてくれた整体治療院にいって診
てもらったところ、半月板の軟骨が痛んでいる
のでそう簡単には治りませんよと言われ、遠方

まで通うのは無理なので、米ツブ療法を気長に
やって見ることにしました。

それに自分で作った良導絡メーターで膝の付
近に出る場所に貼りました。たしか、1、2ヶ月
でかなり軽くなりましたが、急な坂を下るとき
にどうも膝に自信がないというか、不安が残り
ました。それから、メーターで探す範囲を広げ
膝の下の方によく出るところにも貼るようにしま
した。ところが、そこが痒くなり始め少し臭い
水が出始めたのです。足首から10センチくらい
上まで手のひらのひろさ一面に経絡とは関係な
いメーターが振れるツボが沢山出て、貼り続け
るうち全体がケロイドみたいな状態になってし
まい、たしかその状態が一ヶ月くらい続きまし
た。そして、膝の痛みは全快し急な坂を下ると
きも全く不安を感じなくなりました。久し振りに
ゴルフに行ったらよい成績だったことを覚えて
います。足がしっかりしたからです。人は足の
方から死んでゆくと何かで読んだ記憶がありま
すが、膝が弱くなるのは体の下の足の方に腎臓
や肝臓で処理しきれない老廃物が溜まるのが原
因だと思います。それが一部にせよ皮膚から出
てしまったので足が若返ったのです。

それからというものは、足のツボを積極的に
探し求め貼るように心がけて来ました。貼った
あとその場所を爪で押して時々積極的に刺激を
与えることも痒みが誘発され良い効果がありま
す。皮膚の位置や乾燥状態によって皮膚の抵
抗レベルは変わるので、その場所や時々に応じ
はっきりツボが分かるようにトランジスターの
2次曲線特性を利用したメーターを作りました。
メーターで調べ、伝導抵抗にハッキリ差が出る
ところを探しそこに貼り、痒いところが出るの
が楽しみになりました。右あばらに出る反応点
に貼ったら肝臓も若い頃より良くなったようで
ビールを飲んで頭が痛くなるようなことは無く
なりました。

この療法の効果で驚いたのは平熱が上がっ
たことです。たしか、70歳近くなって体温（平
熱）が35℃台になってしまったのに気付きまし
た。背骨の両側の心ユ、肝ユ、腎ユなどのツ
ボがメーターで調べるとハッキリでるのですが、
ここにすべて貼ってみることにしました。とこ



もう40年以上前のことですが、テレビのアフ
タヌーンショウで米粒をお灸のツボに貼る治療
法を見ました。この話をされていたのは大阪医
科大学の中谷義雄博士で、京都大学で良導絡
という治療体系を確立され博士号を取られた方
でした。これは面白い、お灸や針と違って熱く
もなく痛くもない。弱い刺激を持続的に与える
だけ、これで効けばこんな良いことはないと思
いました。昭文社から米ツブ療法という本も出
しておられたので早速買い求め、自分の体で確
かめることにしました。

私は、23歳で盲腸炎の手遅れから腹膜炎に
なってしまいました。まだ、ペニシリンが入手
困難の時代でしたが幸い手に入り、それが劇的
に効いて一命を取り止めることができました。
そのうえ、30歳位で流行性肝炎にもかかったの
で虚弱体質になってしまったのです。それで、
健康法にはいつもアンテナを張っていたわけで
す。それから、四十年以上曲がりなりにも健康
で過ごせてこられたのは、色々な健康法をして
きましたが、この米粒の導良絡治療は非常に優
れたものと確信しています。

こんなに良く効いてお金の掛からない治療法
はありません。90歳を過ぎた今、流石に腰が痛
くなって来ましたが米ツブ療法が頼りです。し
かし、腰痛は九州熊本の速治膏という膏薬も交
代に使っています。米ツブ療法は永年続けてき
たので、中谷先生も当時気付かれなかった大切
な治療のコツも発見したのです。しかし、他人
に米粒を貼って効くと云ってもバカにして中々
信じません。それで一文を書いてみることにし
たのです。

中谷先生の良導絡治療法とは読んで字の如
く、電気が流れやすい皮膚の特異点と東洋医学
の経絡との関係を科学的に解析統合し体系化さ
れたものです。何千年もの昔から人類が知って
いた経絡というツボは皮膚の電気の良導点と殆
ど一致していたということは驚くべきことだと
思います。先日何かで読んだ記事で氷河の下端
から現れ出てきた何千年も昔の人体（アイスマ
ン）に入れ墨でツボのマークがしてあったと書
いてありました。経絡の名称は現在では世界保
健機関WHOでも認知されているそうです。

さて、貼るツボの場所ですが、五十肩みたい
な痛いときは、押してみてああここだなと思う
場所もそこに貼っても良く効くそうです。しか
し、私は電気で測りたいので、先ず簡単なもの
をつくりました。250マイクロアンペア程度の安
いメーターと9ボルトの電池と35キロオームの
抵抗をシリーズにつなぎプラス側を長さ10セン
チ位の直径15ミリ程度のアルミパイプ、マイナ
ス側を長さ5、6センチ径6ミリ真鍮棒にテスター
の試験棒の先端を30度くらい曲げてハンダ付け
をして探触子としました。中谷先生は12ボルト
でやっておられましたが9ボルトでも使えます。
プラスのアルミパイプの方を片手で握ります。
探触子の真鍮棒の腹を皮膚にあてて直角方向
に移動しメーターが振れるところで止め、その
まま、棒の方向に移動して振れがなくなった所
で棒を立てその先端で振れの出るところを決め
ます。つまり、面で探し、次に、線上でさがす
わけです。6ミリ径の棒の先端に旋盤でセンター
ドリルで凹みをつけておくと、ツボが分かった
とき皮膚に強めに押し付けると凹んだ痕がはっ
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十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

藤
枝
流
健
康
増
進
法

　
　
　

講
師　

藤
枝　

伸
二 

氏

�

（（
株
）エ
パ
ッ
ク
代
表
取
締
役
）

現
代
人
は
ス
ト
レ
ス
、
過
労
、
運
動

不
足
、
偏
っ
た
食
事
な
ど
に
よ
り
、
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
崩
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
な
り
、
関
節
、

腰
、
肩
な
ど
の
痛
み
硬
直
な
ど
の
症
状

を
訴
え
る
人
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。「

ふ
じ
流
」
は
、
独
自
の
手
技
に
よ

っ
て
体
の
関
節
を
緩
め
、
老
廃
物
を
取

り
除
く
こ
と
で
、
筋
肉
の
張
り
が
ほ
ぐ

れ
、
骨
格
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
気
の
流
れ
と
血
の
流
れ

が
良
く
な
り
、
代
謝
が
上
が
り
、
自
然

治
癒
力
が
高
ま
り
ま
す
。

　

講
演
内
容

①
天
降
石
S
G
E
に
つ
い
て

　

�

藤
枝
氏
が
治
療
に
取
り
入
れ
て
い
る

天
降
石
の
効
果
を
解
説
し
ま
す
。

②
S
G
E
サ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

　

�

同
氏
が
院
内
に
導
入
し
、
類
い
希
な

効
果
を
示
す
サ
ン
ド
バ
ス
（
天
降
石

の
成
分
に
よ
る
砂
風
呂
）の
解
説

③
骨
の
構
造
と
神
経
に
つ
い
て

　

�

身
体
の
す
べ
て
の
基
本
と
な
る
骨
と

神
経
に
つ
い
て

④
な
ぜ
現
代
人
が
ガ
ン
に
な
る
の
か
?

　

�

ガ
ン
と
い
う
も
の
の
根
本
原
因
を
同

氏
流
に
説
明
し
ま
す
。

⑤
気
の
力
に
つ
い
て

　

�

同
氏
の
右
手
か
ら
出
る
不
思
議
な

力
＝
気
の
パ
ワ
ー
に
つ
い
て
解
説
し
、

会
場
の
参
加
者
の
皆
様
に
施
術
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
致
し
ま
す
。

⑥
藤
枝
流
の
健
康
方
法

　

�

同
氏
の
考
え
る
独
自
の
健
康
維
持
の

た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
を
解
説
し
ま
す
。

※
愛
媛
県
新
居
浜
市
で
、
今
ま
で
の
整

体
の
常
識
を
く
つ
が
え
す
と
い
う
評
判

の
整
体
を
長
年
施
術
し
、
ま
た
多
く
の

整
体
師
を
養
成
し
て
い
る
藤
枝
氏
の
講

演
と
施
術
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
る
、

貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

は
、
ご
友
人
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是

非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
藤
枝
伸
二
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

整
体
師
と
し
て
20
年
余
の
経
験
か

ら
、「
ふ
じ
流
手
技
療
法
」を
編
み
出
し
、

東
京
、
沖
縄
に
も
処
点
を
置
き
、
自
ら

ス
ポ
ー
ツ
界
の
著
名
人
に
も
施
術
を
行

う
。
療
術
師
指
導
育
成
に
も
力
を
入
れ

※ 

十
一
月
と
一
月
の
本
部
例
会
は
休
会

と
な
り
ま
す
。

　

 

そ
の
代
わ
り
に
、
十
一
月
は
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
、
十
二
月
は

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
、
分
科
会
・

気
づ
き
、
一
月
も
分
科
会
・
気
づ
き

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
一
月
研
究

　

集
会
と
十
二
月
放
談
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
5
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

　

分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
29
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
2
回
、
第
3
回
分
科
会�

気
づ
き
の

　

お
知
ら
せ

◎
平
成
27
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
第
四
〇
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
〇
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
音
の
販
売

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎�「
オ
ー
ブ
」
と
「
イ
オ
ン
・
ボ
ー
ル
」

の
形
成（
2
）
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☎�022（279）0908･FAX��022（274）0097

中　　　部
〒466−0051　名古屋市昭和区

御器所3−4−21
眞　野　博　貴

☎･FAX��052（871）9060

北　　　陸
〒920−0864　金沢市高岡町12−45−1F

ホリスティック健康科学研究所内
佐　藤　禎　花

☎�076（234）6634

関　　　西
〒596−0807　大阪府岸和田市

東ケ丘町808−153
河　野　明　夫

☎�072（445）7737･FAX��072（445）7796

九　　　州
〒851−2122　長崎県西彼杵郡

長与町本川内16−6
森　安　政　仁

☎�095（883）6048･FAX��095（883）6159

日本サイ科学会　平成 28 年 11 月 1日発行

本部　〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506 　　郵便振替  00100−2−15344　日本サイ科学会
電話  047−347−3546　　FAX  047−330−4091　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

月 刊

第 号430
28−11･12



● ❷●

て
お
り
、
後
進
の
育
成
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
一
方
、
総
合
美
容
健
康
産
業

に
も
携
わ
り
、
全
国
各
地
か
ら
健
康
に

つ
い
て
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
氏
の
右
手
か
ら
出
る“
気
”に

よ
る
瞬
間
治
療
を
頼
っ
て
、
全
国
か
ら

順
番
待
ち
の
状
況
で
あ
る
。

（
社
）全
国
療
術
師
協
会
正
会
員
、（
社
）全

日
本
療
術
師
認
定
協
会
指
導
員
、
ふ
じ

流
温
熱
手
技
療
法
会
長
。

日
時　

平
成
28
年
12
月
10
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
10
／
16
受
領
分
ま
で
）

金
十
万
円
也　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
二
万
円
也　
　
　
　

匿　

名　
　

様

金
二
千
円
也　
　
　

石
川　

允
朗　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

千
島
学
説
・
腸
造
血
説

　
　
　
　

講
師　

千
島　

明 

氏

日
時　

平
成
28
年
11
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

※
講
演
後
講
師
の
先
生
を
囲
ん
で
懇
親

会
を
予
定
。
懇
親
会
会
費
三
五
〇
〇
円

終
了
7
時
半
頃
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
1
6
年
忘
年
の
放
談
会

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

日
時　

平
成
28
年
12
月
3
日（
土
）

　
　
　

午
後
5
時
30
分
よ
り

場
所　

山
海
倶
楽
部

　
　
　

0
6（
6
4
4
3
）0
2
0
9

※
大
阪
市
西
区
京
町
堀
1
・
4
・
3

　

T
C
F
肥
後
橋
ビ
ル
B
1
階

※�

参
加
ご
希
望
の
方
に
は
会
場
案
内
図

を
F
A
X
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

参
加
費　

四
五
〇
〇
円

※�

11
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
、
会
長
の

河
野
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

　

0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

宗
教
と
生
命
と
科
学
の
融
合

　
　
　
　

講
師　

い
よ
の
い
し 

氏

日
時　

平
成
29
年
1
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
5
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
28
年
11
月
20
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

講
演

気
の
体
感
と
交
流
・
聖
地
の

風
水
ス
ポ
ッ
ト



●❸ ●
　
　
　

講
師　

出
口　

衆
太
郎 

氏

私
は
35
年
以
上
に
亘
り
、
ヨ
ー
ガ
、

気
功
、
太
極
拳
、
合
気
柔
術
、
風
水
な

ど
、
東
洋
の
体
術
を
修
練
し
て
き
ま
し

た
。
様
々
な
想
念
を
一
度
緩
め
、
心
を

無
心
に
す
る
。
か
ら
だ
を
楽
に
し
、
微

妙
な
動
き
に
任
せ
る
。
そ
れ
は
生
命
の

う
ね
り
で
あ
り
、
気
の
う
ご
め
き
で
す
。

気
感
に
は
、
掌
が
温
か
く
な
る
と
い

っ
た
身
体
末
梢
的
感
覚
か
ら
、
丹
田
が

振
動
す
る
と
い
っ
た
内
動
的
感
覚
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
他
人
の
気
の
状
態
が

感
応
す
る
と
い
っ
た
外
気
共
振
的
感
覚

か
ら
、
心
身
の
統
一
の
内
に
宇
宙
と
の

合
一
を
味
わ
う
と
い
っ
た
至
高
体
験
に

も
至
る
の
で
す
。
私
は
気
功
を
中
心
に

修
練
し
て
き
ま
し
た
か
ら
、
今
回
は
実

技
と
し
て
、
気
功
の
基
礎
を
指
導
し
、

気
の
体
感
の
仕
方
を
お
伝
え
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

前
半
は
、
誰
で
も
で
き
る
健
康
に
も

効
果
あ
る
自
然
身
法
の
基
本
で
か
ら
だ

を
ほ
ぐ
し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
で

気
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
人
や

自
然
と
の
気
の
交
流
に
つ
い
て
も
お
話

し
し
ま
す
。
後
半
は
、
日
本
の
気
の
ス

ポ
ッ
ト
を
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

◎
出
口
衆
太
郎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

自
然
身
法
研
究
会
代
表　

日
中
健
康

セ
ン
タ
ー
気
功
主
任
指
導
員

鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
武
蔵
野
美
術
大

学
卒
業
。
佐
保
田
ヨ
ー
ガ
禅
の
教
師
と

な
り
数
千
人
を
指
導
後
、
縁
あ
っ
て
山

中
の
禅
僧
に
師
事
、
立
禅
を
中
心
と
し

た
内
功
武
術
を
学
ぶ
。
陳
式
太
極
拳
、

大
東
流
合
気
柔
術
を
研
究
。
混
元
太
極

拳
第
二
代
伝
人
、
陳
式
太
極
拳
第
十
一

代
伝
人
と
な
る
。

　

日
常
動
作
、
伝
統
体
術
に
共
通
す
る

原
理
『
自
然
身
法
』
を
提
唱
す
る
。
東

大
附
属
病
院
、
早
稲
田
大
学
、
他
各
地

で
気
功
、
太
極
拳
、
自
然
身
法
を
普
及

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
風
水
を
研
究
、

内
外
の
聖
地
を
巡
り
、
気
の
風
景
を
写

真
、
文
章
で
各
誌
に
発
表
。

著
書
：『
身
の
こ
な
し
の
メ
ソ
ッ
ド
・

自
然
身
法
』（
春
秋
社
）、『
体
感
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
』（
B
A
B�

ジ
ャ
パ
ン
）

ビ
デ
オ
：『
自
然
身
法
・
内
功
入
門
』

（
ク
エ
ス
ト
）『
風
水
観
気
巡
礼
・
熊
野
』

（
B
A
B
出
版
）な
ど
多
数

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
29
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
4
回　

異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ　

潜
象
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

日
時　

平
成
28
年
12
月
4
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

�

（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会
費　

会
員�

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

一
般�

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
2
回　

分
科
会 

気
づ
き

日
時　

平
成
28
年
12
月
18
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
4
A
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
・
11
・
1
）

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　
　

五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円

講
演　
「�

人
の
思
考
を
構
成
す
る
ル
ー

プ
に
つ
い
て
」

講
師　

浪
平
博
人
氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
3
回　

分
科
会 

気
づ
き

日
時　

平
成
29
年
1
月
15
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
4
A
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
・
11
・
1
）

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　
　

五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円

講
演　
「
創
造
に
つ
い
て
」

講
師　

浪
平
博
人
氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



平
成
27
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

「 

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い

水
の
科
学
」

　
　
　
　

講
師　

根
本　

泰
行 

氏

「
第
四
の
水
の
相
」の
応
用
例
と
し
て
、

ま
っ
た
く
新
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ

い
た
浄
水
器
が
あ
る
。
親
水
性
の
素
材

の
チ
ュ
ー
ブ
の
中
に
水
を
通
し
ま
す
。

チ
ュ
ー
ブ
の
内
面
の
直
下
の
と
こ
ろ
は
、

第
四
の
水
の
相
が
出
来
て
、
こ
こ
は
き

れ
い
な
水
に
な
る
の
で
、
こ
の
外
側
の

部
分
の
き
れ
い
な
水
だ
け
を
物
理
的
に

分
け
る
と
、
1
回
チ
ュ
ー
ブ
に
水
を
通

す
だ
け
で
、
汚
れ
が
2
0
0
倍
き
れ
い

に
な
り
ま
す
。
2
回
重
ね
れ
ば
、
4
万

倍
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
細
菌
の
排
除

や
脱
塩
も
出
来
る
で
し
ょ
う
。

ま
と
め
と
し
て
、
第
四
の
水
の
相
は
、

可
視
光
や
赤
外
線
が
第
四
の
水
の
相
に

あ
た
る
と
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
電
力

や
血
液
の
流
れ
等
、
物
理
的
な
運
動
に

も
変
換
さ
れ
る
の
で
、
ポ
ラ
ッ
ク
博
士

は
「
第
四
の
水
の
相
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
装
置
で
あ
る
」
と
い
う
ふ
う
な
言
い

方
も
し
て
い
ま
す
。
私
の
考
え
で
は
、

光
以
外
に
も
「
水
か
ら
の
伝
言
」
が
示

し
て
い
る
よ
う
な
、
感
情
や
想
念
、
言

葉
や
イ
メ
ー
ジ
、
祈
り
、
ヒ
ー
リ
ン
グ

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
サ

イ
キ
ッ
ク
パ
ワ
ー
等
の
諸
々
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
す
べ
て
第
四
の
水
の
相
が
一
旦

受
け
と
め
て
、
そ
れ
を
生
化
学
的
反
応
、

自
己
治
癒
力
、
免
疫
力
、
各
種
エ
ネ
ル

ギ
ー
体
と
の
繋
が
り
等
の
別
の
形
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
、
と
作
業
仮
説
で
考
え
て
お

り
ま
す
。

こ
う
考
え
る
と
、「
水
か
ら
の
伝
言
」

で
は
液
体
の
水
を
凍
ら
せ
た
と
き
に
、

出
来
る
結
晶
の
形
を
見
て
お
り
ま
す
が
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
ま
た
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
感
情
を
送
っ
た
と
き
に
、
第
四
の

水
の
相
が
そ
れ
を
受
け
止
め
て
、
出
来

る
結
晶
の
形
が
微
妙
に
変
わ
る
と
い
う

こ
と
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思

い
ま
す
。

2
0
1
4
年
7
月
10
日
、
ア
メ
リ
カ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
番
組
「
シ

ャ
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
ン
・
ア
ワ
ー
」
に
お

け
る
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
、
博
士
は
、『
水
か
ら
の
伝
言
』で

の
江
本
氏
の
発
見
を
説
明
す
る
た
め
の

科
学
的
な
仮
説
「
感
情
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
、
第
四
の
水
の
相
の
構
造
が

変
化
す
る
の
で
は
な
い
か
」
を
示
さ
れ

ま
し
た
。

今
年（
2
0
1
5
年
）の
3
月
5
日
、

私
が
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
に
あ
る

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の
ご
自
宅
で
、
博
士
に

お
会
い
し
た
と
き
の
ビ
デ
オ
映
像
を
ご

紹
介
致
し
ま
す
。

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の
コ
メ
ン
ト

『
江
本
博
士
の
水
の
仕
事
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
水
と
心
を
交
わ

し
た
後
に
生
成
さ
れ
て
く
る
氷
の
結
晶

に
つ
い
て
言
え
ば
、
様
々
な
種
類
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
水
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示

す
証
拠
を
、
私
た
ち
は
掴
ん
で
い
る
の

で
す
。「
第
四
の
水
の
相
」
に
対
し
て
、

私
た
ち
は
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
こ
の
「
第
四
の
水
の
相
」

こ
そ
が
氷
に
な
っ
て
行
く
の
で
す
。

　

あ
な
た
方
が
観
察
し
て
い
る
氷
の
結

晶
の
形
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
影
響
に

よ
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
私
た

ち
は
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
江
本
博
士
が
始
め
た
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
面
で
の
仕
事
と
、
私
た

ち
が
行
っ
て
い
る
科
学
的
な
研
究
の
間

に
は
、
と
て
も
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま

す
。
お
互
い
に
と
て
も
よ
く
対
応
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。』

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
自
身
は
人
格
的
に
も

素
晴
ら
し
い
方
で
、
本
当
に
ハ
ー
ト
の

オ
ー
プ
ン
な
科
学
者
な
ん
で
す
。
昨
年

ブ
ル
ガ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
水
の
国
際

会
議
で
も
チ
ェ
ア
マ
ン
を
さ
れ
て
い
て
、

世
界
の
水
の
研
究
者
を
リ
ー
ド
し
て
い

る
第
一
人
者
の
方
で
す
。
そ
の
方
が
昨

年
江
本
会
長
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、

江
本
会
長
の『
水
か
ら
の
伝
言
』に
対
し

て
、「
科
学
で
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、

沢
山
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
一
般

の
人
々
の
み
な
ら
ず
、
科
学
者
に
対
し

て
も
与
え
て
く
れ
た
。」
と
い
う
コ
メ
ン

ト
を
戴
き
、
私
た
ち
は
そ
の
繋
が
り
に

大
変
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
と
は
何
か
?

同
種
の
法
則　

・
19
世
紀
の
初
頭
に
、
ド
イ
ツ
の
医
師
、

ザ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ー
ネ
マ
ン（
1

�
7
�5�

5
～
1
8
4
3
）
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ

た
医
療
体
系
。

・
あ
る
時
、
た
ま
た
ま
彼
が
翻
訳
し
て

い
た
文
献
の
中
に
、「
キ
ナ
の
樹
皮
は
マ

ラ
リ
ア
の
特
効
薬
で
あ
る
」
と
い
う
記

載
が
あ
っ
た
。
ハ
ー
ネ
マ
ン
は
好
奇
心

に
か
ら
れ
て
、
自
分
は
マ
ラ
リ
ア
に
感

染
し
て
い
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
キ

ナ
の
皮
を
摂
取
し
た
。
す
る
と
驚
い
た

● ❹●



こ
と
に
、
マ
ラ
リ
ア
の
患
者
が
体
験
す

る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
症
状
が
自
分
の
身

体
に
現
れ
た
。

・
こ
の
「
発
見
」
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
ハ
ー
ネ
マ
ン
は
「
同
種
の
法
則
」

と
呼
ば
れ
る
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
基
本
原

理
を
確
立
す
る
。
こ
れ
は
「
健
康
な
人

に
投
与
し
た
と
き
に
、
あ
る
病
気
の
症

状
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
物
質
は
、
そ

の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
患
者
の
症
状

を
治
癒
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

・
こ
の
原
則
は
当
時
一
種
の
薬
と
し
て

も
使
わ
れ
て
い
た
水
銀
や
砒
素
な
ど
の

毒
物
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
た
が
、
副

作
用
を
極
力
減
ら
す
た
め
に
、
ハ
ー
ネ

マ
ン
は
原
液
を
水
で
高
度
に
希
釈
し
た
。

ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
薬
の
こ
と
を
「
レ

メ
デ
ィ
」
と
呼
び
ま
す
が
、
そ
の
「
レ

メ
デ
ィ
」
と
し
て
、
水
銀
や
砒
素
の
毒

物
す
ら
も
薄
め
て
い
く
と
、
ホ
メ
オ
パ

シ
ー
の
治
療
薬
と
し
て
効
果
が
あ
る
こ

と
が
体
験
的
に
判
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
実
は
ホ
メ
オ
パ
シ
ー

の
世
界
で
は
、
非
常
に
極
端
に
希
釈
を

積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

・［
段
階
希
釈
］1
m
L
の
原
液
を
99
m
L

の
水
に
混
ぜ
る
と
、
1
0
0
倍
希
釈
に

な
る
。
そ
こ
か
ら
再
び
1
m
L
取
り

出
し
て
、
99
m
L
の
水
と
混
ぜ
る
と
、

1
万
倍
希
釈
に
な
る
。
但
し
、
希
釈
の

た
び
に
、
激
し
く
振
盪
す
る
こ
と
が
必

須
で
あ
る
。

・
1
0
0
倍
希
釈
を
6
回
繰
り
返
し
て

作
ら
れ
た
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
薬（
レ
メ
デ
ィ

と
呼
ば
れ
る
）は「
6
C
」と
呼
ば
れ
て
お

り
、
希
釈
率
は
10
の
12
乗
倍
、
す
な
わ

ち
1
兆
倍
と
な
る
。
30
回
繰
り
返
し
て

作
ら
れ
た
レ
メ
デ
ィ
は「
30
C
」
と
呼
ば

れ
、
希
釈
率
は
10
の
60
乗
倍
。
2
0
0

回
繰
り
返
し
た
も
の
は「
2
0
0
C
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
希
釈
率
は
な
ん

と
10
の
4
0
0
乗
倍
と
な
る
。

・
い
ず
れ
の
レ
メ
デ
ィ
も
薄
め
れ
ば
薄

め
る
ほ
ど
よ
く
効
く
。

ア
ボ
ガ
ド
ロ
数

・
ア
ボ
ガ
ド
ロ
数
＝
6
×
10
の
23
乗
個

　

＝
物
質
1
モ
ル
の
中
に
含
ま
れ
て
い

　

る
構
成
要
素
の
数

例
え
ば
、
18
グ
ラ
ム
の
水
の
中
に
は
、

6
×
10
の
23
乗
個
の
水
分
子
が
含
ま
れ

て
い
る
。
1
8
0
グ
ラ
ム
の
ブ
ド
ウ
糖

の
中
に
は
、
6
×
10
の
23
乗
個
の
ブ
ド

ウ
糖
の
分
子
が
含
ま
れ
て
い
る
。

・
1
グ
ラ
ム
の
物
質
の
中
に
は
、
最
大

で
も
6
×
10
の
23
乗
個
の
分
子
し
か
含

ま
れ
て
い
な
い
。

※
ハ
ー
ネ
マ
ン
医
師
（
1
7
5
5
～

1
8
4
3
）の
死
後
、
1
8
6
5
年
に
、

ヨ
ハ
ン
・
ロ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、

ア
ボ
ガ
ド
ロ
数
が
計
算
さ
れ
た
。

従
っ
て
、
ハ
ー
ネ
マ
ン
医
師
は
、
ア

ボ
ガ
ド
ロ
数
の
概
念
を
知
ら
な
か
っ
た
。

高
度
希
釈

・
原
液
の
中
に
溶
け
て
い
た
物
質
が
1

分
子
も
残
っ
て
い
な
い
程
に
、
高
度
に
希

釈
す
る
こ
と
を「
高
度
希
釈
」と
呼
ぶ
。

・
簡
単
な
計
算
か
ら
、「
30
C
」（
10
の

60
乗
倍
希
釈
）
や「
2
0
0
C
」（
10
の

4
0
0
乗
倍
希
釈
）
の
レ
メ
デ
ィ
は
、

物
質
と
し
て
は
水
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、

原
液
の
中
に
溶
け
て
い
た
物
質
は
1
分

子
も
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

・
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
有
効
性
は
、
二
重

盲
検
法
や
動
物
を
使
っ
た
実
験
に
よ
っ

て
も
、
証
明
さ
れ
て
い
る
。

・
現
代
科
学
で
は
、
ま
だ
そ
の
仕
組
み

を
説
明
で
き
な
い
が
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー

が
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
水

に
は
か
つ
て
溶
け
て
い
た
物
質
の
情
報

を
記
憶
す
る
性
質
が
あ
る
」
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。

ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
研
究

私
は
2
0
0
2
年
の
1
月
に
江
本
勝

会
長
の
会
社
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
こ

の
年
の
6
月
に
江
本
会
長
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
講
演
ツ
ア
ー
に
同
行
し
ま
し
た
。
こ

の
と
き
、
有
り
難
い
こ
と
に
ベ
ン
ベ
ニ

ス
ト
博
士
も
ス
イ
ス
・
ル
チ
ェ
ル
ン
で

開
催
さ
れ
た
「
ウ
オ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
に
講
演
者
の
1
人
と
し
て
参

加
さ
れ
、
そ
こ
で
直
接
お
話
し
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。

ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
高
度
希
釈
実
験

好
塩
基
球
の
脱
顆
粒
反
応（
1
9
8
4

年
発
見
、
1
9
8
8
年
報
告
）

・
ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
は
一
流
の
免
疫

化
学
研
究
者
で
あ
っ
た
（
血
液
凝
固
系

に
お
け
る
血
小
板
活
性
化
因
子
の
発
見

者
）。

・
白
血
球
の
一
種
で
あ
る
好
塩
基
球
を

入
れ
た
試
験
管
の
中
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー

の
原
因
物
質
を
添
加
す
る
と
、
好
塩
基

球
は
反
応
し
て
細
胞
内
の
顆
粒
を
外
に

放
出
す
る（
脱
顆
粒
反
応
）。

・
あ
る
種
の
抗
血
清（
抗
I
g
E
抗
体
）

も
こ
の
反
応
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
知

●❺ ●



ら
れ
て
い
る
。

ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
は
、
好
塩
基
球

の
抗
血
清
に
対
す
る
脱
顆
粒
反
応
が
、

原
液
を
ど
の
位
薄
め
た
ら
効
果
が
無
く

な
る
の
か
の
実
験
を
し
ま
し
た
。

原
液
の
段
階
で
は
、
80
%
の
好
塩
基

球
が
反
応
し
た
の
で
、
そ
の
効
果
を
下

の
左
図
の
よ
う
に
予
想
し
ま
し
た
。
希

釈
率
を
10
の
30
乗
ま
で
行
っ
た
ら
、
元

の
分
子
は
1
個
も
な
い
の
で
、
そ
の
手

前
で
ほ
ぼ
反
応
は
0
に
な
る
だ
ろ
う
と

予
想
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
実
験
を
し
て
み
る
と
、
下

の
右
図
の
よ
う
な
反
応
に
な
り
ま
し
た
。

希
釈
率
が
10
の
30
乗
も
超
え
て
も
40
%

を
超
え
る
反
応
が
出
た
の
で
す
。

研
究
者
の
同
僚
か
ら
、
ホ
メ
オ
パ
シ

ー
の
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

実
験
論
文
は
1
9
8
8
年
の
「
ネ
イ
チ

ャ
ー
」に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
に
発
表
さ
れ
た
ベ
ン

ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
論
文
は
、
大
論
争
を

引
き
起
こ
し
、
結
果
を
再
現
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
す
る
論
文
が
立
て
続
け

に
発
表
さ
れ
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
編
集
部

も
ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
研
究
室
に
調

査
団
を
送
り
込
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
研
究
は
イ
ン
チ

キ
と
判
定
さ
れ
、
ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士

は
科
学
者
生
命
を
失
っ
た
の
で
す
。

私
自
身
は
、
ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の

1
9
8
8
年
以
降
の
論
文
を
丹
念
に
読

ん
で
み
る
と
、
細
か
い
実
験
を
沢
山
し

て
い
て
、
イ
ン
チ
キ
と
は
思
え
な
い
詳

細
な
デ
ー
タ
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
例
え
ば
、
高
度
に
希
釈
さ

れ
た
試
薬
に
対
し
て
も
反
応
は
出
る
の

で
す
が
、
そ
の
高
度
に
希
釈
さ
れ
た
試

薬
に
対
し
て
低
周
波
の
磁
気
処
理
を
す

る
と
反
応
が
無
く
な
る
と
い
う
結
果
も

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
の
論
文
に
は
書
か
れ

て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
ベ
ン
ベ

ニ
ス
ト
博
士
は
試
薬
の
活
性
そ
の
も
の

を
電
磁
気
的
に
記
録
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
は
職
場
を
追
わ

れ
た
り
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
新

し
い
実
験
を
続
け
ま
し
た
。

「
モ
ル
モ
ッ
ト
の
心
臓
の
ラ
ン
ゲ
ン
ド

ル
フ
灌
流
モ
デ
ル
」
に
対
す
る
ヒ
ス
タ

ミ
ン
の
作
用
：
モ
ル
モ
ッ
ト
に
対
し
て
、

ヒ
ス
タ
ミ
ン
を
使
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
化

し
て
お
く
。
そ
の
後
心
臓
を
取
り
出
し

て
、
通
常
濃
度
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
溶
液
と

高
度
希
釈
し
た
ヒ
ス
タ
ミ
ン
溶
液
の
い

ず
れ
に
お
い
て
も
、
心
臓
が
ア
レ
ル
ギ

ー
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
す
た
め
、
心

拍
出
量
が
有
意
に
増
加
し
ま
す
。
し
か

し
、
高
度
希
釈
し
た
ヒ
ス
タ
ミ
ン
溶
液

を
、
低
周
波
の
電
磁
場
に
さ
ら
し
て
お

く
と
、
こ
の
効
果
は
消
失
す
る
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
す
。

ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
信
号
増
幅
・
伝

達
実
験

友
人
の
電
子
工
学
者
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
、
分
子
が
発
す
る
モ
ノ
が
電
磁

波
に
関
係
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
増
幅

器
を
通
し
て
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ

れ
で
電
話
の
増
幅
器
の
原
理
に
基
づ
い

た
装
置
を
作
っ
て
実
験
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
出
力
側
に
置
い
た
純
水
を
、
モ
ル

モ
ッ
ト
の
ラ
ン
ゲ
ン
ド
ル
フ
灌
流
モ
デ

ル
に
作
用
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
心
拍
出
量

が
有
意
に
増
加
し
た
の
で
す
。
次
に
そ

の
電
磁
波
動
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
に
保

存
す
る
こ
と
で
、
出
力
側
の
純
水
に
ヒ

ス
タ
ミ
ン
活
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
す［
デ
ジ
タ
ル
生
物
学
］。

（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

テ
ー
マ
：「『
本
居
宣
長
の「
古

事
記
」
解
釈
は
誤
っ
て
い
た
!

観
点
を
変
え
る
と「
古
事
記
」

か
ら
本
当
の
史
実
が
見
え
て
く

る
!
比
較
言
語
学
か
ら
読
み
解

く
日
本
人
、
日
本
語
の
ル
ー
ツ
」
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講
師　

坂
井　

洋
一 

氏

�

（
古
代
秘
史
ハ
ン
タ
ー
）

と
き　
　

平
成
28
年
5
月
21
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

◎
坂
井
洋
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
3
年
茨
城
県
日
立
市
生
ま
れ
。

慶
応
大
学
経
済
学
部
卒
。
映
画
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
／
バ
イ
ヤ
ー
。
作
詞
作
曲
家
。

古
代
秘
史
ハ
ン
タ
ー
。

日
本
と
世
界
の
文
化
の
架
け
橋
と
な

る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
世
界
の

空
手
フ
ァ
ン
向
け
に
本
格
的
空
手
映
画

「
黒
帯
」
及
び
「
ハ
イ
キ
ッ
ク
・
ガ
ー

ル
!
」を
作
り
好
評
を
得
る
。

作
詞
作
曲
家
と
し
て
は
日
本
を
代
表

す
る
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
小
田
裕
一
郎
氏

に
師
事
。

近
年
、
日
本
の
隠
さ
れ
た
歴
史
に
興

味
を
持
ち
、
比
較
言
語
学
を
ベ
ー
ス
に

古
代
日
本
と
古
代
世
界
の
驚
く
べ
き
繋

が
り
を
明
快
に
解
く
。

6
月
28
日
に
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
社
よ
り

は
じ
め
て
の
本
が
出
版
さ
れ
る
。
タ
イ

ト
ル
は
「
日
本
の
始
ま
り
は
シ
ュ
メ
ー

ル
」。
本
の
出
版
に
先
立
ち
、
本
日
は
、

前
半
で
、
記
紀
が
語
ら
な
い
日
本
の
弥

生
時
代
の
真
実
を
、
昭
和
41
年
に
愛
媛

県
宇
和
島
市
で
発
見
さ
れ
た
古
文
書

「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
を
ベ
ー
ス
に
ご
紹
介

す
る
。
そ
し
て
、
後
半
に
は
、
縄
文
・

弥
生
と
時
代
区
分
さ
れ
て
い
る
日
本
列

島
と
、
同
時
代
の
世
界
が
い
か
に
深
く

交
流
し
て
い
た
か
を
比
較
言
語
学
を
ベ

ー
ス
に
解
説
す
る
。
そ
れ
は
ひ
い
て
は
、

謎
と
さ
れ
て
い
る
日
本
人
や
日
本
人
だ

け
が
話
す
日
本
語
の
ル
ー
ツ
を
紐
解
く

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
ま
ず
は
じ
め
に

「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
を
紹
介
す
る
。
こ

の
史
書
の
特
長
は
い
く
つ
か
あ
り
、
そ

れ
ら
の
記
紀
と
の
差
異
は
際
だ
っ
て
い

る
。
記
紀
と
全
く
ち
が
う
そ
の
内
容
の

主
な
も
の
は
、

①
宇
宙
創
成
は
、
宇
宙
創
造
神
の
吹
い

た
ひ
と
息
「
ウ
」
が
「
ア
」
と
「
ワ
」
に

分
か
れ
、
さ
ら
に
最
終
的
に
、
ア
、
イ
、

ウ
、
エ
、
オ
と
発
音
さ
れ
る
ホ
ツ
マ
独

自
の
象
形
文
字
が
表
す
5
元
素
で
宇
宙

の
す
べ
て
が
で
き
て
い
る
と
記
す
。
こ

れ
は
「
旧
約
聖
書
」
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書

の
冒
頭
の
「
神
は
言
葉
な
り
」
に
共
通

す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

②
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
は
一
言
で
あ
ら

わ
せ
ば
、
水
田
稲
作
を
日
本
列
島
に
ひ

ろ
め
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
物
語
。
す
な

わ
ち
、
天
皇
家
の
祖
先
が
そ
の
リ
ー
ダ

ー
た
ち
で
あ
っ
た
と
記
す
。

つ
ま
り
、
記
紀
で
い
う
「
神
代
」
の

神
た
ち
は
、
じ
つ
は
生
身
の
人
間
で
あ

っ
た
と
。
そ
の
な
か
で
、
記
紀
が
い
う

「
天
孫
降
臨
」
の
主
人
公
ニ
ニ
ギ
の
命
と

い
う
の
は
、
天
照
大
神
の
勅
命
で
全
国

に
水
田
稲
作
を
ひ
ろ
め
た
優
れ
た
技
術

者
で
あ
り
、
現
代
風
に
い
え
ば
転
勤
族

で
あ
り
、
南
九
州
の
高
千
穂
に
も
、
当

時
富
士
山
麓
に
あ
っ
た
朝
廷
か
ら
派
遣

さ
れ
て
行
っ
た
の
が
真
実
と
分
か
る
。

決
し
て
天
か
ら
降
臨
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
、
8
世
紀
の
記
紀
編
纂
時

代
に
は
、
中
国
の
大
国
「
唐
」
を
け
ん

制
す
る
た
め
、
日
本
を
神
国
化
し
て
描

き
、
神
の
造
っ
た
怖
れ
多
い
国
へ「
唐
」

が
侵
攻
し
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
目
的

だ
っ
た
。

天
皇
家
と
稲
作
の
切
っ
て
も
き
れ
な

い
関
係
は
歴
代
の
天
皇
が
代
わ
る
と
き

に
行
っ
て
い
る
「
大
甞
祭
」
に
表
さ
れ

て
い
る
。

③
記
紀
と
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
の
も
う

ひ
と
つ
の
大
き
な
違
い
は
、
記
紀
で
天

照
大
神
が
女
神
と
し
て
描
か
れ
る
の
に

対
し
、「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
は
男
性
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
と
記
す
。

妃
が
12
人
い
た
と
。
実
は
、
そ
の
中

の
お
二
人
は
有
名
で
あ
る
。
全
国
の
神

社
で
と
な
え
る
大
祓
い
祝
詞
の
中
に
で

て
く
る
の
だ
。
お
名
前
は
瀬
織
津
姫
と

速
秋
津
姫
。
そ
の
中
で
も
瀬
織
津
姫
は

男
性
の
リ
ー
ダ
ー
の
ア
マ
テ
ル
神
の
正

后
で
あ
っ
た
。
瀬
織
津
姫
は
摂
社
も
含

め
る
と
全
国
の
3
0
0
近
い
神
社
に
祀

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
出

所
不
明
の
女
神
だ
っ
た
。
瀬
織
津
姫
に

限
ら
ず
、「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
は
記
紀
の

す
べ
て
の
神
々
の
出
生
か
ら
活
躍
、
他

の
神
々
と
の
関
係
、
崩
御
の
場
所
ま
で

も
し
る
す
驚
く
べ
き
神
々
の
百
科
事
典

的
要
素
を
も
つ
。

④「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」は
全
40
章
か
ら
な

り
、
1
万
行
、
11
万
字
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

だ
が
、
全
編
、
5
7
5
の
長
歌
で
書
か

れ
て
い
て
、
な
お
か
つ
、
弥
生
時
代
の

日
本
列
島
で
は
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
ウ

タ
で
も
の
ご
と
の
解
決
を
図
っ
た
と
記

す
。
そ
の
中
で
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

1
つ
紹
介
す
る
。

ひ
と
つ
は
、
和
歌
山（
昔
は
紀
の
国
）

の
農
民
か
ら
嘆
願
書
が
届
き
、
育
て
て

い
る
稲
が
稲
虫
に
や
ら
れ
て
枯
れ
そ
う

な
の
で
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
と
。
そ

れ
を
聞
い
て
現
地
に
出
向
い
た
の
は
、

ヒ
ル
コ
姫
と
先
述
の
瀬
織
津
姫
。
ヒ
ル

コ
姫
と
い
う
の
も
記
紀
で
は
隠
さ
れ
た

●❼ ●



女
神
の
お
ひ
と
り
で
、
実
は
ア
マ
テ
ル

神
の
お
姉
さ
ん
で
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ

ミ
の
初
子
。
た
ま
た
ま
夫
婦
の
厄
年
に

生
れ
た
の
で
、
古
代
の
習
慣
に
の
っ
と

っ
て
「
捨
て
子
」
に
さ
れ
た
。
と
い
っ

て
も
養
育
係
を
決
め
て
幼
少
時
の
み
他

人
に
育
て
て
も
ら
っ
た
。
葦
舟
で
流
し

た
ヒ
ル
コ
姫
を
拾
っ
て
育
て
た
の
は
船

の
神
様
の
住
吉
さ
ん
夫
婦
。
住
吉
さ
ん

は
和
歌
の
達
人
で
も
あ
っ
た
の
で
、
そ

こ
で
育
っ
た
ヒ
ル
コ
は
和
歌
の
名
人
に

な
り
、
ア
マ
テ
ル
神
の
正
妻
の
瀬
織
津

姫
と
い
っ
し
ょ
に
「
ウ
タ
」
で
問
題
を

解
決
し
た
と
あ
る
。
和
歌
山
の
稲
虫
を

祓
う
歌
を
現
地
で
ヒ
ル
コ
姫
が
つ
く

り
、
瀬
織
津
姫
と
女
官
た
ち
が
そ
れ
を

繰
り
返
し
歌
う
と
稲
虫
が
飛
び
去
り
海

に
落
ち
た
。「
ウ
タ
」
の
チ
カ
ラ
を
再

現
す
べ
く
メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
て
全
国
講

演
し
な
が
ら
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
歌

っ
て
い
る
。

「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
に
記
さ
れ
る
代
表

的
な
ウ
タ
は
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が

作
っ
た
「
ア
ワ
の
歌
」、
住
吉
大
神
が
作

っ
た
回
り
歌
「
長
き
夜
の
」、
ヒ
ル
コ
姫

が
作
っ
た
回
り
歌
「
歌
見
染
め
」、
稲
虫

を
祓
っ
た
「
種
は
種
」。
自
分
で
歌
っ
た

C
D
も
発
売
し
て
い
る
が
他
に
も
多
く

の
歌
手
が
歌
い
、
ひ
ろ
め
よ
う
と
し
て

く
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
う
し
た
弥
生
時
代
の
生

き
生
き
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
物
語

が
語
ら
れ
て
い
る
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」

の
中
に
、
さ
ら
に
古
い
時
代
の
し
か
も

中
近
東
の
シ
ュ
メ
ー
ル
や
北
ア
フ
リ
カ

の
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
言
葉
が
入
っ
て
い

る
。「
ホ
ツ
マ
」
の
研
究
者
の
方
々
が

首
を
か
し
げ
る
こ
と
ば
の
ひ
と
つ
に
、

稲
や
米
の
こ
と
を
ホ
ツ
マ
語
で
「
ソ

ロ
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
な
ぜ
ソ
ロ
な

の
か
?�

こ
れ
は
残
念
な
が
ら
国
学
の

み
で
は
読
み
解
け
な
い
。
米
の
発
祥
は

北
部
イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム
州
。
そ
こ
に

は
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
系
の
農
民
と
古
代

エ
ジ
プ
ト
系
の
農
民
が
い
た
。
古
代
シ

ュ
メ
ー
ル
人
た
ち
は
、
米
の
こ
と
を
穀

物
・
豊
穣
の
女
神
と
い
う
造
語
で
ウ
・

リ
シ
ュ
と
言
っ
た
。
一
方
、
イ
ン
ド
に

住
ん
で
い
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
は

同
じ
く
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
で
穀
物
・
豊

穣
の
女
神
と
い
う
造
語
で
シ
ャ
・
リ
シ

ュ
と
言
っ
た
。

そ
れ
が
ウ
ル
チ
米
や
銀
シ
ャ
リ
と

い
う
こ
と
ば
で
今
で
も
残
っ
て
い
る
の

で
、「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
に
出
て
く
る

稲
・
米
を
表
す
「
ソ
ロ
」
は「
シ
ャ
リ
」

が
訛
っ
た
も
の
と
い
え
る
の
だ
。
さ
ら

に
驚
く
べ
き
こ
と
に
東
京
国
立
博
物
館

に
展
示
し
て
あ
る
長
野
県
で
発
見
さ
れ

た
縄
文
末
期
の
土
器
の
ひ
と
つ
に
古
代

エ
ジ
プ
ト
語
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
語
、
シ
ュ

メ
ー
ル
語
が
並
べ
て
刻
ま
れ
て
い
る
!�

日
本
で
は
こ
れ
ま
で
、
考
古
学
者
と
比

較
言
語
学
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
い
な

い
の
で
、
せ
っ
か
く
の
大
発
見
も
単
な

る「
文
様
」で
片
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
大
き
な
歴
史
の
書
き
換

え
の
時
代
。
こ
う
し
た
古
代
の
真
実
に

ま
つ
わ
る
動
か
ぬ
証
拠
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
い
わ
ゆ

る
縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
の
本
当
の
姿

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
る
。
縄
文

末
期
に
、
長
野
県
で
シ
ュ
メ
ー
ル
人
と

バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
と
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
が

仲
良
く
共
同
生
活
を
送
り
、
と
も
に
神

に
祈
る
と
き
に
使
っ
た
祭
祀
用
の
土

器
。
そ
れ
が
静
か
に
東
京
国
立
博
物
館

に
安
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
!�

古
代
世

界
に
共
通
す
る
ル
ー
ル
が
い
く
つ
か
あ

っ
た
。
ま
ず
神
を
数
字
で
表
現
す
る
こ

と
。
そ
し
て
あ
る
種
の
動
物
を
神
と
み

な
す
動
物
ト
ー
テ
ム
文
化
。

こ
の
二
つ
を
理
解
す
る
と
、
古
代
は

面
白
い
よ
う
に
そ
の
真
の
姿
を
あ
ら
わ

し
て
く
る
。
当
時
は
国
も
パ
ス
ポ
ー
ト

も
な
い
。
そ
ん
な
中
に
世
界
中
に
確
実

に
存
在
し
た
の
は
、
牛
や
蛇
や
鳥
や
馬

や
犬
を
神
と
あ
が
め
た
部
族
た
ち
。
か

れ
ら
の
王
は
そ
れ
が
分
か
る
よ
う
な
格

好
を
し
て
い
た
。
で
は
ア
メ
リ
カ
ン
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
は
何
族
か
?�

そ
れ
は
酋
長

の
姿
を
思
い
浮
か
ば
れ
て
分
か
る
。
鳥

族
だ
!�

ま
た
、
そ
ん
な
動
物
ト
ー
テ

ム
、
動
物
信
仰
を
現
代
ま
で
残
し
て
い

る
場
所
が
日
本
に
は
8
0
0
0
か
所
も

あ
る
!�

そ
れ
は
神
社
。
鳥
居
は
鳥
が
居
る
と

書
く
。
手
を
洗
う
手
水
屋
に
は「
蛇
」口

が
あ
る
!�

そ
の
先
に
は
左
右
に
門
番
が

い
る
。
狛「
犬
」
だ
。
そ
し
て
拝
殿
の
と

こ
ろ
に
は
オ
ス
の
蛇
と
メ
ス
の
蛇
が
交

わ
っ
て
子
供
を
作
る
の
を
象
形
し
た
し

め
縄
が
あ
る
!�

日
本
中
の
聖
地
や
火

山
の
名
も
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
の
神
や
エ

ジ
プ
ト
の
神
を
表
す「
数
字
」地
名
が
多

い
!�

こ
れ
ら
の
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
の
成
り
立
ち
や

ル
ー
ツ
を
世
界
に
向
け
て
、
日
本
古
来

の
ウ
タ
と
と
も
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

い
ま
1
冊
目
の
本
が
出
版
さ
れ
、
そ
の

ス
タ
ー
ト
地
点
に
た
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。（
坂
井
洋
一
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆
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当
日
の
参
加
者
は
会
員
8
名
、
非
会

員
13
名
、
計
21
名
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
す
べ
て　

～
科
学
時
代
の
活
用
術
～

　
　
　

講
師　

和
田　

高
幸 

氏

　
　
（ 

日
本
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト

研
究
所
代
表
）

と
き　
　

平
成
28
年
6
月
18
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

和
田
高
幸
氏
は
：
1
9
7
4
年「
空

飛
ぶ
円
盤
」（
U
F
O
）
と
接
近
遭
遇
、

1
9
8
0
年
至
近
距
離
で
の
撮
影
に
成

功
し
て
意
識
の
物
理
的
影
響
を
確
信
し

た
。
1
9
9
3
年
在
米
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ザ
ー
、
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
氏
を
招
き「
古

代
の
直
観
科
学
と
近
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

の
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

1
9
9
5
年
淡
路
島
の
Y
学
園
、
1

9
9
7
年
京
都
府
六
人
部
町
の
K
食
品

工
場
に
て
ダ
ウ
ジ
ン
グ
に
よ
る
井
戸
掘

削
を
サ
ポ
ー
ト
、
成
功
に
導
い
た
。
著

書
に「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
の
秘

密
」「
未
知
の
彼
方
へ
」「
直
観
と
環
境
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」（
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
、
井

村
宏
次
、
亀
井
晃
治
と
共
著
）
ほ
か
。

論
文
に「
生
命
観
の
確
立
に
果
た
す
音

の
作
用
と
意
識
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」な

ど
。
元
産
経
新
聞
記
者
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
副
会
長
。

古
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
水
脈
探
知

術「
ダ
ウ
ジ
ン
グ
」
の
応
用
範
囲
は
広

く
、
都
市（
ま
ち
）
づ
く
り（「
風
水
」）

か
ら
埋
蔵
資
源
の
発
掘
、
災
害
時
の

生
存
者
や
破
損
水
道
管
の
発
見
な
ど

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
隔
透
視

（
R
V
）
や
ラ
ジ
オ
ニ
ク
ス
も
ダ
ウ
ジ
ン

グ
か
ら
の
派
生
技
術
で
す
。
近
年
で
は

電
磁
波
や
放
射
線
、
気
象
衛
星
な
ど
に

よ
る
可
視
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、「
感

覚
」
を
拠
り
所
と
し
た「
ダ
ウ
ジ
ン
グ
」

は
最
も
簡
便
で
安
上
が
り
、
し
か
も
人

に
よ
っ
て
は
機
械
よ
り
正
確
と
い
う
点

で「
科
学
技
術
」に
勝
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
左
右
脳
の
使
い
分
け
に
よ

っ
て
知
覚
脳
力
を
ア
ッ
プ
す
る
ダ
ウ
ジ

ン
グ
の
活
用
術
に
つ
い
て
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

古
代
か
ら
の
伝
統
技
術
ダ
ウ
ジ
ン
グ

は
、
柳
の
枝
を
使
う
な
ど
し
て
水
や
鉱

脈
を
探
す
技
術
を
指
し
、
ラ
ブ
ド
マ
ン

シ
ー（
棒
占
い
）と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
か
ら
井
戸
掘
り
や
埋
蔵
物
を
探
す

技
術
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
空
海
が

用
い
た
錫
杖
も
こ
れ
に
あ
た
る
で
し
ょ

う
。
ダ
ウ
ジ
ン
グ
を
す
る
人
を
ダ
ウ
ザ

ー
と
い
い
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
電
話

帳
に
は「
ダ
ウ
ザ
ー
」
の
項
目
も
あ
り
、

職
業
的
に
行
う
プ
ロ
・
ダ
ウ
ザ
ー
も
少

な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
ま
す
。
近
年
で

は
ヴ
ァ
ー
ン
・
カ
メ
ロ
ン
や
ビ
ル
・
コ
ッ

ク
ス
が
プ
ロ
・
ダ
ウ
ザ
ー
の
双
璧
で
し

ょ
う
。
カ
メ
ロ
ン
は
、
ま
だ
レ
ー
ダ
ー

の
な
い
戦
時
中
、
潜
水
艦
の
位
置
を
探

る
任
務
に
従
事
し
ま
し
た
。
彼
の
発
明

し
た「
オ
ー
ラ
メ
ー
タ
ー
」（
米
国
特
許
）

は
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
に
引
き
継
が
れ
現

在
も
入
手
可
能
で
す
。

ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
は
欧
米
、
ア
ジ
ア

な
ど
十
数
か
国
の
政
府
や
企
業
の
依
頼

に
よ
り
数
百
の
水
源
を
探
知
、
掘
削
に

貢
献
し
ま
し
た
。
水
源
探
知
で
は
95
%

の
的
中
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
淡
路
島
の
Y
学
園（
1
9
9
5
）、
京

都
府
六
十
部
町（
現
福
知
山
市
）
の
K

食
品
工
場（
1
9
9
7
）に
お
け
る
井
戸

掘
削
、
有
馬
温
泉
域
で
の
水
源
探
知
な

ど
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

ダ
ウ
ジ
ン
グ
を
す
る
た
め
の
道
具
は

特
に
問
い
ま
せ
ん
が
、
地
中
や
遠
隔
地

か
ら
未
知
の
情
報
を
得
る
に
は
、
ま
ず

何
を
探
す
の
か
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確

に
イ
メ
ー
ジ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
能
力
は
、
楽
器
演
奏
と

同
じ
よ
う
に
、
個
人
差
が
あ
る
も
の
の
、

そ
の
人
の
素
質
、
努
力
、
練
習
、
経
験

な
ど
に
よ
り
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
オ
ー
ラ
メ
ー
タ

ー
が
中
心
で
す
が
、
ワ
ン
ド（
木
の
枝
）

や
L
字
ロ
ッ
ド
を
使
用
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
実
地
で
の
作
業
を
軽
減
す

る「
マ
ッ
プ
・
ダ
ウ
ジ
ン
グ
」
で
は
、
ペ

ン
ジ
ュ
ラ
ム（
振
り
子
）が
多
用
さ
れ
ま

す
。ダ

ウ
ジ
ン
グ
の
周
縁（
応
用
）
技
術

と
し
て
は
、
ラ
ジ
オ
ニ
ク
ス
、
ラ
ジ
エ

ス
テ
ス
ア（
遠
隔
医
療
）、
ホ
メ
オ
パ
シ

ー（
同
種
療
法
）、
オ
ー
リ
ン
グ
テ
ス
ト

●❾ ●
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な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。「
風
水
」
も
同

様
で
す
。
有
害
な
電
磁
波
や
ガ
ス
、
放

射
能
、
さ
ら
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
パ
ワ
ー

や
人
体
オ
ー
ラ（
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
）の
検

知
、
水
や
食
品
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

に
も
ダ
ウ
ジ
ン
グ
は
役
立
ち
ま
す
。
震

災
時
に
は
生
存
者
の
発
見
に
も
大
き
な

手
助
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ダ
ウ
ジ
ン
グ
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、

「
結
果
」
を
得
や
す
く
す
る
た
め
の
方

法
（
質
問
形
式
）
が
た
い
せ
つ
で
す
。

脳
が
答
え
や
す
い
質
問
を
し
な
が
ら
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
む
わ
け
で
す
が
、

Y
E
S
と
N
O
が
は
っ
き
り
と
区
別
で

き
る
質
問
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
き
ど
き
、
脳
が
出
す
答
が
外
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
に
は

「
質
問
」
の
内
容
や
手
順
を
振
り
返
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
答
が
わ
か
ら

な
い
と
き
に
は
、
振
り
子
や
オ
ー
ラ
メ

ー
タ
ー
の
動
き
が
そ
れ
を
示
し
て
く
れ

ま
す
。

自
分
の
脳
を
、
と
く
に
右
脳
と
左
脳

の
機
能
を
分
離
的
に
、
ま
た
五
感
の
感

覚
を
い
か
に
使
う
か
と
い
う
こ
と
が
、

ダ
ウ
ジ
ン
グ
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
の

決
め
手
と
な
り
ま
す
。

情
報
を
も
た
ら
す
の
は
右
脳
（
無
意

識
）
で
、
こ
れ
を
解
釈
す
る
の
が
左
脳

（
意
識
）
で
す
。
そ
れ
ら
を
統
合
す
る

前
頭
葉
は
、
直
観
の
場
所
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
カ
ン
」
と
か
「
第
六
感
」
と
か
い
わ

れ
る
脳
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
は
日
常

的
に
経
験
す
る
も
の
の
、
た
と
え
ば
右

脳
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
も
意
識
に
上

ら
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
ダ
ウ

ジ
ン
グ
は
、
右
脳
に
隠
れ
て
い
る
有
用

な
情
報
を
引
き
出
す
手
段
の
一
つ
で
、

予
測
・
判
断
力
を
磨
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
も
な
り
ま
す
。

　

ダ
ウ
ジ
ン
グ
と
は
、
人
間（
生
物
）の

も
つ
潜
在
的
知
覚
能
力
の
活
用（ESP�

=Extended�Sensory�Perception

）

で
あ
っ
て
超
能
力「E

xtra�Sensory�
Perception

」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

れ
も
が
も
っ
て
い
る
能
力
で
、
鍛
え
れ

ば
だ
れ
で
も
ダ
ウ
ジ
ン
グ
が
で
き
る
の

で
す
。
で
は
、
未
知
の
（
顕
在
化
さ
れ

て
い
な
い
）
情
報
を
受
容
、
収
集
す
る

の
は
、
ど
の
よ
う
な
原
理
に
よ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

→
脳
は
類
似
の
音
や
パ
タ
ー
ン
、
事

例
に
反
応（
共
振
、
共
鳴
）し
や
す
い

　

→
意
識
に
の
ぼ
ら
な
い
（
目
に
見
え

な
い
）
未
知
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
で
も

脳
が
感
知
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

　

→
必
要
と
す
る
情
報
を
地
球
上
の
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
源
か
ら
右
脳
が
探
し
て

い
ると

い
っ
た
仮
説
が
な
り
た
ち
ま
す
が
、

ダ
ウ
ジ
ン
グ
に
よ
り
、
脳
や
知
覚
器
官

が
感
知
し
た
パ
タ
ー
ン（
情
報
）が
同
種

の
パ
タ
ー
ン（
波
動
）
に
共
振
、
共
鳴
、

さ
ら
に
木
の
枝
や
振
り
子
な
ど
に
伝
達

さ
れ
て
意
識
に
到
達
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
形
態
形
成
場
理
論
」（
ル

パ
ー
ト
・
シ
ェ
ル
ド
レ
イ
ク
）＊

が
こ
の

説
を
補
強
す
る
で
し
ょ
う
。

＊
「
シ
ス
テ
ム
と
シ
ス
テ
ム
の
間
に
ど

ん
な
空
間
的
・
時
間
的
隔
た
り
が
あ
ろ

う
と
も
、
そ
こ
に
起
き
る
形
の
共
鳴

の
強
さ
は
必
ず
し
も
減
じ
ら
れ
な
い
」

「
過
去
に
存
在
し
た
同
じ
よ
う
な
形
態

の
存
在
の
影
響
を
受
け
て
、
過
去
と
同

じ
よ
う
な
形
態
を
継
承
す
る
」

探
し
て
い
た
情
報
が
、
た
ま
た
ま
本

棚
か
ら
落
ち
て
き
た
本
に
記
載
さ
れ
て

い
た
り
、
思
わ
ず
口
か
ら
で
た
言
葉
が

現
実
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
意
味
の
あ
る
偶
然
の
一
致
と
い

わ
れ
る
「
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
」（
ユ
ン

グ
）
で
す
が
、
す
で
に
右
脳
が
探
知
し

た
情
報
が
、“
偶
然
を
装
っ
て
”
私
た

ち
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
と
い
う
見

方
も
で
き
る
の
で
す
。

さ
て
、
知
覚
能
力
を
向
上
さ
せ
る
に

は
、
左
右
脳
の
機
能
を
分
離
的
に
使
う

の
が
有
効
で
す
。

か
ん
た
ん
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、

利
き
目
や
利
き
手
を
ス
イ
ッ
チ
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
右
目
を
マ
ス
キ

ン
グ
し
て
仕
事
を
す
る
と
か
、
靴
を
履

く
と
き
に
は
い
つ
も
と
反
対
の
足
か
ら

に
す
る
な
ど
、
無
意
識
に
行
っ
て
い
る

日
常
の
生
活
習
慣
を
か
え
て
み
る
の
で

す
。
つ
ま
り
、
固
定
観
念
を
打
破
す
る

こ
と
が
、
感
知
能
力
を
高
め
、
情
報
処

理
能
力
を
加
速
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
未
知
の
資
源
や
存

在
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
容
易
に

な
る
の
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会

員
20
名
、
計
32
名
で
あ
っ
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長

�

和
田�

高
幸
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � FAX�047-330-4091

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、
聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間
は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の
スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取
れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分1,500円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」
で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・パ
ソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文はメールまたはFAXで、下記のメールアドレス（またはFAX番号）に、「201○年
○月○○○○氏講演録音購入希望」と記して、郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて、
御注文願います。2週間以内に発送致します。

お支払いは、到着後同封の郵便振替用紙で8日以内にお振り込みいただければ、結構です。
　　　E-mail�office21@psij.mail-box.ne.jp　　FAX�047-330-4091

2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松	瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出	治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「	未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10	 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12	 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9	 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
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本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
○
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail�office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�

百
合
子�

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
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よりにマンダラ状模様を持つオーブが3個、右
側に白色3重白色発光体を持つオーブ1個が
写り、混在している。3重発光球体を拡大して
みると、うっすらとマンダラ状模様がみえる。
写真2（No.1093）には、左よりに目（又は穴）の
あるオーブが2個、撮影されている。白色発光
体状であるが、極うすく、マンダラ状模様もあ
る。その他の小球もすべてマンダラ状模様を
持っている。

写真3、4は福島市の実験室前で測定されて
いる。写真3（No.1101）の中央上の大球オーブ
は、白色発光体状であるが、うすいマンダラ
状の模様を持っている。特徴として、円内には
非対称干渉縞模様と凹凸がある事（表情があ
る）、ならびHaloが小さい事であろう。他の中
小球オーブには、同様なマンダラ状模様があ
る。写真4（No.1103）は実験室前の道路で撮影
された。大小様々の多数のオーブが写っており、
何れにもマンダラ状模様がある。上述の大気
電気学によると、（1）降り始めの雨（水蒸気）は、
大気陽イオン性である可能性が高い。さらに

（2）水蒸気（雨粒）に上乗せしてPSI-spin群が
存在している、と判断できる。（3）いずれも同一
気象条件で撮影されている。小円径オーブをみ
ると、雨としての反射光が加算される為か、全
体としては、白色発光体で白色がより強く、明
白なオーブが写されている。（4）フラッシュ撮影
をしているので、原因として、水滴に対する反
射光､ 屈折光､ 原子内電子の移動に基づく緩
和光。加えてオーブ自身のそれらがあり、結果
として写真1～6が得られた、と考えられる。な
お詳細は別報に報告する予定であるが、写真1

の3重発光体も､ それぞれの円の直径がそれぞ
れ異なっている。従って、以上の6枚の写真は、
全部が真オーブ（たまゆら）である可能性が高
い、と判断している。

次に､ 雨滴が写されており、偽オーブで
あるらしい一例を示す。写真5（No. 0138）と
写真6（No.0143）をみる。2013年1月13日（日）､
早朝、5：40～5：50､ 小雨の降り終りころ。

写真5は上述と同一の福島市遠瀬戸の実験
室前、ニコンカメラE-2200使用。両写真には、
雨滴とオーブが混在している様子であり、沢山
の白小球状が写されている。図の右側上部に
は、やや中球径の尾を引く白球状オーブがあり、
左側ならびにほぼ中央に数個の同一形状の小
径状オーブが写されている。これらのオーブに
はマンダラ状模様は殆ど見あたらず、約25分
方向（時計の針で指示）に尾を引いている。こ
れらは前幕シンクロ・シャッター像が写された
と判断すべきであろう。その他、微小雨滴と思
われる白色発光小オーブが写されている。これ
らは上記の大気電気学が言うように、陰イオン
性降雨の為に､ 偽オーブとして、水滴が写さ
れたのであろう、と判断している。前幕シンク
ロ・シャッター像と言うのは、シャッター半押
しの時の近赤外線照射によって最初にオーブ
が写り、次の全押し（フラッシュ光照射）によっ
て次のオーブが写る。つまり2重像になり、次
にシャッターが降りるので尾を引いた。見掛け
上は雨滴が上に降る様に写る事を言う。つまり
写真5、6は雨滴の白色発光体の偽オーブであ
ろう、と考えている。

（紙数の関係から、写真は省略させて貰います）
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2．オーブ（Orb）の形成と成長
詳細は前報（サイ科学、2013年、Nol.35、No.1、

pp.2−9）にあるので略述する。
（1）意識と無意識は脳活動に関係しており、脳
は物質である。また物質は素粒子から構成され
ているので、意識と無意識は素粒子に関係が深
い事になる。さらに、

（2）物と心（精神、意識、無意識）の深いところ
（素粒子状）では、物と心とは区別する事ができ
ない。他方、意識のより深いところ（無意識層）
からイメージが生まれ、これが、サイ活動の基
盤としての「サイ性ASC」になる。

（3）巴型状に結合された大気陰・陽イオンボー
ル（図1参照）が、相互に押し合う力が平衡して、
対峙する時（活性化させる）に零場ができ、こ
れを絞り込むと零点（零場の中の）になる。

（4）零点（零場）は変換点（巨視現象と微子現象、
意識と物質の）であり、不安定な状態でもある。
つまり、陰イオン群と陽イオン群が接しながら
スピン（回転）して「巴状の大気イオン・ボール
となり」、これを絞り込むと、陰と陽の和が零に
なる零点ができ、不安定になり、オーブ（たま
ゆら）の核が出来易くなる。

（5）オーブ（たまゆら）の核はエネルギー定条件
で生起する。

（6）（オーブ）=（大気陰イオン）+（大気陽イオン）
+（エアゾール）

（7）（たまゆら）=（オーブ）+（サイ性ASC）。
（8）（サイ性ASC）=｛PSI-spin群（八卦性分岐
のカオス）｝+ASC。

つまり、（オーブ）に意識面を加算させたもの
を「たまゆら」という。なお、ASCは変性意識
状態を意味する。ここに、八卦性分岐とは、漢
方の周易図（太極図、八卦図）において、太極

（混沌未分の状態）から2方向に分岐して両儀の
状態（1→2に分裂）、次ぎに4つの方向になる

｛2→4に分裂、4象（八卦）生成｝を意味してい
る。この時、分岐の際の方向決定時にSG（偉大
な存在）の働きがあると推定（仮定）している。

（9）（PSI-spin群、1）=（電子）+（陽電子）　　
　+（微細身素粒子）。ならびに、
　�（PSI-spin群、2）=（陰イオン）+（陽イオン）
　+（微細身素粒子）。

（10）皮膚（チャクラ、経穴）から微細身素粒子
（オーラ、プラナ）が放出される。
（11）微細身素粒子とはオーラ（バイオ・ホトン、
エーテル類似）を意味する。

（12）陽電子は宇宙線ならびに地表付近の放射
線（γ線）を介して生じる。

（13）電子は、空気中でも割合に安定に存在して
いる。

（14）オーブの上に核が生成し、これが分岐し
た後にカオスが形成される。なお、カオス形成
のメカニズムは､ 通常の現象の場合と同一であ
る。また、形成されたカオスはフラクタル構造
を持っている。したがって、

（15）様々なフラクタル構造を有するオーブ（た
まゆら）は、細胞分裂の場合と同様に「倍周期
分裂の法則（カオス解析）」に従う。これからオー
ブの形成・成長の過程を推測する事ができる。

3．実験的な検証の必要性
次の段階として、上述のオーブ（たまゆら）形

成機構（仮説）を実証すべきであるが、現状で
は、実験設備と経費面から無理がある。そこで、
仮に、デジ・カメで撮影されたオーブ（たまゆ
ら）像を、上述の仮説・機構で説明する事を試
みる。これが、矛盾無く、都合良く説明できれ
ば、実験が不可能の場合でも、安心することが
できる。

最初に、オーブ（たまゆら）の実験（撮影）結
果をのべる。次に本稿の仮説に基づいて説明す
ることを試みる。

4．オーブ（たまゆら）の実験
はじめに、雨の降り始めにデジタル・カメラ

で撮影されたオーブ像が、水滴であるか、ま
たは真オーブであるかの検討をする。写真1～
4に一例を示す（紙数の制限から省略）。4例と
も、2012年7月6日（金）、夕方の6：30～6：50
以内に、福島市の瀧洞神社（写真1、2）と福
島市の実験室前（写真3、4）で、同一条件（晴
れ、小雨の降り始め前、撮影者、カメラ、場所
など）で撮影された。ニコンカメラE-2200、前
幕シンクロフラッシュ、オートである。写真1

（No.1091､ 既報告、別報参照）を見る。中央左



1．大気イオン・ボールの形成
撮影されたオーブを見ると、（1）動きが速く、

しかも発光性の強いもの。（2）動きが遅く、発光
性の弱いもの。の2種類に大別する事が出来る。
本報では、後者の場合（2）を取り扱う事にする。

1−1）晴天（静穏域）の場合
地球表面上の空気には水蒸気（H2O）が含ま

れている。水蒸気が無いと、オーブは極めて出
現し難くなる。宇宙線や空間電界の作用によっ
て水蒸気は電離されて大気陰イオン、大気陽
イオンと電子になっている。この大気陰・陽イ
オン（プラズマ）の中に微粒子（埃、塵）を入れ
ると、帯電して陽イオンになり、その外側に電
子が付着して大きな大気陰イオン状ボールが形
成される。しかし、電子は動きやすいので、し
だいに電子を失って大気陽イオン・ボールにな
る。微粒子が多い場合には電子、陽に帯電し
たイオン微粒子ならびに陰に帯電したイオン微
粒子ができる。大気中のエアロゾル（微粒子）
の大部分は空間電界（約30万ボルト）の作用に
よって半分以上は帯電している､ という。これ
らはスピンしているので、周辺のスピン群と相
互に作用した結果として｛大気陰イオン・ボー
ル（陰）と大気陽イオン・ボール（陽）が結合さ
れて｝図1に示した「ともえ、巴」状になり、大
気陰・陽イオン・ボールが形成される、と考え
られる。

1−2）雨天（雷域）の場合
厚い雷雲「積雷雲」の上側は陽（+）に帯電し、

下側は陰（−）に帯電しているので、厚い雲の底
側の下方にある地表面は次第に陽（+）に帯電す
る事になる。また雲が集められて雨滴になるの
で、雨が降り始めると、空気成分の電離はさら
に進む。測定によると、雨の降り始めは陽イオ
ン性の雨、降り止め時の雨は陰イオン性の雨の
場合が多いと言う（伊藤朋之）。
�　　H2O�→�H（+）+OH（−）�------------（1）

雨が降り始めた時の微小水滴の内側は陽イオ
ンH（+、陽）になるので、外側は電子（−、陰）
がとりまいた二重構造になる。雨滴は、空間
電界の影響を受けて、陽（+）に帯電するもの
と陰（−）に帯電するものがあるが、平均的には
陽（+）の電荷の場合が多い、という。また霧や
弱い雨の場合には、電場の方向は、陰陽の何れ
の場合もあるが、強さは静穏時の約10倍にも及
ぶ場合がある､ という｛伊藤朋之、in［地球･自
然環境の本（日外アソシエーツ）、紀伊国屋書
店］}。雨天の場合も、上記の晴天の場合と同様
の理由により、大気陰陽イオン・ボールが形成
される。

なお、雨滴と近赤外線の関係をみると、水の
赤外線吸収率は割合に大きい。またオーブは近
赤外線領域の波長内で観測されている。従っ
て、オーブ（たまゆら）を形成させる為には、
式（1）の大気陽イオンH（+）の近赤外線領域

（780nm～1.5μm）に相当するエネルギー部分
をより強調する事が望まれる。
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ン
チ
の
歯
の
非

常
に
狭
い
硬
い
部
分
に
力
が
集
中
す
る

ゆ
え
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
集
中
が
力
の
実
態
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
“
気
づ
き
”
を

い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
展
開
す
る
と
、
新

し
い
世
界
が
開
け
ま
す
。

神
は
細
部
に
宿
る
と
い
い
ま
す
。我
々

の
周
り
に
は
、
目
を
凝
ら
せ
ば
、
不
思

議
な
こ
と
に
満
ち
て
い
ま
す
。
日
々
に

新
た
に
生
き
生
き
と
あ
り
た
い
も
の
で

す
。皆

さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※�
一
月
と
三
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と

な
り
ま
す
。

一
月
と
三
月
は
分
科
会
・
気
づ
き
、

三
月
は
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
、
二
月
、

　

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
新
年
会
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
三
月
研
究
集
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
3
、
4
回
分
科
会 

気
づ
き
の
予
告

◎
第
30
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
平
成
27
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

◎
平
成
27
年
5
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
第
四
一
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
音
の
販
売

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
天
か
ら
来
る
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）

　

と
生
体
と
の
コ
ン
タ
ク
ト

二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い

て
、
波
動
的
、
物
質
的
視
点
か

ら
考
え
る

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

佳
胤�

氏
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平
博
人
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私
た
ち
は
、
い
ま
こ
こ
に
「
在
る
」

存
在
の
主
体
で
あ
る
こ
と
は
気
づ
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
私
た
ち
が「
何
者
で
あ
る

の
か
」「
存
在
の
本
質
は
何
か
」
と
い
っ

た
点
は
、
意
外
と
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
問
い
は
、
私
た
ち
人
類
が
誕

生
以
来
、
求
め
て
き
た
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
し
、
今
回
、
そ
の
答
え
を
出
す

と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

分
な
り
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
日
々

の
生
活
を
有
意
義
に
幸
多
い
も
の
に
す

る
こ
と
に
役
立
つ
ト
ピ
ッ
ク
と
も
思
い

ま
す
。

当
日
は
い
く
つ
か
の
視
点
を
共
有
し

な
が
ら
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
く
考
え
、

感
じ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

※
日
本
に
不
食
の
方
が
い
る
と
い
う
お

話
は
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
2

�
0
�1�

6
年
5
月
に
幻
冬
舎
か
ら
出
版
さ
れ
た
、

「
不
食
と
い
う
生
き
方
」で
秋
山
佳
胤
氏

は
大
い
に
注
目
を
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
御
講
演
で
は
不
食
と
い
う
生
き

方
に
至
っ
た
心
と
身
体
の
経
緯
、
そ
し

て
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
確
固
と
し
た
世

界
観
が
語
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
、
ご
友
人
・
知
人
を
お

誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
秋
山
佳
胤
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
9
2
年
東
京
工
業
大
学
理
学
部
情

報
科
学
科
卒
業
。
1
9
9
8
年
弁
護
士

登
録（
東
京
弁
護
士
会
）、
2
0
0
8
年

ロ
ー
タ
ス
法
律
特
許
事
務
所
設
立
。
知

的
財
産
権
を
専
門
と
す
る
。
2
0
1
2

年
医
学
博
士
号（
代
替
医
療
）取
得
。

日
本
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
医
学
協
会
（
J
�P�

H
M
A
）・
英
国
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
医
学

協
会
（
H
M
A
）
認
定
ホ
メ
オ
パ
ス
。

2
0
1
1
、
2
0
1
2
年
熱
帯
雨
林
保

護
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
ア
マ
ゾ
ン
を
訪
問
、

地
球
サ
ミ
ッ
ト
参
加
、
熱
帯
雨
林
保
護

を
目
的
と
す
る
N
G
O
グ
リ
ー
ン
ハ
ー

ト
理
事
。
2
0
1
2
、
2
0
1
3
年
、
平

和
使
節
団
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス

ラ
エ
ル
訪
問
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
焙
煎
歴

約
30
年「
ロ
ー
タ
ス
コ
ー
ヒ
ー
」
と
し
て

提
供
。（
社
）シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
協
会

理
事
、
ラ
イ
ア
ー
奏
者
。

著
書
に『
誰
と
も
争
わ
な
い
生
き
方
』

「
不
食
と
い
う
生
き
方
」（
幻
冬
舎
）、

「
秋
山
佳
胤
の
い
い
か
げ
ん
人
生
術
」

（
エ
ム
エ
ム
・
ブ
ッ
ク
ス
）な
ど
が
あ
る
。

日
時　

平
成
29
年
2
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
2
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

宗
教
と
生
命
と
科
学
の
融
合

　
　
　
　

講
師　

い
よ
の
い
し�

氏

日
時　

平
成
29
年
1
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

憑
依
診
療
の
進
歩
、
死
霊
、
生
霊
、

妖
怪
、
宇
宙
霊

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉�

氏

日
時　

平
成
29
年
2
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
二
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ア
マ
ゾ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
オ
か
ら

の
伝
言

　
　
　
　
　

講
師　

南　

研
子�

氏
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日
時　

平
成
29
年
3
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
二
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

新
年
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
29
年
1
月
29
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
12
時
～
3
時

会
場　

割
烹　

大
判

�

（
0
9
5
・
8
2
1
・
2
6
2
6
）

交
通　

長
崎
市
役
所
、
徒
歩
1
分

会
費　

四
〇
〇
〇
円

予
約
等
お
問
合
せ

�

0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
29
年
3
月
25
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3 

交
通　

 

地
下
鉄
名
港
線
「
港
区
役
所
」

駅
下
車　

徒
歩
15
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
6
5
1
・
3
7
9
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
3
回　

分
科
会�

気
づ
き

日
時　

平
成
29
年
1
月
15
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
4
A
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
・
11
・
1
）

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　
　

五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円

講
演　
「
創
造
に
つ
い
て
」

講
師　

浪
平
博
人
氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

第
4
回　

分
科
会�

気
づ
き

日
時　

平
成
29
年
3
月
5
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
8
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
・
11
・
1
）

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　
　

五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円

講
演　
「
原
理
的
視
点
に
つ
い
て
」

講
師　

浪
平
博
人
氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
30
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第�

9
回　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ　

重
力
と
健
康

日
時　

平
成
29
年
3
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

�

（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会
費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般 

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

世
話
人　

阿
久
津　

淳

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い

水
の
科
学
」

　
　
　
　

講
師　

根
本　

泰
行�

氏

ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
デ
ジ
タ
ル
生
物

学◎
水
は
直
接
物
質
に
触
れ
な
く
て
も
、

物
質
の
波
動
情
報
を
含
ん
だ
電
磁
波
を

“
受
信
”
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
物

質
の
情
報
を
記
憶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



◎
水
は
記
憶
し
た
情
報
を
“
送
信
”
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
界
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。

◎
送
信
、
受
信
す
る
情
報
は
、
パ
ソ
コ

ン
上
の
音
声
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
、
記
録

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
デ
ジ
タ
ル
情

報
で
あ
り
、
振
動
数
は
2
万
ヘ
ル
ツ
以

下
と
な
る
。

◎
物
質
と
物
質
と
の
間
に
は
直
接
の
接

触
が
な
く
て
も
、
水
が
仲
介
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
物
質
が
持
っ
て
い
る
波
動

が
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
い
、
物
質

は
遠
隔
的
に
相
互
作
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
現
代
科
学
一
般
に
お
い

て
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
の
あ
る
作
業
仮
説
で
あ
る
。

　

ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
実
験
に
よ
り
、

以
下
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

◎
水
は
物
質
の
情
報
を
記
憶
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

◎
水
は
物
質
の
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

◎
物
質
の
情
報
は
、
低
周
波
電
磁
場
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ァ
イ
ル
に
記
録

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
波
動
水
を
用

い
た
波
動
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
本
物
で

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

リ
ュ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
研
究

　

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
は
、
実
は
ベ
ン
ベ

ニ
ス
ト
博
士
の
研
究
を
継
い
で
お
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
も
記

録
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多

分
お
二
人
は
会
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
が
工
夫
し
て

作
っ
た
、
電
磁
波
を
伝
達
す
る
実
験
系

等
を
全
部
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ

ル
ス
（
H
I
V
ウ
イ
ル
ス
）
を
発
見
し

た
こ
と
で
、
2
0
0
8
年
に
ノ
ー
ベ
ル

医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
、

あ
る
意
味
で
は
本
物
中
の
本
物
の
科
学

者
で
す
。

　

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
実
験
を
説
明
致

し
ま
す
。
既
知
の
D
N
A
断
片（
長
さ

1
0
4
文
字
）
の
入
っ
た
水
溶
液
を
10

の
6
乗
倍
に
希
釈
し
ま
す
。
そ
の
希
釈

し
た
水
溶
液（
D
N
A
無
し
）
は
、
ベ

ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
技
法
を
踏
襲
し
た

方
法
に
よ
り
、
特
殊
な
電
磁
波
信
号

（
E
M
S
：
周
波
数
5
0
0
～
3
0
0
0

ヘ
ル
ツ
）
を
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

水
か
ら
放
射
さ
れ
て
い
る
電
磁
波
情
報

を
、
コ
イ
ル
を
使
っ
て
捕
捉
し
て
増
幅

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
、
デ
ジ

タ
ル
・
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
記
録
し
ま
す
。

「
サ
イ
エ
ン
ス
」
3
3
0
巻
2
0
1
0

年
12
月
24
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
モ
ン
タ

ニ
エ
博
士
の
言
葉

「
私
は
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
に
関
し
て
、
す

べ
て
正
し
い
、
と
言
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
私
が
今
言
え
る
こ
と
は
、
高
度

希
釈
の
現
象
は
正
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
何
か
を
高
度
希
釈
し
た
場
合
、
そ

こ
に
何
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
高
度
希
釈
水
溶
液
に
は
、

元
々
の
分
子
の
構
造
を
ま
ね
る
水
の
構

造
体
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
た

ち
は
D
N
A
を
用
い
て
、
こ
の
こ
と
を

発
見
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
で

使
わ
れ
て
い
る
極
め
て
高
度
な
希
釈
倍

率
の
元
で
は
、
こ
の
現
象
を
見
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
10
の
18
乗

倍
よ
り
も
さ
ら
に
高
度
に
希
釈
を
進
め

る
と
、（
D
N
A
に
由
来
す
る
）
信
号
は

失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
希
釈
水

溶
液
中
に
は
、
D
N
A
は
1
分
子
も
残

っ
て
い
な
い
と
計
算
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
10
の
18
乗
倍
に
希
釈

し
た
時
に
も
、
1
分
子
も
D
N
A
は
残

っ
て
い
な
い
と
計
算
さ
れ
る
の
で
す
が
、

こ
の
場
合
に
は
ま
だ（
D
N
A
に
由
来

す
る
）
信
号
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。」

　

特
殊
な
電
磁
波
（
E
M
S
）
を
発
す

る
よ
う
に
な
っ
た
D
N
A
溶
液
の
隣
に
、

純
水
が
入
っ
た
試
験
管
を
置
い
て
お
く

と
、
18
時
間
後
に
は
、
そ
の
純
水
が
同

じ
電
磁
波
信
号
（
E
M
S
）
を
発
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
現
象
が

起
こ
る
た
め
に
は
、
地
球
の
共
振
周
波

数
で
あ
る
シ
ュ
ー
マ
ン
周
波
数
の
存
在

が
必
須
で
あ
る
と
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
は

言
っ
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
申
し
ま

す
と
、
こ
の
実
験
系
全
体
を
、
18
時
間

ミ
ュ
ー
メ
タ
ル
と
い
う
電
磁
波
を
遮
断

す
る
よ
う
な
金
属
の
容
器
で
覆
い
ま
す

と
、
こ
の
電
磁
波
は
出
ま
せ
ん
。
今
度

は
ミ
ュ
ー
メ
タ
ル
で
外
部
の
電
磁
波
を

す
べ
て
遮
断
し
た
状
態
で
、
内
部
に
シ

ュ
ー
マ
ン
周
波
数
を
発
生
す
る
人
工
的

な
装
置
を
入
れ
て
お
く
と
、
こ
の
現
象

が
起
こ
る
の
で
す
。

　

P
C
R（
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
）

と
い
う
の
は
、
P
C
R
反
応
液
に
少
な

く
と
も
1
分
子
の
D
N
A
が
存
在
す
る

と
、
そ
の
D
N
A
は
何
億
倍
に
も
増
幅

さ
れ
る
現
象
で
す
。
P
C
R
溶
液
に
1

分
子
も
D
N
A
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、

も
ち
ろ
ん
D
N
A
は
ま
っ
た
く
増
幅
さ

れ
な
い
。

　

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
D
N
A
溶
液
の

隣
に
置
い
て
、
同
じ
電
磁
波
信
号
（
E�

M
S
）
を
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
純
水

に
P
C
R
反
応
液
を
入
れ
る
と
、
な
ん

● ❹●



と
元
々
の
D
N
A
と
同
じ
長
さ
（
1
�0�

4
文
字
）
の
D
N
A
が
で
き
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
そ
の
文
字
配
列
を
調
べ
る

と
、
1
0
4
文
字
中
1
0
2
文
字
が
同

一
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。

こ
の
違
い
は
大
き
い
か
と
い
う
と
、
生

体
内
で
起
こ
る
D
N
A
の
複
製
で
も
、

同
じ
よ
う
な
確
率
で
ミ
ス
は
起
こ
り
ま

す
。
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
は
こ
の
実
験
を

22
回
繰
り
返
し
て
、
同
じ
結
果
が
得
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
研
究
は
、「
D
�N�

A
テ
レ
ポ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
ま

す
が
、
そ
の
理
由
は
右
の
実
験
だ
け
で

な
く
、
次
の
実
験
に
よ
り
ま
す
。

　

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
は
ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト

博
士
が
行
っ
た
実
験
を
D
N
A
に
つ
い

て
、
行
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
に
い

る
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
が
D
N
A
水
溶
液

か
ら
発
す
る
電
磁
波
を
増
幅
し
た
後
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
記

録
し
ま
す
。
そ
の
フ
ェ
イ
ル
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
イ
タ
リ
ア
に
い

る
共
同
研
究
者
に
送
信
し
ま
す
。
イ
タ

リ
ア
で
は
そ
の
フ
ァ
イ
ル
を
音
楽
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
再
生
し
ま
す
。
末
端
が
ス

ピ
ー
カ
ー
で
は
な
く
コ
イ
ル
に
よ
り
D�

N
A
情
報
を
電
磁
波
信
号（
E
M
S
）

と
し
て
純
水
に
再
生
し
ま
す
。
そ
こ
に

P
C
R
反
応
液
を
加
え
る
と
、
P
C
R

（
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
）
に
よ
り
、

元
々
の
D
N
A
と
同
じ
配
列
の
D
N
A

が
回
収
さ
れ
た
の
で
す
。
通
常
で
は
絶

対
に
あ
り
得
な
い
現
象
で
す
。

　

量
子
物
理
学
者
の
故
エ
ミ
リ
オ
・
デ

ル
・
ジ
ュ
デ
ィ
チ
ェ
博
士
は
、
水
の
中

に
は
情
報
を
記
憶
す
る
量
子
力
学
的
な

シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
て
、「
コ
ヒ
ー
レ
ン

ト
・
ド
メ
イ
ン
」
と
い
う
説
を
発
表
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
実
験
で
す
が
、
特
定
の

D
N
A
に
由
来
す
る
電
磁
波
信
号
（
E�

M
S
）
を
発
し
て
い
る
水
を
ヒ
ト
培
養

細
胞
の
培
養
液
に
入
れ
ま
し
た
。
数
日

後
、
そ
の
ヒ
ト
培
養
細
胞
の
内
で
D
�N�

A
が
合
成
さ
れ
た
の
で
す
。
P
C
R
の

よ
う
な
人
工
的
な
反
応
を
用
い
な
く
と

も
、
生
き
て
い
る
細
胞
の
中
で
、
電
磁

波
情
報
か
ら
D
N
A
の
再
物
質
化
が
起

こ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
実
験
に
よ
り
、
以

下
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

◎
D
N
A
の
情
報
は
、
電
磁
波
信
号
と

し
て
、
水
に
転
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
こ
の
よ
う
に
し
て
水
に
転
写
さ
れ
た

D
N
A
の
情
報
は
、
再
物
質
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
波
動
水
を
用

い
た
波
動
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
、
本
物

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

ま
と
め
1

◎
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
行
わ
れ
た
ポ

ラ
ッ
ク
博
士
と
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
研

究
に
よ
り
、
江
本
博
士
が
直
感
的
に
得

た
以
下
の
2
つ
の
結
論
が
正
し
い
こ
と

が
強
く
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

1
．
感
情
や
想
念
、
祈
り
な
ど
に
よ
っ

て
、
水
の
結
晶
構
造
が
変
化
す
る
こ
と

を
示
し
た
「
水
か
ら
の
伝
言
」
が
本
物

で
あ
る
こ
と
。

2
．
波
動
水
を
用
い
た
「
波
動
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
」
が
本
物
で
あ
る
こ
と
。

ま
と
め
2

1
．
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の
研
究

◎
こ
の
宇
宙
で
も
っ
と
も
根
源
的
な
自

然
現
象            

◎
火
（
か
）
と
水
（
み
）
の
神
仕
組
み

（
ひ
・
み
つ
）

2
．
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
研
究

◎
宇
宙
で
も
っ
と
も
複
雑
な
物
質
と
考

え
ら
れ
る
遺
伝
物
質
D
N
A
す
ら
も
水

は
記
憶
で
き
る
。

◎
1
つ
の
生
命
体
が
持
っ
て
い
る
全
遺

伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
す
ら
も
水
は
記
憶

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

◎
地
球
型
生
命
の
情
報
は
、
彗
星
の
氷

を
通
し
て
、
宇
宙
か
ら
水
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
、
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

ま
と
め
3

◎
「
水
」
は
、
水
平
方
向
に
お
い
て
は
、

す
べ
て
の
モ
ノ
を
他
の
す
べ
て
の
モ
ノ

と
繋
げ
、
垂
直
方
向
に
お
い
て
は
、
あ

ら
ゆ
る
次
元
を
他
の
す
べ
て
の
次
元
と

繋
げ
る
「
多
次
元
媒
体
」
で
あ
る
。

※
垂
直
方
向
を
考
え
れ
ば
、「
水
は
神
の

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
る
」
と
言
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※
水
平
方
向
を
考
え
れ
ば
、「
私
た
ち

は
、
水
を
通
し
て
ひ
と
つ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
」（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
日
本
語
版
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
）
と
言
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
完
了
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●❺ ●



平
成
27
年
5
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

第
1
部

君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇

宙
神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界

（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）

　
　
　
　
　

講
師　

水
華�
氏

�

（
神
技
点
描
画
家
）

　

今
、
点
描
画
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
水
華
と
申
し
ま
す
。
元
々
は

画
家
さ
ん
で
は
な
か
っ
た
私
が
、
な
ぜ

点
描
画
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
か
経
緯

を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
以
前
沖
縄
の
方
で
、
で
ダ
イ
ビ

ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
を
約
22
年
ほ
ど
経
営
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
あ
る

と
き
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
当
た
っ
た
ん
で

す
ね
。
皆
さ
ん「
青
の
洞
窟
」っ
て
聞
い

た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
?　

今
沖
縄

で
は
観
光
名
所
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け

れ
ど
、
実
は
そ
れ
を
命
名
し
た
の
は
僕

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
観
光
雑
誌
や
広
告

に
載
せ
ま
し
た
ら
、
い
っ
き
に
観
光
客

が
倍
増
し
ま
し
て
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と

貧
乏
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、

年
商
が
40
倍
く
ら
い
に
上
が
っ
た
ん
で

す
。
と
同
時
に
、
ぼ
く
の
鼻
も
天
狗
の

よ
う
に
グ
ン
グ
ン
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。

大
天
狗
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
天
狗

の
鼻
も
、
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
せ
ん
。

ポ
キ
ッ
と
折
ら
れ
る
日
が
来
た
の
で
す
。

　

と
言
う
の
は
、
簡
単
に
申
し
ま
す
と
、

詐
欺
に
遭
っ
た
ん
で
す
ね
。
当
然
、
財

産
は
全
部
失
い
、
倒
産
、
自
己
破
産
し

ま
し
た
。
今
は
こ
う
し
て
し
ゃ
べ
っ
て

い
ま
す
け
ど
、
当
時
は
変
装
し
て
逃
げ

回
っ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
逃

げ
て
も
逃
げ
て
も
結
局
は
逃
げ
ら
れ
な

い
の
で
、
崖
っ
ぷ
ち
に
立
っ
た
と
き
に
、

自
分
で
責
任
を
取
ろ
う（
死
の
う
）と
思

っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
た
ま
た

ま
僕
は
神
秘
的
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ブ
ロ
グ
も
書
き
始
め
ま
し
た
。

最
初
の
1
週
間
は
普
通
の
ブ
ロ
グ
で
し

た
が
、
1
週
間
目
か
ら
約
20
～
30
人
の

い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
ブ
ロ
グ
に

書
き
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ

の
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
リ
ー
に
な
り
、
そ
れ

ら
が
あ
っ
と
い
う
間
に
6
0
0
ス
ト
リ

ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
2
つ
の
出
来
事
が
あ
っ
て
、

次
に
知
人
か
ら「
絵
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
来
な
い
?
」
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
点
描
画
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、

僕
は
絵
は
ま
っ
た
く
興
味
は
な
い
し
、

才
能
も
な
い
し
、
中
学
校
以
来
描
い
た

こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
た
だ
時
間

だ
け
は
一
杯
あ
っ
た
の
で
、
誘
わ
れ
る

が
ま
ま
に
行
き
ま
し
た
。
当
然
描
け
な

い
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
3
日
後
、
ま
た
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

「
お
前
も
描
い
て
み
ろ
。」
と
い
う
よ

う
な
声
で
し
た
が
、「
描
け
る
わ
け
な

い
じ
ゃ
ん
」
と
即
答
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
て
、
も
う
一
回
声

が
入
っ
て
き
ま
し
た
。「
い
い
か
ら
描
け

よ
!
」
と
。
さ
す
が
に
そ
の
と
き
に
は
、

「
分
か
り
ま
し
た
!
」
と
い
う
こ
と
で
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
と
紙
を
買
い
に
行
き
ま
し

た
。
最
初
に
点
を
ト
ン
ッ
と
打
っ
た
の

が
、
2
0
1
2
年
の
6
月
で
あ
り
ま
す
。

　

最
初
の
2
ヶ
月
半
か
ら
3
ヶ
月
ぐ
ら

い
の
間
で
、
約
60
作
品
ぐ
ら
い
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
、
12
時

間
～
15
時
間
、
体
が
疲
弊
し
て
動
か
な

く
な
る
ま
で
描
き
続
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
僕
が
描
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ

う
い
う
映
像
を
見
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
を

な
る
べ
く
忠
実
に
お
出
し
し
て
い
る
と

い
う
感
覚
で
す
。
で
す
の
で
、
下
書
き

も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
タ
イ
ト
ル
も
つ
け

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
的
に
見
せ

ら
れ
た
映
像
を
ガ
ー
ッ
と
描
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
出
来
上
が
っ
た
ら
執
着
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
絵
を
携
帯
で
撮
っ
て
、
東
京
の

知
人
に
送
っ
た
ら
、
彼
が
な
ぜ
か
感
動

し
て
、「
東
京
に
お
い
で
よ
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
彼
は
、
仙
台
の
ヨ
ガ

の
大
き
な
大
会
の
舞
台
美
術
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
「
仙
台
も
一
緒
に
行
こ
う
よ
!
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
僕
も
「
行
く
」
と

言
っ
て
、
彼
と
の
打
合
せ
の
と
き
に
な

ぜ
か
僕
は
、「
片
道
の
切
符
だ
け
で
い

い
で
す
」
と
言
っ
た
の
で
す
。

　

2
人
で
仙
台
に
行
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
や
り
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
彼
が

僕
の
作
品
を
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
し
て
く

れ
て
、
ブ
ー
ス
に
置
い
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
仙
台
の
若
者
が
そ
の
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
を
見
て
、「
何
す
か
、
こ
れ

● ❻●



は
!
」
と
い
う
感
じ
で
感
動
し
、
購
入

し
て
く
れ
ま
し
た
。
連
絡
先
も
交
換
し

ま
し
た
。
そ
の
後
東
京
に
戻
り
、
い
ろ

い
ろ
ご
縁
が
繋
が
り
ま
し
て
、
仏
教
画

家
の
い
そ
は
た
よ
し
の
ぶ
先
生
が
僕
の

絵
に
感
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
浅
草
橋

で
2
人
展
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
個
展
の
最
中
に
、
例
の
仙
台
の

若
者
か
ら
連
絡
が
あ
っ
て
、
結
婚
式
で

そ
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
配
っ
た
ら
、
友

人
達
が
、
葉
書
を
見
た
だ
け
で
く
ら
く

ら
す
る
、
な
ん
か
泣
き
そ
う
に
な
る
、

眠
く
な
る
等
、
い
ろ
い
ろ
な
反
応
が
あ

っ
た
の
で
、「
こ
の
絵
は
何
で
す
か
?
」

と
い
う
電
話
で
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

電
話
で
は
い
ち
い
ち
説
明
で
き
な
い
の

で
、「
そ
れ
な
ら
仙
台
で
個
展
を
し
よ
う

よ
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
?
」
と
答
え
ま

し
た
。
若
者
の
知
人
宅
の
倉
で
個
展
を

催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
表
参
道
の
画
廊
で
も
個
展

を
や
ら
せ
て
も
ら
い
、「
そ
こ
に
来
ら

れ
た
女
性
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
が

「
銀
座
で
個
展
を
や
ら
な
い
?
」
と
オ
フ

ァ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
銀
座
で
の
個
展

は
1
週
間
で
1
0
0
万
円
位
か
か
る
の

で
、
一
瞬
戸
惑
い
ま
し
た
が
、「
お
金
は

い
い
よ
」と
い
う
こ
と
で
、
三
越
か
ら
歩

い
て
3
分
位
の
一
等
地
で
個
展
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
池
袋
の
画

廊
の
方
が
来
ら
れ
て
、
そ
ち
ら
で
も
個

展
を
開
き
、
さ
ら
に
仙
台
の
宮
城
県
美

術
館
で
初
の
原
画
展
を
催
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
感
じ
で
こ
れ
ま
で
20
回
位
あ

ち
こ
ち
で
個
展
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
僕
は
2
年
8

ヶ
月
位
前
に
沖
縄
か
ら
上
京
し
ま
し
た

が
、
1
度
も
沖
縄
に
帰
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
間
、
マ
ン
ス
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ン
、
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ホ

テ
ル
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で

も
作
品
が
二
十
数
点
出
来
上
が
っ
て
お

り
ま
す
。

　

途
中
で
絵
の
感
じ
が
が
ら
っ
と
変
わ

り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
途
中
ま
で
は

黒
い
特
注
し
た
紙
に
0
・
5
㎜
と
か

0
・
35
㎜
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
点
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。
途
中
か
ら
は
白
い
キ
ャ

ン
パ
ス
生
地
に
背
景
か
ら
埋
め
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
生
地
に
、
黒
い
ボ
ー
ル
ペ

ン
の
点
で
全
部
埋
め
ま
す
。
青
→
黒
→

青
→
黒
→
白
→
青
→
黒
→
赤
→
黒
の
よ

う
に
、
7
層
か
ら
10
層
く
ら
い
埋
め
ま

す
。

　

そ
の
上
に
本
体
は
30
層
～
50
層
位
点

を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
山
ほ
ど
点
を
重

ね
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
度
は
1
0
0

号
（
1
8
0
セ
ン
チ
位
×
1
6
0
セ
ン

チ
位
）
の
大
作
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
の
12
月
ま
で
1
年
3
ヶ
月
間
位

は
、
ず
っ
と
1
0
0
号
ば
か
り
を
描
か

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
1
0
0
号
は
全

部
で
9
枚
で
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
1

番
大
き
い
1
3
0
号
と
い
う
の
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
超
強
制
労
働
な
の
で
、

半
年
間
で
5
度
ぎ
っ
く
り
腰
を
や
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
1
0
0
号
は
卒
業
し

て
、
現
在
は
6
号
サ
イ
ズ
で
描
い
て
お

り
ま
す
。
身
体
は
も
の
す
ご
く
楽
に
な

り
、
1
0
0
号
に
注
い
で
い
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
小
さ
な
サ
イ
ズ
に
集
中
し
て
描

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

仙
台
の
宮
城
県
美
術
館
で
原
画
展
を

や
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
、
い
ろ
い

ろ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、「
も
う
、
仙

台
か
ら
原
画
を
放
出
し
な
さ
い
。」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

画
廊
の
方
や
画
商
の
方
か
ら
、「
こ
の

絵
は
将
来
も
っ
と
価
値
が
上
が
る
か
ら
、

原
画
は
売
ら
な
い
方
が
よ
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
個
展
の
度
に
点
描
画
の
値

段
が
上
が
っ
て
い
き
、
東
京
で
あ
る
画

商
さ
ん
が
1
0
0
号
の
原
画
に
つ
い
て
、

7
0
0
0
万
円
と
い
う
値
段
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
は「
原

画
を
売
り
な
さ
い
、
し
か
も
半
額
以
下

で
」
と
言
わ
れ
、「
は
い
は
い
、
分
か
り

ま
し
た
」
と
言
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
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絵
が
ほ
し
い
方
に
は
未
来
系
の
支
払
い

方
法
の
手
段
を
と
り
ま
し
た
。
月
々
払

え
る
額
で
払
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
な
人
々
と
の
出

あ
い
が
あ
り
、
銀
座
の
個
展
の
チ
ラ
シ

を
見
て
、
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
美
術
協
会 

の
白
尾
勇
次
会
長
か
ら
、
お
電
話
が
あ

り
、
お
宅
に
呼
ば
れ
、
他
の
作
品
も
お

見
せ
し
ま
し
た
ら
、
感
動
し
て
く
だ
さ

っ
て
、「
う
ち
の
会
に
ひ
と
つ
作
品
を
出

し
て
く
れ
な
い
か
ね
」
と
い
う
こ
と
で
、

出
し
ま
し
た
ら
、
賞
を
戴
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
、
会
長
さ
ん
か
ら
、「
う
ち

の
会
員
に
な
ら
な
い
か
ね
」
と
言
わ
れ
、

言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
会
員
に
な
り
ま
し

た
。
会
員
に
な
っ
て
3
か
月
後
に
、
上

野
美
術
館
に
1
0
0
号
の
作
品
を
出
し

ま
し
た
ら
、
今
度
は
会
長
、
副
会
長
が

来
ら
れ
て
、「
委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
」

と
言
わ
れ
、
お
受
け
致
し
ま
し
た
。

　

後
で
調
べ
ま
し
た
ら
、
普
通
絵
の
世

界
で
は
、
一
般
参
加
で
実
力
を
認
め
ら

れ
る
ま
で
に
何
年
か
か
か
り
、
準
会
員
、

会
員
に
な
る
ま
で
、
10
年
か
ら
12
年
位
、

委
員
に
な
る
ま
で
は
、
15
年
と
か
20
年

と
か
、
か
か
る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
何

を
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、
僕
が
最
初

に
お
話
し
し
ま
し
た
、
神
秘
的
な
体
験

と
い
う
の
が
、
後
々
に
活
か
さ
れ
る
の

で
す
ね
。

　

簡
単
に
言
い
ま
す
と
、「
お
任
せ
す
る

と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
結
果
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
な
い
で
、
過
程
を
ワ
ク
ワ
ク
し

て
楽
し
む
」
み
た
い
な
感
じ
で
す
。
そ

う
し
ま
す
と
、
結
果
ワ
ク
ワ
ク
の
結
果

が
ど
ん
ど
ん
起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
僕
と
か
一
般
の
常
識
の
予
想
を
遙

か
に
超
え
た
感
じ
で
、
加
速
し
て
行
っ

て
る
か
な
、
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

昨
年
、（
株
）ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
の
社
長

さ
ん
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
著
書『
君

を
見
放
し
た
り
は
し
な
い 

宇
宙
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
神
技
点
描
画
家「
水
華
」
の
世

界
』
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
後
、
著
書
紹
介
と
点
描
画
の

　

D
V
D
が
紹
介
さ
れ
る
。

ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
石
井
社
長
の
言
葉

「
こ
の
本
は
点
描
画
は
も
ち
ろ
ん
、
文

章
も
た
だ
者
で
は
な
い
。」

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
一
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

死
ぬ
べ
き
人
間
か
ら
死
な
な
い

人
間
へ

　
　
　

講
師　

梶
原　

和
義�

氏

と
き　
　

平
成
28
年
7
月
16
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

梶
原
和
義
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

名
古
屋
市
に
生
ま
れ
る
。

長
年
、
般
若
心
経
と
聖
書
の
研
究
に
没

頭
。

十
三
年
間
、
都
市
銀
行
に
勤
務
後
、
退

職
し
て
事
業
を
始
め
る
。

現
代
文
明
の
根
源
を
探
る
た
め
、
ユ
ダ

ヤ
人
と
親
交
あ
り
。

「
永
遠
の
命
」
に
つ
い
て
の
講
話
活
動

を
関
西
で
行
っ
て
い
る
。
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聖
書
研
究
会
主
幹
の
故
村
岡
太
三
郎
先

生
に
師
事
し
、
般
若
心
経
と
聖
書
の
根

本
思
想
に
つ
い
て
、
多
く
の
事
を
学
ぶ
。

又
、
村
岡
太
三
郎
先
生
と
共
に「
般
若

心
経
と
聖
書
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
全

国
で
の
講
演
活
動
に
参
加
し
た
。

人
間
は
絶
対
に
死
ぬ
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
他
方
で
絶
対
に
死
に
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
一
体

ど
う
い
う
事
で
し
ょ
う
か
?

こ
れ
は
車
を
運
転
す
る
場
合
に
、
ア

ク
セ
ル
を
い
っ
ぱ
い
に
踏
ん
で
い
る
と

同
時
に
、
ブ
レ
ー
キ
を
い
っ
ぱ
い
踏
ん

で
い
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ア
ク
セ
ル
を
い
っ
ぱ
い
に
踏
ん
で
、
同

時
に
ブ
レ
ー
キ
を
い
っ
ぱ
い
踏
ん
だ
ら
、

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
?

人
間
は
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い

る
の
で
す
。だ
か
ら
人
間
生
活
に
は
様
々

な
苦
し
み
、
悲
し
み
、
悩
み
、
矛
盾
、

争
い
、
喧
嘩
、
詐
欺
、
強
盗
、
傷
害
、

汚
職
、
失
業
、
倒
産
、
病
気
が
絶
え
な

い
の
で
す
。

人
間
は
死
ぬ
た
め
に
生
ま
れ
た
の
で

は
な
い
。
誰
で
も
、
生
ま
れ
た
時
に
は

死
な
な
い
命
で
生
ま
れ
た
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
3
歳
頃
に
母
親
が
、
自
分
で

食
べ
な
さ
い
、
自
分
で
歩
き
な
さ
い
、

自
分
で
着
な
さ
い
と
、
盛
ん
に
自
分
で
、

自
分
で
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
自

分
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
確
信
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
て
、
目
に

見
え
る
も
の
が
絶
対
に
あ
る
と
思
い
込

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
い
わ

ゆ
る
物
心
で
す
。

物
心
が
絶
対
で
あ
る
。
物
心
が
自
分

で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
が
、
人
間
が
死
ん
で
い
く
根

本
原
因
で
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

関
英
男
先
生
が
、「
日
本
サ
イ
科
学

会
」
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
サ
イ
と
言

う
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
魂
の
頭
文
字

で
す
。
魂
が
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

世
界
中
の
人
に
魂
と
言
う
こ
と
が
、
全

く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
が
で
き

て
か
ら
、
魂
の
実
体
を
究
明
し
た
人
が

い
な
い
の
で
す
。
私
は
根
気
よ
く
探
究

し
た
結
果
、
魂
の
実
体
が
分
か
り
ま
し

た
。
実
は
、
魂
が
死
な
な
い
命
の
実
体

で
す
。
魂
の
実
体
が
分
か
れ
ば
、
死
な

な
く
て
も
よ
い
の
で
す
。
関
英
男
先
生

は
こ
の
事
が
直
感
的
に
分
か
っ
て
い
た

で
し
ょ
う
。
だ
か
ら「
日
本
サ
イ
科
学

会
」を
設
立
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

残
念
で
す
が
、
関
先
生
は
魂
の
実
体

を
は
っ
き
り
究
明
さ
れ
る
前
に
、
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
は
っ
き
り
究

明
さ
れ
る
た
め
の
時
間
が
な
か
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
。
幸
い
に
し
て
、
私
に
は

そ
れ
を
は
っ
き
り
究
明
す
る
時
間
と
手

段
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
究
明

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
、
こ

れ
を
皆
さ
ん
に
は
っ
き
り
申
し
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

最
近
、
時
々
起
こ
っ
て
い
る
事
件
で

す
が
、
東
南
ア
ジ
ア
に
旅
行
中
に
、
知

ら
な
い
間
に
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
中
に

麻
薬
が
入
っ
た
袋
を
入
れ
ら
れ
た
と
い

う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
帰
り
の
空
港

で
税
関
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
麻
薬

が
入
っ
て
い
る
袋
が
見
つ
か
っ
た
の
で

す
。
そ
の
人
は
、
全
く
知
り
ま
せ
ん
。

全
く
身
に
覚
え
が
あ
り
ま
せ
ん
と
執
拗

に
、
執
拗
に
言
っ
た
の
で
す
が
、
聞
き

入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
う
と
う
裁
判
に
な
り
、
死
刑
の
判

決
が
下
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
実
際
に

起
こ
っ
た
事
件
で
す
。

人
間
は
死
に
た
く
な
い
の
に
死
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
の
文
豪
、
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
は
、
す
べ
て
の
人
間
は
、

無
期
懲
役
刑
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
の
で
す
。
刑
務
所
に
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
絶
対
に
死
ん
で
し
ま
う
と

い
う
の
は
、
無
期
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ

た
人
と
同
じ
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の

で
す
。

こ
の
こ
と
を
、
皆
さ
ん
は
お
か
し
い

と
思
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
?　

皆
さ

ん
は
、
無
期
懲
役
刑
に
な
る
よ
う
な
悪

い
こ
と
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
?　

そ

う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、

私
は
こ
れ
は
絶
対
に
冤
罪
だ
と
思
う
の

で
す
。

皆
さ
ん
は
、
袴
田
事
件
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
。
あ
る
会
社
の
従
業
員
で
あ
っ

た
袴
田
巌
さ
ん
が
、
そ
の
会
社
の
専
務

家
族
の
4
人
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
の
犯

人
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
袴
田

さ
ん
は
全
く
身
に
覚
え
が
な
い
と
強
く

主
張
し
た
し
た
の
で
す
が
、
聞
き
入
れ

●❾ ●
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ら
れ
ず
に
、
死
刑
の
判
決
を
受
け
た
の

で
す
。

袴
田
さ
ん
は
そ
の
事
件
に
全
く
関
与

し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
私
は
や
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
を
49
年
間
言
い
続
け

た
の
で
す
。
そ
う
し
て
や
っ
と
再
審
が

開
始
さ
れ
ま
し
て
、
79
歳
に
な
っ
て
無

罪
が
確
定
し
て
、
釈
放
さ
れ
た
の
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
無
期
懲
役
刑
に
な
る
よ

う
な
犯
罪
行
為
を
し
た
の
で
し
ょ
う

か
?　

絶
対
に
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
冤
罪
で
す
。
こ
れ
を

正
々
堂
々
と
訴
え
た
ら
い
い
の
で
す
。

入
れ
ら
れ
た
麻
薬
は
私
の
物
で
は
な

い
。
入
れ
ら
れ
た
麻
薬
と
は
何
か
。
物

心
で
す
。
物
心
と
は
何
か
?　

自
我
意

識
と
現
象
意
識
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
自

我
意
識
も
現
象
意
識
も
、
自
分
の
も
の

で
は
な
い
。
両
親
、
世
間
が
勝
手
に
私

た
ち
に
押
し
込
ん
だ
の
で
す
。
自
我
意

識
も
現
象
意
識
も
、
自
分
の
も
の
で
は

な
い
。
固
有
名
詞
の
自
分
、
世
間
の
常

識
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
自
分
は
本
当

の
自
分
で
は
な
い
と
、
強
く
主
張
し
た

ら
よ
い
の
で
す
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
自
分
、
物
心
が

つ
い
て
い
な
い
自
分
は
、
死
な
な
い
自

分
で
す
。
こ
れ
は
宇
宙
の
命
に
よ
っ
て

生
ま
れ
て
き
て
、
宇
宙
の
命
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
自
分
で
す
。
宇
宙
の

命
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
者
は
、

絶
対
に
死
な
な
い
の
で
す
。
宇
宙
の
命

は
絶
対
に
死
に
ま
せ
ん
か
ら
、
宇
宙
の

命
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
赤
ん
坊

も
、
死
な
な
い
の
で
す
。

赤
ん
坊
の
時
に
帰
っ
た
ら
よ
い
の
で

す
。
物
心
が
つ
い
た
自
分
を
捨
て
て
、

魂
の
自
分
に
帰
っ
た
ら
い
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
ら
、
人
間
は
死
な
な
く
な
る

の
で
す
。

今
、
全
世
界
に
73
億
の
人
間
が
い
る

と
、
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
世
界
一

周
旅
行
を
2
回
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
、

中
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
南

米
、
中
南
米
、
北
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア

ニ
ア
の
国
々
を
回
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
っ
き
り
分
か
っ
た
こ
と
は
、
全

世
界
の
人
間
は
、
同
じ
五
官
、
同
じ
生

理
機
能
、
心
理
機
能
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

世
界
中
の
信
号
機
は
、
日
本
と
同
じ

で
し
た
。
全
て
の
車
は
赤
で
と
ま
り
、

青
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
あ
る
国
の

人
で
、
赤
が
青
く
見
え
て
、
青
が
赤
く

見
え
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
た
ち
ま
ち

事
故
が
起
き
る
で
し
ょ
う
。
全
て
の
人

が
、
赤
が
赤
く
見
え
て
、
青
が
青
く
見

え
る
か
ら
、
信
号
系
統
が
ス
ム
ー
ス
に

運
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
世
界
中
の

人
間
の
生
理
機
能
が
同
じ
で
す
か
ら
、

日
本
人
が
旅
行
中
に
病
気
に
な
れ
ば
、

ど
こ
の
国
の
病
院
で
も
治
療
し
て
も
ら

え
る
の
で
す
。
も
し
日
本
人
の
生
理
機

能
が
他
の
国
の
人
間
の
生
理
機
能
と
違

っ
て
い
た
ら
、
日
本
人
は
日
本
に
帰
っ

て
治
療
を
受
け
な
い
と
い
け
な
い
の
で

す
。世

界
中
の
ど
こ
の
国
で
発
明
さ
れ
た

薬
で
も
、
日
本
で
使
え
ま
す
。
ま
た
、

日
本
で
発
明
さ
れ
た
薬
は
、
世
界
中
ど

こ
で
も
使
え
る
の
で
す
。
こ
れ
は
世
界

中
の
人
間
の
生
理
機
能
は
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。

世
界
中
の
人
間
の
生
理
機
能
、
心
理

機
能
、
五
官
は
同
じ
で
す
。
実
は
、
聖

書
は
こ
れ
を
イ
エ
ス
と
言
っ
て
い
る
の

で
す
。
こ
れ
が
聖
書
の
秘
密
な
の
で
す

が
、
イ
エ
ス
と
は
ア
ラ
ミ
語
で
イ
エ
ー
・

ズ
ー
・
ス
ー
と
言
い
ま
し
て
、
イ
ン
マ

ヌ
エ
ル
、
神
が
共
に
い
る
と
い
う
意
味

で
す
。
実
は
、
心
理
機
能
、
生
理
機
能
、

五
官
は
、
神
の
形
に
作
ら
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
神
自
身
が
心
理
機
能
、
生
理
機

能
、
五
官
に
化
け
て
い
る
の
で
す
。
こ

れ
が
魂
の
実
体
で
す
。
だ
か
ら
、
魂
の

実
体
が
分
か
れ
ば
絶
対
に
死
な
な
い
の

で
す
。
神
、
宇
宙
の
命
は
絶
対
に
死
に

ま
せ
ん
か
ら
、
魂
は
絶
対
に
死
な
な
い

の
で
す
。

イ
エ
ス
は
言
っ
て
い
ま
す
。「
生
き
て

私
を
信
じ
る
者
は
、
絶
対
に
死
な
な
い
」

イ
エ
ス
が
死
な
な
い
命
を
持
っ
て
い
た

の
で
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
て
殺
さ
れ

ま
し
た
が
、
3
日
目
に
復
活
し
た
の
で

す
。
そ
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
全
て

の
人
の
死
ぬ
べ
き
命
を
、
死
な
な
い
命

に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
証

拠
が
3
つ
あ
る
の
で
す
。
日
曜
日
と
西

暦
紀
元
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
。
こ
れ
が

全
て
の
人
間
の
命
が
死
な
な
い
命
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
、
証
明
し
て
い
る
の

で
す
。

人
間
は
不
可
能
な
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
の
で
す
。
か
つ
て
空
を
飛
ん
で
み

た
い
と
い
う
人
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

考
え
た
人
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、
飛
行
機
に

な
っ
て
実
現
し
て
い
る
の
で
す
。
毎
日

5
0
0
0
機
以
上
の
飛
行
機
が
、
世
界

中
に
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

（
13
頁
に
続
く
）
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � FAX�047-330-4091

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、
聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間
は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の
スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取
れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分1,500円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」
で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・パ
ソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文はメールまたはFAXで、下記のメールアドレス（またはFAX番号）に、「201※年
○月○○○○氏講演録音購入希望」と記して、郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて、
御注文願います。2週間以内に発送致します。

お支払いは、到着後同封の郵便振替用紙で8日以内にお振り込みいただければ、結構です。
　　　E-mail�office21@psij.mail-box.ne.jp　　FAX�047-330-4091

2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松	瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出	治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「	未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10	 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12	 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9	 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
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私
は
以
前
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
よ
う

な
小
型
の
機
械
に
よ
っ
て
何
時
で
も
、

誰
と
で
も
話
が
出
来
た
ら
、
い
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
希
望
が
、
見
事

に
携
帯
電
話
に
な
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

月
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
と
ん
で
も

な
い
願
望
が
、
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
に
よ
っ

て
実
現
し
た
の
で
す
。

人
間
は
不
可
能
な
こ
と
は
考
え
ま
せ

ん
。
可
能
性
が
あ
る
か
ら
考
え
る
の
で

す
。空

を
飛
ん
で
み
た
い
。
ど
こ
か
ら
で

も
、
誰
と
で
も
話
が
し
た
い
と
思
っ
た

人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
実
現
し
た
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
死
に
た
く
な
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
全
世
界
73
億
人
の
72
億
人
以
上

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
が
熱

望
し
て
い
る
な
ら
、
必
ず
実
現
す
る
と

思
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
て
、
辛
抱
強

く
探
究
し
た
結
果
、
と
う
と
う
死
な
な

い
命
を
見
つ
け
た
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
、
死
な
な
い
命
を
見
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
、
地
球

は
太
陽
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
と
、
初

め
て
言
い
ま
し
た
。
地
動
説
を
唱
え
た

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
彼
は
捕
ま
え

ら
れ
て
、
火
炙
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て

死
刑
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

人
々
は
、
太
陽
が
地
球
の
周
り
を
回
っ

て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
天
動
説
を
固
く
信

じ
て
い
た
の
で
す
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が

従
来
の
人
々
の
考
え
と
正
反
対
の
こ
と

を
言
い
出
し
た
の
で
、
神
を
冒
涜
す
る

も
の
と
し
て
、
死
刑
に
な
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
?　

世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、

地
動
説
を
信
じ
て
い
る
の
で
す
。
地
球

が
太
陽
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
の
を
実

際
に
見
た
事
が
な
い
の
に
、
ほ
と
ん
ど

人
が
地
動
説
を
信
じ
て
い
る
の
で
す
。

私
は
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
実
現
で
き

る
と
、
確
信
し
て
い
ま
す
。
72
億
人
以

上
の
人
が
死
に
た
く
な
い
と
願
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
の
願
い
は
必
ず
実
現

す
る
と
確
信
し
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
11
名
、
計
22
名
で
あ
っ
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail�office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�

百
合
子�

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川 

眞
知
子 

氏



クラから、イメージを活用して「気、プラナ」を（射
出）放出させて、オーブとの同調、または情報交
換を行うことになる。イメージには「意念､ 図形、
色､ 音、光等」があり、テレパシーを併用する。
この時、生体内を流れる電流値が高いと、射出

（放出）も強くなるので、この面での配慮が必要
になる。また同時に波動を高める（高次元に上昇
させる）ことが望まれている。

オーブ（たまゆら）は、大気中を、気圧や電
界の影響を受けながら、浮遊しながら、重力に

よって降りてくる。空気中には様々な微小浮遊
物（埃、塵芥、エアゾール、水蒸気など）が存
在していて、多くのものは帯電している。それ
らの中には図1のPSI-spin群の集団も含まれて
いる。地上にいる撮影者から射出（放出）され
る「気（サイ）」と同種のPSI-spin群集団を持つ
もののみが、オーブ（たまゆら）として写真に写
り込む事になるのであろう。

（紙数の関係から､ 図1は、省略させていただき
ます）

● �●

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根 

和
郎 

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦 

西
平 

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林 

信
正 

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川�
允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て

の
一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!

縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

 

O

 

D

 
E
 S 

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華�

氏
「
君
を
見
放
し
た

り
は
し
な
い
―
宇
宙
神
技
点
描
画
家
―

水
華
の
世
界
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
田 

欽
子 

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井 

香
譲 

氏

「 

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木 

茂
美 

様

　

講
師　

佐
藤 

禎
花 

氏

　

講
師　

苗 

鉄
軍 

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木 

晃 

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

沖
田 

祐
美
子 

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

河
野 

貴
美
子 

氏

「
意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で
き

る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林 

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「
7 .8 

Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

　

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球
外
知

　

的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙
人
（
宇
宙

　

人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

藤
枝 

伸
二 

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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外線、電波の一部、である事が知られている。
他方、地表面は（−）に帯電（静電気）しており、
上空にある電離層下部との間にある大気空間
は、約30万Vと言われる大気電界（地球コンデ
ンサー）につつまれている。以上の諸障害層を
突き抜けて、どの様な状態で、オーブ（たまゆ
ら）が、我々のカメラに写る事に成るのであろう
か、オーブの実体は何か？

さきに、オーブ（たまゆら）のモデル（図1、
仮定）を別報にしめした。微細身素粒子、陰・
陽電子（または陰・陽イオン）が「巴型の組合」
状に形成されており、全体としてはほぼ中和状
態になっている。つまり、それぞれは陰・陽の
PSI-spin群の集合体である。なお、微細身素
粒子とは、オーラ（プラナ、サイ、気）のことで
あり、体内を流れる「気」が体外に射出されて、
卵球状に身体を取り巻く（オーラ状に、生命エ
ネルギー）波動で、東洋医学で慣用されている
生命エネルギーの実体のことである。現在、こ
の一部は指尖脈波として実測されている（別報
参照：（株）TAOS社、BACS）。

なお、オーラは多重多層の「たまねぎ」の皮
状（7～9層）の階層構造になっており、実務家・
理論家の諸説を総合した推定値として1010 ～
1080Hz内に、階段状に、存在している（例、関
英男、グラビトニックス参照）、（次元が上昇す
る）。さらに、オーラは人の指紋と同様な個性

（個別化）をもっていて、高周波数（短波長）に
なる程、より高級霊（宇宙神）オーラに近づいて
ゆく、またオーブの実体（図1）は肉体からは離
れて、空間に存在する事も可能であり、人の死
後も継続して存在し続けている、と判断してい
る。しかし、残念ではあるが、現代科学では実
測困難である。図1のオーブモデルのうち、割
合に短波長（高周波数）で、割合にパワーの強
い微細身素粒子が牽引役となって、各種のサイ

（たまゆら）群またはオーブ（陰・陽プラズマ群、
PSI-spin対群）（図1参照）を、マクロ・PKを介
して、地上に導き、写真に写るのであろう。

話を地上に戻す。詳細な機構は不明である
が、オーブ（たまゆら）は地上付近の大気中の
近赤外線域に潜んでおり（活性化エネルギー
1.38eV）、またオーブ（たまゆら）は水との親和
力が高いので、別報の考察によると、水を電離

して得られるH（+）イオンの近赤外線域のエネ
ルギーが主要な働きをしている様子である。以
上から、推定ではあるが、オーブ（たまゆら）が
宇宙から地上にやってくる可能性は高いといえ
る。つまり、特殊オーブ（たまゆら）は、宇宙神
の投影であるかも知れない。

3．生体とオーブ（たまゆら）のコンタクト
上の（1）として、オーブと生体（意識）とのコン

タクトを、地上にいる人間側からみる場合につい
て検討する。実験結果を見ると、意識と体外に
あるオーブとは情報交換（意識と体外の物質との
間）をしているので、これはマクロPKの一種で
あると言えよう。例えば「たいこ」を叩いても「TV
の画面」は乱れない。同種の間にのみ、同調・共
鳴、共振がおきてくる。という訳で、オーブ（た
まゆら）と同種のものを、生体から放出させる必
要がある。図1のモデルにおいて、PSI-spin群
に関係が深いものは、素粒子（光）と体内を流れ
る気（サイ、オーラ、プラナ）である。東洋医学
によると、皮膚の表面には7個所のエネルギー・
センターがあり、これをチャクラと呼んでいる。

チャクラにはエネルギーの変換（物理・意識
とサイ、ミクロとマクロ等）、伝達、放出等の機
能がある。下から（1）根チャクラ、（2）脾臓チャ
クラ、（3）臍チャクラ、（4）心臓チャクラ、（5）咽
喉チャクラ、（6）眉間チャクラ、（7）王冠チャクラ、
と呼んでいる。つまり、次第に次元が上昇し（三
次元から上に）、波動の周波数が増加し、物質
は軽くなる（オーラの多重多層構造の項、参照）。

（1）、（2）のチャクラは波動でいえば周波数が低
く、波長は大である。これらは、エーテル層、ア
ストラル層を意味しており、三次元世界に関係
が深い。（3）はマニプラ・チャクラとも云い、ESP

（感覚外知覚）を支配している。（4）はアナハタ・
チャクラとも云い、PK（念力）能力に関係が深い
といわれている。瞑想などの訓練を積むことに
よって、自らの意識と波動を変える事が出来（ラ
イト・ボデイ化）、次第に次元の上昇が可能に
なってくる。訓練は、呼吸法を用いて自律神経
をコントロールする事からはじまる。例えば、脳
波をβ波、α波、θ波、δ波、へと次第に下げて、
θ波に近づける。つまり意識を変容させて変性
意識状態（ASC）付近に導く。そして、（4）のチャ



1．はしがき
実験結果から推定すると、（1）オーブ（たまゆ

ら）は、生体内を流れる「気」に同調して、出現
してくる。（2）オーブ（たまゆら）は巨視的な物質
でありながら同時に素粒子類似の性質を持って
いる（別報参照）。他方、（3）オーブは、地球外
の知的生命体ならびに宇宙神の投影であるとい
う主張がある。しかし、これらを総合的に説明
する試みや機構（モデル）は存在していない様
子である。つまり、これらの理由は不明のまま
である。そこで今回は、（3）と（1）を検討する事
にした。つまり、オーブの総合的な機能解明の
為の初歩的な第一段階の検討を、本稿で試みる
ことにする。

2．天から来るオーブ（たまゆら）
上の（3）を検討する。静的ならびに動的オー

ブの実測・実験結果によると、望遠カメラをズー
ムに拡大して観測・撮影できる極小粒の芽オー
ブには赤、乳白色、キイロなどの色付きオーブの
場合が多い。他方、「ニュートン（Newton）」誌
には、それらに類似した天体（星）が数多く紹介
されている。一見すると、両者の区別が出来ず、
オーブは天体の一種かなと間違ってしまう（思わ
せる）程である。しかし星の運行には季節や時
間、大きさ形状、動く速度などに一定の規則性
があるので、オーブとは別物であることはすぐ解
る。本稿で扱うオーブは、地表面上の近くで観
測されており、環境や意識的な諸条件等を注意
深く整える事によって撮影が可能になってくる。

宇宙は真空に満たされており、その中にある
物質は総てがプラズマの状態で存在している。

また宇宙空間では、高エネルギーの宇宙線が飛
び交わっており、その主成分は陽子や中性子な
どの原子核成分であるという。はじめに、オー
ブがプラズマとして、または宇宙線（放射線、
波動）として、地球にやってくる場合を想定し
て検討する。我々は、地表上の3次元（時間を
入れて4次元）空間で、空気層に包まれて、毎
日の生活を営んでいる。

そこで生活するのに最も大きな影響を持って
いる「太陽」から下の宇宙空間を検討・考察の
対象にする。巨視的に見ると、地球には、太陽
から高温で電離した太陽風（フレヤー）が吹き
付けてくるが、地球は一個の巨大な磁石なので、
この磁気作用によって上部空間に地球磁気圏
を幾重にも形成して、有害なフレヤー（太陽風、
荷電粒子）の進入を防いでいる。

つぎに、地球磁気圏よりも遙か下の、または
地球の上空（高さ約200～400km）には電離層

（紫外線の電離作用による電子）、さらに100km
にも電離層があり、宇宙からくる様々な有害な
ガンマー線、X線等の電気磁気波を吸収、反射
し、一部は通過させている。また、地球上空に
はオゾン層（高さ約20km､ 酸素）が有り、宇宙
からくる有害な紫外線を吸収している。このよ
うに、宇宙ならびに太陽は、有害な宇宙線（プ
ラズマ）を数多く放出しているが、同時に、有
用な宇宙線も放出している。太陽は生命の母で
あり、地上の総ての「いきもの」を育てているエ
ネルギー源である。太陽光は、地球をとりまく
磁気圏（地球磁場）を突き抜け、さらに電離層
やオゾン層を突き抜けて地上に届いている。こ
の有用な電磁気波は、主として可視光、近赤
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四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

生
ま
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い

る
子
供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南

山
み
ど
り
さ
ん
の
“
た
い
け
ん
ト

ー
ク
会
”

「
子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教

え
て
く
れ
る
こ
と
」

　
　
　
　
　

講
師　

池
川　

明 

氏

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」
と
名
付
け
た
理
由

は
、
3
歳
か
ら
15
歳
位
の
子
供
た
ち
が

主
役
だ
か
ら
で
す
。
彼
ら
は
、「
母
親
の

胎
内
に
い
た
時
の
記
憶
」
や
、「
胎
内
に

入
る
前
の
記
憶
」
や
、「
も
っ
と
前
の
別

の
人
生
の
記
憶
」を
持
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
が「
実
際
に
体
験
し
た
こ

と
」
を
ト
ー
ク
し
て
く
れ
ま
す
。
ト
ー

ク
の
お
世
話
役
は
、
胎
児
と
も
対
話
が

出
来
る「
た
い
わ
士
」の
南
山
み
ど
り
さ

ん
と
、
胎
内
記
憶
研
究
の
第
一
人
者
、

池
川
明
医
師
で
す
。

日
本
で
は
「
死
ん
だ
ら
終
わ
り
だ
」、

「
あ
の
世
や
霊
は
、
空
想
の
世
界
だ
」

と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
子
供
た
ち
は
、「
生
ま
れ
る

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

恐
縮
で
す
が
、
御
寄
付
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

郵
便
振
替
用
紙
に
そ
の
金
額
を
記
入
し
、

年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り
込
み
い

た
だ
け
れ
ば
、
有
り
難
い
で
す
。

前
は
、別
の
世
界（
あ
の
世
?
）に
い
て
、

肉
体
を
持
た
な
い
存
在（
霊
?
）
だ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
飛
ん
で
来
て
、
母
親
を

選
ん
で
胎
内
に
入
っ
た
」
と
、
証
言
し

て
い
る
の
で
す
。
驚
き
の
証
言
で
す
が
、

空
想
や
宗
教
の
問
題
で
は
な
く
、
正
に
、

科
学
の
検
証
の
対
象
と
言
う
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。
当
日
の
後
半
は
、
池
川
先

生
の
講
演
と
、
子
供
た
ち
の
お
母
さ
ん

も
交
え
た
質
疑
応
答
で
す
。

※
今
回
の
本
部
例
会
は“
生
ま
れ
る
前

※ 

三
月
と
五
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と

な
り
ま
す
。

　

 

三
月
は
分
科
会
・
気
づ
き
と
宇
宙
生

命
研
究
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
26
回
全
国
大
会
発
表
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
、
四
月
、

　

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
三
月
定
例
会
予
告

◎
第
4
回
分
科
会 

気
づ
き
の
予
告

◎
第
30
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
平
成
27
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
菱
形
オ
ー
ブ
の
動
的
な
観
測
と
変
化

　

傾
向
に
つ
い
て

◎
健
康
と
S
W
Ⅱ

の
記
憶
”
に
つ
い
て
、
実
際
に
子
供
た

ち
の
お
話
を
聞
い
て
、
お
母
さ
ん
た
ち

も
含
め
た
質
疑
応
答
、
そ
の
後
こ
の
分

野
の
研
究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
池
川
明

医
師
の
御
講
演
で
よ
り
深
い
理
解
を
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お

誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。
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● ❷●

◎
池
川
明
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

内
科
・
産
婦
人
科
医
師
。

1
9
5
4
年　

東
京
都
生
ま
れ
。

帝
京
大
学
医
学
部
大
学
院
卒　

上
尾
中

央
総
合
病
院
産
婦
人
科
部
長
。

1
9
8
9
年　

池
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設

基
本
的
に
薬
を
使
わ
な
い
方
針
で
治
療
。

2
0
0
1
年　

全
国
保
険
医
団
体
連
合

医
療
研
究
会
で
、「
胎
内
記
憶
」
に
つ
い

て
発
表
。

2
0
0
3
～
2
0
0
4
年　

長
野
県

諏
訪
市
と
塩
尻
市
で
公
設
保
育
園
の

3
6
0
1
名
を
対
象
に
、
胎
内
記
憶
と

誕
生
記
憶
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

回
答
1
6
2
0
件
の
38
%
の
子
供
に
出

産
前
の
記
憶
が
あ
っ
た
こ
と
を
発
表
。

国
内
外
で
子
供
た
ち
の
記
憶
に
関
す
る

講
演
活
動
。

著
書
：「
お
ぼ
え
て
い
る
よ
。
マ
マ
の
お

な
か
に
い
た
と
き
の
こ
と
」「
子
ど
も
は

親
を
選
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
」「
胎
内
記

憶
で
わ
か
っ
た
、
子
ど
も
も
マ
マ
も
幸

せ
に
な
る
子
育
て
」な
ど
多
数
。

◎
南
山
み
ど
り
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

た
い
わ
士
。

一
般
社
団
法
人
日
本
た
い
わ
協
会
代
表

理
事
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
天
使

の
笑
顔
」代
表
。

自
死
遺
族
支
援
自
助
・
他
助
グ
ル
ー
プ

「
あ
ん
じ
ゅ
」「
虹
の
か
け
は
し
」代
表
。

い
じ
め
対
策
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
。

自
身
、
誕
生
記
憶
を
持
ち
、
二
男（
ジ

ュ
ン
）
を
自
死
で
亡
く
し
、
そ
の
子
が
、

娘（
い
ず
み
）の
息
子（
カ
ズ
ヤ
）と
し
て

再
生
し
て
き
た
体
験
を
持
つ
。
カ
ズ
ヤ

は
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
。

著
書
：「
宇
宙
チ
ル
ド
レ
ン（
池
川
明
医

師
と
の
共
著
）」「
わ
が
子
が
育
て
づ
ら

い
と
感
じ
た
と
き
に
読
む
本
」「
マ
マ
が

「
い
い
よ
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
か
ら
、

生
れ
て
こ
れ
た
ん
だ
よ
」

日
時　

平
成
29
年
4
月
15
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

 
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 
一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
2
／
1
受
領
分
ま
で
）

金
一
万
円
也　
　
　

加
藤　

佳
宣　

様

平
成
29
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
26
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
北
と
ぴ
あ
に
て
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ
ー
マ
は
次
号
告
知
）

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
6
」の
編
集
後
記

を
よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ア
マ
ゾ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
オ
か
ら

の
伝
言

　
　
　
　
　

講
師　

南　

研
子 

氏

�

（
熱
帯
森
林
保
護
団
体
代
表
）

日
時　

平
成
29
年
3
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
二
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
叡
智

マ
ル
マ
・
セ
ラ
ピ
ー

　
　
　
　

講
師　

金
子　

栄
子 

氏

日
時　

平
成
29
年
4
月
15
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

神
社
と
経
営
心
理
学
を
使
っ
て

成
功
す
る
方
法

　
　
　
　

講
師　

大
和　

栄
一 

氏

日
時　

平
成
29
年
5
月
20
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
29
年
3
月
25
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3 

交
通　

 

地
下
鉄
名
港
線
「
港
区
役
所
」

駅
下
車　

徒
歩
15
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
6
5
1
・
3
7
9
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
4
回　

分
科
会 

気
づ
き

日
時　

平
成
29
年
3
月
5
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
8
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
・
11
・
1
）

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　
　

五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円

講
演　
「
原
理
的
視
点
に
つ
い
て
」

講
師　

浪
平　

博
人
氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
30
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第 

9
回　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ　

重
力
と
健
康

日
時　

平
成
29
年
3
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

�

（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会
費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般 

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

世
話
人　

阿
久
津　

淳

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&

超
人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発

　
　
　
　

講
師　

末
武　

信
宏 

氏

た
だ
今
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た

末
武
信
宏
と
申
し
ま
す
。
私
は
本
業
が

美
容
外
科
医
で
し
て
、
元
々
大
学
を
卒

業
し
ま
し
て
、
第
一
外
科
に
入
局
し
ま

し
た
が
、
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
の
が

自
分
に
合
わ
な
い
な
、
と
い
う
こ
と
で
、

今
の
状
態
を
さ
ら
に
向
上
パ
フ
ォ
ー
マ



ン
ス
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず

は
美
容
外
科
の
方
を
主
と
し
て
、
診
療

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

今
私
が
や
っ
て
い
る
の
は
、
3
つ
の

こ
と
で
す
。
1
つ
は
美
容
外
科
・
美
容

皮
膚
科
診
療
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
と
い
う
見
た
目
を

美
し
く
し
た
り
、
見
た
目
を
若
く
す
る

と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
今
、
順
天

堂
大
学
医
学
部
の
方
で
、
小
林
弘
幸
と

い
う
、
よ
く
テ
レ
ビ
に
も
ご
出
演
さ
れ

て
い
る
教
授
と
一
緒
に
、
自
律
神
経
と

い
う
人
間
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
研
究
開

発
を
基
に
、
多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
→
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ス
ン
）

も
う
一
つ
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
研
究
、
こ
れ
は
日

本
サ
イ
科
学
会
と
も
関
係
あ
る
お
話
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
か
ら
20
年
く
ら
い
前
か
ら
、
退
行
催

眠
に
よ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
エ
リ
ア

に
い
ろ
い
ろ
な
方
を
誘
導
し
て
、
そ
こ

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
取
る
と
い
う
こ
と

を
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
お
り
ま

し
た
。

実
は
私
の
母
親
が
そ
う
い
う
能
力
が

あ
っ
て
、
私
が
小
さ
い
頃
か
ら
そ
う
い

う
の
を
見
て
育
っ
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る

世
間
で
言
う「
超
能
力
」と
い
う
の
は
小

さ
い
頃
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。
大
き
く
な
っ
て
、
ど
う
も
そ

う
い
う
の
は
普
通
の
人
と
違
う
、
と
い

う
こ
と
が
判
り
ま
し
て
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
、
例
え

ば
身
内
の
亡
く
な
っ
た
方
と
お
話
が
し

た
い
と
か
、
自
分
の
生
き
て
き
た
使
命

が
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
い
方
と
か
、

人
生
に
お
い
て
ど
う
し
て
も
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
悲
し
み
に
対
し
て
、

解
決
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

※
最
初
に
美
容
外
科
・
美
容
皮
膚
科
の

種
々
の
診
療
の
ご
紹
介
が
あ
り
、
ス
ポ

ー
ツ
選
手
に
対
す
る
P
R
P
療
法
を

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

P
R
P
療
法
は
、
腕
の
静
脈
か
ら
20 

C
C
位
の
採
血
を
し
て
、
遠
心
分
離
し

て
、「
赤
血
球
と
白
血
球
」
と「
血
小
板

を
含
ん
だ
血
漿
」
を
分
離
し
ま
す
。
こ

の
高
濃
度
の
血
小
板
血
漿
を
、
痛
ん
だ

膝
と
か
、
肩
と
か
、
肘
と
か
、
ア
キ
レ

ス
腱
に
注
射
し
て
、
治
療
を
促
進
し
ま

す
。パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ

日
本
代
表
で
、
シ
ド
ニ
ー
、
ア
テ
ネ
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
旗
手
も
務
め

た
鈴
木
徹
選
手
は
、
片
足
で
2
メ
ー
ト

ル
ジ
ャ
ン
プ
す
る
の
で
す
が
、
や
は
り

片
足
に
大
変
な
負
荷
が
か
か
る
の
で
、

膝
の
靱
帯
と
腱
が
慢
性
的
な
炎
症
で
ど

の
病
院
で
も
治
せ
な
い
と
き
、
為
末
大

選
手
が
P
R
P
療
法
で
復
活
し
た
と
い

う
新
聞
記
事
を
読
み
、
私
の
と
こ
ろ
に

来
ま
し
た
。
歩
行
も
困
難
な
状
態
で
し

た
が
、
P
R
P
療
法
を
施
し
て
、
ロ
ン

ド
ン
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
2
0
1
2
）

で
4
位
入
賞
し
、
昨
年（
2
0
1
4
）

の
ア
ジ
ア
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
金

メ
ダ
ル
を
取
り
ま
し
た
。
今
年（
2
�0�

1
5
）
の
I
P
C
陸
上
競
技
G
P（
サ

ン
パ
ウ
ロ
）
で
も
2
・
0
0
メ
ー
ト
ル

の
日
本
新
記
録
を
作
り
ま
し
た
。
リ
オ

（
2
0
1
6
）
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も

出
る
こ
と
は
確
実
で
す
が
、
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク（
2
0
2
0
）
ま
で
サ
ポ
ー

ト
で
き
た
ら
な
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
諸
藤
将
次
プ
ロ

は
ド
ラ
イ
バ
ー
で
は
日
本
一
飛
ば
し
屋

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
左
手
親
指
の

種
子
骨
が
潰
れ
て
神
経
障
害
を
起
こ
し
、

多
く
の
病
院
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
手
術

し
か
な
い
、
ま
た
そ
れ
が
成
功
す
る
確

率
も
半
々
で
す
し
、
何
シ
ー
ズ
ン
も
棒

に
振
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

一
か
八
か
で
P
R
P
療
法
を
や
っ
て
み

ま
し
た
。
結
果
、
痛
み
が
ま
っ
た
く
無

く
な
り
ま
し
て
、
今
期
か
ら
シ
ー
ズ
ン

に
復
活
で
き
ま
し
た
。

　

血
小
板
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
は
学

校
で
血
液
の
凝
固
に
関
わ
る
と
習
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

成
長
因
子
で
あ
る
α
顆
粒
が
沢
山
含
ま

れ
て
い
ま
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
傷
の

修
復
が
で
き
る
、
そ
れ
を
応
用
し
て
肌

の
若
返
り
に
も
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

横
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
ダ
イ
エ
ッ

ト
で
き
る
方
法
が
あ
り
ま
し
て
、

「Focused Field RF A
pplicator

」と

い
う
機
器
で
、
ド
ー
ム
の
中
に
入
っ
て
、

1
秒
間
に
27
万
回
分
子
の
振
動
を
起
こ

し
ま
し
て
、
熱
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

皮
膚
と
筋
肉
と
脂
肪
で
イ
ン
ピ
ー
ダ

ン
ス
が
違
う
の
で
、
主
と
し
て
脂
肪
に

熱
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
人
間
の
身
体
は

45
度
以
上
に
な
る
と
細
胞
が
分
解
を
起

こ
し
ま
す
が
、
脂
肪
だ
け
を
分
解
さ
せ

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
開
発
さ
れ
た「
部

分
痩
身　

先
端
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。
4

回
ほ
ど
の
施
術
で
脂
肪
が
か
な
り
取
れ

ま
す（
ア
ポ
ト
ー
ス
シ
ス
）。

現
代
は
医
療
機
器
の
技
術
が
進
ん
で

い
ま
し
て
、「
有
害
・
必
須
・
参
考
ミ
ネ

ラ
ル
総
合
解
析
シ
ス
テ
ム（
O
L
I
G
O 

S
C
A
N
）」
に
よ
っ
て
、
手
の
ひ
ら
を

セ
ン
サ
ー
で
測
定
し
、
こ
の
情
報
が
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
送
信
さ
れ
て
、
わ
ず

か
数
十
秒
で
そ
の
人
の
体
内
に
あ
る
ミ

● ❹●



ネ
ラ
ル
の
量
が
分
光
解
析
さ
れ
ま
す
。

日
本
人
は
だ
い
た
い
ニ
ッ
ケ
ル
が
多

い
方
で
す
が
、
こ
れ
は
ニ
ッ
ケ
ル
缶
で

い
ろ
い
ろ
飲
ん
だ
り
、
ニ
ッ
ケ
ル
成
分

の
入
っ
た
鍋
で
料
理
す
る
か
ら
で
し
ょ

う
。
寿
司
屋
の
大
将
は
、
か
な
り
水
銀

が
多
く
出
ま
す
。
こ
れ
は
、
マ
グ
ロ
が

最
終
的
な
食
物
連
鎖
で
水
銀
の
量
が
多

い
の
で
す
が
、
寿
司
屋
の
大
将
は
そ
れ

を
よ
く
食
べ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
の
機
器
に
よ

り
身
体
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も

判
り
ま
す
の
で
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
等
で
、
私
ど
も
も
使
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
も
う
一
つ
の
本
題
で
す
が
、

自
律
神
経
は
い
わ
ゆ
る
超
能
力
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
関
連
あ
り
ま
す
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
は
肉
体
や

筋
肉
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
重
点
を
置
か

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
無
意

識
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
は
、

す
べ
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
す
な
わ
ち
自

律
神
経
で
す
。
実
は
お
医
者
さ
ん
も
自

律
神
経
の
こ
と
は
、
生
理
学
で
少
し
学

ぶ
だ
け
な
の
で
、
あ
ま
り
知
ら
な
い
の

で
す
。

　

自
律
神
経
は
、
交
感
神
経
と
副
交
感

神
経
が
あ
っ
て
、
体
の
中
に
す
ご
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が

恐
怖
を
感
じ
た
と
き
に
、
ど
う
い
う
こ

と
が
体
の
中
で
起
こ
る
か
と
言
い
ま
す

と
、
心
拍
数
が
上
が
り
、
気
管
が
拡
張

し
ま
す
、
汗
が
出
ま
す
、
瞳
孔
が
開
き

ま
す
、
骨
格
筋
に
血
流
を
増
や
し
ま
す
、

消
化
管
の
血
流
が
遮
断
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
極
限
の
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
っ

た
と
き
と
い
う
の
は
、
戦
闘
モ
ー
ド
、

あ
る
い
は
逃
避
モ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。

そ
の
と
き
に
、
皆
さ
ん
は
考
え
て
心
拍

数
を
上
げ
た
り
、
考
え
て
汗
を
出
し
た

り
し
ま
せ
ん
よ
ね
。
こ
れ
は
全
部
、
自

律
神
経
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の

で
す
。

　

逆
に
食
事
を
し
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
い
る
と
き

は
、
副
交
感
神
経
が
関
わ
り
ま
す
。
副

交
感
神
経
機
能
と
い
う
の
は
、
脳
神
経

の
3
：
動
眼
神
経
、
7
：
顔
面
神
経
、

9
：
舌
咽
神
経
、
10
：
迷
走
神
経
が
関

わ
り
、
主
に
迷
走
神
経
が
発
生
の
75
%

を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
多
く
の

臓
器
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
仙
髄
の
S
2
～
S
4

に
お
い
て
、
生
殖
器
や
膀
胱
や
下
部
の

大
腸
等
を
支
配
し
て
い
る
神
経
が
あ
り

ま
す
。

交
感
神
経
は
、
頭
蓋
骨
底
か
ら
脊
椎

を
走
っ
て
い
る
交
感
神
経
幹
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
、
全
身
至
る
所
に
張
り
巡
ら

さ
れ
て
、
こ
れ
が
緻
密
に
レ
ギ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
皆
さ
ん
の
体
温
調
整
と

か
、
消
化
と
か
、
皆
さ
ん
が
無
意
識
に

生
き
て
い
る
こ
と
を
司
っ
て
い
る
神
経

で
す
。

脳
波
等
で
の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
い
、
と
私
ど
も

は
言
い
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
定
量

評
価
で
き
な
い
の
で
す
が
、
自
律
神
経

は
す
べ
て
数
値
で
表
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

ん
な
に
も
レ
ギ
ュ
レ
ー
ト
さ
れ
た

神
経
の
こ
と
を
、
本
当
は
も
う
少
し
医

学
部
で
も
教
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
す
け
れ
ど
、
残
念
な
が
ら
今
で
は
医

学
部
で
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

副
交
感
神
経
と
い
う
の
は
、
脳
幹
の

3
、
7
、
9
、
10
番
か
ら
出
て
い
て
、

特
に
頭
部
に
、
唾
液
を
出
し
た
り
、
瞳

孔
を
開
い
た
り
、
非
常
に
重
要
な
人
間

の
生
命
活
動
が
あ
り
、
10
番
の
迷
走
神

経
と
い
う
の
は
、
心
臓
や
消
化
管
等
の

臓
器
を
司
っ
て
い
ま
す
。

実
は
副
交
感
神
経
と
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
瞑
想
、
禅
、
武
道
、
ヨ
ガ
、

ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
の
関
連
性
は
い
ろ
い
ろ

な
論
文
が
、
主
に
ア
メ
リ
カ
で
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

交
感
神
経
は
興
奮
さ
せ
る
神
経
で
、

交
感
神
経
が
あ
ま
り
に
も
刺
激
さ
れ
る

と
パ
ン
ク
し
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。

パ
ソ
コ
ン
の
古
い
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

O
S
よ
り
も
最
新
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

O
S
の
方
が
、
最
新
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
ソ
フ
ト
を
ス
ム
ー
ス
に
動
か
せ

ま
す
。
人
間
の
自
律
神
経
も
同
じ
で
し

て
、
い
く
ら
ハ
ー
ド
の
筋
力
を
ア
ッ
プ

し
て
も
、
神
経
機
能
を
向
上
さ
せ
な
け

れ
ば
不
具
合
が
生
じ
ま
す
。

自
律
神
経
の
機
能
を
上
げ
る
こ
と
は
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
は
絶
対

必
要
条
件
で
す
し
、
皆
さ
ん
が
も
し
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
能
力
を
磨
こ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
自
律
神
経
の
ト
ー
タ
ル
パ

ワ
ー
を
上
げ
る
の
が
一
番
で
す
。
自
信

を
持
っ
て
、
断
言
で
き
ま
す
。

●❺ ●



米
国
等
で
P 

T 

S 

D（
心
的
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
）を
治
療
す
る
の
に
も
使

わ
れ
る
T 
F 
T
療
法（T

hought Field 
T

herapy 
「
思
考
場
療
法
」）
も
、
自
律

神
経
と
確
実
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
論

文
も
多
数
出
て
い
ま
す
。

1 

9 

6 

0
年
代
に
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、

現
在
の
ロ
シ
ア
で
始
ま
っ
た
H 
R 

V

（heart rate variability

：
心
拍
変
動
）

の
揺
ら
ぎ
に
よ
る
、
自
律
神
経
機
能
評

価
は
、
最
初
は
宇
宙
開
発
や
軍
事
利
用

が
目
的
で
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
も
こ

の
分
野
の
研
究
で
は
、
ロ
シ
ア
と
ア
メ

リ
カ
が
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
日
本
で
は
、
私
ど
も
と
一
部
の
研

究
者
し
か
臨
床
応
用
は
し
て
い
な
い
で

す
。

　
◎
H
R
V
周
波
数
解
析
指
数

・
ト
ー
タ
ル
パ
ワ
ー（
A
N
S
）

・
V
L
F
（
A
N
S
、
体
温
調
節
、
レ

　

ニ
ン
・
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
、
ホ

　

ル
モ
ン
）

・
L
F（
S
N
S
、
P
N
S
）

・
H
F（
P
N
S
）

・
L
F
／
H
F（
S
N
S
）

・
L
F
補
正
値

・
H
F
補
正
値

［
参
考
］

V 

L 

F
：
低
周
波
数
成
分（0-0.05H

z

）

に
は
血
管
運
動
活
動
、
レ
ニ
ン
・
ア
ン

ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
、
そ
し
て
体
温
調
節

を
反
映

L 

F
：
中
間
周
波
数
成
分（0.05-0.20

H
z

）は
圧
受
容
体
系
の
反
映

H 

F
：
高
周
波
数
成
分（0.20-0.35H
z

）

は
呼
吸
変
動
の
反
映

・
副
交
感
神
経
刺
激
に
対
す
る
迅
速
な

心
拍
応
答
と
、
交
感
神
経
刺
激
に
対
す

る
緩
徐
な
応
答
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
交
感

神
経
、
副
交
感
神
経
優
位
の
周
波
数
帯

の
差
が
生
ず
る
。

・
H
F
成
分
は
呼
吸
に
よ
っ
て
生
ず
る

副
交
感
神
経
活
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る

・
L
F
成
分
は
交
感
神
経
と
副
交
感
神

経
活
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る

・
V
L
F
成
分
は
主
と
し
て
交
感
神
経

活
動
、
一
部
副
交
感
神
経
活
動
に
よ
り

影
響
を
受
け
る

・
L
F
／
用
い
ら
れ
る
。

現
在
こ
れ
ら
の
H 

R 

V
周
波
数
解
析

指
数
は
、
ス
マ
ホ
（iPhone

）
の
健
康

管
理
ア
プ
リ
「
ス
ト
レ
ス
ス
キ
ャ
ン
」

と
し
て
、
我
々
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

H
R
V
に
よ
り
、
病
気
の
前
段
階
や

実
際
に
病
気
で
あ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
判
り
、
生
体
情
報
と
し
て
血

圧
以
上
に
重
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医

学
部
で
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
従

っ
て
、
自
律
神
経
機
能
検
査
が
で
き
る

こ
と
を
、
多
く
の
医
師
は
知
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
医
師
は
自
律
神
経
を
語
る
が
検

査
を
し
た
こ
と
も
無
い
、
こ
れ
が
日
本

の
現
状
で
す
。

　

肝
機
能
異
常
は
、
A
S
T（
G
O
T
）、

A
L
T（
G
P
T
）の
数
値
で
評
価
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
律
神
経
デ
ー
タ

も
な
い
ま
ま
、
患
者
さ
ん
に

・
自
律
神
経
が
乱
れ
て
い
ま
す
ね
。

・
自
律
神
経
に
異
常
が
あ
り
ま
す
ね
。

・
自
律
神
経
が
問
題
で
す
。

と
断
言
す
る
医
師
が
い
ま
せ
ん
か
?

→
何
を
根
拠
に
自
律
神
経
を
語
る
の
で

し
ょ
う
か
?

自
律
神
経
を
測
っ
て
何
を
す
る
か
と

い
い
ま
す
と
、
我
々
は
自
律
神
経
機
能

を
向
上
す
る
手
法
の
開
発
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
医
学
的
根
拠
が
な
い
健
康
法

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
法
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
が
、

自
律
神
経
機
能
を
考
慮
し
た
研
究
が
必

須
で
あ
り
ま
す
。

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
健
康
法
、

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
開

発
が
必
要
で
す
。
副
交
感
神
経
機
能
向

上
の
手
法
と
し
て
、
順
天
堂
大
学
で
開

発
し
た
「
セ
ル
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
で

あ
っ
た
り
、
従
来
か
ら
あ
る
太
極
拳
、

ヨ
ガ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
等
の
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
、
ま
た
鍼
灸
、
タ
ッ
ピ
ン
グ
、
呼
吸

法
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、
腸
内
環
境
改

善
す
る
と
、
自
律
神
経
機
能
が
上
が
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

● ❻●



こ
れ
は
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金

メ
ダ
ル
を
取
っ
た
、
あ
る
選
手
の
自
律

神
経
機
能
の
デ
ー
タ
で
あ
り
ま
す
。

（
左
側
の
大
き
な
枠
全
部
）

縦
軸
が
副
交
感
神
経
レ
ベ
ル
、
横
軸

が
交
感
神
経
レ
ベ
ル
を
表
し
、
中
の
濃

い
色
の
正
方
形
の
枠
内
が
一
般
人
の
レ

ベ
ル
で
す
。
こ
れ
を
見
て
、
私
が「
絶

対
金
メ
ダ
ル
だ
ね
。」と
言
い
ま
し
た
ら
、

彼
は
毎
月
1
回
ア
メ
リ
カ
に
バ
イ
オ
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
つ
ま

り
自
律
神
経
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
行
っ

て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
私

の
予
想
通
り
、
金
メ
ダ
ル
を
取
り
ま
し

た
。
緊
張
の
中
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

能
力
と
い
う
の
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
は
超

人
で
す
ね
。

金
メ
ダ
ル
獲
得
に
は
、
自
律
神
経
機

能
向
上
が
鍵
と
い
う
こ
と
で
、
今
私
ど

も
は
こ
う
い
っ
た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

に
指
導
し
て
、
め
ざ
ま
し
い
成
果
が
出

て
い
ま
す
。
実
際
、
ロ
シ
ア
の
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
、
火
星
の
有
人
探
査
計

画
（
M
A
R
S
・
5
0
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
2
0
0
9
～
2
0
1
1
）と
し
て
、

地
上
で
の
6
名
の
閉
鎖
空
間
滞
在
実
験

を
行
い
、
自
律
神
経
の
機
能
が
ど
う
な

っ
た
か
を
調
べ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

判
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
米
国
国
防
省
で
は
、
イ
ー
ス

ト
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
と
組
ん

で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
の
帰

還
兵
で
P 

T 

S 

D
で
非
常
に
悩
み
、
心

と
体
が
壊
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
方
が
多

い
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
にBIO

CO
M

 
T

ECH
N

O
LO

GY

社
製
の
自
律
神
経
機

能
計
測
シ
ス
テ
ム
で
測
定
し
て
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
米
ロ
で
は
軍
事
と
宇

宙
医
学
に
莫
大
な
額
の
研
究
費
が
投
資

さ
れ
、
そ
こ
で
最
先
端
の
も
の
と
し
て
、

自
律
神
経
機
能
測
定
の
シ
ス
テ
ム
が
使

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
を

私
は
、
も
う
15
年
以
上
使
っ
て
、
多
く

の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
測
定
、
指
導

を
し
て
お
り
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
と
し
て
、
バ

イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
、
す
べ
て
は
細
胞
の
血
流
を
良

く
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
り
、

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
副
交

感
神
経
機
能
を
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
セ
ル
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
自

律
神
経
機
能
向
上
、
細
胞
へ
の
血
流
増

加
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

旧
ソ
ビ
エ
ト
で
は
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
長
期
滞
在
し
た
宇
宙
飛
行
士
や

原
子
力
潜
水
艦
の
乗
務
員
が
、
業
務
退

職
後
自
律
神
経
異
常
で
突
然
死
が
多
発

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
多
大
な
ス
ト
レ
ス

に
よ
る
自
律
神
経
機
能
破
綻
が
原
因
で

あ
り
、
人
間
の
自
律
神
経
機
能
を
測
定

す
る
こ
と
は
、
健
康
面
以
外
で
宇
宙
飛

行
士
や
軍
人
に
必
須
で
あ
っ
た
の
で
す
。

旧
ソ
ビ
エ
ト
が
崩
壊
し
て
、そ
の
科
学
者

が
ロ
シ
ア
に
亡
命
し
て
、
立
ち
上
げ
た

会
社
がBIO

CO
M

 T
ECH

N
O

LO
GY

社
で
、
そ
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
も
う
15
年

以
上
私
は
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験

研
究
、
そ
れ
か
ら
検
査
結
果
の
情
報
収

集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
等
の
レ
ー

シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
5
G
と
い
う

一
般
の
方
な
ら
1
回
で
失
神
し
て
し
ま

う
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
が
レ
ー
ス
中
何
十

回
か
か
っ
て
も
、
時
速
3
0
0
キ
ロ
を

超
え
る
レ
ー
シ
ン
グ
走
行
が
で
き
る
超

人
で
す
。
あ
る
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ

ー
が
、
非
常
に
成
績
が
悪
い
の
で
、
何

と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
私

の
と
こ
ろ
に
来
た
の
で
す
が
、
自
律
神

経
を
測
定
し
ま
し
た
ら
、
機
能
が
非
常

に
低
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

症
状
と
し
て
は
、
眠
れ
な
い
、
下
痢

し
て
い
る
、
す
ぐ
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま

う
、
口
内
炎
が
で
き
る
、
集
中
力
が
続

か
な
い
、
と
い
う
明
ら
か
に
副
交
感
神

経
機
能
が
低
下
し
て
い
て
、
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
で
き
て
い
な
い
の
で
す
。

　

よ
く
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、
ウ
エ
イ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ば
か
り
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
筋
肉
ば
か
り
肥
大
し
て

肝
心
の
と
き
に
筋
肉
の
方
に
血
流
が
行

っ
て
、
脳
に
血
流
が
行
か
な
い
の
で
、

自
律
神
経
が
働
い
て
も
、
脳
の
集
中
力

が
保
て
な
い
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
で

す
べ
て
の
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

止
め
さ
せ
て
、
自
律
神
経
機
能
を
上
げ

る
呼
吸
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
を
し

た
ら
、
自
律
神
経
の
機
能
が
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
選

手
の
よ
う
に
な
り
、
す
ぐ
優
勝
し
て
、

ス
ー
パ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
2
0
0
7

年
、
2
0
0
8
年
、
年
間
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
0
9
年
の
F
1
総
合
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
が
私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
遊
び
に
来

た
と
き
に
、
自
律
神
経
を
測
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
や
は
り
交
感
神

経
も
副
交
感
神
経
も
非
常
に
高
く
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
指
導

者
と
し
て
私
も
副
交
感
神
経
優
位
で
、

交
感
神
経
機
能
も
高
く
、
ト
ー
タ
ル
パ

ワ
ー
が
非
常
に
強
い
で
す
。
私
は
緊
張

し
な
い
で
す
し
、
集
中
力
も
か
な
り
あ

る
と
思
い
ま
す
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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ン群（荷電粒子）間に対流が生じ、大気の陰・
陽イオン群が形成され、イオン・ボール（オー
ブ）が形成され易くなる。

4−1）実験結果のまとめ
実験結果の特徴として、（1）形の大小、距

離の遠近にかかわらず、図1の（標準）図形の
ような、菱形状のオーブが観測されている。

（2）菱形ADBCを形成する十字形の骨組み
（APBとCPDの組合せ）と方向は不変である。
（3）菱形の骨組みの縦線APBは地球の磁力線
方向（N極からS極への経度線）に一致してい
る様子。（4）横線のCPDは地球の緯度線方向

（例、赤道）に一致している様子である。菱形
4角形の諸変化をみると、（5）横方向のADB並
びにACBは円弧状に変化する場合があるが、
縦方向のCAD並びにCBDは変わらない傾向
がある。つまり、上下方向には変わらないで、
斜方向に変化する傾向がある。

4－2）菱形オーブモデル
観察・測定結果を都合よく説明するために、

図2のモデル（仮定）を提案する。ベクトル群
の上半分は前報（PSIJ、報告予定）と内容的に
ほぼ同一であり、下半分を追加して図2とし
た。図2において、中心部の点線で示した縦と
横の直線は図1のAPB、CPD線を表している。
図2の横方向に書いてある説明は、4種類の異
なる巴型スピン対群をベクトルで表示したも
の。一番上にある陽電子と電子は一対の大き

な巴型右回りスピン群。その下の陰イオンと陽
イオンは小さな巴型左回りスピン対群。横点
線より下にある陽イオンと陰イオンは右回り巴
型スピン対群。その下の電子と陽電子は左回
り巴型スピン対群を意味している。これらの中
心には核としてのエアゾールがある。

図2を用いて諸変化を説明する。大きなベク
トルの陽電子・電子対は縦方向にある点線と
同じ方向であり、S極からN極に向かう地球磁
力線と一致している。図のベクトルは磁力線
を意味しているので、この一致が、菱形オー
ブのAPBの方向は変わらないという理由の一
つとなるのだろう。他方、ベクトルのスピンの

（回転の）方向はベクトルと直交しているので、
電流の流れる方向をしめしている。つまり、巴
型スピン対群の回転方向は電流の流れる方向
を示し、ベクトルは地球の磁力線方向と一致
している。地球の磁力線方向はほぼ不変なの
で、菱形オーブの方向APBもほぼ不変となっ
ている。これに対し、電流方向としての横方
向（CPD）は、オーブが持つクーロン力の遠距
離作用力のために、様々に変動があり、結果
として菱形の横方向が（形が）変わる原因に
なっているのであろう、と推定している。

さらに、体外にあるオーブと被験者の意識
との間には、様々な情報の交換がある。これ
は一種のマクロPKである。このとき、被験者
の皮膚（チャクラ）からはバイオホトン、プラ
ナ、微細真素粒子などのエネルギー放出があ
り、これがオーブと共鳴・共振（7.8Hz）して
菱形状のオーブが生起してくる。つまり、体
外にあるオーブにも陰・陽のプラナ（微細真素
粒子等）成分がある筈である。図2の巴型spin
対群には、陰・陽のプラナ成分等の加算があ
ると考えざるを得ない。

（紙数の関係から図、写真集は省略させて戴き
ます。）

図2　PSI（電子、イオン）spin対群



いる。フラッシュ光は用いていないので、オー
ブ自体が発光体であることが判る（非反射）。
得られた（チャプター）静止画を拡大して見る
と、真中に光点があり、菱形状に四方に光が
出ている。写真（1−1）、（1−2）、―、―、―、
写真（1−16）等。大きさはあまり変わらないが、
形と位置は、急速に（ピッ、ピッとRO状に）、
わずかながら変化している。写真集（2）をみ
る。写真（2−1）は撮影状況である。

写真（2−2）、―、―、写真（2−5）と、11
時25分方向（時針で方向指示）に強い発光体
の棒状に小点が伸びている。ただし、この強
い発光体状の詳しい内容は不明である。また、
棒状発光体のつぎには、小点（球）発光体状に
戻る場合もある。それらの中でも写真（2−9）
は扇状オーブ（後述、4−3参照）であるが、暫
くすると、また小点（球）発光体状にもどる。

写真集（3）をみる。発生・成長の中期過程と
思われる場合、つまり撮影者に相当に近寄って
きて、かなり発達してきた、と思われる場合で
ある。なお、これらの写真（3−1）、写真（3−2）
等は、菱形オーブ（後述、図1参照）である。
写真（3−3）、―、―、―、写真（3−10）には、
変形した菱形オーブが紹介してある。これら
の諸変化の状況は、後述の写真集（4）、写真
集（5）と「検討と考察」で述べることにする。

判明した事として、（1）図1のACBDで表示
される菱形オーブの（タテ、ヨコの）十字状の
方向（南北、東西）と形は変わらない。（2）タテ、
ヨコの十字状の東西の隅（C、D）ならびに斜め
線の方向（図1のAD、CB、の方向、ならびに
AC、DBの方向）のみが変化する傾向がある。
なお、変化状況については後述する。検討し
たところ、当然ながら（3）菱形状オーブの形
は、カメラの絞りの形ではない。

写真集（4）、写真集（5）を見る。これらは、
写真集（1）～写真集（3）を部分的に拡大した
もの。写真（4−1）は強い小点（球）発光体状
のオーブである。これはオーブ発生の極初期
過程で撮影されたもので、真中に光点（球）が
あり、菱形状に四方に光が出ている。中心部
は強い白光で密度が高く、盛り上がっている。
写真（4−2）は11時25分方向（時針で方向指
示）の（乳白色）非常に強い発光体棒状であ
り、これをうす緑色のHaloが取り巻いている。
写真（4−3）は紫色の扇状オーブで、図1の菱
形状オーブのADB部分が弧を描いたものであ
る。写真（5−1）は図1の菱形状オーブのAC
とBD（ぼけている）部分が、これから伸びよう
としている（別の例もある）、つまりACとBD
が欠けた形になっている。写真（5−2）は菱形
ACBDのACB部分が弧を描いている場合で、
写真（4−3）とは逆になっている。写真（5−3）
は菱形のC部分が欠けた形に成っている。

4．検討並びに考察
空気中に存在しているエアゾール（埃、微粒

子）の大部分は、地球を取り巻いている大気電
界のために帯電している。また空気成分の一
部は大気電界や宇宙線の作用によって電離し
ていて大気陰イオン、大気陽イオン、電子に
なっている。これらによって大気の上層部は
陽（+）、地表部は陰（−）に帯電している。した
がって、地球は電磁気学的には巨大な球形・
地球コンデンサー（約30万V）として存在して
いる（直流電場）。

このほかに、雷による活動並びに地磁気の
脈動等に伴って発生すると判断されている周
波数1～10Hz、10−2～10−3V/m程度の微細な
交流電場も存在している、という。一方、空
気中に含まれる水分はごく僅かであるが、水
分が無いとオーブは極めて出現し難くなる。ま
た、空気中に含まれる水分は、大気電界のた
めに電離していて、陽イオン（H+）、陰イオン

（OH−）、電子に電離している。他方、地球表
面は陰に帯電しているが、上空から厚い雨雲

（積乱雲）がやってくると、地球表面は陰（−）
から陽（+）に帯電が変化することになる。こ
のような時には、空気中の陰イオン群と陽イオ

●❾ ●

図1　菱形オーブ（モデル）



像が写る液晶モニター上に）から観察し、撮影
する方法を用いた。なかなか撮れない（オーブ
が居ない）場合でも、天候条件等の物理的なら
びに、無心で熱心に撮影するなどの心理的条
件（ASCに近づける）を揃えると写るようにな
る。人工的に噴霧（キリ、モヤ）を放射すると、
約30%以上の確率で写るようになる。また本
報では、1例のみを示す場合でも、2例以上の
同一内容の画像がある場合のみを扱っている。

2−2）撮影・表示の内容
偽オーブを避ける為にデジタル・カメラを

「望遠ズーム」状態にし、シャッターを半押し
にして、近赤外線をカメラから放射させて、
カメラの液晶画面が機能する（非可視の近赤外
線域に潜むオーブが見える）ようにしてから、
液晶画面上にオーブを呼び込む。つまり「オー
ブさん」来て下さい、とお願いする。例えば

「キテ、キテ、―、―、―、―」と呼びかける。
このような条件を設定した後に液晶画面上に
オーブを写し出し（出現したら）、これを別置
きのビデオ・カメラで動画として撮影する。こ
の様な手順を踏んだ後には、オーブは可視光
線域まで、色あい（波長）が変化して（願いが
届いて）、写される場合が多い。さらに、ビデ
オ・カメラを手持ちにして、欄干の手摺り等に
沿って、動かして、「手ブレ」が無い様に注意
して、撮影した。

本稿に表示する写真集（1）～写真集（3）の撮
影・実験場所は静岡県磐田市で、2014年11月
21～24日。夜間の18：00～20：00、デジカメ
撮影・実験者は佐藤禎花師（女性）、ビデオ撮
影者は高瀬育代並びに鈴木るみ子（女史）。佐
藤師は特異能力保持者である。ラビット・オー
ブの呼び込み、並びに情報交換等は佐藤師自
身が行っている。外側からみると、佐藤師は
陽気であり、賑やかで、楽しい雰囲気（ポジ
ティブ）に包まれてオーブを呼び込んでいる。
変性意識状態（ASC）に近い状態下で、オーブ
と情報交換をしている様子である。筆者らも、
これに真似てスプレー噴射（キリ、モヤ）下で

「望遠ズーム状態」で試行したが、撮影像を得
るまでには到らなかった。

なお、ビデオの動画には、シャッターの開閉

が無いので、コマ送りが（固定では無く）連続
している。そこで、観測に必要な部分を切り
取って、コマ送り静止画像として表示すること
にした。分割された部分をチャプターという。

3．実験結果と検討
記録されたビデオ・動画をムービーメー

カー（MM）に移し、これをDVDに移し換えた
後、Wordに切り貼りして検討することにした。
MMに収録した動画は、03min, 18 sec：72。
00 , 02：55。00 , 05：03、―、―、―、00 , 01：
02等と14箇所に分割して収録した。この中の
変化の有る部分を、1コマずつコマ送りした画
像（1/30秒ごとにチャプターした）のオーブの
一例を写真集（1）～写真集（3）に示した。

本報の特徴は、動的な「菱形状オーブ」が観
測された点に有るだろう。本報以外では、菱
形オーブは、静的画像（東京）と動的画像（イ
ギリス）が各1例ある事を知るのみである。一
般には球形光状（丸光型）であるが、これらの
動的測定・解析は皆無であると思われる。前
報の長野県伊那市で撮影された芽オーブの動
画は、静穏時には「芋虫状」であり、活躍時に
は「変形芋虫状」または「丸型」等であり、兎が
飛び跳ねる様な動き「ピョン、ピョン、―、―、
―」をするので、ラビット・オーブ（RO）と仮
称した。また、地球の共振周波数の7.8Hzに
関連して変化する様子である。この変化挙動
は、前報（PSIJ、2017年、予定号）で報告して
ある。本報の菱形オーブは、前報のROに比較
すると、どちらかと言えば、割合におとなしい

（静穏時）タイプであると言える。なお、これ
らは、一般に、ネット等で観察される成長した
動オーブ（紹介・観察のみ）とは異なり、（著者
らは）極初期または中期成長過程の姿・形であ
ると判断している。

写真集（1）は発生の極初期、（2）は初期、写
真集（3）は中期の過程において、動画を1/30
秒ごとにチャプターした典型的な一例である。
写真集（1）をみる。「望遠ズーム」をいっぱい
に伸ばして、遠方に焦点を合わせて、オーブ
を呼び込む（探す）。「キテ、キテ、―、―」と
呼びかけた後に、写された写真集（1）には、
強い極小点（球）発光体状のオーブが写されて

● �●



これは、最先端の多彩な機能をノートパソコ
ンを使用した簡単な操作が可能な、未来の健
康を予測した健康管理、そしていつまでも健康
で若々しく、きれいでいたいと願うエイジング
ケアのための、21世紀の美と健康を考えるサ
ポートツールといえるのではないか。

まとめ
以上、健康で長生きをするという情報を幾つ

か提供したが、その人類の健康寿命は通常で
あれば120歳の年齢を迎えることが出来るとも
言われている。しかし、ストレス、生活習慣な
どにより引き算がされて現在の平均寿命となっ
ているのが現状である。そして、健康寿命は際
限なく求められている反面、糖尿病、人工透析、
癌等の疾病に苦しんでいる多くの人々がいるの

も現実である。
小さい時から、病気ひとつしたことがないと

いう人もいれば、ずっと疾病で苦しんでいる人
がいるのもまた現実である。

これからも、医学、科学の更なる進歩により
多くの疾病を治すことが出来るようになるであ
ろうが、もし未病の段階で改善がなされるので
あれば、1人当り30.7万円、総額では39.2兆円
と言われる国民医療費の大幅な削減も図れるの
ではないだろうか。

健康とは、どのようにして保持できるのかと
いうことを、以上の説明により学術的な面と実
技的な面を知り得ることが出来るならば、SW
Ⅱの使用も含めて更なる健康対策を講じていけ
るであろうし、結果として究極の目的に近づけ
るのではないかと思慮するところである。

1．はしがき
フラッシュ光を用いて撮影したデジタル・

カメラ画像にレンズ付近の埃、水滴などが「偽
オーブ」として写り込む場合がある。しかし、
それらが写らない「望遠ズーム」状態で、フラッ
シュ光を用いない場合でも、「真オーブ」は写
る。意識に反応して写る、等から、重要な研究
対象であると判断されている。前報では、発生
の極初期の芽オーブ（ラビット・オーブ、RO）
の変化挙動について観測した。しかし、実体は
何か、どのような性質をもつか、再現性の有無、
等の究明が不十分であった。今回の本報の特
徴は、動的な菱形オーブがあらたに観測された
点にある。前報や本報で検討したところ、オー
ブは呼びかけに応じて遠方からやってくる。光
子群の集合体（陰・陽イオン対など）である。
菱形、芋虫型、丸型（球状）などに形状、寸法、
色合い（波長）等が変化し、次第に成長する傾
向がある。地磁気、地球空間電磁場等の影響
を受けている。撮影者の意識（ASC）に応答し
た行動をとる、等の結果を得ることが出来た。

2．実験･撮影について
2－1）撮影・実験方法

オーブの動作観察並びに静止画撮影にはデ
ジタル・カメラのカシオEX-Z-2000（1610万
画素数）、カシオEXZR700BKを用いた。デジ
タル・カメラの焦点距離を「通常（望遠無し）」、
並びに「望遠ズーム（倍率は液晶モニター上で
示す）」に選び、フラッシュ光を併用して撮影
した。「望遠ズーム」の撮影方法は、真オーブ
を写しやすい傾向がある。撮影は、露出モー
ドをオート撮影（P）に合せて行う。オーブの動
画撮影にはビデオ・カメラ（ソニー・ハンデイ
カム、HDR-CX270）並びに（パナソニック・
ハンデイカム、HCV210M）を用いた。

本報の撮影・観察場所は静岡県磐田市。撮
影日時は2014年11月23～25日。撮影時間は、
夜間の18：00～21：30の間。オーブは近赤外
線領域に潜んでいるので目には見えない（活性
化エネルギー、約1.38eV）、また五感では認
知出来ない。そこでシャッターを半押しにし
て、「液晶モニター」を機能させて（近赤外線
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さらに、現在自分が気づかない恐れとか、願
望の心理状況も確認できるようになっている。
この様に、SWⅡは自分で自分の健康管理が出
来るだけでなく、改善も図れるのだが、同様の
機器類も他に多く開発されている。

このSWⅡの論理、そしてSWⅡの開発背景
としては、1988年にロシアのオムスクで、人間
の自己治癒力、恒常性（ホメオスターシス）な
ど人間が本来持っている能力をサポートするた
めの、バイオ共鳴診断・治療の研究として開始
された。

また、電子工学者ニコラ・テスラは、周波数
により症状を緩和させる研究を行っていたが、
その基礎研究がSWⅡに応用されている。

周波数の音振=音の振動について、ドイツ物
理学者エルネスト・クラードニは金属板を振動
させると、その振動に合わせ金属板上の砂が図
形を描く（クラードニ図形）という実験を行って
いるが、スイスのハンス・イエニーは、トノス
コープにより金属板上に様々な周波数の音を発
生させ、液体、固体、粉体などに周波数が影
響を与えるとする実験から、周波数は固体にも
影響を与え、生体の不調はその秩序の乱れだ
と考えた。

そして、これらの研究が基礎となりSWⅡが
開発されたのだが、これはロシアの宇宙飛行士
の健康管理にも使用されている（この内容はテ
レビ放送されている）。

SWⅡの利用情報としては、日常的な健康管
理を対象としたものであり、医療診断、医療

機器としての使用を前提とするものではなく、
SWⅡ使用により健康情報を提供するものだと
定義づけている。

このSWⅡは、人間の生命活動を維持する
うえで、栄養学、分子医学、生化学などの広
い分野における膨大なデーターを、コンピュー
ター処理できる形に置き換え、極めて専門的
に健康の推移を予測するのだが、システム的
には、SWⅡ本体から送られる情報を、ヘッド
ホーンを装着することで「体の器官の固有の周
波数・・超低音波音（1Hz～9Hz）」を骨伝導に
より全身に送りリサーチをして、その反応結果
をNo.1～No.6までの段階に分け、各器官の特
有の周波数の乱れを確認することが出来る小型
に作られた機器である。

さらに、1Hz～9Hzの周波数により、脳から
筋肉、骨、血管、血液、染色体、遺伝子レベ
ルまでの全身約600カ所のリサーチを行い、利
用者の不調の原因がどこからきているのか、ま
た未病の段階で健康上の問題点を見つける事
が可能となっている。

操作手順としては、次にメタセラピーを行う
のだが、これは自己治癒力を高め本来の体調
に戻し、健康の維持管理が図れるようにされ
ている。

ここで、SWⅡを使用し喜ばれた事例は幾つ
かあるが、この機器は治療目的ではないこと
から、ここでは省略させていただきたい。また、
SWⅡのペット版も開発利用され好結果を得て
いる。

健康を保持するには、未病の段階で問題点
を見つける事と、その改善をしていくことが必
要なことだが、最適な方法はSWⅡを利用して
いくことだと考えている。
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ようになり研究がされている。
では、瞑想はどのようにするかということだ

が、基本的には椅子に座るとか座禅を組み、静
かに鼻から呼吸をするだけのことで、一般的に
は30分前後で十分と思われる。

そして、瞑想をすることにより、前述の疾病
等の改善がみられているが、イスラエルの医療
センターでの研究では、瞑想が認知症の予防や
抑制に影響があり、また脳の機能を変化させる
ことが実証されているが、そのメカニズムにつ
いては研究途上であるとしている。

そこで、軽度の認知症者を含むグループを
検査したところ、瞑想によりDMN（デフォル
ト・モード・ネットワーク）と感情・記憶等を
所掌する海馬に変化が生じたことが判明して
いる。また、カリフォルニア大学の研究チー
ムも、瞑想は認知症のリスクを低下するの
に効果的であるとの調査結果発表している。
UCLA脳マッピングセンターのフロリアンクル
ト氏は、脳の大脳の一部（灰白質）の病変は病
気、遺伝的要素が影響しているが、瞑想が脳
の老化に良い影響を与えるという科学的エビ
デンスは増えていて、今後の科学的解明を期
待すると語っている。

人がストレスを受けた場合での医学的説明で
は、ストレスを受けた場合、脳内の視床下部が
脳下垂体を刺激して副腎皮質を刺激し、副腎
皮質ホルモンの一種であるコルチゾールを分泌
する。これはストレスに対抗するのだが、常に
ストレス刺激を受けていて、それが改善されな
いでいる場合、記憶、感情を司っている脳内の
海馬にダメージを与えることになる。

それにより、思考の低下、うつ病、頭痛、内
臓障害、不眠そして自律神経失調の症状を含
めた免疫機能の低下をもたらすだけでなく、先
に述べた癌とか認知症まで発症させ、さらには
症状の悪化を招くこととなる。

ハーバード大学の研究では、瞑想により脳
内の海馬の回復を図られるからであろうが、こ
れらの症状の改善が見られたとの報告もある
ことから、患者の場合では医学治療しながら
の瞑想療法は、好結果となるのではないかと
思慮される。

江戸時代の白隠禅師は、修行時に禅病に罹っ
たが軟酥の法（内観法）により健康を回復した
と伝えられているが、これも瞑想によるものと
理解していいのではないか。つまりは、瞑想
することにより副交感神経が優位となり、スト
レスによりダメージを受けた心身の回復がなさ
れ、正常な状態に戻れることとなるだけでなく、
細胞の老化抑制に影響を与えると言われるテロ
メアの働きも助けることになるので、健康を保
持し長寿が可能となるから、この分野も健康、
長寿というキーワードから、さらに研究がなさ
れていくのではないだろうか。

5．NewscanSWについて
では、日常での健康管理はどうしたら良いの

か。そして、健康な毎日を送るにはどうしたら
良いのかとの疑問が出るが、体調不良の状態と
なれば受診するが、その時の病院等での精密
検査ではMRI、CT、マンモグラフィ等々の器
機があるが、自宅でも自分自身の肉体を自分で
チェックして、その原因の確認と改善を同時に
行える、ロシアで開発されたNewscanSWⅡ（以
下「SWⅡ」）によるサウンドスキャニングセラ
ピーが開発され、利用されはじめている。

これは、体の各部位に特定の周波数を耳に
装着したヘッドホーンから、骨伝導で全身に
送ることで、パソコン上の2次元画像に自分の
体調不良の部分が示されるから、直後にその
原因が何によるのか、そして細菌・ウイルスと
かが原因であれば、その排除と自分の細胞の
活性を図るから、いわゆる元気になれるという
機器である。
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物・バクテリアなど全ての地球生命体の中に
存在する。

5億年前の化石の中でも生きている事が確認
されていて、どんな条件下でも死なない生命体
であり、1000℃や−150℃にも耐え、さらには無
酸素状態・硫酸中・硝酸中・塩酸中・超高気
圧・高レベル放射能下などでも死なない生命体
であるといわれている。

そして、全ての生命はソマチットにより作ら
れ、ソマチットが無いと細胞分裂が行われない
とのことである。

このソマチットは、高効率の電子供給体（コ
ンデンサー）として免疫や恒常性維持機能（ホ
メオスターシス）の基本を担い、また、含水リ
ン酸鉱物錯体として身体の様々な要素（血や
骨、DNA、細胞膜、糖鎖、ATP）の基礎的な
原材料ともなっているようだ。

一般的には「マイナスイオン」などが多いと、
ソマチッドが活性化され、様々な種類の抗酸化
物質や活性水素、ミネラルも実際には電子供給
体として働いているといわれている。

このソマチットが、血液中を元気に動いてい
ると赤血球や白血球とぶつかり合い、そこで蓄
えていた電子を放電するが、このエネルギーは
波動と呼ばれるエネルギー量に比例しているか
ら、波動の高いものを調べると、そこには多量
のソマチットが活性化され、ゲルマニウムやマ
グネットに共通する医療器具類も、磁力による
電子の流れによりソマチットが活性化する事に
より、血流が良くなる事が実証されている。

また、病気やストレス、ネガティブな気持ち
の時、このソマチットは血液中で殻を作ってそ
の中に逃げ込んでしまうが、健康で明るい気持
ちであれば元気に活躍する変化を示すと述べら
れている。

以上のことから、健康を保持する、長寿を
得るためにはソマチットを研究していくことで、
従来の医学、科学とはまた違った角度からの答
えが見いだせるのではないかと思慮される。

3．長生きとテロメアについて
動物の体にある細胞の大半は、分裂できる回

数に限りがあり、つまり寿命があるのだが、こ
れには、染色体の末端に位置するテロメアと呼

ばれる配列が深く関係しているといわれる。
細胞分裂ではまずDNAが複製され、DNA

の複製はプライマーという断片配列を足がかり
に行われるが、染色体の末端ではプライマー部
分の配列は複製されないので、細胞分裂を繰り
返すごとに末端は短くなっていく。染色体の末
端には、テロメアと呼ばれる繰り返されている
塩基配列があり、人間の場合は、TTAGGGと
いう配列が約1万塩基繰り返されている。

細胞が分裂を繰り返すごとに、染色体の末
端のテロメア配列が少しずつ失われるのだが、
テロメアの長さは、細胞分裂の回数を測る尺
度（分裂時計）として機能し、細胞の寿命を調
節していると考えられている。人間ではテロメ
アDNAが5000塩基くらいになると、細胞が寿
命（分裂寿命）に達し、それ以上の分裂は起こ
らなくなるのと、また寿命に達しなくても、細
胞がテロメアの長さで分裂時計の進行を感知
することが老化につながっているとも言われて
いる。

だが、人間の体の生殖細胞は細胞分裂を繰
り返してもテロメアが短くならず、長いままの
テロメア配列を子孫に伝達することができるの
だが、これは生殖細胞ではテロメラーゼという
テロメアDNAを維持する酵素の働きがあるか
らとされている。

テロメラーゼ活性は細胞の癌化とも密接な関
係があり、正常な細胞のテロメアがある限界を
超えて短くなると、がん抑制遺伝子が働いて、
細胞分裂がストップする。しかし、ほとんどの
癌細胞ではテロメラーゼが活性化されていて、
細胞は無限分裂寿命を獲得し、増殖が留まら
なくなっている。

つまり、癌細胞はテロメアによる細胞の分裂
と監視を逃れた状態にあるといわれる。現在、
固体の老化や細胞の癌化とテロメアの長さには
密接な関係があるため、テロメラーゼを標的と
した抗癌剤の開発や、細胞にテロメラーゼ活性
を与えて老化を防ぐ研究が進められている。

4．瞑想
最近では、瞑想により、癌を含めた疾病とか、

うつ病とかの精神的な疾患そして認知症までも
改善するとして、マスコミでも取り上げられる

● �●



●� ●

おり、活動していることになる。
このミトコンドリアの主要な機能は、電子伝

達系による酸化的リン酸化によるATP（アデ
ノシン三リン酸：人体のエネルギー源となる物
質）の産生である。細胞の活動に必要なエネル
ギーの殆んどは、直接、あるいは間接的にミト
コンドリアからATPの形で供給されている。

それ以外にも多くの機能を持っており、ステ
ロイドやヘムの合成などを含む様々な代謝、カ
ルシウムや鉄の細胞内濃度の調節、細胞周期
や細胞死であるアポトーシスの調節などにも大
きく関わっているとされる。

東大医学部門脇孝氏は、長寿者のミトコンド
リア遺伝子と、一般患者との全塩基配列を調
査したところ5ヶ所の違いがあり、なかでもミ
トコンドリアDNAの5178番目の塩基（シトシン
−C）が、アデニン（A）に置き換わっている多
型（Mt5178C→A）が百寿者に多く検出すると
報告されている。

つまり、百寿者（37例）の62%が長寿遺伝子
のMt5178A型を持っているということであり、
Mt5178A型を持っている人はMt5178C型を
持っていない人と比べて成人発症性疾患に罹り
にくく長寿になる可能性が大ということになる。

また、ミトコンドリア遺伝子10398G型は長
寿との関連が指摘されており、10398A型では
アルツハイマー病、パーキンソン病、躁鬱病な
どの危険因子であると報告されており、5178C
型は糖尿病、動脈硬化、心筋梗塞などの生活
習慣病との関連があるとされている。

これらのことから、現在では健康者と疾病
である糖尿病、動脈硬化、腎臓の機能障害、
心筋梗塞、脳梗塞の発症にもミトコンドリア遺
伝子が影響しているのではないかと、研究さ
れている。

また、運動能力にもかなりの影響を与えて
いるとみられ、マラソン選手のミトコンドリア
DNAを調べたところ10人中5人に特別な遺伝
子型が見られ、さらに調べたところ一般人の15
倍の頻度で検出されたことから、これはマラソ
ンに強い遺伝子であると推定されている。

そこで、極端な見解をすればミトコンドリア
DNAにより寿命とか健康状態が決まってしま
うということで、ミトコンドリアの老化が、す

なわち人間の老化になるということであるから、
夢も希望も無くなってしまうことになる。

だが、このミトコンドリアに対応する治療方
法、薬剤等が開発されれば、夢の長寿を手中
に収めることができるとも考えられることから、
これについては現在も医学、科学の分野で研究
されているところである。

2．ソマチット
ソマチットとは、フランス系カナダ人のガス

トン・ネサン（1924年−）が「ヒトの血液中に
ごく微小な生命体が存在する」とした仮説のこ
と、もしくはその生命体のことを指す。だが、
ネサンはこの仮説に基づいた治療によって、多
数の癌患者を治癒せしめたと主張したが、ネサ
ンは医師免許を持たないため法的に医療行為を
できず、そのためカナダの厚生省から告訴され
た経緯がある。

日本ソマチット学会の、公式サイトで提示さ
れている主な仮説のうちいくつかを述べてみる
が、このソマチット仮説は残念ながら現在の医
学的・科学的に認められていない。
①  ソマチットは（通常環境では）不死の生命体

であり、地球上最古の原始生物である。
②   ソマチットは癌細胞ができると避難行動を

取ることから、癌患者の血液中にはまった
く存在しないので、発症を予測することが
できる。

③  体内でのソマチットを、白血球は抗原と認
識しないことと、白血球以前の基礎免疫で
あるから、ソマチットが元気になれば免疫
力はあがる。

④  ソマチットは、人体内の環境が悪くなると
尿に混ざって体外に逃げ出す。もしくは、
血小板や赤血球内に逃げ込んで殻を作るの
だが、この原理は尿療法を用いれば逃げ出
したソマチットにもう一度体内で働いてもら
えるということになる。

幾つかの事例を述べたが、ソマチットは免
疫・恒常性維持機能（ホメオスターシス）を担
うのではないかといわれている。これは、人
間の体内の細胞の数（60兆個）の数百～数千倍
も存在する超微小生命体であって、動物・植



はじめに
人類の欲望として、権力、お金、寿命、健

康等々があるが、その中で叶わないものがある
とすれば、古代から時の権力者が追い求めてい
た「寿命」であろう。いつまでも、健康で長生
きをしたいとの願望から錬金術が生まれ医術も
研究され発達してきた。今日においては医学の
発達により、多くの疾病、感染症を克服し、ま
たiPS細胞等の研究により、細胞の再生化も図
られている。

今回は、これとは異なる角度から人類の求め
ている健康で長生きをしたいという、目標に近
づくための手段についての情報を、科学的見地
と、表記の機器についての説明をする。

また、健康とは何かということであるが、60
兆の細胞がそれぞれの役割である筋肉、内臓、
血液等が互いに連絡を取りながら、その組織の
働きを滞りなく務めていくことである。

だが、先天的にまた事故、疾病により後天
的に障害を生じ健康とは言えない状態になっ
ている事例もある。そして、年齢を重ねるに従
い、肉体の老化とともに細胞間の働きに齟齬が
生じ、相当のダメージを受けている事例もある。
つまりこれらは、健康ではないということにな
るのだが、中には小さい時から風邪ひとつひか
ないで百寿を迎える人もいることから、この違
いは何かということを、幾つかに分けて検証し
ていく。

1．細胞組織の働きについて
人間には60兆の細胞があるが、それらは脳

からの指令のもと、互いに連携をとりながら活

動していくことにより、生きているということに
なっている。だがそこで、その幾つかの細胞間
とのコントロールが利かなくなると、病気、癌
などの発生を導き、最悪の場合は細胞死、即ち
死亡となる。

そのコントロールは、骨格から始まり、筋肉
組織、循環器系から消化器系、呼吸器系、泌
尿器系、内分泌系、神経系そして感覚器系と
全ての組織に伝達されるようになっている。

その中で、人間が生存するうえで重要な働き
の1つとして交感神経、副交感神経がある。人
は、リラックスすることで副交感神経が優位と
なり、全身の細胞へ落ち着いた情報を与える
が、反対に交感神経が優位のままで継続して
いけば、ストレスが溜まることとなり、細胞へ
の悪影響を与えるだけでなく疾病等を惹起する
ことになる。

また、生物が生きるためには、酸素を体内に
取り入れ、エネルギーを作り生体活動をする必
要があるが、人間の60兆の各細胞には多くの
ミトコンドリア（細胞内小器官）が存在してい
て、これが体内に食べ物から取り入れた水素と
呼吸からの酸素を利用し、エネルギーの生産活
動をするため、人間をはじめとする動物は生存
活動を行っていけるということになっている。

そのミトコンドリアについてだが、大きさは、
0.5ミクロンの長さで、全ての好気的真核生物
の細胞に含まれ、人や動物の細胞内でエネル
ギーを作り出している細胞内小器官で、1個の
細胞内に数百から数千個も存在している。つま
り、人体には、60兆個の細胞があるので、数
百兆から数千兆個のミトコンドリアが存在して
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